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翻
　
　
刻

小
津
久
足
『
柳
桜
日
記
』

菱

岡

憲

司

解
題

　
『
柳
桜
日
記
』
は
、
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）、
小
津
久
足（
一
八
〇
四
～
一
八
五
八
）が

二
十
五
歳
の
折
、
二
月
二
十
四
日
に
松
坂
を
出
立
し
、
京
都
に
滞
在
し
て
諸
所
を
遊
覧
し
、

大
坂
・
河
内
・
和
泉
を
巡
っ
て
ふ
た
た
び
京
都
に
も
ど
り
、
葵
祭
を
見
物
し
た
の
ち
、
四
月

二
十
一
日
に
松
坂
に
帰
着
す
る
ま
で
の
紀
行
文
で
あ
る
。
久
足
は
生
涯
に
四
十
六
点
の
紀
行

文
を
残
し
て
お
り
、
本
作
は
四
作
目
に
あ
た
る
。
ま
た
、
四
十
六
点
の
う
ち
二
十
一
点
で
京

都
に
赴
い
て
い
る
が
、
京
都
滞
在
を
は
じ
め
て
記
し
た
『
石
走
日
記
』（
文
政
七
年
。
拙
稿

「
翻
刻 

小
津
久
足
『
石
走
日
記
』」『
山
口
県
立
大
学
学
術
情
報
』
一
八
、二
〇
二
五
）に
次
ぐ

本
作
は
、
三
巻
三
冊
と
い
う
初
の
複
数
冊
の
紀
行
文
で
あ
り
、『
石
走
日
記
』
と
く
ら
べ
る

と
記
述
の
詳
細
さ
が
際
立
つ
。

　

冒
頭
、「
見
渡
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春
の
錦
な
り
け
る
」（
素
性
法
師
、『
古
今

和
歌
集
』
春
上
・
五
六
）と
い
う
人
口
に
膾
炙
し
た
歌
を
引
き
、
柳
や
桜
で
彩
ら
れ
た
都
の

春
を
見
よ
う
と
旅
に
出
た
こ
と
を
記
す
。『
柳
桜
日
記
』と
題
す
る
所
以
で
あ
り
、書
名
の「
柳

桜
」
は
「
や
な
ぎ
さ
く
ら
」
と
読
む
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
文
政
十
一
年
、
十
一
月
七
日
に
師
の
本
居
春
庭
が
没
し
、
ま
た
十
二
月
四
日
に

は
、
は
じ
め
て
馬
琴
と
面
会
す
る
な
ど
、
久
足
に
と
っ
て
人
生
の
転
機
と
も
い
え
る
年
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
『
柳
桜
日
記
』
に
は
、
後
年
の
「
古
学
離
れ（
国
学
離
れ
）」
に
つ
な
が

る
、
宣
長
説
へ
の
疑
義
が
萌
し
て
い
る（
拙
著
『
大
才
子 

小
津
久
足
』
第
二
章
〈
中
公
選
書
、

二
〇
二
三
〉）。
当
時
、
久
足
は
『
延
喜
式
』
神
名
帳
の
注
釈
を
志
し
て
お
り（「
お
の
れ
は
や

く
倭
魂
み
が
き
し
を
り
は
、『
式
』
の
神
名
帳
に
注
を
せ
ま
ほ
し
く
お
も
ひ
し
こ
と
あ
り
て
、

そ
れ
に
つ
き
て
は
お
ほ
く
い
と
ま
を
つ
ひ
や
し
た
り
」『
班
鳩
日
記
』
天
保
七
年
三
月
三
日
）、

本
作
で
も
積
極
的
に
神
社
を
訪
れ
、
古
墳
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
月
六
日
に
祇
園
神
社
の
能
・
狂
言
、
三
月
十
日
に
今
宮
神
社
の
安
良
比
祭
、
三

月
十
七
日
に
壬
生
寺
の
壬
生
狂
言
、
三
月
十
九
日
に
伏
見
稲
荷
大
社
の
御
出
、
三
月
二
十
三

日
に
光
格
院
の
修
学
院
離
宮
行
幸
、
三
月
二
十
四
日
に
壬
生
寺
の
壬
生
狂
言
、
三
月
二
十
五

日
に
千
本
閻
魔
堂（
引
接
寺
）の
狂
言
、
三
月
三
十
日
に
大
坂
道
頓
堀
の
芝
居
、
四
月
十
日
に

伏
見
稲
荷
大
社
御
旅
所
の
稲
荷
祭
、
四
月
十
三
日
に
御
蔭
祭
、
四
月
十
六
日
に
下
鴨
神
社
の

葵
祭
と
、
雅
俗
両
様
の
催
し
を
物
見
高
く
見
物
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子
を
詳
細
に
記
録
す
る

な
ど
、
資
料
性
も
高
い
。

行
程

　
『
柳
桜
日
記
』
中
の
地
名
・
神
社
仏
閣
等
を
抄
出
し
て
行
程
を
記
す
。
移
動
中
は
地
名
が
、

京
都
滞
在
中
は
神
社
仏
閣
等
が
中
心
と
な
る
が
、
あ
え
て
整
理
せ
ず
に
同
列
に
拾
い
あ
げ
た
。

以
下
、
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の
は
傍
記
で
正
し
、
ま
た
誤
り
で
な
く
と
も
、
現
在
と
呼
称
・

表
記
が
異
な
る
も
の
は
、
括
弧
に
て
現
在
の
名
を
記
し
た
。

2
月
24
日　

�

松
坂
、
三
渡
、
小
津
、
曽
原
、
中
道
、
肥
留
縄
手
、
雲
出
川
、
小
森
、
高
茶
屋
、

上
野
、
垂
水
、
藤
方
、
片
樋
の
宮
の
跡（
加
良
比
乃
神
社
）、
千
年
山
、
津
、
部

田
、
中
野
、
平
野
、
森
、
一
身
田
、
高
田
山
専
修
寺
、
久
保
田（
窪
田
）、
野
崎
、

豊
久
野
、
銭
懸
松
、
高
野
、
長
野
の
松
原
、
椋
本
、
中
縄
、
林
、
楠
原
、
古
駅

（
古
厩
）、
関
川
、
関
、
地
蔵
堂（
宝
蔵
寺
地
蔵
院
）、
一
瀬（
市
瀬
）、
筆
捨
、
筆

捨
山
、
楢
木
、
沓
掛
、
坂
下
【
日
野
屋
泊
】

2
月
25
日　

�
坂
下
、
石
村
、
鈴
鹿
川
、
鈴
鹿
神
社
、
す
ゞ
か
山（
鈴
鹿
山
）、
峠（
鈴
鹿
峠
）、
沢
、

桜
松
、
榎
木
、
山
中
、
大
平
、
女
夫
坂
、
猪
鼻
、
蟹
が
坂
、
田
村
川
、
田
村
神

社
、
土
山
、
松
尾
川（
野
洲
川
）、
頓
宮
、
前
野
、
市
場
、
石
室
、
大
野
、
今
宿
、

今（
今
在
家
）在

、
小
里
、
新
庄（
新
城
）、
栗
林
、
月
上
、
水
口
、
城
山
、
林
道（

口
）、

北
脇
、
泉
、
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横
田
川（
野
洲
川
）、
田
川
、
吉
永
、
夏
見
、
針
、
平
松
、
柑
子
袋
、
石
部
、
金
山
、

伊
勢
落
、
林
、
梅
木
、
野
村
、
手
孕（

原
）、（
鈎
）釣

里
、
目
川
、
本（

坊
）袋

、
草
津
、
立
木
大

明
神（
立
木
神
社
）、
矢
倉
、
野
路
、
玉
川
の
跡
、
月
輪
、
大
江
、
神
領
、
瀬
田

【
伊
勢
屋
泊
】

2
月
26
日　

�
瀬
田
、
龍
神
社
、
田
原
藤
太
秀
郷
社
、
長
橋（
瀬
田
の
唐
橋
）、
粟
津
の
松
原
、

今
井
兼
平
の
塚
、膳
所
、石
場
、大
津
、四
宮（
天
孫
神
社
）、鞠
神
社（
平
野
神
社
）、

上
宮
、
下
宮
、
関
清
水
大
明
神（
関
蝉
丸
神
社
下
社
）、
蝉
丸
宮（
関
蝉
丸
神
社

上
社
）、あ
ふ
さ
か
山（
逢
坂
山
）、大
谷
、蝉
丸
の
宮（
蝉
丸
神
社
）、追
分
、山
科
、

陵（
御
陵
）、
天
智
天
皇
陵（
山
科
陵
）、
日
野
岡
山
、
白
川
橋
、
三
条
の
大
橋
、

祇
園
社（
八
坂
神
社
）、
長
楽
寺
、
東
大
谷
、
智（

知
）恩

院
、
三
条
大
橋
【
目
貫
屋
泊
】

2
月
27
日　

�

京
都
滞
在　

清
水
の
観
音（
清
水
寺
）、
地
主
権
現
の
御
社（
地
主
神
社
）、
高
台

寺

2
月
28
日　

�

京
都
滞
在　

大
仏（
方
広
寺
大
仏
殿
）、
蓮
華
王
院
の
三
十
三
間
堂
、
池
田
、
今（

新
）

熊
野
御
社
、
一
の
橋
、
滝
尾
社（
滝
尾
神
社
）、
三
聖
寺
、
万
寿
寺
、
東
福
寺
、

通
天
橋
、
稲
荷
社（
伏
見
稲
荷
大
社
）、
石
峰
寺
、
宝
塔
寺
、
三
十
番
神
の
社
、

深
草
、
瑞
光
寺
、
元
政
庵
、
極
楽
寺
村
、
嘉
祥
寺
、
安
楽
行
院（
深
草
北
陵
）、

谷
口
、
桓
武
天
皇
陵（
柏
原
陵
）、
大
亀
谷
、
即
成
就
院
、
元
御
香
宮
、
仏
国
寺
、

伏
見
の
桃
山
、
宇
治
見
台
、
龍
雲
寺
、
天
神
御
社
、
指
月
山
月
橋
寺（
月
橋
院
）、

豊
後
橋
、
御
香
宮
、
深
草
寺
、
墨
染
寺
、
竹
田
、
安
楽
寿
院
、
西
行
寺
、
北
向

不
動
院
、
美
福
門
院
の
御
墓
、
白
河
院
陵
、
城
南
神
の
社（
城
南
宮
）、
真
幡
寸

辻
、
秋
の
山
、
油
小
路
、
不
動
堂（
不
動
堂
明
王
院
）、
道
祖
神（
道
祖
神
社
）

2
月
29
日　

�

京
都
滞
在　

錦
天
神
、
誓
願
時
、
蛸
薬
師
、【
知
人
訪
問
】

3
月
1
日　

�

京
都
滞
在　

北
野
御
社（
北
野
天
満
宮
）、
平
野
御
社（
平
野
神
社
）、
安
産
天
神

と
い
ふ
御
社（
敷
地
神
社
、
わ
ら
天
神
宮
）、
鏡
石
、
鷹
峰（
鷹
峯
）、
紫
野
、
今

宮（
今
宮
神
社
）、
大
徳
寺
、
上
御
霊
社（
上
御
霊
神
社
）、
鞍
馬
口
、
下
加
茂（
下

鴨
神
社
、
賀
茂
御
祖
神
社
）、
川
合
社（
河
合
神
社
）、
加
茂
川

3
月
2
日　

�

京
都
滞
在　

新
玉
津
島
御
社（
新
玉
津
島
神
社
）、
俊
成
卿
の
社（
俊
成
社
）、
因

幡
薬
師（
平
等
寺
）、
新
善
光
寺
、
塩
竃
大
明
神
、
市
姫
大
明
神（
市
比
賣
神
社
）、

御
影
堂
、
五
条
の
橋
、
籬
島
の
跡
、
川
原
院
の
跡（
河
原
院
址
）、
西
大
谷（
大

谷
本
廟
）、
要
法
寺
、
清
水（
清
水
寺
）、
歌
中
山
、
清
閑
寺
、
高
倉
院
陵
、
小

督
局
塔
、
若
宮
八
幡（
若
宮
八
幡
宮
）、
長
楽
寺

3
月
3
日　

�

京
都
滞
在　

祇
園（
八
坂
神
社
）、
安
井（
安
井
金
比
羅
宮
）、
崇
徳
院
御
廟
、
智（

知
）

恩
院
、
大
内（
御
所
）、
千
本
、
木
島
御
社（
木
嶋
坐
天
照
御
魂
神
社
、
蚕
ノ
社
）、

太
秦
、
広
隆
寺（
蜂
岡
寺
）、
大
辟
神
社（
大
酒
神
社
）、
桂
宮
院
と
い
ふ
堂（
桂

宮
院
本
堂
）、
車
折
神
社
、
嵯
峨
、
渡
月
橋
、
大
井
川
、
嵐
山
、
と
な
瀬
の
滝（
戸

無
瀬
の
滝
）、
天
龍
寺
の
う
ち
な
る
雲
居
庵
【
雲
居
庵
泊
】

3
月
4
日　

�

京
都
滞
在　

天
龍
寺
、
大
井
川
、
嵐
山
、
渡
月
橋
、
大
悲
閣（
千
光
寺
）、
法
輪

寺
、
渡
月
橋
、
亀
山
院
陵
、
天
龍
寺
、
任
有
亭
、
太
秦
、
三
条
大
橋
西
詰
目
貫

屋

3
月
5
日　

�

京
都
滞
在　

祇
園（
八
坂
神
社
）、
智（

知
）恩

院
、
長
楽
寺
、
東
大
谷
、
双
林
寺
、
高

台
寺
、
清
水（
清
水
寺
）

3
月
6
日　

�

京
都
滞
在　

聖
護
院
、
桜
塚
、
熊
野
宮
、
崇
徳
天
皇
社
、
左
府
社
、
黒
谷（
金

戒
光
明
寺
）、
真
如
堂
、
芝
薬
師
、
東
北
院
、
和
泉
式
部
塔
、
軒
端
梅
、
吉
田（
吉

田
神
社
）、 

大
元
宮
、
春
日
社
、
霹
靂
神
社
、
百
万
遍（
百
萬
遍
知
恩
寺
）、
干

菜
寺（
光
福
寺
）、
福
塚（
後
二
条
院
陵
）、
北
白
河
、
銀
閣
寺（
慈
照
寺
）、
岡
崎
、

本
光
寺
、
法
勝
寺
の
塔
の
跡
、
青
蓮
院
、
庚
申
堂
、
智（

知
）恩

院
、
明
智
光
秀
首
塚
、

祇
園（
八
坂
神
社
）【
能
・
狂
言
見
物
】、
円
山
安
養
寺
、
蓮
阿
弥

3
月
7
日　

�

京
都
滞
在　

神
泉
苑
、
太
秦
、
嵯
峨
、
臨
川
寺
、
鹿
王
院
、
嵐
山
、
大
井
川
、

野
宮
、
常
寂
光
寺
、
定
家
卿
の
時
雨
亭
、
定
家
卿
社
、
二
尊
院
、
時
雨
亭
、
厭

離
庵
、
為
家
卿
の
御
墓
、
定
家
卿
の
御
墓
、
帷
子
辻
、
甲
塚（
甲
塚
古
墳
）

3
月
8
日　

�

京
都
滞
在　

東
漸
寺
、
東
大
谷
、
双
林
寺
、
祇
園
女
御
墓
、
長
楽
寺

3
月
9
日　

�

京
都
滞
在　

南
禅
寺
、
永
観
堂（
禅
林
寺
）、
若
王
子
社（
熊
野
若
王
子
神
社
）、

光
雲
寺
、
鹿
谷
、
住
蓮
山
安
楽
寺
、
鈴
虫
・
松
虫
と
い
ふ
女
の
墓
、
万
無
寺（
法

然
院
）、
智（

知
）恩

院
、
長
楽
寺

3
月
10
日　

�

京
都
滞
在　

上
鴨
の
御
社（
上
賀
茂
神
社
、
賀
茂
別
雷
神
社
）、
今
宮
【
安
良
比

祭
見
物
】、
雲
林
院
、
船
岡
山
、
円
融
院
を
か
く
し
奉
れ
る
所
、
陵
ふ
た
と
こ

ろ（
近
衛
天
皇
火
葬
塚
、
後
冷
泉
天
皇
火
葬
塚
）、
蓮
台
寺（
上
品
蓮
台
寺
）、
千

本
閻
魔
堂（
引
接
寺
）、
千
本
釈
伽（

迦
）堂（

大
報
恩
寺
）、
北
野（
北
野
天
満
宮
）、
紙

屋
川
、
平
野
社（
平
野
神
社
）、
等
持
院
、
龍
安
寺
、
仁
和
寺
、
並
岡（
双
ヶ
岡
）、

妙
心
寺

3
月
11
日　

�

京
都
滞
在　

智（
知
）恩

院
、
長
楽
寺
、
双
林
寺
、
目
疾
地
蔵（
仲
源
寺
）

3
月
12
日　

�

京
都
滞
在　

蛭
子
宮（
恵
美
須
神
社
）、
建
仁
寺
、
松
原
通
の
橋（
松
原
橋
）、
南
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岩
倉（
不
動
寺
）、
六
角
堂
、
瑞
泉
寺
、
秀
次
公
の
墓

3
月
13
日　

�

京
都
滞
在　

一
の
橋（
一
之
橋
）、
崇
道
天
皇
塚
本
社（
塚
本
社
跡
）、
田
中
社（
田

中
神
社
）、
稲
荷
社（
伏
見
稲
荷
大
社
）、
上
の
塚
＝
上
の
社
、
中
の
社
、
下
の
社
、

中
茶
屋
、
勧
修
寺
、
勧
修
寺
の
宮
、
三
条
右
大
臣
の
御
墓（
藤
原
定
方
墓
）、
八

幡
社（
吉
利
倶
八
幡
宮
）、宮
路
氏
弥
益
と
い
ふ
人
を
ま
つ
れ
る
両
社
大
明
神（
宮

道
神
社
）、
小
野
、
随
心
院
、
醍
醐（
醍
醐
寺
）、
醍
醐
天
皇
陵（
後
山
科
陵
）、

朱
雀
天
皇
陵（
醍
醐
陵
）、
大
宅
、
岩
屋
明
神（
岩
屋
神
社
）、
馬
背
坂
、
坂
上
田

村
麿
の
君
の
墓
、
栗
栖
野
、
稲
荷
社（
折
上
稲
荷
神
社
）、
花
山
、
花
山
稲
荷
社

（
花
山
稲
荷
社
）、
南
花
山
、
上
花
山
、
福
應
寺
、
小
松
内
大
臣
重
盛
公
の
御
墓
、

遍
昭
僧
正
の
墓
、
北
花
山
、
元
慶
寺
、
東
山
寺（
華
山
寺
）、
渋
谷
、
梅
本
寺
、

渋
谷
越
、
小
松
谷
、
正
林
寺（
小
松
谷
正
林
寺
）、
継
信
・
忠
信
の
墓
、
三
島
明

神

3
月
14
日　

京
都
滞
在　

綾
小
路
、
大
原
社（
大
原
神
社
）、
西
本
願
寺
、
興
聖（

正
）寺

、
本
国（

圀
）寺

3
月
15
日　

�

京
都
滞
在　

御
所
八
幡（
御
所
八
幡
宮
）、
本
能
寺
、
大
雲
院
、
天
満
宮（
火
除

天
満
宮
）、
信
長
公
の
御
墓
、
信
忠
公
の
御
墓
、
加
茂
の
川
原（
鴨
川
）

3
月
16
日　

�

京
都
滞
在　

北
白
川
、
将（

勝
）軍

地
蔵
、
一
乗
寺
、
さ
が
り
松（
下
り
松
）、
八
大
龍

王
の
御
社（
八
大
神
社
）、
詩
仙
堂
、
赤
山
神
社（
赤
山
禅
院
）、
修
学
院
の
行
宮

（
修
学
院
離
宮
）、
山

、
加
茂
川（
鴨
川
）

3
月
17
日　

�

京
都
滞
在　

御
磐（

繁
）昌

社（
繁
昌
神
社
）、
五
条
天
神
の
御
社（
五
条
天
神
宮
、
天

使
の
宮
）、
菅
大
臣
御
社（
菅
大
臣
神
社
）、
七
条
、
粟
島
社（
粟
嶋
堂
、
宗
徳
寺
）、

芹
根
水
、
東
寺
、
八
幡
御
社（
鎮
守
八
幡
宮
）、
八
島
大
明
神（
八
島
社
）、
遍
照

心
院（
大
通
寺
）、
六
孫
王
経
基
公
の
御
墓（
六
孫
王
神
社
）、
朱
雀
、
権
現
堂
と

い
ふ
寺
、
六
条
判
官
為
義
の
墓
、
島
原
、 

出
口
柳
、
壬
生
寺
【
壬
生
狂
言
見
物
】、

隼
神
社
＝
く
さ
神
、
空
也
堂（
極
楽
院
）

3
月
18
日　

�

京
都
滞
在　

霊
山（
正
法
寺
）、
八
坂
の
塔（
法
観
寺
五
重
塔
）、
清
水（
清
水
寺
）、

土
公
神
の
社
、
愛
宕
寺
、
六
波
羅
蜜
寺
、
珍
篁
寺（
六
道
珍
皇
寺
）

3
月
19
日　

�

京
都
滞
在　

七
条
河
原
、
松
明
殿
、
稲
荷
の
御
社（
伏
見
稲
荷
大
社
）【
御
出
見

物
】、
泉
涌
寺
、
夢
の
浮
橋
、
今
熊
野
観
音（
今
熊
野
観
音
寺
）、
善
能
寺
、
剣

宮（
剣
神
社
）、
幻
観
音
、
今
熊
野
御
社（
新
熊
野
神
社
）、
蓮
花
王
院
、
耳
塚

3
月
20
日　

�

京
都
滞
在　

藤
森
の
御
社（
藤
森
神
社
）、
大
亀
谷
、
六
地
蔵
、
木
幡
、
柳
大
明

神
＝
許
波
多
神
社
、
大
和
田
、
黄
檗
山
萬
福
寺
、
三
室
戸
寺
、
蜻
蛉
石（
線
刻

阿
弥
陀
三
尊
仏
）、
宇
治
橋
、
彼
方
町
、
宇
治
彼
方
神
社（
彼
方
神
社
）、
橋
寺（
放

生
院
）、
離
宮
八
幡（
宇
治
神
社
、
宇
治
上
神
社
）、
恵
心
院
、
興
聖
寺
、
宇
治
川
、

東
禅
院
、
橋
姫
の
御
社（
橋
姫
神
社
）、
平
等
院
、
扇
の
芝
、
鳳
凰
堂
、【
船
路
】、

伏
見
、
豊
後
橋

3
月
21
日　

京
都
滞
在　
【
知
人
訪
問
】

3
月
22
日　

�

京
都
滞
在　

安
井（
安
井
金
毘
羅
宮
）、
清
水（
清
水
寺
）、
祇
園
の
御
社（
八
坂

神
社
）

3
月
23
日　

�

京
都
滞
在　

加
茂
川（
鴨
川
）、
柳
茶
屋
【
光
格
院
修
学
院
御
幸
見
物
】、
下
鴨

の
御
社（
下
鴨
神
社
）

3
月
24
日　

京
都
滞
在　

壬
生
寺
【
壬
生
狂
言
見
物
】、
護
真
寺

3
月
25
日　

�

京
都
滞
在　

北
野
御
社（
北
野
天
満
宮
）、
大
将
軍
社（
大
将
軍
八
神
社
）、
椿
寺

＝
地
蔵
院
、
成
願
寺
、
妙
心
寺
、
並
岡（
双
ヶ
岡
）、
長
泉
寺
、
北
野
御
旅
所（
北

野
神
社
御
旅
所
）、
郭
公
天
神（
一
ノ
保
天
満
宮
）、
伝
法
輪
寺（
法
輪
寺
）、
清

和
院
、
蜘
蛛
塚
、
千
本
の
き
り
し
ま
寺
、
閻
魔
堂（
引
接
寺
）【
狂
言
見
物
】、

相
国
寺
、
中
御
霊
、
下
御
霊（
下
御
霊
神
社
）、
浄
華
院（
清
浄
華
院
）、
廬
山
寺
、

革
堂（
行
願
寺
）

3
月
26
日　

京
都
滞
在　
【
知
人
訪
問
】、
四
条
の
橋
、【
祇
園
登
楼
】

3
月
27
日　

�

京
都
滞
在　

雀
森
、
昔
の
勧
学
院
の
跡（
勧
学
院
址
）、
な
ぎ
の
宮（
元
祇
園
梛

神
社
）、
蛭
子
宮
、
千
本
通
、
西
院
、
春
日
の
御
社（
西
院
春
日
神
社
）、
高
院

の
森
＝
西
院
の
春
日
の
御
旅
所（
西
院
野
々
宮
神
社
）、
梅
宮（
梅
宮
大
社
）、
檀

林
皇
后
の
御
墓
、
天
皇
塚
、
大
墓
、
梅
津
、
長
福
寺
、
梅
津
左
衛
門
と
い
ふ
人

の
墓
、
大
井
川
、
上
野
橋
、
徳
大
寺
、
下
山
田
＝
御
陵
、
田
邑
陵
、
御
輿
塚
、

真
如
寺
、
葉
室
常（

浄
）住

寺
、
衣
笠
山
地
蔵
院（
竹
寺
）、
細
川
頼
之
墓
、
葉
室
西
芳

寺（
苔
寺
）、
花（

華
）巌

寺（
鈴
虫
寺
）、
西
光
寺
、
月
読
神
社
、
松
尾
社（
松
尾
大
社
）、

渡
月
橋
、
嵐
山
、
天
龍
寺
、
七
老
亭
、
妓（

祇
）王

寺
、
往
生
院
、
生
六
道
と
い
ふ
堂
、

福
田
院（
福
田
寺
）、
後
亀
山
院
陵（
嵯
峨
小
倉
陵
）、
念
仏
寺
、
清
涼
寺
、
大
沢

の
池
、
広
沢
の
池

3
月
28
日　

京
都
滞
在　

南
禅
寺

3
月
29
日　
【
挨
拶
回
り
】、
稲
荷
の
御
社（
伏
見
稲
荷
大
社
）、
伏
見
の
京
橋
、【
船
中
泊
】

3
月
30
日　

大
坂
滞
在　

道
頓
堀
、【
芝
居
見
物
】【
藤
屋
泊
】

4
月
1
日　

�

大
坂
滞
在　

生
玉
神
社（
生
國
魂
神
社
）、
北
向
八
幡
、
高
津
な
る
仁
徳
天
皇
御
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社（
高
津
宮
）、
餌
指
町
、
円
珠
庵（
鎌
八
幡
）、
阿
闍
梨
の
墓（
契
沖
墓
）

4
月
2
日　

�

新
清
水
と
い
ふ
寺（
新
清
水
寺
）、
勝
曼
院
の
毘
沙
門
天（
大
江
神
社
）＝
乾
社
、

勝
曼
堂（
愛
染
堂
）、
家
隆
卿
の
墓
、
天
王
寺（
四
天
王
寺
）、
熊
野
権
現
社
、
南

大
門
、
庚
申
堂
、
荒
陵
山
＝
茶
臼
山
、
阿
倍
野
街
道
、
本
多
出
雲
守
忠
友
と
い

ふ
人
の
墓
、
一
本
松
、
あ
め（

べ
）寺

千
軒
の
跡
、
安
倍
野
村
、
松
虫
塚
、
清
明
の
社

（
安
倍
晴
明
神
社
）、
大
名
塚
＝
北
畠
顕
家
卿
の
御
墓
、
経
塚
、
小
町
塚
、
播
磨

塚
、
帝
塚
山
、
津
守
氏
の
遠
祖
の
墓
、
大
宅
社
、
奥
天
神
、
大
海
神
社
、
神
宮

寺
、
住
吉
御
社（
住
吉
大
社
）、
安
立
、
浅
沢
小
野
、
霰
松
原
不
動
、
阿
弥
陀
寺
、

遠
里
小
野
、
念
仏
寺
、
大
和
川
、
堺
、
天
神
御
社
、
三
村
神
社
＝
開
口
神
社
、

住
吉
御
旅
所（
住
吉
大
社
宿
院
頓
宮
）、
大
山
陵
＝
百
舌
耳
原
中
陵（
大
仙
陵
古

墳
、
仁
徳
天
皇
陵
）、
百
舌
耳
原
南
陵（
上
石
津
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
、
履
中
天
皇

陵
）、
蓼
が
池
陵
＝
楯
井
陵
＝
百
舌
耳
原
北
陵（
田
出
井
山
古
墳
、
反
正
天
皇
陵
）、

万
代
八
幡（
百
舌
鳥
八
幡
宮
）、
長
曽
根
、
金
田
、
中
村
、
野
遠
、
松
原
、
大
塚
、

陵
と
お
ぼ
し
き
も
の（
河
内
大
塚
山
古
墳
）、
野
村
、
伊
勢
橋
、
野ノ

ヽ
ウ
ヘ上

村
、
野
中

寺
＝
中
太
子
、
亀
池
弁
財
天（
法
泉
寺
）、
ぼ
け
山（
野
中
ボ
ケ
山
古
墳
、
仁
賢

天
皇
陵
）、
埴
生
坂
、
恵
我
長
野
西
陵（
岡
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
、
仲
哀
天
皇
陵
）、

藤
井
寺
、
三
社
の
宮
＝
長
野
神
社
、
島
泉
、
丹
比
高
鷲
原
陵
＝
高
鷲
原（
雄
略

天
皇
陵
）、
野
中
、
野
中
神
、
誉
田
、
誉
田
八
幡
の
御
社（
誉
田
八
幡
宮
）、
誉

田
八
幡
の
陵
＝
恵
我
藻
伏
山
岡
陵（
誉
田
御
廟
山
古
墳
、
応
神
天
皇
陵
）、
当
宗

神
社
、
竹
内
宿
祢
の
墓
、
道
明
寺
【
松
や
泊
】

4
月
3
日　

�

道
明
寺
、
天
神
の
御
社（
道
明
寺
天
満
宮
）、
天
穂
日
命
神
社
、
三
社
神
祠
、
白

大
夫
祠
、
八
島
塚
＝
土
師
八
島
連
と
い
ふ
人
の
墓（
八
島
塚
古
墳
、
三
ツ
塚
古

墳
）、
沢
田
、
沢
田
山（
仲
津
山
古
墳
、
仲
津
姫
命
陵
）、
石
川
、
玉
手
山
、
安

福
寺
、
天
王
台（
玉
手
山
）、
牛
頭
天
王
の
御
社（
伯
太
彦
神
社
）、
寿
世
堂
、
国

見
岡
、
駒
谷（
駒
ヶ
谷
）、
杜
本
神
社
、
金
剛
輪
寺
、
楠
公
の
墓
、
藤
永
手
墓
、

西
行
法
師
の
す
め
り
し
庵
、
飛
鳥
川
、
若
宮
の
杜
、
壺
井
八
幡
の
御
社（
壺
井

八
幡
宮
）、
壺
井
権
現
の
御
社（
壺
井
権
現
社
）、
壺
井
、
通
法
寺
、
伊
予
守
頼

義
公
を
を
さ
め
た
る
所
、
八
幡
太
郎
義
家
公
の
御
墓
、
河
内
守
源
頼
信
公
の
み

は
か
、
上
太
子
＝
磯
長
山
叡
福
寺
、
梅
鉢
陵
、
河
内
磯
長
原
陵（
春
日
向
山
古
墳
、

用
明
天
皇
陵
）、
大
坂
磯
長
陵（
叡
福
寺
北
古
墳
、
聖
徳
太
子
磯
長
墓
）、
河
内

国
磯
長
中
尾
陵（
太
子
西
山
古
墳
、
敏
達
天
皇
陵
）、
磯
長
山
田
陵（
山
田
高
塚

古
墳
、
推
古
天
皇
陵
、
竹
田
皇
子
墓
）、
飛
鳥
＝
近
飛
鳥
、
大
坂
山
の
道
＝
あ

な
む
し
越（
穴
虫
峠
）、
飛
鳥
戸
神
社
＝
天
王
、
駒
谷（
駒
ヶ
谷
）、
田
辺
、
春
日

神
社
、
国
分
、
飛
鳥
天
王
社
、
阿
弥
陀
寺
、
高
井
田
、
木
ぶ
か
き
杜
、
青
谷
、

木
ぶ
か
き
杜
、
雁
多
尾
畑
、
南
畑
、
信
貴
山
【
成
徳
院
泊
】

4
月
4
日　

�

信
貴
山
、
猪
上
大
明
神（
猪
上
神
社
）、
本
堂
、
奥
院
、
毘
沙
門
堂
、
米
尾
山
、

久
安
寺
、
久
安
寺
越
、
山
た
け（
山
畑
）、
水
越
、
玉
祖
大
明
神（
玉
祖
神
社
）、

神
立
、
十
三
峠
越
、
楽
音
寺
、
横
小
路
、
六
万
寺
、
四
条
、
四
条
縄
手
、
五
条
、

出
雲
井
、
平（

枚
）岡

神
社
、
豊
浦
、
暗
峠
越
、
箱
堂（

殿
）、

額
田
、
高
野
街
道
、
石
切
剱

箭
神
社
、
神
並
、
芝
、
日
下
、
大
龍
寺
、
善
根
寺
、
中
垣
内
、
野
崎
、
慈
眼
寺（
野

崎
観
音
）、
北
条
、
川
崎
、
苅
屋
、
楠
正
行
主
墓
・
同
正
時
主
墓
、
角
部
、
西

宮
新
田
、【
船
路
】、
道
頓
堀
【
藤
屋
泊
】

4
月
5
日　

�

天
満
天
神
の
御
社（
大
阪
天
満
宮
）、坐
摩
神
社
、仁
徳
天
皇
御
社
、道
頓
堀
【
船

中
泊
】

4
月
6
日　

�

山
崎
、
広
瀬
、
水
無
瀬
、
水
無
瀬
川
、
桜
井
、
ち
ひ
さ
き
八
幡
の
社（
矢
納
神

社
）、
子
別
の
松
、
待
宵
侍
従
墓
、
金
龍
寺
、
あ
ま（
安
満
）、
別
府
、
古
曽
部
、

能
因
法
師
の
墓
、
花
の
井
、
伊
勢
寺
、
伊
勢
の
墓
、
丹
波
谷
、
安
満
、
梶
原
、

神
南
、
神
並
の
森
、
桜
井
、
広
瀬
、
東
大
寺
、
関
戸
、
山
崎
、
離
宮
八
幡
の
御

社（
離
宮
八
幡
宮
）、
宝
寺（
宝
積
寺
）、
観
音
寺
、
円
明
寺
、
小
倉
神
社
、
長
岡
、

長
岡
天
神（
長
岡
天
満
宮
）、
長
法
寺
、
粟
生
、
光
明
寺
、
井
内
、
向
日
、
島
坂
、

向
神
社（
向
日
神
社
）、
寺
堂
、
下
久
世
、
久
世
、
木
ぶ
か
き
神
社
、
桂
川
、
石

原
、
吉
祥
院
、
唐
橋
、
四
塚
、
羅
城
門
の
跡
、
東
寺
、
稲
荷
の
御
旅（
伏
見
稲

荷
大
社
御
旅
所
）、
三
条
の
宿
【
目
貫
屋
泊
】

4
月
7
日　

京
都
滞
在　
【
休
息
】

4
月
8
日　

�

京
都
滞
在　

加
茂
川（
鴨
川
）、
田
中
、
一
乗
寺
、
雲
母
坂
、
林
丘
寺
宮
＝
音
羽

御
所
、
雲
母
寺
不
動
、
修
学
院
の
行
宮（
修
学
院
離
宮
）、
音
羽
滝
、
水
吞
峠（
水

飲
峠
）、
四
明
が
嶽（
比
叡
山
）、
講
堂
、
戒
壇
堂
、
中
堂（
根
本
中
堂
）、
山
門
、

坂
本
、
山
王
の
御
社
＝
日
吉
神
社（
日
吉
大
社
）、
坂
本
、
下
坂
本
、
唐
崎
、
唐

崎
明
神
、
志
賀
、
八
幡
の
社（
志
賀
八
幡
神
社
）、
山
中
、
山
中
越
、
三
条

4
月
9
日　

京
都
滞
在　
【
知
人
訪
問
】

4
月
10
日　

�

京
都
滞
在　

東
寺
、
旅
所（
伏
見
稲
荷
大
社
御
旅
所
）【
稲
荷
祭
見
物
】、
松
原

通
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4
月
11
日　

京
都
滞
在　

鴨
川
、
蓮
華
王
院
【
か
き
つ
ば
た
見
物
】

4
月
12
日　

京
都
滞
在　

四
条
の
橋
、
加
茂
の
川（
鴨
川
）【
池
洲
訪
問
】

4
月
13
日　

�

京
都
滞
在　

下
加
茂
の
社（
下
鴨
神
社
）、
御
蔭
橋
、
山

、
高
野
、
御
蔭
山
、

御
蔭
社
【
御
蔭
祭
見
物
】、
下
加
茂（
下
鴨
神
社
）

4
月
14
日　

京
都
滞
在　
【
知
人
訪
問
】、
清
水
寺

4
月
15
日　

京
都
滞
在　

祇
園
の
社（
八
坂
神
社
）、
三
条
の
大
橋

4
月
16
日　

京
都
滞
在　

御
社（
下
鴨
神
社
）【
葵
祭
見
物
】

4
月
17
日　

京
都
滞
在　
【
挨
拶
回
り
】

4
月
18
日　

�

京
都
滞
在　

智（
知
）恩

院
、
祇
園
御
社（
八
坂
神
社
）、
長
楽
寺
、
高
台
寺
、
清
水（
清

水
寺
）

4
月
19
日　

�

三
条
、
白
川
橋
、
粟
田
山
、
山
科
、
あ
ふ
さ
か
山（
逢
坂
山
）、
大
津
、【
船
路
】、

矢
橋
、
鞭
崎
八
幡
宮
、
川
の
下
、
大
塚
、
矢
倉
、
草
津
、
石
部
、
水
口
【
川
内

や
泊
】

4
月
20
日　

�

水
口
、
土
山
、
鈴
鹿
山
、
坂
の
下（
坂
下
）、
筆
捨
山
、
関
、
楠
原
、
椋
本
【
大

黒
や
泊
】

4
月
21
日　

椋
本
、
豊
久
野
、
長
野
、
窪
田
、
津
、
高
茶
屋
、
雲
出
、
三
渡
、
松
坂

書
誌

　
『
柳
桜
日
記
』
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
・
日
本
大
学
図
書
館
・
三
重
県
立
図
書

館
が
所
蔵
す
る
。
天
理
本
は
草
稿
本
、
日
大
本
は
浄
書
本
、
三
重
本
は
転
写
本
で
あ
る
。
三

重
本
は
武
藤
文
庫
に
「
小
津
久
足
自
筆
稿
本
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
る（
武
藤
文
庫
に
つ
い
て
は
、

拙
著
『
小
津
久
足
の
文
事
』〈
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
六
〉
三
部
三
章
「
花
鳥
日
記
」
参
照
）。

た
だ
し
、「
小
津
久
足
自
筆
稿
本
」
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、三
重
本
は
久
足
の
筆
跡
で
は
な
い
。

し
か
し
転
写
本
な
が
ら
、
久
足
筆
の
付
箋
が
付
さ
れ
る
な
ど
、
久
足
の
管
理
下
に
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
陸
奥
日
記
』
な
ど
他
の
い
く
つ
か
の
紀
行
文
で
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
久
足
は
浄
書
本
を
転
写
さ
せ
て
副
本
を
作
り
、
机
辺
に
備
え
て
い
た
の
で
あ

り
、
こ
の
三
重
本
も
西
荘
文
庫
旧
蔵
本
と
判
断
さ
れ
る
。
今
回
、
三
重
本
を
翻
刻
の
底
本
と

し
た
。三

重
県
立
図
書
館
所
蔵
。
武
藤
文
庫（
Ｌ
980
／
オ
／
７
～
９　

資
料
番
号140049354

、

140049362

、140049370

）。
三
巻
三
冊
。
二
三
・
二
×
一
六
・
六
糎
。
袋
綴
。
表
紙
は

薄
縹
色
の
無
地
の
布
目
地
。
外
題
「
柳
桜
日
記　

上（
中
・
下
）」
と
左
肩
に
単
枠
題

簽
。
内
題
「
柳
桜
日
記
上
の
巻（
中
の
巻
・
下
の
巻
）」。
一
〇
行
書
。
上
巻
六
六
丁（
墨

付
六
五
丁
）、
中
巻
五
九
丁（
墨
付
五
八
丁
）、
下
巻
六
一
丁（
墨
付
六
〇
丁
）。
印
記
「
武

藤
蔵
書
之
印
」（
朱
陽
）。
胡
粉
・
朱
墨
訂
正
あ
り
。
付
箋
あ
り
。
奥
書
「
文
政
十
一
年

と
い
ふ
年
の
う
づ
き
廿
一
日
／
小
津
久
足
」。

翻
刻

	

凡
例

一
、�

三
重
県
立
図
書
館
所
蔵
『
柳
桜
日
記
』（
武
藤
文
庫
「
小
津
久
足
自
筆
稿
本
」
Ｌ
９８０

／
オ
／
７
～
９　

資
料
番
号140049354

、140049362

、140049370

）を
翻
刻
し
た
。

一
、�

読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
適
宜
、
句
読
点
・
濁
点
・
括
弧
・
改
行
・
段
落
冒
頭

の
字
下
げ
を
施
し
た
。

一
、
小
字
双
行
の
割
注
は
〔　

〕
で
示
し
た
。

一
、�

漢
字
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
し
か
し
、
固
有
名
詞

は
旧
字
体
を
残
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、「
玉
」
を
「
給
」、「
哥
」
を
「
歌
」、「
比
」

を
「
頃
」、「
斗
」
を
「
計
」、「
宦
」
を
「
官
」
と
し
た
。

一
、�

日
付
が
替
わ
る
ご
と
に
一
行
を
空
け
、
小
見
出
し
と
し
て
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
原
文

に
は
な
い
日
付
を
加
え
た
。

（
外
題
）「
柳
桜
日
記　

上
」

【
付
箋
：
千
本
普
賢
糸
桜
ハ
普
賢
堂
ト
ア
リ
『
山
城
名
跡
志
』】

（
内
題
）「
柳
桜
日
記
上
の
巻
」

文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）二
月
二
十
四
日

「
見
わ
た
せ
ば
柳
さ
く
ら
を
こ
き
ま
ぜ
て
」
と
よ
め
り
し
都
の
錦
を
み
ま
ほ
し
く
お
も
ひ
た

ち
ぬ
る
は
、
は
や
く
の
こ
と
な
が
ら
、
何
く
れ
と
さ
は
り
が
ち
に
て
、
春
ご
と
の
花
の
を
り

に
は
、
い
と
ゆ
か
し
く
お
も
ひ
わ
た
り
つ
ゝ
く
ち
を
し
か
り
し
に
、
こ
と
し
文
政
十
一
年
と

い
ふ
と
し
、
な
に
の
さ
は
り
も
な
け
れ
ば
、
こ
の
春
を
よ
そ
に
す
ぐ
し
な
ば
、
又
い
つ
か
は
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と
、
あ
な
が
ち
に
お
も
ひ
お
こ
し
て
、
い
で
た
ゝ
む
と
す
。

　
　

お
も
ひ
た
つ
袂
に
か
へ
て
旅
衣
み
や
こ
の
に
し
き
き
て
や
か
へ
ら
む

　

こ
ろ
は
、
き
さ
ら
ぎ
の
廿
日
あ
ま
り
四
日
、
よ
ふ
か
く
わ
が
す
む
さ
と
を
た
ち
い
づ
る
に
、

有
明
の
月
の
い
と
か
す
か
に
霞
の
ま
よ
り
の
こ
り
た
る
さ
ま
、
常
に
見
な
れ
た
る
影
な
が
ら
、

を
り
に
ふ
れ
て
は
、
い
と
も
の
あ
は
れ
な
り
。

　
　

わ
か
れ
ぢ
の
こ
ゝ
ろ
や
空
に
か
よ
ふ
ら
む
な
み
だ
か
す
め
る
有
明
の
月

　
　

お
ほ
か
た
に
か
す
む
ひ
か
り
も
け
さ
は
又
あ
は
れ
よ
ふ
か
き
あ
り
あ
け
の
月

　
　

よ
を
こ
め
て
た
ち
い
づ
る
身
を
お
の
れ
さ
へ
お
く
り
が
ほ
な
る
あ
り
あ
け
の
月

　

一
里
ゆ
き
て
三
渡
の
橋
を
わ
た
る
と
て
、

　
　

見
わ
た
り
の
川
瀬
の
波
も
こ
の
た
び
は
ま
づ
う
ち
つ
け
に
花
か
と
ぞ
見
る

　

小
津
・
曽
原
・
中
道
な
ど
い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
、
肥
留
縄
手
と
い
ふ
を
ゆ
く
ほ
ど
、
う
ち

は
れ
た
る
道
に
て
、
よ
も
の
山
々
の
そ
こ
は
か
と
な
く
か
す
み
わ
た
れ
る
け
し
き
、
お
も
し

ろ
し
。
日
ご
ろ
家
の
業
に
の
み
か
ゝ
づ
ら
ひ
て
、
い
ぶ
せ
く
の
み
こ
も
り
居
つ
ゝ
、
か
く
た

ま
〳
〵
に
旅
衣
た
ち
い
で
た
る
身
に
は
、
め
づ
ら
し
く
な
ん
。

　

雲
出
川
を
わ
た
り
て
、
そ
の
さ
と
を
い
で
は
な
れ
た
る
と
こ
ろ
の
畑
の
中
に
て
、
雉
子
の

鳴
け
れ
ば
、

　
　

故
郷
を
た
ち
わ
か
れ
て
は
旅
衣
つ
ま
と
ふ
き
じ
も
よ
そ
に
や
は
き
く

　

小
森
と
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
、
高
茶
屋
と
い
ふ
さ
と
に
い
た
る
。
す
べ
て
こ
の
あ
た
り
桜
は

ま
だ
し
き
ほ
ど
に
て
、
桃
の
花
さ
か
り
な
り
。
か
く
て
は
都
の
花
も
ま
だ
し
か
ら
む
と
、
見

ぬ
あ
ら
ま
し
ご
と
を
あ
ひ
か
た
ら
ふ
友
と
て
は
な
く
、
具
し
た
る
供
の
を
の
こ
ば
か
り
な
れ

ば
、
心
の
う
ち
に
か
く
や
あ
ら
む
と
お
も
ひ
つ
ゞ
く
る
ば
か
り
な
り
。

　

上
野
・
垂
水
な
ど
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
、
藤
方
に
い
た
る
。
こ
ゝ
は
ふ
る
く
も
の
に
見
え
た

る
と
こ
ろ
に
て
、
す
な
は
ち
片
樋
の
宮
の
跡
と
て
、
ち
ひ
さ
き
杜
も
あ
り
。
こ
の
さ
と
を
い

で
は
な
れ
た
る
所
よ
り
二
町
ば
か
り
西
の
か
た
の
山
を
千
年
山
と
い
ふ
。
こ
の
山
に
ち
か
き

こ
ろ
桜
を
お
ほ
く
う
ゑ
て
、
よ
き
所
と
な
れ
る
が
、
な
べ
て
の
桜
け
し
き
ば
み
た
る
ば
か
り

に
て
、
花
は
ま
だ
し
き
ほ
ど
な
り
。

　
　

あ
く
が
れ
て
千
年
も
ふ
べ
く
お
も
は
ま
し
山
の
さ
く
ら
の
さ
か
り
な
り
せ
ば

　

津
の
宿
を
す
ぎ
て
、
部
田
と
い
ふ
里
に
い
た
る
。
こ
の
里
よ
り
中
野
と
い
ふ
に
い
た
る
が

都
に
ゆ
く
道
也
。
そ
の
中
野
・
平
野
・
森
な
ど
と
い
ふ
里
を
す
ぐ
。
こ
の
森
と
い
ふ
は
、
一

身
田
と
い
ふ
所
の
入
口
に
て
、
高
田
山
専
修
寺
と
て
、
高
田
宗
と
い
ふ
宗
の
水
も
と
の
寺
に

ほ
ど
ち
か
し
。
堂
な
ど
は
い
と
大
き
な
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
よ
り
も
よ
く
見
ゆ
。

　

津
の
宿
よ
り
一
里
と
い
ふ
に
、
久
保
田
の
宿
也
。
入
口
に
大
き
な
る
石
の
灯
篭
あ
り
。
こ
は

大
神
宮
に
灯
を
た
て
ま
つ
る
た
め
に
、
近
江
の
国
人
の
ち
か
き
こ
ろ
た
て
た
る
な
り
。
こ
の
い

し
を
山
よ
り
ほ
り
い
だ
す
を
り
、
い
と
か
し
こ
き
し
る
し
の
あ
り
け
る
よ
し
、
里
人
い
へ
り
。

　

こ
の
宿
を
は
な
れ
て
野
崎
と
い
ふ
さ
と
に
い
た
る
ほ
ど
、
雨
ふ
り
い
づ
。

　
　

花
の
た
め
う
れ
し
き
雨
と
旅
衣
し
を
る
ゝ
袖
の
う
さ
も
お
も
は
ず

　

豊
久
野
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、
銭
懸
松
と
て
、
名
だ
か
き
木
の
か
れ
た
る
あ
り
。
こ
の
松
は

昔
、
豊
斟
渟
尊
の
御
社
の
あ
り
し
跡
な
る
が
ゆ
ゑ
、
そ
の
神
に
た
て
ま
つ
る
ぬ
さ
代
を
か
け

し
に
よ
り
て
、
か
く
い
ふ
と
い
ふ
説
の
あ
る
は
、
豊
久
野
と
い
ふ
よ
り
の
お
し
あ
て
な
る
か
、

又
は
ふ
る
き
伝
に
て
そ
れ
ゆ
ゑ
に
豊
久
野
と
い
ふ
も
の
な
る
か
、
い
か
ゞ
あ
ら
む
。
こ
の
野

は
い
と
な
が
き
野
な
り
。

　
　

梓
弓
ひ
き
と
よ
く
野
に
お
し
て
ふ
る
春
さ
め
か
こ
つ
け
ふ
に
も
あ
る
か
な

　

あ
す
さ
へ
ふ
ら
ば
い
か
ゞ
は
せ
ん
と
、
こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
れ
り
。

　

高
野
と
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
、長
野
の
松
原
と
い
ふ
を
す
ぐ
。
こ
の
松
原
も
い
と
な
が
し
。
昔
、

「
十
日
と
ほ
る
と
よ
く
野
、
七
日
と
ほ
る
長
野
」
と
人
を
あ
ざ
む
き
し
も
ま
こ
と
の
偽
に
は

あ
ら
じ
と
お
も
は
る
ゝ
ば
か
り
な
り
。

　
　

春
の
日
の
な
が
野
な
ら
ず
は
道
い
そ
ぐ
旅
に
は
と
ほ
き
ほ
ど
や
か
こ
た
む

　

久
保
田
よ
り
二
里
と
い
ふ
に
椋
本
の
宿
な
り
。
中
縄
・
林
な
ど
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
、
楠
原

の
宿
に
い
た
る
。
椋
本
よ
り
一
里
な
り
。
古
駅
と
い
ふ
里
を
す
ぐ
。
こ
の
さ
と
の
名
は
、
何

と
か
や
よ
し
あ
り
げ
に
お
ぼ
ゆ
。
か
く
て
関
川
の
土
橋
を
わ
た
る
ほ
ど
、
風
い
と
さ
む
し
。

　
　

吹
わ
た
る
風
に
た
も
と
も
う
ち
し
を
れ
春
雨
さ
む
き
関
川
の
は
し

　

関
の
宿
ま
で
楠
原
よ
り
一
里
あ
り
。
こ
の
宿
の
な
か
ば
ば
か
り
に
地
蔵
堂
あ
り
。
こ
は
い

と
名
だ
か
き
御
仏
な
り
。
一
瀬
と
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
筆
捨
と
い
ふ
さ
と
に
い
た
る
。
こ
の
さ

と
の
右
の
か
た
に
筆
捨
山
と
て
、
木
立
・
岩
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
な
ど
お
も
し
ろ
き
山
あ
り
。
し

ば
し
立
ど
ま
り
て
、

　
　

筆
捨
の
山
と
は
い
へ
ど
あ
か
ず
の
み
心
を
猶
も
う
つ
し
て
ぞ
見
る

　

楢
木
・
沓
掛
な
ど
い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
日
も
く
れ
か
ゝ
る
こ
ろ
ほ
ひ
、
坂
下
の
宿
に
い
た

り
つ
き
ぬ
。関
よ
り
一
里
半
あ
り
。こ
ゝ
に
日
野
屋
な
に
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

　
　

日
く
る
れ
ば
の
ぼ
る
を
か
た
み
鈴
鹿
山
こ
よ
ひ
や
ど
か
る
坂
の
し
た
み
ち

二
月
二
十
五
日

　

廿
五
日
。
よ
ふ
か
く
お
き
い
づ
れ
ば
西
風
い
と
は
げ
し
く
て
、
き
の
ふ
の
雨
な
ご
り
な
く
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う
ち
は
れ
ぬ
る
は
、
い
と
う
れ
し
。

　

宿
り
を
い
で
ゝ
八
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
石
村
と
い
ふ
あ
り
。
左
の
か
た
な
る
鈴
鹿
川
に
そ

ひ
て
や
ゝ
ゆ
け
ば
、
鈴
鹿
神
社
お
は
し
ま
す
。
よ
ふ
か
く
の
こ
り
た
る
と
も
し
火
の
光
も
、

か
う
〴
〵
し
く
た
ふ
と
し
。
こ
の
山
は
あ
ら
き
道
な
れ
ば
、
た
む
け
も
せ
ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ

れ
ど
、

　
　

と
り
あ
へ
ぬ
旅
に
し
あ
れ
ば
ゆ
る
さ
な
ん
鈴
鹿
の
神
に
ぬ
さ
お
か
ぬ
身
も

　

ね
も
ご
ろ
に
を
が
み
奉
る
。
こ
れ
よ
り
す
ゞ
か
山
の
坂
路
に
て
、
の
ぼ
り
は
て
た
る
峠
に

家
居
な
み
た
て
り
。
こ
ゝ
に
伊
勢
と
近
江
と
の
国
境
あ
り
。
わ
が
す
む
国
を
は
な
れ
ゆ
く
こ

と
は
さ
す
が
に
心
ぼ
そ
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、

　
　

お
こ
た
り
と
な
る
を
お
も
は
で
す
ゞ
か
山
ふ
り
か
へ
り
見
る
故
郷
の
空

　

坂
を
く
だ
り
て
沢
と
い
ふ
山
里
を
す
ぎ
て
し
ば
し
ゆ
け
ば
、
桜
松
と
て
、
大
き
な
る
松
に

さ
く
ら
の
木
の
や
ど
り
た
る
が
あ
る
は
、
い
と
め
づ
ら
し
。
花
は
ま
だ
し
き
ほ
ど
な
る
こ
そ
、

く
ち
を
し
け
れ
。

　
　

つ
れ
も
な
き
松
の
こ
ゝ
ろ
を
山
ざ
く
ら
い
か
に
こ
の
み
て
や
ど
り
そ
め
け
む

と
心
つ
き
な
し
。
山
に
て
さ
む
き
け
に
や
あ
ら
む
、
す
べ
て
こ
の
山
の
桜
は
い
ま
だ
冬
木
の

ま
ゝ
な
り
。

　
　

す
ゞ
か
山
道
さ
ま
た
げ
に
な
ら
じ
と
て
ふ
り
す
て
が
た
く
さ
か
ぬ
さ
く
ら
か

と
お
も
へ
ば
、
な
か
〳
〵
花
の
情
の
ふ
か
き
こ
ゝ
ち
ぞ
す
る
。

　

榎
木
・
山
中
な
ど
い
ふ
山
里
を
す
ぐ
る
ほ
ど
、
所
々
に
て
鶯
の
鳴
け
れ
ば
、

　
　

さ
く
ら
花
ま
だ
し
き
山
も
う
ぐ
ひ
す
の
声
の
に
ほ
ひ
は
さ
か
り
な
り
け
り

　

大
平
と
い
ふ
山
里
を
す
ぎ
て
、
女
夫
坂
と
い
ふ
坂
を
こ
え
て
、
猪
鼻
と
い
ふ
山
ざ
と
に
い

た
る
。
又
、
蟹
が
坂
と
い
ふ
を
こ
え
て
、
田
村
川
の
橋
を
わ
た
る
。
橋
の
む
か
ひ
に
田
村
神

社
お
は
し
ま
す
。
こ
は
坂
上
田
村
丸
の
君
を
ま
つ
り
た
る
社
也
。
俗
に
こ
の
君
、
こ
の
鈴
鹿

山
の
鬼
神
を
た
ひ
ら
げ
給
ひ
し
ゆ
ゑ
よ
し
に
て
、
い
は
ひ
ま
つ
り
た
り
と
い
へ
り
。
す
べ
て

こ
の
あ
た
り
ま
で
は
、
鈴
鹿
山
の
う
ち
な
り
。
し
ば
し
ゆ
き
て
土
山
宿
に
い
た
る
。
坂
下
よ

り
一
里
半
あ
り
。

　

こ
の
宿
を
い
で
は
な
る
ゝ
と
こ
ろ
の
右
の
か
た
に
、
多
何
大
社
に
ゆ
く
道
あ
り
。
そ
も
〳
〵

こ
の
多
何
神
社
は
我
身
ゆ
ゑ
あ
り
て
ふ
か
く
た
ふ
と
み
奉
る
神
也
。
さ
る
を
、
道
い
そ
ぐ
わ

た
く
し
の
旅
に
え
ま
う
で
ず
し
て
、
よ
そ
に
見
す
ぐ
し
奉
る
は
、
い
と
も
な
め
し
く
か
し
こ

き
こ
と
な
り
。
こ
ゝ
よ
り
は
る
か
に
を
が
み
奉
る
と
て
、

　
　

へ
だ
て
な
き
神
の
め
ぐ
み
を
た
の
む
か
な
雲
井
の
よ
そ
に
見
て
は
す
ぐ
れ
ど

　
　

大
宮
を
よ
そ
に
の
み
見
て
す
ぎ
な
が
ら
こ
ゝ
ろ
は
ゆ
き
て
猶
ぞ
を
ろ
か
む

　

松
尾
川
、
土
橋
を
わ
た
れ
ば
、
頓
宮
と
い
ふ
里
有
。
こ
ゝ
は
斎
宮
群
行
の
時
の
頓
宮
の
跡

に
て
、
お
の
づ
か
ら
に
そ
の
名
の
の
こ
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
前
野
・
市
場
・
石
室
な
ど

い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
、
大
野
と
い
ふ
里
に
い
た
る
。
こ
の
里
は
家
毎
に
く
さ
〴
〵
の
鳥
ど
も

を
軒
に
か
け
て
う
る
所
也
。

　
　

里
の
名
の
大
野
の
原
に
か
り
と
り
て
家
の
軒
端
に
か
け
わ
た
す
ら
む

　

今
宿
・
今
在（

家
）・

小
里
・
新
庄
・
栗
林
・
月
上
な
ど
い
ふ
里
ど
も
を
す
ぎ
て
、
水
口
の
里
に

い
た
る
。
土
山
よ
り
二
里
半
あ
り
。
こ
の
宿
の
入
口
に
城
山
と
い
ふ
山
あ
り
て
、
昔
の
城
跡

の
こ
れ
り
。
宿
の
半
に
「
鴨
長
明
発
心
所
」
と
い
ふ
石
ぶ
み
を
た
て
た
る
寺
も
あ
れ
ど
、
う

け
が
た
け
れ
ば
立
よ
ら
ず
。
林
道（

口
）・

北
脇
・
泉
な
ど
い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
、
横
田
川
を
わ
た

れ
ば
、
三
上
山
・
比
良
嶽
見
え
そ
め
た
り
。
比
良
が
た
け
に
は
雪
い
と
し
ろ
し
。

　
　

名
に
た
か
き
色
と
は
空
に
い
ち
じ
ろ
く
比
良
の
た
か
ね
の
雪
ぞ
め
に
た
つ

　

田
川
と
い
ふ
さ
と
を
い
で
は
な
れ
た
る
所
に
、「
万
里
小
路
藤
房
卿
古
蹟
道
」
と
い
ふ
石

ぶ
み
あ
れ
ど
、
こ
れ
も
え
た
ち
よ
ら
ず
。
吉
永
・
夏
見
・
針
・
平
松
・
柑
子
袋
な
ど
い
ふ
さ

と
を
す
ぎ
て
、
石
部
宿
に
い
た
る
。
水
口
よ
り
三
里
半
也
。
こ
の
宿
に
『
延
喜
式
』
神
名
帳

に
見
え
た
る
「
石
部
鹿
塩
上
神
社
」
も
お
は
す
ら
ん
と
お
も
ふ
も
の
か
ら
、
え
た
づ
ね
て
ま

う
で
ず
。

　

金
山
・
伊
勢
落
・
林
・
梅
木
・
野
村
・
手
孕（

原
）・

釣（
鈎
）里

・
目
川
・
本（

坊
）袋

な
ど
い
ふ
さ
と
ゞ
も

を
す
ぎ
て
、
石
部
よ
り
三
里
と
い
ふ
に
、
草
津
の
宿
也
。

　
　

ひ
き
む
す
ぶ
草
津
の
里
は
名
の
み
し
て
旅
ね
す
ゝ
む
る
家
ぞ
お
ほ
か
る

　

さ
れ
ど
道
い
そ
が
る
れ
ば
、
ゆ
か
る
ゝ
ほ
ど
は
ゆ
か
む
と
て
、
や
ど
ら
ず
。
こ
の
宿
に
立

木
大
明
神
と
い
ふ
御
社
お
は
し
ま
す
。
矢
倉
と
い
ふ
あ
た
り
に
姥
餅
と
て
名
だ
か
き
も
ち
ひ

を
う
る
家
あ
り
。
こ
の
家
の
あ
た
り
よ
り
矢
橋
に
ゆ
く
道
あ
り
。
そ
の
矢
橋
よ
り
船
に
の
れ

ば
、
こ
よ
な
く
道
ち
か
け
れ
ど
、
け
ふ
は
比
良
明
神
祭
に
て
、
そ
の
船
を
わ
た
さ
ぬ
日
な
り

と
き
け
ば
、
せ
ん
か
た
な
し
。

　
　

弓
の
ご
と
道
は
ま
が
ら
で
も
の
ゝ
ふ
の
矢
橋
の
舟
に
の
ら
ま
し
も
の
を

と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
し
ば
し
ゆ
き
て
、
野
路
の
里
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
玉
川
の
跡
と
て
、
い

さ
ゝ
か
の
芝
生
あ
り
。
し
ば
し
ゆ
け
ば
、
あ
ふ
み
の
海
ま
ぢ
か
く
見
え
そ
め
て
、
い
と
め
づ

ら
し
く
、
け
し
き
よ
し
。

　

膳
所
城
な
ど
も
手
に
と
る
ば
か
り
に
見
ゆ
。
日
吉
山
は
も
の
よ
り
は
な
れ
て
い
と
よ
く
見

え
た
り
。
あ
す
は
都
に
と
く
も
つ
き
て
、「
こ
の
山
の
あ
な
た
お
も
て
を
見
む
も
の
を
」
な
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ど
お
も
は
れ
て
、
ち
か
づ
き
ぬ
る
都
の
空
こ
そ
う
れ
し
け
れ
。

　

月
輪
・
大
江
・
神
領
な
ど
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
、瀬
田
の
さ
と
に
い
た
る
。
こ
の
さ
と
に
『
式
』

に
見
え
た
る
建
部
神
社
お
は
し
ま
す
よ
し
き
け
れ
ど
、
け
ふ
は
こ
と
の
外
、
足
つ
か
れ
た
れ

ば
、
え
ま
う
で
ず
。

　

又
こ
の
さ
と
に
田
上
不
動
に
ゆ
く
道
と
て
あ
り
。
田
上
も
ふ
る
き
名
所
な
れ
ば
、
ゆ
か
ま

ほ
し
け
れ
ど
心
に
ま
か
せ
ず
、
こ
ゝ
に
て
日
の
入
ご
ろ
に
な
り
ぬ
れ
ば
、

　
　

宿
か
ら
む
瀬
田
の
長
は
し
な
が
き
日
に
ゆ
く
さ
き
と
ほ
み
く
れ
か
ゝ
り
つ
ゝ

　

こ
の
さ
と
の
伊
勢
や
な
に
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

二
月
二
十
六
日

　

廿
六
日
。

　

け
ふ
は
お
も
ふ
都
に
つ
か
む
日
な
れ
ば
、
足
も
い
と
か
ろ
き
こ
ゝ
ち
の
せ
ら
れ
て
、
朝
と

く
宿
り
を
い
づ
。
長
橋
を
わ
た
ら
む
と
す
る
左
の
か
た
に
、
龍
神
社
・
田
原
藤
太
秀
郷
社
と

い
ふ
二
社
あ
り
。

　

さ
て
、
橋
の
な
か
ば
よ
り
見
わ
た
し
た
る
朝
あ
け
の
け
し
き
、
い
ひ
し
ら
ず
お
も
し
ろ
し
。

　
　

朝
霞
か
ゝ
る
け
し
き
も
あ
か
ず
し
て
な
が
め
も
こ
ゝ
を
せ
た
の
な
が
は
し

　

粟
津
の
松
原
の
左
の
か
た
に
今
井
兼
平
の
塚
と
て
、
松
の
木
の
た
て
る
塚
あ
り
。
こ
の
人

は
主
の
た
め
に
忠
心
な
り
し
人
な
れ
ば
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ
。

　
　

こ
の
野
べ
の
露
と
ぞ
き
え
し
あ
づ
さ
弓
い
ま
井
の
子
ら
が
た
け
き
心
も

　

此
あ
た
り
右
の
か
た
は
湖
に
て
、
け
し
き
よ
し
。
湖
の
中
に
ち
ひ
さ
き
家
あ
れ
ば
、
何
な

ら
ん
と
人
に
と
ふ
に
、「
魚
を
と
る
為
に
簀
と
い
ふ
も
の
を
か
け
お
き
て
、
そ
を
ま
も
る
小

屋
也
と
い
へ
り
。
古
き
よ
の
網
代
守
お
ぼ
え
て
、
お
か
し
き
も
の
也
。

　

膳
所
を
す
ぎ
て
石
場
に
い
た
る
。
こ
ゝ
は
大
津
の
宿
の
入
口
な
り
。
こ
の
宿
に
四
宮
と
い

ふ
大
き
な
る
宮
あ
り
。
鞠
神
社
と
い
ふ
も
あ
り
。
又
し
ば
し
ゆ
け
ば
、
上
宮
・
下
宮
・
関
清

水
大
明
神
・
蝉
丸
宮
な
ど
い
ふ
も
あ
り
。

　

あ
ふ
さ
か
山
に
て
、

　
　

旅
び
と
も
道
あ
る
み
よ
に
あ
ふ
さ
か
は
ふ
み
な
づ
む
べ
き
岩
か
ど
も
な
し

　

こ
の
山
に
て
鶯
を
き
ゝ
て
、

　
　

し
る
人
に
あ
ふ
さ
か
山
の
こ
ゝ
ち
し
て
き
く
も
う
れ
し
き
鶯
の
声

　

さ
く
ら
の
一
木
咲
た
る
を
見
て
、

　
　

の
ど
か
な
る
み
よ
の
春
と
て
花
に
の
み
ゆ
く
ひ
と
と
ま
る
あ
ふ
さ
か
の
関

　
　

あ
ふ
さ
か
や
ゆ
き
ゝ
と
む
る
は
関
守
の
む
か
し
う
ゑ
け
る
さ
く
ら
な
る
ら
む

　

大
谷
と
い
ふ
に
も
蝉
丸
の
宮
有
。
追
分
と
い
ふ
を
す
ぐ
。
こ
ゝ
は
京
と
伏
見
と
に
ゆ
く
道

の
ち
ま
た
也
。
そ
れ
よ
り
山
科
の
村
々
を
す
ぎ
て
、
陵
村
と
い
ふ
を
す
ぐ
る
ほ
ど
、
天
智
天

皇
陵
、
右
の
か
た
に
見
ゆ
。『
延
喜
諸
陵
式
』
に
「
山
科
陵
〔
近
江
大
津
宮
。
御
宇
天
智
天

皇
。
在
山
城
国
宇
智
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
也
。
さ
て
、
こ
の
陵
の
兆
域
、
東
西
南
北
と
も

に
十
四
町
と
見
え
た
れ
ば
、
む
か
し
は
こ
の
あ
た
り
ま
で
も
陵
の
兆
域
の
う
ち
に
て
、
か
く

陵
村
と
い
ふ
名
も
の
こ
り
た
る
も
の
と
見
え
た
り
。

　

日
野
岡
山
を
こ
え
て
、
大
津
よ
り
三
里
と
い
ふ
に
、
午
の
刻
ば
か
り
、
京
に
つ
き
ぬ
る
う

れ
し
さ
、
た
と
へ
む
か
た
な
し
。
白
川
橋
を
わ
た
り
て
、
三
条
の
大
橋
を
わ
た
る
。
わ
た
り

も
は
て
ず
、
橋
の
な
か
ば
よ
り
、
ま
づ
東
山
に
む
か
ひ
た
る
は
、
し
る
人
に
あ
へ
ら
ん
や
う

に
な
つ
か
し
く
て
、い
と
う
れ
し
。
人
な
ら
ま
し
か
ば
、「
ひ
さ
し
く
た
い
め
も
給
は
ら
ぬ
を
、

つ
ゝ
が
な
く
て
お
は
す
る
や
」
な
ど
う
ち
つ
け
に
い
は
ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ
。
こ
の
大
橋
の
つ

め
な
る
目
貫
屋
何
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
て
、
こ
ゝ
を
し
ば
し
の
旅
居
と
さ
だ
め

た
る
に
な
む
。
こ
の
家
の
楼
は
東
山
の
け
し
き
ま
ぢ
か
く
た
ゞ
む
か
ひ
に
見
え
て
、
い
と
け

し
き
よ
き
家
な
り
。

　

さ
て
、
し
ば
し
の
ほ
ど
い
こ
ひ
て
、
ま
づ
祇
園
社
に
ま
う
で
て
を
が
み
奉
る
。
そ
れ
よ
り

長
楽
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
山
桜
も
ま
だ
し
き
ほ
ど
に
て
、
彼
岸
桜
と
い
ふ
が
さ
か
り
な

り
。
ま
づ
は
都
の
花
を
見
そ
め
た
る
う
れ
し
さ
、
色
に
も
い
づ
る
ば
か
り
に
な
む
。

　
　

さ
く
ら
花
な
が
く
た
の
し
く
見
よ
と
て
や
ほ
か
よ
り
は
や
く
さ
き
は
じ
む
ら
ん

　

東
大
谷
に
山
桜
の
一
木
咲
た
る
は
め
づ
ら
し
。

　
　

東
は
春
の
は
じ
め
の
色
見
え
て
ま
づ
こ
そ
に
ほ
へ
山
ざ
く
ら
ば
な

　

智（
知
）恩

院
に
ま
う
で
た
る
に
、
こ
ゝ
も
山
桜
は
ま
だ
し
く
て
、
堂
の
ま
へ
な
る
糸
桜
さ
か
り

な
り
。

　
　

大
寺
の
ほ
と
け
も
御
手
の
糸
ざ
く
ら
こ
ゝ
ろ
に
か
け
て
猶
や
見
る
ら
む

　

こ
の
あ
た
り
は
す
べ
て
は
や
く
も
も
の
し
た
る
所
な
が
ら
、
は
じ
め
て
き
た
ら
ん
や
う
に

お
ぼ
え
て
、
め
づ
ら
し
く
な
む
。

二
月
二
十
七
日

　

廿
七
日
。
午
の
刻
ば
か
り
よ
り
雨
ふ
る
。

　

け
ふ
は
清
水
の
観
音
に
ま
う
づ
。

　
　

御
仏
の
も
れ
ぬ
め
ぐ
み
も
か
ゝ
る
ら
む
清
水
寺
の
春
雨
の
露
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本
堂
の
う
し
ろ
に
地
主
権
現
の
御
社
と
い
ふ
が
お
は
し
ま
す
に
ま
う
づ
。
い
と
大
き
な
る

御
社
に
て
、
地
主
と
い
ふ
を
お
も
へ
ば
、
こ
の
寺
よ
り
ふ
る
き
御
社
と
聞
ゆ
。『
三
代
実
録
』

に
「
清
水
神
」
と
見
え
た
る
は
、
こ
の
神
の
御
こ
と
に
は
あ
ら
じ
か
。
奥
院
と
い
ふ
に
も
ま

う
で
ゝ
見
る
に
、
こ
の
寺
の
花
も
ま
だ
し
き
ほ
ど
に
て
、
西
門
の
さ
く
ら
と
い
ふ
一
木
ば
か

り
が
さ
か
り
也
。
こ
の
花
は
こ
の
寺
の
う
ち
の
さ
く
ら
の
あ
る
が
な
か
に
も
は
や
き
か
ぎ
り

な
り
と
ぞ
。

　
　

秋
な
ら
で
西
こ
そ
春
の
は
じ
め
と
は
き
か
ぬ
た
め
し
の
桜
成
け
り

　

高
台
寺
に
も
ま
う
で
ゝ
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

　

さ
て
、
こ
よ
ひ
雨
猶
ふ
る
。
あ
す
は
伏
見
の
桃
山
を
見
に
も
の
せ
ん
と
お
も
へ
ば
、
と
く

雨
の
は
れ
な
む
こ
と
を
ね
ん
じ
つ
ゝ
ふ
し
た
る
に
、
夜
な
か
ご
ろ
、
ふ
と
め
ざ
め
た
る
ほ
ど
、

西
風
は
げ
し
く
吹
い
で
た
る
音
聞
ゆ
。
か
く
て
は
明
日
の
天
気
よ
か
ら
ん
な
り
と
て
、
う
れ

し
く
な
ん
。

二
月
二
十
八
日

　

廿
八
日
。

　

朝
と
く
お
き
い
づ
れ
ば
、
か
ね
て
お
も
ひ
し
も
し
る
く
、
よ
べ
の
雨
な
ご
り
な
く
は
れ
た

り
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
ふ
し
み
の
桃
山
に
も
の
せ
ん
と
て
、
先
、
大
仏
よ
り
蓮
華
王
院
の

三
十
三
間
堂
に
ま
う
づ
。
こ
の
堂
の
東
の
か
た
に
、
後
白
河
院
の
御
像
の
お
は
し
ま
す
堂
有
。

こ
の
堂
の
下
は
お
な
じ
帝
を
お
さ
め
奉
れ
る
所
也
。

　

こ
れ
よ
り
池
田
町
と
い
ふ
に
い
づ
。
こ
は
お
な
じ
帝
の
お
は
し
ま
し
ゝ
法
住
寺
殿
の
御
館

の
池
の
あ
り
し
跡
と
い
へ
り
。
今
も
畑
の
中
に
堤
の
な
ご
り
と
お
ぼ
し
き
も
の
な
ど
あ
り
。

こ
の
町
の
む
か
ひ
に
木
ぶ
か
き
森
の
見
ゆ
る
は
、
則
、
今
熊
野
御
社
に
て
、
こ
れ
も
お
な
じ

時
に
い
は
ひ
給
へ
る
也
。
し
ば
し
ゆ
け
ば
一
の
橋
と
い
ふ
あ
り
。
こ
ゝ
に
滝
尾
社
と
い
ふ
お

は
し
ま
す
。
ふ
る
く
は
太
卿
社
と
か
き
た
り
と
い
へ
ば
、
太
氏
の
人
を
ま
つ
れ
る
御
社
な
ら

ん
か
。
か
く
か
き
あ
ら
た
め
た
る
は
、
さ
か
し
ら
人
の
し
わ
ざ
な
る
べ
し
。
こ
の
た
ぐ
ひ
世

に
お
ほ
き
こ
と
也
。

　

東
福
寺
は
い
と
大
き
な
る
寺
に
て
、
寺
の
入
口
に
三
聖
寺
と
い
ふ
寺
有
。
こ
は
東
福
寺
よ

り
も
ふ
る
き
寺
な
り
と
ぞ
。
こ
の
寺
の
門
に
金
剛
力
士
あ
り
て
、
甚
ふ
る
く
見
ゆ
る
像
也
。

ま
た
こ
の
門
に
紫
の
色
し
た
る
石
あ
り
。
こ
は
ふ
る
き
高
麗
犬
の
か
け
た
る
に
て
、
今
に
そ

の
か
た
し
た
り
。
い
づ
こ
の
神
社
の
こ
ま
い
ぬ
な
ら
ん
。
万
寿
寺
と
い
ふ
も
こ
の
寺
の
う
ち

に
あ
り
。
こ
れ
も
昔
は
大
き
な
り
し
寺
と
い
へ
ど
、
ふ
た
つ
の
寺
と
も
に
今
は
ち
ひ
さ
く
な

れ
り
。
則
、
万
寿
寺
は
五
山
と
い
ふ
五
つ
の
大
寺
の
う
ち
の
一
つ
也
。
通
天
橋
と
い
ふ
も
此

寺
の
内
に
あ
り
て
、
今
の
世
の
紅
葉
の
名
所
也
。
数
お
ほ
き
そ
の
木
ど
も
、
あ
か
く
芽
の
い

で
た
る
も
、
若
緑
な
る
も
あ
り
て
、
と
り
〴
〵
な
る
色
あ
ひ
、
時
な
ら
ぬ
春
な
が
ら
、
い
と

お
も
し
ろ
し
。

　
　

秋
の
色
に
た
ち
ま
さ
ら
ね
ど
も
み
ぢ
葉
の
春
の
に
し
き
も
う
す
く
や
は
見
る

　
　

そ
め
は
て
ぬ
秋
の
も
み
ぢ
に
ま
が
へ
ど
も
あ
を
き
を
お
き
て
人
ぞ
な
げ
か
ぬ

　

臥
雲
橋
と
い
ふ
も
あ
り
。
異
国
の
木
ど
も
に
て
た
て
た
る
厨
も
あ
り
。
仏
殿
・
法
堂
・
選

仏
場
・
東
司
な
ど
い
ひ
て
、
大
き
な
る
堂
を
た
て
な
ら
べ
た
り
。
山
門
と
い
ふ
も
い
と
た
か

し
。
ま
た
此
寺
の
鐘
楼
に
か
ゝ
れ
る
鐘
は
、
む
か
し
の
西
寺
の
鐘
な
り
と
い
へ
り
。
げ
に
ふ

る
く
見
ゆ
。

　

こ
れ
よ
り
稲
荷
社
に
ゆ
き
て
、
下
の
社
・
上
の
社
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
下
の
社
と
い
ふ
が

今
の
本
社
也
。
そ
の
う
し
ろ
な
る
が
中
の
社
と
い
ふ
に
て
、
上
の
社
と
い
ふ
は
峰
に
お
は
し

ま
す
と
ぞ
。

　

さ
て
、
石
峰
寺
・
宝
塔
寺
な
ど
に
ま
う
づ
。
こ
の
宝
塔
寺
よ
り
瑞
光
寺
の
元
政
庵
に
も
の

す
る
道
の
右
の
か
た
は
ら
に
、
昭
宣
公
の
御
墓
あ
り
て
、
う
へ
に
三
十
番
神
の
社
と
い
ふ
を

た
て
た
り
。
よ
り
て
こ
の
み
は
か
な
り
と
い
ふ
こ
と
し
る
人
の
い
と
す
く
な
き
は
、
な
げ
か

は
し
き
こ
と
な
り
。『
古
今
』
に
「
う
つ
せ
み
は
か
ら
を
見
つ
ゝ
も
な
ぐ
さ
め
つ
ふ
か
く
さ

の
山
煙
だ
に
た
て
」
と
あ
る
は
、「
堀
川
の
大
政
大
臣
身
ま
か
り
に
け
る
時
、
ふ
か
く
さ
山

に
を
さ
め
て
後
に
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
御
墓
の
こ
と
な
り
。

　

こ
の
深
草
に
は
『
式
』
に
見
え
た
る
御
墓
こ
れ
か
れ
あ
れ
ど
、
外
の
み
は
か
ど
も
は
し
れ

が
た
し
。
瑞
光
寺
は
元
政
上
人
の
す
み
し
寺
に
て
、
則
、
元
政
庵
と
い
ふ
も
あ
り
。
こ
の
元

政
と
い
ひ
し
人
は
、
歌
も
よ
く
よ
み
た
る
人
に
て
、
な
み
〳
〵
の
も
の
し
り
人
な
ら
ず
。
こ

の
上
人
の
墓
も
、
こ
の
寺
の
や
ぶ
の
う
ち
に
あ
り
て
、
石
な
ど
を
も
た
て
ず
、
み
や
び
た
る

つ
く
り
ざ
ま
に
て
、い
さ
ゝ
か
小
だ
か
き
土
の
う
へ
に
竹
三
本
を
た
て
た
る
が
塚
じ
る
し
な
り
。

　
　

く
れ
た
け
の
そ
の
よ
し
の
へ
と
言
の
葉
を
た
む
け
見
る
べ
き
一
ふ
し
も
な
し

　

こ
の
瑞
光
寺
の
あ
る
所
を
極
楽
寺
村
と
い
へ
り
。
此
極
楽
寺
は
、
ふ
る
く
も
の
に
見
え
た

る
寺
な
る
が
、
む
か
し
こ
の
あ
た
り
に
あ
り
し
も
の
な
る
べ
し
。

　

か
く
て
、
嘉
祥
寺
・
安
楽
行
院
に
ま
う
づ
。
こ
の
安
楽
行
院
の
庭
に
ち
ひ
さ
き
堂
の
あ
る

は
、
後
深
草
院
・
伏
見
院
・
後
伏
見
院
を
を
さ
め
奉
れ
る
所
な
り
と
い
へ
り
。
こ
の
ふ
た
つ

の
寺
も
ふ
る
く
も
の
に
見
え
た
る
大
寺
な
が
ら
、
い
ま
は
ひ
と
つ
寺
と
な
り
て
、
ち
ひ
さ
く

な
れ
り
。
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こ
れ
よ
り
谷
口
と
い
ふ
さ
と
に
い
づ
。
こ
ゝ
は
大
津
よ
り
伏
見
に
か
よ
ふ
大
道
也
。
こ
の

た
に
口
に
桓
武
天
皇
陵
あ
り
て
、
い
と
大
き
な
り
。
御
前
に
ち
か
き
頃
た
て
た
る
灯
篭
あ
り
。

又
ち
か
き
こ
ろ
、
こ
の
陵
の
木
を
き
り
て
た
ゝ
り
の
あ
り
け
る
こ
と
も
あ
り
と
ぞ
。

　

さ
て
、こ
の
陵
は
『
式
』
に
「
柏
原
陵
〔
平
安
宮
。
御
宇
桓
武
天
皇
。
在
山
城
国
紀
伊
郡
〕」

と
見
え
た
る
陵
也
。
こ
の
陵
を
仁
明
天
皇
陵
と
い
ふ
説
の
あ
る
は
誤
也
。
こ
の
陵
の
あ
る
所
、

山
の
も
と
な
る
に
、『
式
』
に
も
兆
域
を
山
の
も
と
の
ご
と
く
し
る
さ
れ
て
、「
丑
寅
二
峯
」

な
ど
い
ふ
文
の
あ
る
に
も
よ
く
か
な
へ
る
所
の
さ
ま
な
り
。
そ
の
仁
明
天
皇
陵
は
『
式
』
に

も
「
深
草
陵
」
と
見
え
た
れ
ば
、
こ
の
と
ほ
か
ら
ぬ
あ
た
り
に
あ
り
け
ん
を
、
今
は
い
づ
こ

と
も
例
の
し
れ
が
た
し
。

　

大
亀
谷
と
い
ふ
所
に
即
成
就
院
と
い
ふ
寺
あ
り
。
こ
ゝ
に
奈
須
与
市
宗
高
塔
と
い
ふ
あ
り

て
、
ふ
る
く
は
見
ゆ
れ
ど
、
う
け
が
た
し
。
又
そ
の
宗
高
が
こ
の
寺
の
本
尊
を
ね
ん
じ
た
る

に
よ
り
て
、
八
島
の
戦
に
扇
の
的
を
ゆ
ゑ
な
く
射
お
と
し
て
名
を
得
た
れ
ば
、
そ
の
願
の
か

な
へ
る
に
よ
り
て
、
即
成
就
院
と
名
づ
け
た
る
な
り
と
い
ふ
も
、
又
う
け
が
た
し
。

　
　

は
な
つ
矢
も
く
る
し
き
海
に
あ
ふ
ぎ
ぬ
と
か
く
る
ほ
と
け
や
波
の
ぬ
れ
衣

　

さ
て
、
元
御
香
宮
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
は
御
香
宮
の
も
と
の
社
地
な
り
と
も
い
ひ
、
又
、

豊
臣
氏
の
桃
山
の
城
を
築
給
ふ
と
き
、
こ
ゝ
に
御
香
宮
を
う
つ
し
奉
ら
れ
た
れ
ば
、
た
ゝ
り

の
あ
り
し
ゆ
ゑ
に
、
も
と
の
社
地
に
か
へ
し
給
へ
る
そ
の
跡
也
と
も
い
へ
り
。
い
づ
れ
が
ま

こ
と
な
ら
ん
。
こ
の
山
に
田
楽
岩
と
て
、
桃
山
の
城
の
あ
り
け
る
こ
ろ
の
あ
そ
び
に
、
で
ん

が
く
と
い
ふ
も
の
を
や
き
た
る
跡
の
あ
る
岩
有
。
こ
ゝ
は
城
山
に
ち
か
し
。

　

さ
て
、
こ
の
山
の
み
わ
た
し
い
と
よ
く
て
、
山
科
の
か
た
ち
か
く
見
ゆ
。
又
、
巨
椋
の
入

江
も
よ
く
見
ゆ
。
こ
の
入
江
は
い
と
ひ
ろ
き
入
江
に
て
、
中
に
一
す
ぢ
な
が
く
見
ゆ
る
堤
は
、

豊
臣
氏
の
つ
く
ら
れ
た
る
に
て
、
巨
椋
堤
と
い
ふ
堤
な
り
。
こ
は
都
よ
り
奈
良
に
か
よ
ふ
道

也
。
こ
の
堤
つ
く
り
た
ま
は
ぬ
む
か
し
は
、
都
よ
り
な
ら
に
ゆ
く
に
は
、
宇
治
の
か
た
に
ま

は
り
て
ゆ
き
た
り
し
也
。

　

仏
国
寺
に
ま
う
づ
。
い
と
よ
き
寺
に
て
、

　
　

音
に
き
く
ほ
と
け
の
国
の
お
も
か
げ
も
た
か
き
い
ら
か
に
た
て
る
大
寺

　

そ
れ
よ
り
伏
見
の
桃
山
に
い
た
る
。
を
り
よ
く
も
花
さ
か
り
に
て
、
千
本
、
八
千
本
さ
き

な
ら
び
た
る
さ
ま
、
言
の
葉
に
も
お
よ
び
が
た
し
。
吉
野
の
花
に
よ
く
似
た
り
。
時
う
つ
る

ま
で
な
が
め
ゐ
た
る
に
、
猶
あ
か
ぬ
こ
ゝ
ち
の
せ
ら
る
れ
ば
、

　
　

宿
か
り
て
ふ
し
み
ま
ほ
し
く
お
も
ふ
か
な
錦
を
し
け
る
も
ゝ
の
花
ぞ
の

　
　

数
お
ほ
く
さ
け
る
ふ
し
み
の
も
ゝ
山
は
も
ゝ
よ
見
る
と
も
い
か
で
あ
く
べ
き

　

こ
の
山
を
す
ぎ
て
城
山
の
ほ
と
り
に
い
た
る
。
こ
の
城
山
と
い
ふ
は
、
豊
臣
氏
の
桃
山
御

殿
と
い
ふ
が
あ
り
し
跡
に
て
、
今
も
み
だ
り
に
人
の
い
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
ね
ば
、
よ
そ
な
が

ら
の
ぞ
み
見
る
に
、
あ
た
り
の
堀
も
か
つ
〳
〵
の
こ
り
て
、
む
か
し
の
し
の
ば
る
ゝ
ま
ゝ
に
、

あ
づ
さ
弓　

ひ
き
と
よ
国
の　

豊
臣
の　

神
の
命　

天
の
下　

く
ぬ
ち
こ
と
〴
　〵

安

国
と　

を
さ
め
給
ひ
て　

よ
ろ
づ
代
に　

い
ま
す
と
こ
ろ
と　

と
こ
と
は
に　

す
ま

す
所
と　

い
め
人
の　

伏
見
の
里
の　

も
ゝ
山
に　

つ
か
し
た
ま
ひ
し　

大
御
城
は　

こ
ゝ
と
き
け
ど
も　

大
殿
は　

こ
ゝ
と
い
へ
ど
も　

山
辺
に
は　

木
立
し
げ
ら
ひ　

堀

の
内
は　

み
く
さ
し
げ
り
て　

か
ゞ
や
け
る　

い
ら
か
も
見
え
ず　

い
か
め
し
き　

御

門
も
見
え
ず　

大
御
城
の　

あ
れ
た
る
見
れ
ば　

か
な
し
く
も
あ
る
か

　

そ
の
山
に
さ
く
ら
の
一
木
咲
た
る
を
見
て
、

　
　

鈴
か
け
し
む
か
し
の
さ
か
え
ふ
り
は
て
ゝ
さ
く
ら
し
づ
け
き
桃
山
の
跡

　

あ
た
り
の
畑
の
菜
の
花
の
さ
か
り
な
る
を
見
て
、

　
　

あ
り
し
よ
の
金
の
瓦
跡
ふ
り
て
い
ろ
の
み
の
こ
る
畑
の
菜
の
花

　

さ
て
、
宇
治
見
台
と
い
ふ
に
の
ぼ
る
に
、
龍
雲
寺
と
い
ふ
寺
も
有
。
名
も
し
る
く
、
う
ぢ

の
か
た
ま
で
見
え
て
、
す
べ
て
の
け
し
き
も
よ
し
。
こ
ゝ
よ
り
桃
山
の
花
も
見
ゆ
れ
ど
、
か

た
へ
の
山
に
さ
へ
ら
れ
て
、
い
さ
ゝ
か
ば
か
り
見
ゆ
る
は
く
ち
を
し
く
て
、「
な
び
け
此
山
」

と
も
い
は
ま
ほ
し
。
こ
の
山
の
も
と
に
天
神
御
社
あ
り
。
そ
れ
よ
り
指
月
山
月
橋
寺
と
い
ふ

に
ま
う
づ
。
こ
ゝ
は
伏
見
の
豊
後
橋
と
い
ふ
は
し
の
傍
に
あ
り
て
、
け
し
き
よ
き
寺
也
。
む

か
ひ
の
つ
ゝ
み
を
、
ま
き
堤
と
い
へ
り
。

　

か
く
て
、
御
香
宮
に
ま
う
づ
。
大
き
な
る
御
社
な
り
。
こ
は
神
功
皇
后
を
ま
つ
れ
る
御
社

也
と
ぞ
。
こ
の
あ
ひ
だ
に
常
磐
井
と
い
ふ
、
い
と
大
き
な
る
古
井
有
。
む
か
し
平
治
の
乱
に

義
朝
の
妻
な
る
常
磐
が
、
こ
の
あ
た
り
に
か
く
れ
す
み
し
に
よ
り
て
、
か
く
い
ふ
と
い
へ
る

は
、
い
か
ゞ
に
お
ぼ
ゆ
。

　

さ
て
、
御
香
宮
の
か
た
は
ら
よ
り
、
又
、
桃
山
に
い
で
ゝ
、
桃
の
咲
た
る
中
を
と
ほ
り
て
、

深
草
の
里
に
い
で
ん
と
す
。
ゆ
け
ど
〳
〵
は
て
な
き
桃
の
花
盛
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。

　
　

言
の
葉
も
お
よ
ば
ぬ
色
を
は
づ
か
し
み
か
ほ
も
下
て
る
も
ゝ
の
下
道

　

深
草
寺
と
い
ふ
に
ま
う
づ
る
に
、
こ
の
寺
に
ふ
る
き
跡
と
い
ふ
も
の
、
く
さ
〴
〵
あ
れ
ど
、

い
づ
れ
も
つ
く
り
た
る
も
の
と
見
え
て
、
う
け
が
た
し
。
墨
染
寺
と
い
ふ
も
こ
の
さ
と
に
あ

り
。
こ
の
寺
の
庭
に
墨
染
桜
と
い
ふ
が
あ
り
。
こ
れ
も
い
か
ゞ
な
り
。「
こ
と
し
ば
か
り
は

墨
ぞ
め
に
さ
け
」
と
は
あ
れ
ど
、
墨
染
桜
と
い
ふ
が
あ
り
と
は
、
も
の
に
も
見
え
ず
。
又
、

墨
染
井
と
い
ふ
も
有
。
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こ
れ
よ
り
竹
田
里
に
い
た
る
。
こ
ゝ
よ
り
桃
山
を
と
ほ
く
見
る
け
し
き
、
又
お
も
し
ろ
し
。

こ
の
さ
と
の
安
楽
寿
院
に
ま
う
づ
。
い
と
ふ
る
く
た
ふ
と
き
寺
也
。
こ
の
寺
の
本
御
堂
と
い

ふ
下
に
は
、
鳥
羽
院
を
ゝ
さ
め
奉
れ
り
。
新
御
塔
と
い
ふ
も
あ
り
。
む
か
し
は
塔
な
り
け
む

を
、
そ
の
塔
は
た
え
て
、
今
は
堂
を
た
て
た
り
。
碁
盤
梅
と
い
ふ
木
、
さ
か
り
に
て
、
い
と

よ
き
花
な
り
。
そ
れ
よ
り
西
行
寺
と
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
又
、
北
向
不
動
院
に
ま
う
づ
。
こ

の
寺
の
前
に
美
福
門
院
の
御
墓
と
て
、
畑
の
中
に
い
さ
ゝ
か
の
芝
生
あ
り
。
近
衛
院
も
こ
の

御
墓
に
合
葬
奉
れ
る
よ
し
、
も
の
に
見
え
た
り
。
む
か
し
は
こ
の
あ
た
り
ま
で
、
す
べ
て
安

楽
寿
院
の
地
の
う
ち
に
て
、
こ
の
上
に
塔
の
あ
り
し
あ
と
な
り
と
ぞ
。
又
あ
る
説
に
、
美
福

門
院
・
近
衛
院
陵
は
新
御
塔
に
て
、
こ
の
芝
生
は
白
河
院
陵
也
と
も
い
へ
り
。
こ
の
陵
の
御

事
は
、『
百
練
抄
』
天
承
三
年
の
所
に
「
香
隆
寺
よ
り
遷
鳥
羽
三
里
」
と
見
え
た
れ
ば
、
こ

の
説
も
す
て
が
た
し
。
又
、
新
御
塔
の
下
に
は
八
条
女
院
を
ゝ
さ
め
奉
れ
り
と
い
ふ
説
も
あ

り
。
又
、
本
御
塔
が
白
河
院
陵
に
て
、
新
御
塔
、
鳥
羽
院
陵
な
り
と
も
い
へ
り
。
い
づ
れ
な

ら
ん
、
よ
く
考
べ
し
。

　

さ
て
、
城
南
神
の
社
に
ま
う
づ
。
い
と
大
き
な
る
御
社
也
。
こ
の
ち
か
き
あ
た
り
に
真
幡

寸
辻
と
い
ふ
が
あ
る
に
よ
り
て
『
式
』
に
見
え
た
る
「
真
幡
寸
神
社
」
は
こ
の
城
南
神
の
御

こ
と
な
り
と
い
ふ
は
、
よ
く
あ
へ
り
。
秋
の
山
と
い
ふ
竹
村
も
あ
り
。
又
、
御
所
内
と
い
ふ

名
も
田
に
の
こ
れ
り
。
す
べ
て
こ
れ
ら
は
む
か
し
の
城
南
離
宮
の
名
ご
り
な
る
べ
し
。
猶
た

づ
ね
見
ま
ほ
し
き
所
も
こ
れ
か
れ
あ
れ
ど
、
く
れ
ち
か
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
け
ふ
は
か
へ
ら
ん

と
す
。

　

竹
田
村
を
い
で
ゝ
都
の
油
小
路
と
い
ふ
に
い
づ
。
こ
ゝ
に
不
動
堂
・
道
祖
神
な
ど
い
ふ
が

あ
る
に
ま
う
で
ゝ
、
く
れ
ふ
か
く
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

二
月
二
十
九
日

　

廿
九
日
。

　

錦
天
神
に
ま
う
で
ゝ
、
誓
願
時
・
蛸
薬
師
な
ど
に
ま
う
づ
。
誓
願
時
に
和
泉
式
部
の
軒
端

の
梅
と
い
ふ
が
あ
り
て
、
さ
か
り
な
る
を
見
て
、
う
け
が
た
き
も
の
な
が
ら
、

　
　

あ
り
し
よ
に
か
は
ら
ず
さ
き
て
こ
れ
も
又
花
ぞ
む
か
し
の
か
た
み
な
り
け
る

　

さ
て
、
け
ふ
は
あ
ひ
し
れ
る
都
の
人
々
な
に
が
し
く
れ
が
し
を
と
ぶ
ら
ひ
ぬ
。
又
、
年
を

へ
だ
て
ゝ
ま
う
の
ぼ
り
た
れ
ば
、
ふ
る
き
も
の
が
た
り
な
ど
し
い
で
た
る
故
郷
人
に
あ
へ
ら

ん
や
う
に
お
ぼ
え
て
、
な
つ
か
し
く
な
む
。

三
月
一
日

　

三
月
朔
日
。

　

北
野
御
社
に
ま
う
づ
。
こ
の
大
神
は
常
に
ふ
か
く
ね
ん
じ
奉
れ
ば
、
心
い
れ
て
を
が
み
奉

る
も
、
い
と
か
し
こ
し
。

　
　

一
夜
ま
づ
ひ
と
よ
の
う
ち
に
も
ゝ
千
々
の
め
ぐ
み
も
こ
も
る
神
の
み
や
し
ろ

　
　

う
か
り
つ
る
そ
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
も
あ
め
の
下
つ
ひ
に
は
お
ほ
ふ
め
ぐ
み
と
ぞ
な
る

　

こ
の
門
前
の
左
近
馬
場
は
、
む
か
し
の
な
ご
り
な
れ
ば
、
さ
し
た
る
所
に
も
あ
ら
ね
ど
、

め
と
ま
る
こ
ゝ
ち
す
。

　

さ
て
、
こ
の
あ
た
り
な
る
立
本
寺
と
い
ふ
寺
の
さ
く
ら
さ
か
り
な
り
と
き
ゝ
て
、
見
に
立

よ
り
て
、

　
　

さ
く
ら
さ
く
も
と
に
た
て
て
ふ
寺
な
れ
ば
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
花
を
こ
そ
見
れ

　

平
野
御
社
に
も
ま
う
で
た
る
に
、
桜
は
ま
だ
し
き
ほ
ど
な
り
。
そ
れ
よ
り
鏡
石
と
い
ふ
石

の
か
た
に
も
の
せ
ん
と
す
。
こ
は
紙
屋
川
の
川
上
に
て
、
こ
ゝ
よ
り
は
五
町
ば
か
り
あ
り
。

こ
の
道
に
安
産
天
神
と
い
ふ
御
社
あ
れ
ば
ま
う
で
ゝ
、
鏡
石
に
い
た
る
。
こ
の
石
の
あ
た
り
、

む
か
し
岩
陰
と
い
ひ
し
所
に
て
、
一
条
院
を
火カ

ク
シ葬

奉
れ
る
所
也
。

　

さ
て
、
こ
の
石
は
よ
く
も
の
ゝ
か
げ
の
う
つ
る
石
に
て
、
よ
に
め
づ
ら
し
き
石
な
り
。

　
　

う
ご
き
な
き
石
の
こ
ゝ
ろ
も
ま
す
か
ゞ
み
う
つ
る
た
め
し
の
あ
る
か
と
ぞ
見
る

　

そ
れ
よ
り
鷹
峰
と
い
ふ
里
に
い
で
ゝ
、
紫
野
の
今
宮
に
ま
う
づ
。
こ
の
宮
は
一
条
天
皇
の

御
代
、
長
保
三
年
と
い
ふ
年
、
天
下
に
疾
疫
を
わ
づ
ら
ふ
人
お
ほ
か
り
し
か
ば
、
疫
神
を
こ

の
所
に
ま
つ
り
給
へ
る
と
き
、
都
人
の
お
ほ
く
あ
つ
ま
り
し
に
よ
り
て
今
宮
と
い
ひ
た
る
よ

し
、『
日
本
紀
略
』
に
見
え
た
り
。
又
〔『
後
拾
遺
』〕
藤
原
長
能
ぬ
し
の
「
し
ろ
た
へ
の
豊

み
て
ぐ
ら
を
取
も
ち
て
い
は
ひ
ぞ
ゝ
む
る
紫
の
野
に
」
と
よ
ま
れ
た
る
も
、
そ
の
時
の
こ
と

な
る
べ
し
。

　

こ
の
所
に
ち
か
き
こ
ろ
、さ
く
ら
を
お
ほ
く
う
ゑ
た
る
が
、か
つ
〳
〵
咲
そ
め
た
る
を
見
て
、

　
　

し
ろ
た
へ
の
豊
み
て
ぐ
ら
と
さ
く
花
に
い
は
ひ
そ
め
け
む
む
か
し
を
ぞ
お
も
ふ

　

こ
の
あ
た
り
紫
野
と
い
ふ
名
は
の
こ
り
た
れ
ど
、
野
は
見
え
ず
。
あ
る
は
里
の
家
居
を
た

て
な
ら
べ
、
あ
る
は
畑
な
ど
に
な
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

　

里
の
垣
ね
に
す
み
れ
の
咲
た
る
を
み
て
、

　
　

お
の
れ
の
み
む
か
し
の
ま
ゝ
の
む
ら
さ
き
に
さ
け
る
す
み
れ
の
色
も
な
つ
か
し

　

大
徳
寺
は
い
と
大
き
な
る
寺
に
て
、
た
て
ざ
ま
も
よ
し
。
七
野
社
と
い
ふ
に
も
ま
う
で
ゝ
、

そ
れ
よ
り
上
御
霊
社
に
ま
う
づ
。
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い
ま
だ
日
ぐ
れ
が
た
に
は
ほ
ど
あ
れ
ば
、
鞍
馬
口
と
い
ふ
に
い
で
ゝ
、
川
原
を
わ
た
り
て

下
加
茂
に
ま
う
づ
。
た
ふ
と
さ
い
は
ん
か
た
な
し
。

　

馬
場
の
桜
さ
か
り
に
て
、
い
と
お
も
し
ろ
き
を
見
て
、

　
　

大
君
の
御
祖
の
神
と
こ
ゝ
ろ
な
き
木
す
ら
た
む
く
る
花
の
し
ら
ゆ
ふ

　

川
合
社
に
も
ま
う
で
ゝ
、
加
茂
川
の
つ
ゝ
み
に
い
で
た
る
に
、
は
や
く
れ
ち
か
く
な
り
ぬ
。

か
く
て
こ
の
堤
を
ゆ
た
か
に
く
だ
り
つ
ゝ
見
わ
た
し
ゆ
く
に
、
よ
も
の
け
し
き
そ
こ
は
か
と

な
く
か
す
み
わ
た
り
て
、
い
ひ
し
ら
ぬ
け
し
き
也
。

　
　

一
す
ぢ
の
道
を
た
よ
り
と
く
れ
か
ゝ
る
か
す
み
わ
け
ゆ
く
か
も
の
川
す
ぢ

　
　

霞
た
つ
み
ど
り
を
わ
け
て
ゆ
く
袖
に
柳
の
い
と
も
か
ゝ
る
川
づ
ら

三
月
二
日

　

二
日
。

　

新
玉
津
島
御
社
に
ま
う
で
ゝ
、

　
　

光
な
き
わ
が
身
に
し
あ
れ
ば
玉
津
島
神
に
た
む
け
む
言
の
葉
も
な
し

　
　

み
が
く
わ
が
こ
ゝ
ろ
を
し
り
て
言
の
葉
の
ひ
か
り
も
そ
へ
よ
玉
津
島
姫

　

こ
の
ち
か
き
あ
た
り
の
紙
商
人
の
家
の
庭
に
、
俊
成
卿
の
社
あ
り
と
い
へ
ば
、
た
づ
ね
た

る
に
、「
け
ふ
は
さ
は
り
あ
り
」
と
い
え
ば
、
え
ま
う
で
ず
。

　

因
幡
薬
師
に
ま
う
で
ゝ
、
そ
れ
よ
り
新
善
光
寺
と
い
ふ
寺
の
糸
桜
を
見
に
も
の
す
。
い
と

よ
き
木
に
て
、
を
り
よ
く
さ
か
り
な
れ
ば
、

　
　

糸
ざ
く
ら
く
り
か
へ
し
つ
ゝ
見
る
花
に
ほ
ど
ふ
る
寺
の
庭
の
こ
の
も
と

　

塩
竃
大
明
神
・
市
姫
大
明
神
な
ど
に
ま
う
で
、
御
影
堂
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
。
こ
れ
よ
り

五
条
の
橋
に
い
づ
。
こ
の
橋
の
ち
か
き
あ
た
り
に
籬
島
の
跡
と
て
、
木
立
い
さ
ゝ
か
の
こ
れ

り
。
こ
の
あ
た
り
は
す
べ
て
む
か
し
の
川
原
院
の
跡
な
り
。
か
の
〔『
古
今
』〕「
君
ま
さ
で

煙
た
え
に
し
」
と
い
ふ
歌
な
ど
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
さ
び
し
か
ら
ぬ
町
の
中
な
が
ら
も
、

心
の
う
ち
も
の
あ
は
れ
也
。

　
　

今
は
ま
た
民
の
か
ま
ど
の
に
ぎ
は
ひ
に
う
ら
さ
び
し
く
は
見
え
も
わ
た
ら
ず

　
　

し
ほ
が
ま
を
つ
く
り
し
年
は
へ
だ
て
ゝ
も
ま
が
き
の
し
ま
の
跡
ぞ
の
こ
れ
る

　

こ
の
橋
を
む
か
ひ
に
わ
た
り
て
西
大
谷
に
ま
う
づ
。
こ
は
西
本
願
寺
の
廟
所
に
て
、
親
鸞

聖
人
の
は
か
あ
り
。
こ
の
寺
の
ち
か
き
あ
た
り
に
、
要
法
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
。
こ
の
要
法
寺

の
入
口
に
、
後
京
極
摂
政
良
経
公
の
御
墓
あ
り
。
ち
か
き
こ
ろ
ま
で
は
あ
れ
に
あ
れ
た
る
よ

し
き
ゝ
し
に
、
今
は
築
地
を
ゆ
ゑ
ゆ
ゑ
し
く
か
ま
へ
て
、
み
だ
り
に
人
の
ま
う
づ
る
こ
と

を
ゆ
る
さ
ず
、
よ
そ
な
が
ら
門
の
外
よ
り
を
が
み
奉
る
。
か
く
ゆ
ゑ
〳
〵
し
く
な
り
た
る
も
、

ま
た
く
言
の
葉
の
道
の
ひ
ら
く
る
こ
と
よ
と
、
た
ふ
と
し
。
こ
の
君
の
御
歌
は
、
こ
と
に
わ

が
心
に
し
み
て
常
々
お
ぼ
え
奉
れ
ば
、
な
つ
か
し
き
こ
ゝ
ち
の
せ
ら
れ
て
、
し
ら
ぬ
む
か
し

の
君
な
が
ら
も
、
あ
ひ
し
れ
る
人
の
墓
の
や
う
に
、
ね
も
ご
ろ
に
を
が
み
奉
る
こ
そ
、
な
か

〳
〵
に
な
め
し
き
こ
と
な
り
け
れ
。

　
　

鳥
部
野
や
み
は
か
た
づ
ね
て
た
ぐ
ひ
な
き
言
葉
の
露
の
ひ
か
り
と
ぞ
お
も
ふ

　

こ
れ
よ
り
清
水
の
か
た
に
ゆ
く
道
は
墓
ば
か
り
也
。
こ
の
所
す
な
は
ち
む
か
し
の
鳥
部
野

な
れ
ど
も
、
ち
か
き
よ
の
墓
ば
か
り
に
て
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
拝
志
墓
」
な
ど
は
見
え

ず
、
人
も
し
ら
ず
な
む
。
こ
の
所
に
六
波
良

（
マ
マ
）の

さ
か
え
し
時
、
屋
敷
を
た
て
た
る
を
り
、
む

か
し
の
は
か
は
の
こ
ら
ず
と
り
た
り
と
い
ふ
説
あ
り
。
さ
れ
ば
、
良
経
公
の
御
墓
の
ほ
か
に

は
、
ふ
る
き
墓
ど
も
は
見
え
ぬ
な
る
べ
し
。
妙
見
堂
・
日
親
寺
な
ど
い
ふ
寺
あ
り
。

　

か
く
て
清
水
に
ま
う
づ
る
に
、
舞
台
の
下
な
る
さ
く
ら
咲
そ
め
て
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。

こ
れ
よ
り
歌
中
山
・
清
閑
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
に
高
倉
院
陵
あ
り
。
小
督
局
塔
な
ど
い
ふ

も
あ
た
り
に
あ
り
。
六
条
院
陵
も
こ
の
寺
に
あ
る
よ
し
も
の
に
見
え
た
れ
ど
、
今
は
し
れ
ず
。

あ
る
説
に
、
こ
の
寺
の
本
堂
、
す
な
は
ち
そ
の
陵
な
り
と
も
い
ひ
、
又
こ
の
庭
に
要
石
と
い

ふ
が
あ
る
を
、
そ
の
陵
な
り
と
も
い
へ
り
。

　

か
く
て
若
宮
八
幡
と
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
そ
の
か
へ
る
さ
長
楽
寺
の
花
を
見
て
か
へ
り
ぬ
。

三
月
三
日

　

三
日
。

　

朝
と
く
祇
園
・
安
井
そ
の
わ
た
り
の
崇
徳
院
御
廟
と
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
か
へ
る
さ
智（

知
）恩

院
の
花
を
見
る
に
、
桜
馬
場
と
い
ふ
と
こ
ろ
の
花
、
大
か
た
盛
な
り
。
こ
の
所
、
こ
の
寺
の

う
ち
に
も
花
の
お
ほ
き
か
ぎ
り
に
て
、
い
と
け
し
き
よ
し
。

　

か
く
て
は
あ
ら
し
山
の
花
も
さ
か
り
な
ら
ん
と
て
、
け
ふ
そ
の
山
に
ゆ
か
ん
と
心
が
ま
へ

し
な
が
ら
、
午
の
時
ば
か
り
よ
り
大
内
に
ま
ゐ
る
。
さ
る
は
、
け
ふ
闘ト

リ
ア
ハ
セ鶏

と
い
ふ
が
あ
る
を

見
奉
ら
ん
と
て
也
け
り
。
こ
は
、
参
内
殿
と
い
ふ
に
出
御
あ
り
て
、
そ
の
殿
の
庭
に
て
こ
の

闘
鶏
の
あ
る
を
見
そ
な
は
す
る
な
り
。
こ
の
殿
の
ほ
と
り
ち
か
く
入
て
見
奉
れ
ば
、
御
庭
の

桜
、
を
り
か
ら
さ
か
り
に
て
、
お
く
ふ
か
き
御
簾
な
ど
の
け
は
ひ
、
と
り
〴
〵
に
み
や
び
や

か
な
り
。
時
に
も
な
れ
ば
、
水
干
着
た
る
童
の
ふ
た
り
し
て
あ
は
す
る
さ
ま
、
優
に
雲
の
上

め
き
た
る
さ
ま
、
詞
に
は
の
べ
が
た
し
。

　
　

け
ふ
と
い
へ
ば
あ
は
す
る
と
り
の
た
ゝ
か
ひ
も
を
さ
ま
れ
る
代
の
す
さ
び
な
る
ら
む
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す
ゑ
と
ほ
く
君
を
い
は
ひ
て
と
り
も
猶
ち
よ
を
か
け
ろ
の
声
あ
は
す
な
り

　

け
ふ
は
承
明
門
の
あ
た
り
ま
で
人
の
い
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
る
れ
ば
、
そ
の
門
よ
り
紫
震（

宸
）殿

を
見
奉
る
も
か
し
こ
し
。
南
殿
の
桜
さ
か
り
に
て
、
ま
こ
と
に
う
る
は
し
く
、
よ
に
こ
と
な

る
花
な
り
。

　

さ
れ
ど
、

　
　

に
ほ
ふ
に
も
ま
さ
る
さ
か
え
に
く
ら
ぶ
れ
ば
花
は
お
と
れ
る
九
重
の
う
ち

　
　

も
ゝ
し
き
や
雲
の
う
へ
な
る
花
ざ
か
り
か
く
べ
き
こ
と
の
は
ゞ
か
ら
れ
つ
ゝ

　

内
侍
所
を
も
よ
そ
な
が
ら
を
が
み
奉
る
。
ま
た
神
嘉
殿
と
い
ふ
を
も
見
奉
り
て
、
か
し
こ

き
こ
と
い
ふ
も
さ
ら
な
り
。

　

か
く
て
、
日
の
御
門
に
い
で
た
る
は
未
の
刻
ば
か
り
な
り
。
か
ね
て
の
心
が
ま
へ
あ
れ
ば
、

こ
れ
よ
り
す
ぐ
に
嵐
山
に
も
の
せ
ん
と
す
。
千
本
と
い
ふ
あ
た
り
に
い
づ
れ
ば
桃
園
の
あ

り
て
、
伏
見
の
桃
山
に
は
お
と
り
た
れ
ど
、
い
と
お
ほ
く
咲
な
ら
び
た
る
さ
ま
、
よ
の
常

な
ら
ず
。

　
　

名
に
し
お
ふ
ち
も
と
の
も
ゝ
の
花
ざ
か
り
な
か
ゆ
く
袖
も
に
ほ
ふ
ば
か
り
に

　
　

さ
き
な
ら
ぶ
も
ゝ
の
さ
か
り
は
色
に
い
で
ゝ
千
本
の
名
を
ぞ
し
ら
せ
が
ほ
な
る

　
　

さ
く
ら
ゆ
ゑ
い
そ
ぐ
ゆ
く
へ
も
わ
す
ら
れ
て
ふ
り
す
て
が
た
き
桃
の
花
園

　

木
島
御
社
に
ま
う
で
た
る
に
、
花
の
咲
た
る
を
、

　
　

お
の
づ
か
ら
さ
く
木
島
の
名
に
よ
せ
て
た
ち
こ
そ
ま
が
へ
花
の
し
ら
波

　

太
秦
広
隆
寺
も
桜
お
ほ
け
れ
ば
た
ち
よ
り
た
る
に
、
お
ほ
か
た
さ
か
り
に
て
、
お
も
し
ろ

し
。
花
見
に
と
て
き
た
る
人
も
お
ほ
く
あ
り
て
、
に
ぎ
は
ゝ
し
。

　
　

立
よ
り
て
都
の
花
に
旅
衣
や
つ
れ
し
袖
を
は
ち
を
か
の
寺

　
　

あ
つ
ま
り
し
蜂
は
む
か
し
の
ふ
る
寺
に
人
こ
そ
つ
ど
へ
さ
く
ら
さ
く
こ
ろ

　
　

さ
が
に
ゆ
く
た
よ
り
に
と
ふ
は
あ
さ
し
と
て
花
の
こ
ゝ
ろ
や
う
づ
ま
さ
の
寺

　

こ
の
寺
を
蜂
岡
寺
と
い
ふ
こ
と
は
、『
書
紀
』
に
見
え
た
り
。
又
こ
の
寺
の
お
く
に
『
式
』

に
見
え
た
る
「
大
辟
神
社
」
お
は
し
ま
す
。
こ
の
御
前
に
も
花
あ
り
。
又
そ
の
ほ
と
り
な
る

桂
宮
院
と
い
ふ
堂
の
前
に
も
花
お
ほ
く
さ
か
り
也
。

　
　

て
る
月
の
桂
の
宮
に
さ
く
ら
と
や
ひ
か
り
の
は
な
に
ま
が
ふ
な
る
ら
む

　

さ
が
の
入
口
な
る
車
折
神
社
と
い
ふ
に
も
花
お
ほ
し
。
嵐
山
も
ほ
ど
ち
か
く
な
り
て
、
か

つ
〳
〵
花
も
見
え
そ
め
た
れ
ば
、
足
も
こ
と
さ
ら
に
す
ゝ
む
こ
ゝ
ち
す
。
こ
の
嵯
峨
の
里
を

川
づ
ら
に
い
で
た
る
と
こ
ろ
よ
り
、
渡
月
橋
も
ま
ぢ
か
く
見
え
て
、
め
さ
む
る
ば
か
り
の
け

し
き
、
ま
づ
心
も
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
。

　

こ
れ
よ
り
川
に
そ
ひ
て
並
木
の
松
の
中
を
と
ほ
り
て
、
渡
月
橋
の
ほ
と
り
に
い
で
た
る
け

し
き
は
、
又
こ
と
さ
ら
な
り
。
猶
、
川
を
の
ぼ
り
つ
ゞ
心
と
ゞ
め
て
見
も
て
ゆ
く
に
、
桜
も

お
ほ
か
た
は
け
ふ
を
さ
か
り
に
て
、
か
ね
て
お
も
ひ
し
よ
り
も
は
る
か
に
ま
さ
り
ざ
ま
な
る

け
し
き
、
た
と
へ
む
も
の
な
し
。
し
ひ
て
い
は
ゞ
、
た
く
み
に
絵
が
き
た
る
屛
風
を
た
て
た

る
中
を
か
よ
ふ
こ
ゝ
ち
ぞ
す
る
。
さ
れ
ど
、
そ
れ
は
つ
く
り
た
る
も
の
、
こ
れ
は
お
の
づ
か

ら
な
る
け
し
き
な
れ
ば
、
い
ひ
し
ら
ず
な
む
。
さ
る
を
言
の
葉
に
と
に
か
く
い
は
ゞ
、
中
々

に
お
と
る
べ
し
。
そ
は
花
の
た
め
に
も
う
た
て
き
こ
と
な
れ
ば
、
口
つ
ぐ
み
て
見
る
こ
そ
本

意
な
ら
め
と
、
心
に
は
お
も
ひ
な
が
ら
、
猶
え
あ
ら
で
う
た
ひ
い
で
た
る
を
、
花
も
う
る
さ

く
お
も
ふ
ら
ん
か
し
。

　
　

大
井
川
け
ふ
見
る
花
は
こ
ひ
わ
び
し
ひ
と
に
あ
ふ
せ
の
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ

　
　

大
井
川
お
も
ひ
わ
た
り
し
あ
ら
ま
し
に
た
ち
ま
さ
り
た
る
花
の
し
ら
波

　
　

た
ち
な
ら
ぶ
松
も
こ
と
な
る
色
見
え
て
た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
山
さ
く
ら
ば
な

　
　

又
た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
山
と
め
づ
る
を
も
な
ほ
か
ひ
な
く
や
花
の
お
も
は
む

　
　

む
か
し
た
れ
嵐
の
山
に
か
く
う
ゑ
て
松
を
さ
く
ら
の
た
め
と
な
し
け
む

　
　

大
井
川
せ
ゞ
の
ゐ
せ
き
も
人
と
む
る
た
め
か
と
見
ゆ
る
花
ざ
か
り
か
な

　
　

あ
ら
し
山
は
な
の
に
し
き
や
お
る
た
め
と
か
ゝ
る
と
な
瀬
の
滝
の
し
ら
糸

　
　

う
つ
ろ
ふ
は
人
の
さ
が
と
て
た
れ
も
み
な
見
る
こ
と
き
そ
ふ
花
の
一
時

　
　

み
や
こ
人
こ
ゝ
ろ
の
花
も
さ
か
り
に
て
つ
ど
ふ
あ
ら
し
の
春
の
山
ぶ
み

　
　

た
ぐ
ひ
な
き
山
も
あ
ら
し
の
名
に
た
つ
を
花
の
う
き
よ
の
さ
が
と
こ
そ
見
れ

　
　

ひ
と
よ
ね
て
し
き
て
も
見
ば
や
あ
ら
し
山
さ
く
ら
の
に
し
き
た
ゝ
ま
く
も
を
し

　
　

旅
な
る
も
か
つ
は
う
れ
し
き
花
ざ
か
り
あ
ら
し
の
や
ま
の
う
き
を
し
ら
ね
ば

　
　

亀
の
尾
の
む
か
ひ
に
た
て
る
あ
ら
し
山
ち
ら
ず
は
ち
よ
の
花
も
咲
け
り

　
　

亀
の
尾
の
な
が
き
か
た
に
は
さ
き
も
せ
で
つ
ら
き
あ
ら
し
の
山
さ
く
ら
花

　
　

お
も
ふ
こ
と
な
が
む
る
け
ふ
も
山
の
名
は
こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
る
花
の
白
雲

　
　

た
ぐ
ひ
な
き
色
を
あ
ら
し
の
山
の
名
は
か
ね
て
も
を
し
き
花
ざ
か
り
か
な

　
　

大
井
川
花
の
早
瀬
を
せ
き
と
む
る
ゐ
せ
き
ば
か
り
は
な
ど
な
か
る
ら
む

　
　

さ
く
も
猶
あ
ら
し
の
山
の
名
に
し
お
ひ
て
は
な
の
名
た
か
く
よ
も
に
ち
る
ら
む

　
　

山
に
い
り
小
舟
を
う
け
て
皆
人
も
こ
ゝ
ろ
ご
ゝ
ろ
の
花
を
こ
そ
見
れ

　
　

松
の
名
の
月
て
ふ
か
た
は
か
け
か
へ
て
花
に
ぞ
わ
た
る
春
の
も
ろ
人

　

こ
の
山
の
花
は
亀
山
院
の
芳
野
の
花
を
う
つ
し
給
へ
る
よ
し
い
ひ
つ
た
へ
た
る
は
、
ま
こ

と
な
り
。
そ
は
〔『
続
古
今
』〕
亀
山
院
の
御
歌
に
、「
亀
山
の
仙
洞
に
よ
し
の
山
の
さ
く
ら
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を
あ
ま
た
う
つ
し
う
ゑ
侍
し
が
、
花
の
さ
け
る
を
み
て　

春
ご
と
に
お
も
ひ
や
ら
れ
し
み
よ

し
の
ゝ
花
は
け
ふ
こ
そ
宿
に
さ
き
け
れ
」
と
あ
る
が
う
へ
に
、
又
〔『
新
千
載
』〕
後
宇
多
院

御
歌
に
「
あ
ら
し
山
こ
れ
も
よ
し
野
や
う
つ
す
ら
む
さ
く
ら
に
か
ゝ
る
滝
の
し
ら
糸
」
と
も

あ
り
て
、
こ
の
帝
は
亀
山
院
の
次
の
帝
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
ぞ
た
し
か
な
る
あ
か
し
な
る
。
さ

れ
ば
、
花
の
け
は
ひ
の
世
に
こ
と
な
る
も
う
べ
な
り
け
り
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
し
の
ゝ
花
は
わ
れ
も
さ
き
つ
と
し
見
し
こ
と
あ
り
き
。
ま
こ
と
に
そ
の
お

ほ
き
こ
と
、
げ
に
た
ぐ
ひ
な
く
、
う
へ
な
き
花
な
り
と
、
今
ま
で
お
も
ひ
居
た
る
に
、
又
あ

ら
し
山
の
花
も
さ
る
か
た
に
て
、
花
の
外
な
る
け
し
き
も
よ
に
す
ぐ
れ
た
る
所
な
れ
ば
、
よ

し
野
の
花
に
も
い
か
で
か
お
と
る
べ
き
。
げ
に
花
の
都
の
う
ち
に
も
、
こ
と
に
人
の
い
ひ
も

て
は
や
す
花
の
名
所
は
、き
は
こ
と
な
る
も
の
か
な
と
、か
へ
す
〴
〵
も
め
を
お
ど
ろ
か
し
ぬ
。

　
　

う
つ
し
こ
し
よ
し
の
ゝ
さ
く
ら
又
さ
ら
に
い
ろ
そ
ふ
は
な
の
都
な
り
け
り

　
　

今
ぞ
し
る
よ
し
の
ゝ
花
を
よ
し
と
の
み
お
も
ひ
て
す
ぎ
し
心
せ
ば
さ
も

　

さ
き
つ
と
し
の
秋
、
こ
の
嵐
山
の
も
み
ぢ
を
見
し
を
り
も
、
春
の
花
の
時
な
ら
ぬ
を
い
と

く
ち
を
し
く
お
も
ひ
て
、
花
の
さ
ま
い
か
な
ら
む
と
ゆ
か
し
か
り
し
に
、
ち
ぎ
り
あ
り
て
こ

た
び
こ
の
花
ざ
か
り
に
あ
ふ
こ
と
、
心
の
よ
ろ
こ
び
大
か
た
な
ら
ず
。

　
　

花
な
ら
ぬ
も
み
ぢ
の
を
り
も
又
た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
や
ま
と
お
も
ひ
し
も
の
を

　

そ
の
を
り
に
は
は
る
か
に
ま
さ
り
て
、
い
ひ
し
ら
ぬ
け
し
き
を
、
家
人
に
も
見
せ
た
ら
ま

し
か
ば
、
い
か
に
お
か
し
と
め
で
は
や
す
ら
ん
。
さ
れ
ど
、
故
郷
の
つ
と
に
い
ざ
と
も
い
ひ

が
た
き
花
の
こ
と
な
れ
ば
、
こ
れ
の
み
心
の
こ
り
に
て
、
こ
と
か
き
た
る
こ
ゝ
ち
す
。

　
　

わ
ぎ
も
こ
と
袖
ひ
き
つ
れ
て
と
も
に
見
ば
い
か
に
あ
ら
し
の
山
さ
く
ら
花

　

か
く
て
、
川
辺
の
茶
屋
と
い
ふ
に
し
り
う
ち
か
け
て
、
め
も
は
な
た
ず
見
ゐ
た
る
ほ
ど
、

日
も
く
れ
か
ゝ
り
ぬ
る
に
、
夕
ば
え
の
け
し
き
、
い
と
あ
か
ず
な
む
。

　
　

名
の
み
か
は
お
つ
る
ゆ
ふ
日
の
は
や
き
を
も
か
こ
つ
あ
ら
し
の
山
さ
く
ら
花

　

花
見
に
と
て
む
れ
ゐ
た
る
人
々
も
の
こ
り
な
く
か
へ
り
つ
く
し
た
る
夕
ぐ
れ
の
さ
ま
を
、

心
し
づ
か
に
ひ
と
り
み
居
た
る
は
、
た
の
し
き
こ
と
い
は
む
か
た
な
し
。

　
　

人
ば
か
り
う
れ
し
く
ち
り
て
あ
ら
し
山
し
づ
か
に
め
づ
る
花
の
ゆ
ふ
ぐ
れ

　
　

色
ま
さ
る
ゆ
ふ
ば
え
の
み
か
し
づ
け
さ
も
あ
か
ぬ
あ
ら
し
の
山
さ
く
ら
花

　

や
ゝ
く
れ
は
て
ゝ
三
日
月
の
ほ
の
か
に
あ
ら
は
れ
い
で
た
る
は
、
今
ひ
と
つ
の
な
が
め
に

て
、
も
の
あ
は
れ
な
り
。

　
　

大
井
川
花
見
む
た
め
と
さ
し
い
で
て
月
の
み
ふ
ね
も
猶
こ
が
る
ら
む

　
　

さ
く
花
を
見
せ
ぬ
と
な
ら
ば
今
し
ば
し
木
末
に
の
こ
れ
ゆ
ふ
月
の
影

　
　

橋
の
名
に
な
ご
り
と
ゞ
め
て
大
井
川
お
つ
る
は
や
瀬
の
夕
月
の
か
げ

　

か
く
て
、
こ
よ
ひ
は
こ
の
あ
た
り
の
天
龍
寺
の
う
ち
な
る
雲
居
庵
と
い
ふ
に
や
ど
り
ぬ
。

　
　

あ
ら
し
山
あ
た
り
の
寺
に
ぬ
る
よ
は
ゝ
ゆ
め
の
う
ち
に
も
花
や
見
え
ま
し

三
月
四
日

　

四
日
。

　

け
ふ
は
あ
け
ぼ
の
ゝ
花
見
む
と
て
、
暁
ふ
か
く
お
き
い
で
て
川
辺
に
い
た
る
。
げ
に
あ
け

ぼ
の
ゝ
花
は
又
ひ
と
し
ほ
に
て
、
こ
の
一
時
は
外
に
く
ら
ぶ
る
も
の
ゝ
あ
る
べ
く
も
お
も
は

れ
ず
、
い
と
お
も
し
ろ
き
が
う
へ
、
き
の
ふ
の
夕
ぐ
れ
に
咲
ま
さ
り
て
、
け
さ
は
ま
こ
と
に

花
ざ
か
り
也
。

　
　

き
の
ふ
だ
に
た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
山
ざ
く
ら
ま
た
さ
き
ま
さ
る
花
の
あ
け
ぼ
の

　

け
ふ
は
日
ね
も
す
こ
ゝ
に
て
あ
そ
ば
む
も
の
を
と
、
あ
る
は
の
ぼ
り
、
あ
る
は
く
だ
り
て
、

う
か
れ
あ
り
く
こ
そ
、
た
と
へ
む
か
た
な
く
、
す
ゞ
ろ
に
こ
ゝ
ろ
ゆ
く
あ
そ
び
な
れ
。
き
の

ふ
も
花
の
た
め
に
、
い
か
ゞ
な
る
え
せ
歌
よ
み
た
る
を
、
猶
こ
り
ざ
ま
に
よ
め
る
長
歌
。

か
け
ま
く
も　

あ
や
に
か
し
こ
し　

い
は
ま
く
も　

ゆ
ゝ
し
き
か
も　

花
ぐ
は
し　

さ

く
ら
花
さ
く　

み
よ
し
野
の　

よ
し
野
の
山
に　

外
宮
を　

た
か
し
り
ま
し
て　

山
川

の　

神
と
つ
か
へ
し　

天
皇
の　

そ
の
大
御
代
ゆ　

も
ゝ
た
ら
ず　

代
つ
ぎ
ま
し
け
る　

亀
山
の　

お
ほ
す
め
ら
み
こ
と
と　

み
よ
し
野
の　

そ
の
桜
を
し　

は
ろ
〴
〵
に　

と

り
も
た
せ
き
て　

行
宮
の　

山
の
む
か
ひ
に　

し
げ
山
と　

し
み
さ
び
た
て
る　

あ
し

ひ
き
の　

あ
ら
し
の
山
に　

こ
ゝ
だ
く
も　

う
つ
し
う
ゑ
む
と　

神
な
が
ら　

お
も
ほ

し
め
し
て　

か
し
こ
く
も　

う
つ
し
給
へ
ば　

た
ふ
と
く
も　

う
ゑ
た
ま
へ
れ
ば　

あ

ら
し
山　

そ
の
山
つ
み
も　

み
い
つ
に
し　

つ
か
へ
ま
つ
る
と　

お
も
し
ろ
く　

花
を

さ
か
し
め　

大
井
川　

河
瀬
の
神
も　

み
こ
ゝ
ろ
に　

つ
か
へ
ま
つ
る
と　

そ
の
花
に　

け
し
き
を
そ
へ
て　

い
に
し
へ
に　

あ
り
け
る
ご
と
く　

山
川
の　

神
も
つ
か
へ
し　

大
御
代
の　

花
は
こ
の
花　

そ
の
と
き
ゆ　

と
し
の
へ
ぬ
れ
ど　

そ
の
山
の　

い
や
た

か
〴
〵
に　

そ
の
川
の　

た
ゆ
る
こ
と
な
く　

山
も
せ
に　

お
ひ
た
ち
さ
か
え　

花
ぐ

は
し　

さ
き
の
さ
か
り
は　

も
ゝ
し
き
の　

大
宮
人
も　

し
づ
た
ま
き　

い
や
し
き
民

も　

そ
の
花
の　

さ
か
り
を
見
る
と　

山
辺
に
は　

袖
ひ
き
つ
ら
ね　

川
瀬
に
は　

小

舟
う
け
な
べ　

お
の
が
じ
　ゝ

き
よ
り
つ
ど
へ
れ　

わ
れ
も
又　

見
む
と
お
も
ひ
て　

雲
ゐ
な
す　

と
ほ
き
国
べ
ゆ　

ま
ゐ
の
ぼ
り　

見
え
く
よ
ろ
し
み　

こ
の
山
に　

花
う

ゑ
ま
し
　ゝ

天
皇
の　

大
み
こ
ゝ
ろ
の　

み
や
び
を
し　

あ
ふ
ぎ
た
ふ
と
み　

し
ぬ
ぶ
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け
ふ
か
も

　

い
か
だ
し
の
く
だ
し
く
る
さ
ま
も
め
づ
ら
し
く
て
、
花
の
な
が
め
を
そ
ふ
る
こ
ゝ
ち
す
。

　
　

さ
く
花
の
け
し
き
を
そ
へ
て
外
よ
り
は
こ
ゝ
ろ
あ
り
げ
に
見
ゆ
る
い
か
だ
し

　
　

い
か
だ
し
に
わ
が
身
を
な
さ
ば
大
井
川
花
の
あ
た
り
は
よ
そ
に
す
ぎ
じ
を

　
　

い
か
だ
し
の
う
き
た
る
わ
ざ
も
大
井
川
花
ゆ
ゑ
は
る
は
う
ら
や
ま
れ
つ
ゝ

　

又
、
山
辺
に
も
ゆ
き
て
、
ほ
ど
ち
か
く
花
を
見
ま
ほ
し
け
れ
ば
、
渡
月
橋
を
わ
た
り
て
、

山
辺
を
わ
く
る
も
、
ま
た
お
も
し
ろ
し
。
大
悲
閣
と
い
ふ
に
も
の
ぼ
り
ぬ
。
こ
の
所
、
花
は

な
け
れ
ど
、
見
わ
た
し
の
け
し
き
い
と
よ
し
。
法
輪
寺
に
も
ま
う
で
て
、
又
は
し
を
わ
た
り

て
、
さ
て
亀
山
に
わ
け
入
て
、
亀
山
院
陵
に
ま
う
づ
。
こ
の
御
は
か
じ
る
し
に
う
ゑ
ら
れ
た

る
さ
く
ら
の
さ
き
た
る
を
見
て
、
む
か
し
を
し
の
び
て
、

　
　

よ
ろ
づ
代
も
花
見
む
た
め
と
常
宮
を
亀
の
尾
山
に
さ
だ
め
ま
し
け
む

と
ぞ
お
も
ひ
奉
ら
る
。
こ
の
陵
の
か
た
は
ら
に
も
墓
じ
る
し
の
木
を
た
て
ゝ
、
墓
と
お
ぼ
し

き
も
の
ゝ
あ
る
は
、
い
か
な
る
人
の
御
墓
に
や
。
天
龍
寺
の
庭
の
う
ち
に
、
任
有
亭
と
い
ふ

ち
ひ
さ
き
亭
あ
り
。
こ
の
亭
よ
り
あ
ら
し
山
を
見
る
け
し
き
よ
し
と
き
ゝ
て
、
そ
の
亭
に
入

て
見
る
に
、
げ
に
ひ
と
つ
の
な
が
め
也
。
そ
の
亭
の
名
の
ご
と
く
、
あ
る
に
ま
か
せ
た
る
亭

に
は
あ
ら
で
、
嵐
山
の
た
め
に
、
こ
と
さ
ら
に
ま
う
け
つ
く
り
た
ら
ん
や
う
に
見
ゆ
。

　
　

天
か
け
る
龍
の
名
お
へ
る
寺
と
て
や
む
か
ひ
に
た
て
る
花
の
し
ら
雲

　

い
ま
だ
日
た
か
け
れ
ば
、
又
も
川
辺
に
い
で
ゝ
、
時
う
つ
る
ま
で
見
居
た
る
ほ
ど
に
、
よ

み
た
る
長
歌
。

の
ど
か
な
る　

春
の
さ
が
野
の　

あ
さ
が
す
み　

た
ち
い
で
見
れ
ば　

又
た
ぐ
ひ　

あ

ら
し
の
山
の　

花
ざ
か
り　

松
の
こ
の
ま
に　

色
は
え
て　

ひ
と
し
ほ
あ
か
ぬ　

け
し

き
に
は　

ち
よ
も
へ
ぬ
べ
く　

あ
く
が
れ
て　

む
か
ふ
た
が
ね
の　

岩
間
よ
り　

お
つ

る
と
な
せ
の　

滝
の
糸
の　

な
が
き
は
る
日
も　

あ
か
ず
の
み　

は
や
く
れ
か
ゝ
る　

夕
ば
え
に　

猶
今
し
ば
し　

た
ち
か
ね
て　

い
と
ゞ
な
ご
り
も　

お
ほ
ゐ
川　

川
瀬

の
波
の　

う
た
か
た
と　

ち
り
う
く
ま
で
は　

い
ざ
こ
ゝ
を　

た
ち
も
は
な
れ
ず　

見

つ
ゝ
あ
そ
ば
む

と
は
お
も
へ
ど
、
東
山
の
花
ざ
か
り
も
又
見
ま
ほ
し
け
れ
ば
、
日
も
く
れ
か
ゝ
る
こ
ろ
ほ
ひ

よ
り
、
宿
り
に
か
へ
ら
ん
と
す
る
に
、
な
ご
り
た
ゞ
な
ら
ず
お
ぼ
え
て
、

　
　

山
の
名
に
さ
そ
ふ
わ
か
れ
の
そ
れ
な
ら
で
見
す
つ
る
花
を
を
し
む
ゆ
ふ
ぐ
れ

　

太
秦
を
す
ぐ
る
ほ
ど
よ
り
雨
ふ
り
い
で
た
る
は
、
い
と
わ
び
し
。
山
辺
な
ら
ま
し
か
ば
、

ぬ
る
と
も
花
の
陰
に
か
く
れ
む
も
の
を
、
こ
の
あ
た
り
に
て
ふ
り
い
で
た
る
は
、
い
と
心
つ

き
な
き
雨
か
な
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
か
ら
う
じ
て
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

三
月
五
日

　

五
日
。
よ
べ
の
雨
な
ご
り
な
く
は
れ
て
、
天
気
よ
し
。

　

け
ふ
東
山
の
花
見
せ
ん
と
て
、
祇
園
・
智（

知
）恩

院
・
長
楽
寺
・
東
大
谷
・
双
林
寺
・
高
台

寺
・
清
水
な
ど
に
も
の
す
。
い
さ
ゝ
か
お
そ
き
は
や
き
は
あ
れ
ど
、
な
べ
て
い
づ
こ
も
花
ざ

か
り
に
て
、
こ
ゝ
も
又
め
を
お
ど
ろ
か
す
ば
か
り
也
。
東
山
の
花
も
い
み
じ
う
人
の
い
ひ
も

て
は
や
す
な
る
は
さ
る
こ
と
に
て
、
げ
に
花
の
都
の
春
の
け
は
ひ
、
い
ひ
し
ら
ず
な
む
。
そ

の
花
を
見
む
と
て
ゆ
き
か
よ
ふ
人
の
さ
ま
も
、
お
ほ
ど
か
に
て
、
そ
の
中
に
あ
そ
び
な
ど
の

い
と
花
や
か
に
と
り
よ
そ
ひ
た
る
袖
の
に
し
き
も
、
田
舎
人
の
め
に
は
今
ひ
と
つ
の
な
が
め

に
て
、
い
と
た
く
み
に
と
り
〴
〵
な
る
佐
保
姫
の
し
わ
ざ
か
と
あ
や
ま
た
る
ゝ
ば
か
り
な
り
。

そ
の
お
ほ
く
の
花
の
な
か
に
も
、
智（

知
）恩

院
の
桜
馬
場
の
花
ぞ
、
こ
と
に
ひ
と
き
は
す
ぐ
れ
た

る
。
花
の
な
か
よ
り
い
ら
か
た
か
き
山
門
の
見
ゆ
る
け
し
き
、
又
山
門
に
の
ぼ
り
て
石
の
は

し
よ
り
見
お
ろ
し
た
る
け
し
き
な
ど
、
た
ぐ
ひ
な
く
め
で
た
し
。

　
　

い
ひ
し
ら
ぬ
さ
か
り
を
見
せ
て
山
の
名
も
と
り
よ
そ
ひ
た
る
花
の
い
た
ゞ
き

　
　

さ
ほ
姫
の
み
た
ま
し
れ
て
ふ
寺
の
名
と
お
も
ひ
な
さ
る
ゝ
花
盛
哉

　

祇
園
の
社
に
も
ち
か
き
こ
ろ
さ
く
ら
を
お
ほ
く
う
ゑ
ら
れ
た
る
が
、
さ
か
り
な
る
を
見
て
、

　
　

か
み
の
そ
の
む
か
し
お
ぼ
え
て
こ
ゝ
も
ま
た
八
重
垣
つ
く
る
花
の
し
ら
雲

　

双
林
寺
の
花
を
見
て
、

　
　

見
わ
た
せ
ば
な
ら
ぶ
は
や
し
も
桜
に
て
寺
の
名
か
ほ
る
花
ざ
か
り
か
な

　

こ
の
寺
に
は
西
行
法
師
・
頓
阿
法
師
の
墓
あ
り
。
二
人
の
法
師
の
古
き
像
も
あ
り
。
又
、

西
行
桜
と
い
ふ
木
も
有
。
二
人
と
も
に
こ
の
寺
に
す
み
た
る
人
に
て
、
す
な
は
ち
頓
阿
法
師

の
歌
に
〔『
草
庵
集
』〕「
西
行
法
師
の
す
み
し
跡
に
庵
を
む
す
び
て　

あ
と
し
め
て
見
ぬ
よ

の
春
を
し
の
ぶ
か
な
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
花
の
下
陰
」
と
よ
ま
れ
た
る
こ
と
を
お
も
ひ
い
で
ゝ
、

　
　

咲
く
花
に
見
ぬ
よ
の
春
と
い
ひ
し
を
も
ま
た
や
む
か
し
と
け
ふ
は
し
の
ば
む

　

高
台
寺
に
は
姥
桜
と
い
ふ
名
だ
か
き
木
も
あ
り
て
、
さ
く
ら
い
と
お
ほ
し
。

　
　

と
こ
ろ
か
ら
た
か
き
う
て
な
の
名
も
し
る
く
た
ち
つ
ゞ
き
た
る
花
の
し
ら
雲

　

清
水
の
花
も
又
す
ぐ
れ
た
り
。
舞
台
よ
り
見
お
ろ
し
た
る
け
し
き
い
と
よ
し
。
又
、
奥
院

と
い
ふ
よ
り
見
わ
た
し
た
る
け
し
き
も
お
も
し
ろ
し
。

　
　

花
見
に
と
た
れ
も
き
よ
り
て
清
水
の
寺
の
庭
こ
そ
に
ぎ
は
ひ
に
け
れ

　
　

こ
と
な
れ
や
か
れ
た
る
木
に
も
花
さ
く
と
と
き
し
御
法
の
庭
の
桜
は
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こ
の
寺
の
本
尊
は
十
一
面
観
音
な
り
と
な
べ
て
は
い
へ
ど
、
あ
る
説
に
楊
柳
観
音
な
り
と

も
い
へ
ば
、

　
　

御
仏
も
み
て
の
や
な
ぎ
を
こ
き
ま
ぜ
て
錦
と
花
を
猶
や
見
る
ら
む

　

さ
て
、
此
こ
ろ
は
日
毎
に
花
に
う
か
れ
て
す
ゞ
ろ
に
お
も
し
ろ
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、

　
　

桜
の
み
見
る
に
う
つ
り
て
故
郷
を
こ
ひ
ぬ
も
猶
や
は
な
ご
ゝ
ろ
な
る

　

人
の
に
ぎ
は
ひ
を
見
て
、

　
　

こ
き
ま
ぜ
し
柳
さ
く
ら
の
そ
れ
な
ら
で
た
も
と
も
花
の
都
な
り
け
り

と
か
へ
す
〴
〵
も
め
を
お
ど
ろ
か
し
ぬ
。

　
　

い
ひ
し
ら
ぬ
都
の
花
に
み
な
人
の
こ
と
葉
の
い
ろ
を
か
く
る
や
さ
し
さ

三
月
六
日

　

六
日
。

　

け
ふ
は
と
も
な
ふ
人
あ
り
て
、
ち
か
き
あ
た
り
に
も
の
す
。
ま
づ
聖
護
院
に
ま
う
づ
。
こ

の
森
の
ほ
と
り
に
桜
塚
と
て
、
ち
ひ
さ
き
塚
の
あ
る
は
、
左
府
塚
を
あ
や
ま
れ
る
に
て
、
左

府
頼
長
公
の
御
墓
な
り
と
い
へ
ど
、
こ
ゝ
は
こ
の
君
を
ま
つ
り
た
る
社
の
跡
な
る
べ
し
。
御

墓
は
大
和
国
に
あ
る
よ
し
、『
盛
衰
記
』
に
見
え
た
れ
ば
也
。『
式
』
に
見
え
た
る
「
白
河

陵
」
と
い
ふ
も
「
在
粟
田
郷
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
と
ほ
か
ら
ぬ
あ
た
り
に
あ
り
け
ん
を
、
今

は
な
ご
り
も
な
し
。
又
、
崇
徳
院
の
陵
も
粟
田
に
う
つ
す
よ
し
も
の
に
見
え
た
れ
ば
、
こ
れ

も
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
べ
き
を
、
例
の
し
る
人
な
し
。
か
の
安
井
の
ほ
と
り
な
る
御
廟
と
い

ふ
は
、
所
へ
だ
ゝ
り
た
れ
ば
、
あ
ら
ざ
る
べ
き
か
。
又
む
か
し
は
か
の
あ
た
り
ま
で
粟
田
郷

に
て
、
か
の
御
廟
と
い
ふ
が
そ
の
陵
な
る
か
、
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。
聖
護
院
の
熊
野
宮
の
ほ
と

り
に
崇
徳
天
皇
社
・
左
府
社
と
て
、
二
座
お
は
し
ま
す
も
、
何
と
か
や
よ
り
所
あ
り
げ
な
り
。

　

さ
て
、
黒
谷
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
に
吉
備
公
の
像
あ
る
は
、
い
か
な
る
よ
し
に
か
。
又
こ

の
寺
の
う
し
ろ
の
か
た
に
糸
桜
の
よ
き
木
あ
り
て
、
さ
か
り
な
り
。

　
　

黒
谷
の
名
に
は
よ
ら
で
や
糸
ざ
く
ら
糸
う
る
は
し
く
そ
め
て
か
へ
ら
ん

　

真
如
堂
に
ま
う
づ
る
に
、
こ
の
寺
の
前
に
お
ほ
き
な
る
稲
荷
社
あ
り
。

　

さ
て
、
芝
薬
師
・
東
北
院
な
ど
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
東
北
院
に
関
白
道
長
公
の
御
像
あ

り
。
又
、
和
泉
式
部
塔
・
軒
端
梅
と
い
ふ
も
あ
り
。

　

そ
れ
よ
り
吉
田
に
ま
う
づ
。
大
元
宮
と
か
い
ふ
あ
や
し
き
か
た
を
し
た
る
宮
を
本
社
と
い

ふ
と
か
や
。
春
日
社
・
霹
靂
神
社
な
ど
に
も
ま
う
づ
。
後
三
条
院
陵
は
こ
の
山
の
南
の
方
に

あ
る
よ
し
、
も
の
に
も
見
え
て
、
則
、
南
の
か
た
に
あ
り
し
を
、
今
は
こ
の
吉
田
家
の
墓
所

と
な
し
て
、
陵
は
吉
田
家
よ
り
こ
ぼ
ち
た
り
と
ぞ
。
常
の
人
の
か
ゝ
る
こ
と
を
す
る
た
め

し
な
ど
も
い
か
ゞ
な
る
こ
と
な
る
を
、
ま
し
て
神
に
つ
か
ふ
る
氏
人
の
、
か
ゝ
る
こ
と
し
い

で
た
る
は
、
あ
さ
ま
し
き
こ
と
也
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
こ
の
吉
田
の
家
に
て
な
す

こ
と
い
ふ
こ
と
、
い
か
ゞ
な
る
こ
と
ゞ
も
お
ほ
し
。
今
は
こ
の
吉
田
家
、
く
に
〴
〵
の
神
社

の
こ
と
に
つ
き
て
は
、
官
の
ご
と
く
な
り
た
れ
ば
、
神
の
ま
こ
と
の
道
を
と
か
ば
、
そ
の
道

の
く
に
〴
〵
に
ひ
ろ
く
な
り
ぬ
べ
き
を
、
あ
や
し
き
こ
と
の
み
い
ひ
い
だ
せ
ば
、
そ
の
あ
や

し
き
道
を
ま
な
ぶ
神
主
た
ち
、
よ
に
お
ほ
く
な
り
も
て
ゆ
き
て
、
神
の
道
の
た
ゞ
し
き
か
た

は
世
に
し
ら
れ
ず
、
神
の
道
も
仏
の
道
も
お
な
じ
も
の
ゝ
や
う
に
お
も
へ
る
よ
人
お
ほ
か
り
。

又
あ
や
し
き
説
な
ど
は
、
い
さ
ゝ
か
心
あ
る
人
な
ど
は
い
か
ゞ
に
き
ゝ
て
、
ま
こ
と
の
神
の

道
を
も
あ
や
し
き
も
の
也
も

（
マ
マ
）お

も
ふ
も
あ
り
。
そ
の
み
な
も
と
の
に
ご
れ
る
に
よ
り
て
、
流

の
末
ま
で
き
よ
か
ら
ず
な
り
た
る
は
、
ま
た
く
此
よ
し
田
の
家
の
あ
し
き
な
り
。
ま
こ
と
に

な
げ
く
に
も
あ
ま
れ
る
こ
と
な
り
か
し
。

　

百
万
遍
・
干
菜
寺
な
ど
に
も
ま
う
づ
。

　

さ
て
、
銀
閣
寺
の
か
た
に
ゆ
か
ん
と
す
る
道
に
福
塚
と
い
ふ
が
あ
る
は
、
後
二
条
院
陵
に

て
、
い
と
大
き
な
り
。
又
こ
の
ち
か
き
あ
た
り
に
石
仏
の
大
き
な
る
あ
り
て
、
い
と
ふ
る
き

も
の
と
見
ゆ
。

　

か
く
て
、
北
白
河
の
里
を
す
ぎ
て
、
銀
閣
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
庭
よ
し
。
足
利
義
政

の
茶
湯
と
い
ふ
わ
ざ
を
は
じ
め
ら
れ
し
は
こ
の
寺
に
て
、
東
求
堂
と
い
ふ
が
そ
の
な
ご
り
也
。

こ
の
茶
湯
と
い
ふ
わ
ざ
、
今
の
世
に
は
お
ほ
か
た
人
の
も
て
あ
そ
ぶ
わ
ざ
に
て
、
い
と
ひ
ろ

く
な
れ
り
。
昔
の
さ
ま
は
い
ざ
し
ら
ず
、
今
の
よ
に
て
は
こ
の
わ
ざ
は
、
も
の
し
ら
ぬ
お
こ

人
の
も
の
し
り
が
ほ
す
る
為
の
も
の
に
て
、
こ
と
に
つ
ひ
え
お
ほ
く
、
よ
う
な
き
わ
ざ
な
り
。

さ
る
を
は
じ
め
ら
れ
た
る
こ
と
を
お
も
へ
ば
、
あ
し
と
名
に
お
ふ
足
利
の
、
あ
し
く
よ
し
な

き
こ
と
か
な
と
、
し
ら
ぬ
昔
の
こ
と
な
が
ら
も
、
つ
ぶ
や
か
れ
ぬ
。

　

猶
こ
の
あ
た
り
こ
れ
か
れ
見
む
と
お
も
ふ
ほ
ど
に
、
空
う
ち
く
も
り
て
雨
ふ
り
い
づ
。
こ

れ
に
よ
り
て
、
ゆ
か
ま
ほ
し
き
所
も
け
ふ
は
ま
づ
さ
し
お
き
て
宿
に
か
へ
ら
む
も
の
と
、
岡

崎
の
か
た
に
い
づ
。
こ
ゝ
に
本
光
寺
と
い
ふ
寺
の
あ
る
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
ち
か
き
あ
た

り
、
畑
の
中
に
法
勝
寺
の
塔
の
跡
と
い
ふ
芝
生
あ
り
。
こ
の
あ
た
り
に
て
雨
や
み
た
れ
ば
、

青
蓮
院
の
中
を
と
ほ
り
て
庚
申
堂
と
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
智（

知
）恩

院
に
ゆ
か
ん
と
す
。
こ
の
あ

た
り
に
明
智
光
秀
首
塚
と
い
ふ
も
あ
り
。

　

か
く
て
、
け
ふ
も
又
、
智（

知
）恩

院
の
花
を
見
る
に
、
猶
お
も
し
ろ
し
。

　
　

春
雨
の
な
ご
り
の
露
の
玉
か
づ
ら
か
け
て
よ
そ
ほ
ふ
花
の
い
た
ゞ
き
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祇
園
に
も
ま
う
で
た
る
に
、
け
ふ
は
こ
ゝ
に
能
と
い
ふ
も
の
有
。
こ
は
中
昔
に
は
じ
ま
り

た
る
猿
楽
と
い
ふ
も
の
に
て
、
見
所
あ
り
。
こ
れ
に
つ
き
た
る
狂
言
と
い
ふ
も
の
も
あ
れ
ど
、

こ
は
お
も
し
ろ
か
ら
ぬ
も
の
に
て
、
い
と
〳
〵
俗
な
り
。

　

そ
れ
よ
り
円
山
安
養
寺
に
も
の
す
。
こ
の
山
の
う
へ
に
は
阿
弥
陀
堂
も
あ
り
て
、
寺
な
が

ら
、
鰭
の
広
物
、
は
た
の
さ
も
の
な
ど
を
て
う
じ
て
、
人
に
く
は
す
る
坊
、
五
六
軒
あ
り
て
、

た
め
し
す
く
な
き
寺
也
。
そ
の
中
な
る
蓮
阿
弥
と
い
ふ
坊
に
立
よ
り
て
も
の
な
ど
く
ふ
。
こ

の
楼
よ
り
よ
も
の
山
々
い
と
よ
く
見
え
、
都
の
家
ゐ
は
の
こ
り
な
く
見
わ
た
さ
れ
た
る
け
し

き
い
と
よ
く
、
お
も
し
ろ
き
楼
の
さ
ま
也
。

　
　

身
を
や
す
く
や
し
な
ふ
寺
の
名
も
し
る
く
見
お
ろ
す
よ
も
の
空
も
ゆ
た
け
し

　

こ
の
所
に
山
猫
と
い
ふ
も
の
あ
り
と
き
け
ば
、「
い
か
な
る
獣
に
か
」
と
、
と
も
な
へ
る

人
に
と
ひ
た
れ
ば
、
そ
の
人
ほ
ゝ
ゑ
み
て
こ
た
え
ず
。
な
ほ
あ
や
し
と
お
も
ふ
ま
ゝ
に
、
か

さ
ね
て
た
づ
ね
た
れ
ば
、「
獣
に
は
あ
ら
で
、
酒
の
席
に
い
で
ゝ
、
舞
な
ど
を
も
か
な
づ
る

遊
女
の
こ
と
を
、
か
く
い
ふ
な
り
」
と
こ
た
ふ
る
を
き
ゝ
て
、
か
た
く
な
に
獣
の
こ
と
ゝ
の

み
お
も
ひ
居
た
る
を
、
わ
れ
な
が
ら
田
舎
人
の
心
な
り
と
を
か
し
く
ぞ
お
ぼ
え
し
。

三
月
七
日

　

七
日
。

　

け
ふ
も
又
、人
に
い
ざ
な
は
れ
て
嵐
山
の
花
見
に
も
の
す
。
よ
き
つ
ひ
で
な
れ
ば
、い
さ
ゝ

か
道
を
ま
は
り
て
神
泉
苑
に
も
の
す
。
こ
ゝ
に
桜
の
一
木
二
木
盛
に
さ
き
た
れ
ば
、〔『
日
本

後
紀
』〕
弘
仁
三
年
の
春
、
は
じ
め
て
こ
の
所
に
て
花
宴
の
あ
り
し
こ
と
な
ど
お
も
ひ
い
で

ら
れ
て
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。

　
　

こ
の
池
に
さ
け
る
さ
く
ら
や
な
べ
て
よ
に
花
も
て
は
や
す
水
の
水
上

　
　

こ
の
池
の
き
し
の
さ
く
ら
に
こ
と
ゝ
は
む
ふ
り
し
み
ゆ
き
の
こ
と
も
し
る
や
と

　
　

き
て
見
れ
ば
竜
の
か
し
ら
の
大
御
舟
お
も
か
げ
た
て
る
花
の
し
ら
雲

　

太
秦
の
花
を
け
ふ
も
見
て
、
嵯
峨
な
る
臨
川
寺
・
鹿
王
院
な
ど
い
ふ
寺
に
も
ま
う
に
づ
。

い
と
よ
き
寺
ど
も
也
。

　

さ
て
、
嵐
山
に
い
た
り
て
見
る
に
、
四
日
に
見
し
を
り
よ
り
い
さ
ゝ
か
さ
か
り
は
す
ぎ
に

た
れ
ど
、
又
、
咲
い
で
た
る
花
も
あ
り
て
、
猶
え
な
ら
ず
。
そ
の
さ
ま
け
ふ
は
じ
め
て
見
た

ら
ん
や
う
に
め
づ
ら
し
く
も
あ
か
ず
も
お
ぼ
ゆ
る
は
、
げ
に
あ
や
し
く
た
ぐ
ひ
な
き
山
の
桜

な
り
か
し
。

　
　

二
度
も
み
た
び
も
い
は
じ
あ
ら
し
山
千
と
せ
見
る
と
も
あ
く
さ
く
ら
か
は

　

け
ふ
は
舟
に
の
り
て
見
む
と
て
、
と
も
な
へ
る
人
と
か
た
ら
ひ
て
船
を
あ
つ
ら
へ
ぬ
。
そ

の
舟
人
は
「
は
や
」
と
も
い
は
ね
ど
、
い
そ
ぎ
の
り
つ
ゝ
、
川
瀬
を
の
ぼ
り
く
だ
り
し
て
、

船
の
う
ち
よ
り
見
や
る
花
の
け
し
き
も
又
ひ
と
し
ほ
な
り
。

あ
し
び
き
の　

あ
ら
し
の
山
の　

山
陰
を　

の
と
に
な
が
る
　ゝ

大
井
川　

き
よ
き
川

瀬
に　

花
見
む
と　

川
舟
う
か
べ　

川
の
ぼ
り　

わ
か
の
ぼ
れ
ば　

山
辺
に
は　

木
末

し
み
ゝ
に　

さ
く
ら
花　

は
な
咲
を
ゝ
り　

お
の
が
じ
　ゝ

さ
か
り
あ
ら
そ
ひ　

川
辺

に
は　

そ
の
花
見
る
と　

美
婦
人
の　

い
む
れ
つ
ど
ひ
て　

お
の
が
身
の　

さ
か
り
あ

ら
そ
ひ　

山
川
も　

花
に
し
な
れ
る　

け
ふ
の
こ
の　

け
し
き
を
見
れ
ば　

花
ぐ
は
し　

花
の
都
と　

人
皆
の　

い
ふ
も
う
べ
な
と　

天
ざ
か
る　

ひ
な
に
す
む
身
は　

む
ら
ぎ

も
の　

こ
ゝ
ろ
お
ど
ろ
き　

ま
そ
か
ゞ
み　

見
の
め
づ
ら
し
く　

日
ね
も
す
に　

い
ゆ

き
か
へ
ら
む　

川
舟
の　

も
そ
ろ
も
そ
ろ
に　

ゆ
か
く
し
よ
し
も

　

山
陰
に
舟
を
よ
せ
て
さ
ゝ
ご
ひ
ら
き
な
ど
す
る
も
、
い
と
興
あ
り
。

　
　

大
井
川
山
陰
ち
か
く
舟
よ
せ
て
こ
ゝ
ろ
ゆ
く
瀬
に
さ
く
ら
を
ぞ
見
る

　

こ
の
所
の
鮎
を
も
と
め
て
て
う
じ
た
る
も
、
む
か
し
物
語
に
「
西
川
の
鮎
」
と
見
え
た
る

お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
み
や
び
や
か
に
お
ぼ
ゆ
。
か
く
か
ず
な
ら
ぬ
こ
と
ま
で
も
心
に
し
み

て
お
も
し
ろ
し
。

　

さ
て
、
あ
ま
た
の
花
の
な
か
に
は
ち
る
も
あ
り
て
、
風
の
ま
に
〳
〵
舟
の
う
ち
に
二
ひ
ら

三
ひ
ら
吹
い
れ
た
る
も
お
か
し
。

　
　

山
の
名
も
け
ふ
は
う
れ
し
き
こ
ゝ
ち
し
て
袖
に
さ
く
ら
の
ち
り
か
ゝ
り
つ
ゝ

　
　

あ
こ
が
る
ゝ
心
や
し
り
て
舟
の
う
ち
に
花
ふ
き
い
る
ゝ
岸
の
春
風

　
　

名
に
し
お
ふ
山
の
あ
ら
し
の
さ
そ
ひ
き
て
ふ
る
か
と
ぞ
お
も
ふ
花
の
白
雪

　

か
く
て
、
申
の
刻
ば
か
り
船
よ
り
い
で
ゝ
か
へ
ら
む
と
す
る
に
、
け
ふ
は
こ
と
さ
ら
名
ご

り
を
し
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、

　
　

わ
か
る
と
て
あ
ひ
も
お
も
は
ぬ
花
な
る
を
こ
ゝ
ろ
よ
わ
く
も
見
す
て
か
ね
つ
ゝ

　

こ
れ
よ
り
野
宮
に
ま
う
づ
。
こ
ゝ
は
昔
の
神
宮
の
跡
に
て
、
今
も
黒
木
の
鳥
居
を
た
て
た

り
。
常
寂
光
寺
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
る
に
、
定
家
卿
の
時
雨
亭
と
い
ふ
、
こ
の
寺
に
あ
り
。

ま
た
定
家
卿
社
と
い
ふ
も
あ
り
。
こ
は
こ
の
卿
の
御
墓
の
あ
り
け
る
を
、
む
か
し
こ
ぼ
ち
た

る
時
、
た
ゝ
り
の
あ
り
し
か
ば
、
そ
こ
に
こ
の
社
を
た
て
た
る
な
り
と
ぞ
。

　

二
尊
院
は
よ
き
寺
に
て
、
こ
ゝ
に
も
時
雨
亭
と
い
ふ
あ
り
。
す
な
は
ち
こ
の
寺
は
小
倉
山

の
麓
な
り
。
そ
れ
よ
り
厭
離
庵
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
門
の
外
に
為
家
卿
の
御
墓

あ
り
。
又
、
寺
の
中
に
定
家
卿
の
御
墓
も
あ
れ
ど
、
こ
は
為
家
卿
の
御
墓
に
は
や
う
か
は
り
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て
、
つ
く
り
た
る
さ
ま
し
る
く
、
う
け
が
た
し
。
こ
の
厭
離
庵
は
、
か
の
定
家
卿
の
小
倉
山

荘
の
跡
な
り
と
い
へ
り
。
こ
の
山
荘
に
は
、
為
家
卿
も
つ
き
て
す
み
給
ひ
し
よ
し
、
も
の
に

見
え
た
る
う
へ
、
そ
の
卿
の
御
墓
も
あ
り
て
、
小
倉
山
の
ほ
と
り
な
る
を
お
も
へ
ば
、
そ
の

跡
な
る
べ
し
。

　
　

さ
が
の
山
さ
く
ら
わ
け
み
し
か
へ
る
さ
に
こ
と
葉
の
花
の
跡
を
と
ふ
か
な

　

さ
て
、
定
家
卿
の
御
は
か
と
い
ふ
、
外
に
も
あ
れ
ど
、
い
づ
れ
も
う
け
が
た
し
。
か
の
常

寂
光
寺
に
あ
り
し
が
、
た
ゝ
り
な
ど
の
あ
り
し
を
お
も
へ
ば
、
ま
こ
と
の
御
墓
に
は
あ
ら
じ

か
、
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。

　

こ
の
あ
た
り
い
ま
だ
し
ら
ざ
れ
ば
、
け
ふ
か
く
ま
う
で
た
る
也
。
猶
た
づ
ね
見
ま
ほ
し
き

所
、
こ
の
あ
た
り
に
こ
れ
か
れ
あ
れ
ど
、
花
に
心
の
ひ
か
れ
し
ま
ゝ
に
、
日
も
く
れ
か
ゝ
り

ぬ
れ
ば
、
宿
に
か
へ
ら
む
と
す
。
ふ
る
き
跡
を
た
づ
ぬ
る
こ
と
を
、
わ
が
さ
が
と
し
て
こ
の

め
る
も
の
か
ら
、
さ
す
が
に
花
に
は
か
へ
が
た
く
な
む
。

　

か
く
て
、
帷
子
辻
と
い
ふ
に
い
づ
る
に
、
小
山
あ
り
て
陵
の
さ
ま
し
た
る
は
、
い
か
な
る

人
の
御
墓
な
ら
ん
。
ま
た
こ
の
あ
た
り
に
甲
塚
と
い
ふ
も
あ
り
て
、
こ
れ
も
ふ
る
き
よ
の
陵

と
見
ゆ
。
よ
く
考
て
し
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
ゝ
お
ぼ
ゆ
。

　

か
く
て
、
く
れ
ふ
か
く
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

三
月
八
日

　

八
日
。

　

朝
お
き
い
で
ゝ
東
山
の
花
を
見
や
り
て
、

　
　

さ
し
い
づ
る
ひ
む
が
し
山
の
さ
く
ら
花
ひ
か
り
こ
と
な
る
さ
か
り
を
ぞ
見
る

　
　

東
山
は
な
に
む
か
ふ
も
故
郷
の
空
を
見
や
る
と
人
や
お
も
は
む

　

こ
の
こ
ろ
東
漸
寺
の
花
盛
と
き
ゝ
て
、
見
に
も
の
す
。
こ
は
東
大
谷
の
う
へ
な
る
寺
也
。

こ
の
東
漸
寺
の
花
は
太
山
府
君
と
い
ふ
一
木
の
名
だ
か
き
さ
く
ら
に
て
、
ま
こ
と
に
う
る
は

し
き
花
也
。
桜
町
中
納
言
成
範
卿
の
花
の
盛
の
み
じ
か
き
こ
と
を
な
げ
き
、
大

（
マ
マ
）山

府
君
に
い

の
り
て
矢
根
を
う
け
給
ひ
し
古
ご
と
に
よ
り
て
名
づ
け
た
る
ば
か
り
に
て
、
か
な
ら
ず
そ
の

木
に
は
あ
ら
ね
ど
、
ふ
と
お
も
ひ
い
づ
る
ま
ゝ
に
、

　
　

な
が
ゝ
れ
と
い
の
り
て
神
に
う
け
し
矢
の
根
に
か
へ
る
を
も
し
ら
ぬ
桜
か

　

そ
れ
よ
り
東
大
谷
・
双
林
寺
な
ど
の
花
を
見
て
、
祇
園
女
御
墓
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の

墓
は
祇
園
女
御
墓
に
は
あ
ら
ず
と
も
い
へ
り
。

　

さ
て
、
長
楽
寺
に
て
し
ば
し
あ
そ
び
て
か
へ
り
ぬ
。

三
月
九
日

　

九
日
。

　

南
禅
寺
に
ま
う
づ
。
い
と
大
き
な
る
よ
き
寺
也
。
こ
の
寺
の
東
の
か
た
の
門
を
い
づ
れ
ば
、

や
が
て
永
観
堂
の
門
の
前
に
い
た
る
。
こ
の
永
観
堂
は
、
庭
に
池
な
ど
も
あ
り
て
、
桜
お
ほ

く
よ
き
所
な
り
。
本
尊
は
名
だ
か
き
御
仏
な
れ
ば
、
御
と
ば
り
か
ゝ
げ
さ
せ
て
を
が
む
に
、

名
も
し
る
く
、
見
か
へ
り
給
へ
る
御
像
也
。
何
と
か
や
こ
の
見
か
へ
り
給
ふ
ゆ
ゑ
よ
し
を
も

法
師
に
き
ゝ
た
れ
ど
、
う
ち
わ
す
れ
ぬ
。

　

か
く
て
、
花
の
ふ
も
と
に
し
ば
し
い
こ
ひ
て
見
居
た
る
ほ
ど
、
あ
か
ず
お
も
し
ろ
し
。
そ

こ
を
た
ゝ
ん
と
す
と
て
、

　
　

み
ほ
と
け
に
あ
ら
ぬ
わ
が
身
も
立
か
ね
て
あ
か
ず
見
か
へ
る
古
寺
の
花

　

若
王
子
社
と
い
ふ
は
、
滝
な
ど
お
ち
て
も
の
さ
び
た
り
。
そ
れ
よ
り
光
雲
寺
と
い
ふ
に
ま

う
づ
。
こ
の
寺
に
も
花
あ
り
。

　
　

寺
の
名
も
空
に
し
ら
れ
て
咲
た
て
る
光
こ
と
な
る
花
の
白
雲

　

鹿
谷
と
い
ふ
に
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
ふ
が
あ
る
に
ま
う
づ
。こ
の
寺
の
庭
の
糸
桜
、い
さ
ゝ

か
さ
か
り
は
す
ぎ
に
た
れ
ど
、
大
き
な
る
木
立
お
も
し
ろ
く
咲
み
だ
れ
た
り
。
又
こ
の
寺
の

お
く
に
鈴
虫
・
松
虫
と
い
ふ
女
の
墓
あ
り
て
、
な
ら
び
た
て
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
よ
し
を
き
ゝ
て

た
は
む
れ
に
、

　
　

た
づ
ね
き
て
あ
は
れ
と
ぞ
き
く
鈴
虫
の
よ
を
ふ
り
す
て
し
む
か
し
が
た
り
を

　
　

つ
れ
も
な
く
う
き
世
を
す
て
ゝ
此
寺
の
苔
の
下
な
る
松
虫
の
声

　

万
無
寺
と
い
ふ
は
き
よ
ら
か
な
る
寺
に
て
、
本
堂
の
か
ざ
り
ざ
ま
、
い
と
う
る
は
し
く
、

つ
く
り
花
な
ど
を
ち
ら
せ
る
さ
ま
、
よ
に
こ
と
な
り
。

　

こ
の
か
へ
る
さ
、
け
ふ
も
又
、
智（

知
）恩

院
・
長
楽
寺
の
夕
ば
え
の
花
を
見
て
か
へ
り
ぬ
。

三
月
十
日

　

十
日
。

　

上
鴨
の
御
社
に
ま
う
づ
。
た
ふ
と
さ
い
は
ん
か
た
な
し
。
前
な
る
馬
場
の
桜
、
い
と
お
も

し
ろ
し
。
こ
の
花
な
ど
は
見
に
く
る
人
も
な
け
れ
ば
、
心
し
づ
か
に
花
の
も
と
に
い
こ
ひ
て

な
が
め
居
た
る
ほ
ど
、
た
の
し
さ
ふ
か
く
お
ぼ
ゆ
。

　
　

神
山
や
わ
き
い
か
づ
ち
の
宮
ち
か
く
さ
く
は
の
ど
け
き
花
の
し
ら
雲

　

こ
れ
よ
り
今
宮
に
ま
う
づ
。
け
ふ
は
こ
ゝ
に
安
良
比
祭
と
い
ふ
祭
あ
れ
ば
、
そ
を
見
む
と
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て
也
。
こ
は
ち
か
き
あ
た
り
の
里
人
の
行
に
て
、
し
ば
し
待
居
た
る
ほ
ど
、
未
の
刻
ば
か
り

に
そ
の
祭
出
来
た
り
。
そ
の
さ
ま
、
赤
き
衣
を
身
に
よ
そ
ひ
て
、
し
や
ぐ
ま
と
か
い
ふ
鬼
の

頭
の
ご
と
き
も
の
を
頭
に
か
ぶ
り
て
、
鐘
・
太
鼓
を
も
ち
た
る
ひ
と
四
人
、
ま
た
烏
帽
子
に

似
た
る
や
う
な
る
も
の
を
か
ぶ
り
て
鞨
鞁
を
も
ち
た
る
児
二
人
、
素
袍
・
烏
帽
子
に
て
太
刀

を
肩
に
か
つ
ぎ
た
る
人
十
人
ば
か
り
、
花
笠
を
さ
し
た
る
人
一
人
、
扇
を
も
ち
た
る
人
あ
ま

た
に
て
、
か
の
鐘
・
太
鼓
・
鞨
鞁
を
も
ち
た
る
人
は
、
そ
を
う
ち
な
が
ら
、
そ
の
外
の
人
々

も
な
べ
て
お
な
じ
声
に
「
や
す
ら
ひ
花
よ
、
や
す
ら
ひ
花
よ
」
と
く
り
か
へ
し
つ
ゝ
う
た
ひ

な
が
ら
、
鳥
居
を
い
り
き
た
り
て
拝
殿
を
三
度
め
ぐ
り
て
、
か
の
赤
衣
を
き
た
る
四
人
は
、

御
社
の
御
前
に
い
た
る
ご
と
に
三
度
を
と
る
、
そ
の
さ
ま
い
と
ふ
る
め
か
し
く
て
、
神
の
御

心
に
も
か
な
ひ
ぬ
べ
し
。
今
の
よ
の
さ
ま
に
は
い
と
こ
と
な
れ
ば
、
古
こ
の
む
と
も
が
ら
の

め
に
は
と
ま
る
祭
な
り
け
り
。

　
　

す
む
民
を
や
す
ら
ひ
花
の
や
す
か
れ
と
う
た
ひ
て
は
ら
ふ
け
ふ
の
神
わ
ざ

　
　

く
る
人
も
や
す
ら
ひ
花
の
や
す
ら
ひ
て
つ
ゝ
み
う
ち
見
る
神
祭
か
な

　
　

を
こ
な
り
と
人
は
い
へ
ど
も
神
祭
あ
な
お
も
し
ろ
と
わ
れ
は
見
は
や
す

　

そ
も
〳
〵
こ
の
祭
は
、
昔
の
鎮
花
祭
の
か
た
ち
の
の
こ
り
た
る
な
り
と
い
へ
り
。
こ
の
鎮

花
祭
と
い
ふ
祭
は
、『
式
』『
令
』
に
も
見
え
て
、
大
神
狭
井
の
祭
也
。
そ
は
春
花
の
ち
る
こ

ろ
に
は
疫
神
の
わ
か
れ
ち
り
て
、
わ
ざ
は
ひ
を
な
す
を
し
づ
む
る
た
め
に
、
か
な
ら
ず
こ
の

祭
の
あ
る
に
よ
り
て
、
花
し
づ
め
の
祭
と
い
ふ
よ
し
見
え
て
、
年
毎
の
三
月
に
お
こ
な
は
れ
た

る
祭
な
る
に
、
こ
の
祭
も
そ
の
祭
と
お
な
じ
く
三
月
に
て
、「
や
す
ら
ひ
花
」
と
い
ふ
も
、
鎮

花
と
い
ふ
に
よ
し
の
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
も
と
よ
り
こ
の
御
社
は
、
さ
き
に
も
い
へ
る
ご
と

く
、
一
条
天
皇
の
御
代
に
疫
病
を
お
ほ
く
人
の
わ
づ
ら
ひ
け
る
時
、
そ
を
し
づ
め
ん
た
め
に
と

て
、
こ
の
所
に
し
も
い
は
ひ
給
へ
る
に
て
、
こ
の
大
神
は
す
な
は
ち
疫
神
な
る
に
、
け
ふ
の
祭

は
疫
病
を
は
ら
ふ
祭
な
り
と
い
へ
ば
、
か
の
鎮
花
祭
の
な
ご
り
な
る
こ
と
、
う
た
が
ひ
な
し
。

　

さ
て
、
や
す
ら
ひ
と
い
ふ
名
の
こ
と
は
、『
百
練
抄
』
久
寿
元
年
四
月
の
所
に
、
都
の
児

女
の
み
や
び
や
か
に
か
ざ
り
て
、
鞁
を
し
ら
べ
笛
を
ふ
き
て
、
紫
野
の
社
に
ま
ゐ
り
た
る
を
、

世
に
夜
須
礼
と
い
ひ
た
る
を
、
勅
あ
り
て
と
ゞ
め
ら
れ
た
る
よ
し
見
え
た
れ
ば
、
そ
の
時
の

名
の
今
に
の
こ
れ
る
も
の
な
る
べ
し
。
や
す
ら
ひ
と
は
、
何
ゆ
ゑ
に
名
づ
け
た
る
に
か
、
今

に
て
は
わ
か
り
が
た
し
。
そ
の
時
す
で
に
と
ゞ
め
ら
れ
た
り
し
を
、
い
つ
の
世
よ
り
か
、
年

ご
と
に
か
く
ま
つ
る
こ
と
の
又
は
じ
ま
り
て
、
今
の
代
ま
で
も
た
え
ず
ま
つ
る
も
の
な
ら
ん
、

そ
の
時
も
わ
か
り
が
た
し
。
こ
の
や
す
ら
ひ
花
の
歌
と
い
ふ
を
、
寂
蓮
法
師
の
つ
く
ら
れ
た

り
と
い
ふ
は
、
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。
又
〔『
夫
木
』〕
西
行
法
師
の
歌
に
「
高
雄
山
あ
は
れ
な
り

け
る
つ
と
め
か
な
や
す
ら
ひ
花
と
つ
ゝ
み
う
つ
な
り
」
と
あ
る
は
、
昔
こ
の
祭
の
高
雄
に
も

あ
り
し
か
、
又
は
外
の
こ
と
を
い
へ
る
か
、
こ
れ
も
い
ぶ
か
し
。

　

こ
の
ち
か
き
あ
た
り
雲ウ

ヂ
イ

林
院
村
と
い
ふ
に
雲
林
院
あ
れ
ば
ま
う
で
た
る
に
、
庭
の
桜
花
さ

か
り
な
り
。
こ
の
寺
は
雲
の
は
や
し
と
名
だ
か
く
き
こ
え
て
、
昔
は
大
寺
な
り
し
を
、
今
は

は
つ
か
な
る
小
寺
と
な
り
て
、
花
見
な
ど
に
く
る
人
も
見
え
ず
。
こ
ゝ
に
て
〔『
古
今
』〕
そ

う
く
法
師
の
「
い
ざ
桜
わ
れ
も
ち
り
な
ん
ひ
と
さ
か
り
あ
り
な
ば
人
に
う
き
め
見
え
な
ん
」

と
よ
ま
れ
た
る
こ
と
な
ど
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、

　
　

一
さ
か
り
あ
り
て
う
き
め
と
花
さ
け
ど
来
る
人
も
な
き
古
寺
の
庭

　
　

あ
ま
た
に
は
あ
ら
ぬ
さ
く
ら
に
今
は
又
雲
の
は
や
し
も
名
の
み
た
ち
け
り

　

平
野
の
花
も
此
こ
ろ
さ
か
り
な
る
べ
け
れ
ば
、
そ
を
見
む
と
て
船
岡
山
の
ふ
も
と
の
道
を

ゆ
く
に
、
陵
あ
り
て
し
る
し
の
札
を
た
て
ら
れ
た
り
。
こ
は
円
融
院
を
か
く
し
奉
れ
る
所
な

る
べ
し
。
こ
の
帝
を
こ
ゝ
に
か
く
し
ま
つ
り
け
る
時〔『
後
拾
集
』〕、左
大
臣
朝
光
ぬ
し
の「
紫

の
雲
の
か
け
て
も
お
も
ひ
き
や
春
の
霞
に
な
し
て
見
む
と
は
」
と
よ
ま
れ
た
る
こ
と
、
を
り

か
ら
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
奉
り
け
れ
ば
、

　
　

へ
だ
て
こ
し
む
か
し
を
か
け
て
草
の
原
あ
は
れ
た
ち
そ
ふ
春
が
す
み
か
な

　

こ
の
船
岡
山
を
め
ぐ
り
た
る
西
の
ふ
も
と
に
も
陵
ふ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
て
、
こ
れ
も
札
を

た
て
ら
れ
た
り
。
す
べ
て
都
ち
か
き
あ
た
り
の
陵
は
、
ち
か
き
こ
ろ
陵
の
地
、
何
間
何
尺
と

こ
ま
か
に
し
る
し
た
る
札
を
た
て
ゝ
竹
垣
め
ぐ
ら
さ
れ
た
り
。
こ
は
い
と
か
し
こ
く
か
た
じ

け
な
き
こ
と
也
。
こ
れ
に
て
は
つ
か
な
る
芝
生
な
が
ら
も
、
末
と
ほ
く
よ
に
く
ち
せ
ぬ
こ
と

の
よ
ろ
こ
ば
し
く
な
む
。
す
べ
て
陵
と
い
ふ
も
の
は
、
神
社
な
ど
に
は
や
う
か
は
り
て
、
人

の
ま
う
づ
る
こ
と
、
願
を
か
く
る
こ
と
な
ど
の
な
き
も
の
な
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
に
そ
の
跡

の
し
れ
が
た
く
な
り
よ
る
べ
き
も
の
な
る
を
、
か
く
い
さ
ゝ
か
の
芝
生
な
が
ら
も
、
よ
く
の

こ
れ
る
也
。
人
々
の
ま
う
で
ゝ
願
な
ど
を
か
く
る
神
の
社
す
ら
、
ふ
る
く
も
の
に
見
え
た
る

神
社
の
う
ち
に
は
、
し
ら
れ
ず
な
れ
る
も
お
ほ
か
る
を
、
ま
し
て
ひ
ろ
く
人
々
の
し
ら
ぬ
陵

の
所
々
に
の
こ
れ
る
こ
と
、
た
ふ
と
く
な
む
。
さ
れ
ど
、
中
昔
よ
り
十
陵
九
墓
と
か
い
ひ
て
、

そ
の
陵
墓
ば
か
り
を
ま
つ
り
た
ま
へ
る
に
て
、
外
の
み
さ
ゝ
ぎ
ど
も
の
こ
と
の
す
た
り
ゆ
き

て
、
中
に
は
し
れ
が
た
く
な
り
た
る
も
こ
れ
か
れ
あ
る
は
、
な
げ
か
は
し
き
こ
と
也
。
こ
は

か
な
ら
ず
こ
ゝ
に
い
ふ
べ
き
こ
と
な
ら
ね
ど
、
ふ
と
お
も
ひ
い
づ
る
ま
ゝ
に
か
き
つ
く
。

　

さ
て
、
こ
の
陵
一
つ
は
近
衛
院
、
一
つ
は
後
冷
泉
院
を
火カ

ク
シ葬

奉
れ
る
所
成
べ
し
。
近
衛
院

の
御
骨
は
美
福
門
院
の
陵
に
合
奏
し
奉
れ
る
こ
と
は
上
に
い
へ
る
が
ご
と
し
。
あ
る
説
に
は
、

こ
の
一
つ
の
陵
、
近
衛
院
を
火
葬
し
奉
れ
る
所
と
も
、
後
冷
泉
院
を
か
く
し
奉
れ
る
所
と
も
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し
れ
が
た
く
、
一
つ
は
後
朱
雀
・
堀
川
・
三
条
、
三
帝
を
火
葬
し
奉
れ
る
所
な
り
と
い
へ
り
。

　

こ
れ
よ
り
蓮
台
寺
と
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
千
本
閻
魔
堂
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
庭

に
普
賢
象
桜
と
て
名
だ
か
き
木
あ
り
て
、
さ
か
り
な
る
が
、
い
と
う
る
は
し
き
花
也
。

　

さ
て
、
こ
の
寺
に
春
毎
に
大
念
仏
と
い
ふ
が
あ
り
て
、
狂
言
と
い
ふ
も
の
を
な
す
こ
と
あ

り
。
こ
は
普
賢
象
桜
の
花
の
さ
く
を
時
と
は
じ
む
る
也
。
先
こ
の
花
を
一
枝
を
り
て
、
奉
行

と
い
ふ
官
に
奉
れ
ば
、
そ
の
官
よ
り
米
三
石
五
斗
を
給
は
る
。
そ
の
米
を
か
の
大
念
仏
を
お

こ
な
ふ
料
と
し
て
、
そ
の
狂
言
と
い
ふ
を
も
七
日
の
間
お
こ
な
ふ
也
と
ぞ
。

　

さ
て
、
そ
の
桜
の
枝
は
、
そ
の
官
よ
り
や
が
て
獄
屋
に
給
ひ
て
、
獄
屋
に
あ
り
と
あ
る
罪

人
を
、
一
日
の
間
ゆ
る
さ
れ
、
酒
・
酒サ

カ

菜ナ

を
も
た
ま
ひ
て
、
そ
の
花
を
見
せ
た
ま
ふ
が
ふ
る

き
た
め
し
な
り
と
か
や
。
ま
こ
と
に
花
の
都
は
都
に
て
、
罪
人
に
い
た
る
ま
で
、
花
見
を
な

す
こ
と
、
い
と
み
や
び
や
か
な
る
事
ど
も
也
。
か
ゝ
る
た
め
し
の
外
に
あ
る
べ
し
や
は
。

　
　

大
君
の
も
れ
ぬ
め
ぐ
み
に
罪
人
も
花
見
て
御
代
の
春
や
た
の
し
む

　

す
な
は
ち
こ
の
花
を
け
さ
し
も
か
の
官
に
さ
ゝ
げ
た
り
と
い
へ
り
。
大
念
仏
は
十
九
日
よ

り
は
じ
む
る
な
り
と
ぞ
。
こ
の
は
じ
む
る
日
を
も
、
か
の
官
よ
り
さ
だ
め
給
ふ
也
。

　

さ
て
、
こ
の
閻
魔
堂
は
、
む
か
し
の
獄
屋
の
跡
に
た
て
た
る
に
て
、
そ
の
ゆ
か
り
に
こ
の

花
を
罪
人
に
見
せ
給
ふ
た
め
し
な
り
と
か
や
。

　

又
こ
の
閻
魔
王
に
つ
き
て
を
か
し
き
こ
と
を
き
け
り
。
そ
は
、
さ
き
つ
と
し
、
い
か
な
る

を
こ
人
に
か
あ
り
け
む
、
こ
の
閻
魔
王
の
像
の
舌
の
白
銀
に
て
つ
く
れ
る
を
ぬ
き
と
り
て
ぬ

す
み
さ
り
た
る
也
。
こ
の
ゑ
ん
ま
王
の
居
ま
す
と
い
ふ
地
獄
と
か
い
ふ
所
に
お
ち
た
る
罪
人

こ
そ
、
舌
を
も
ぬ
か
る
べ
け
れ
、
そ
の
所
の
王
な
る
ゑ
ん
ま
王
の
舌
を
人
の
ぬ
き
た
る
こ
と
、

い
ま
だ
き
か
ぬ
た
め
し
な
れ
ば
、
興
あ
り
て
を
か
し
く
お
ぼ
ゆ
。
そ
の
を
り
ま
で
は
あ
ら
は

に
見
え
た
る
像
な
り
し
を
、
そ
の
を
り
よ
り
扉
の
う
ち
に
か
く
し
て
、
み
だ
り
に
人
に
見
せ

ず
と
い
へ
り
【
付
箋
：
ヱ
ン
マ
王
ノ
コ
ト
、
ケ
ヅ
リ
去
ベ
シ
】。

　

こ
れ
よ
り
千
本
釈
伽（

迦
）堂

と
い
ふ
に
ま
う
で
て
、
北
野
に
い
づ
。
例
の
天
神
御
社
に
ま
う
で

た
る
た
ふ
と
さ
、
た
ぐ
ひ
な
し
。
か
く
て
紙
屋
川
を
わ
た
り
て
、
平
野
社
に
ま
う
づ
。
か
く

や
あ
ら
ん
と
お
も
ひ
こ
し
心
の
う
ら
も
ま
さ
し
く
、
花
ざ
か
り
な
り
。

　
　

難
波
津
の
む
か
し
の
春
べ
お
も
ほ
え
て
平
野
の
杜
に
さ
く
や
こ
の
花

と
よ
み
た
る
を
、
も
の
し
り
人
の
き
か
ば
と
に
か
く
い
は
む
か
。
こ
は
〔『
続
古
今
』〕
家
隆

卿
の
歌
に
「
難
波
津
に
冬
ご
も
り
せ
し
花
な
れ
や
ひ
ら
の
ゝ
松
に
ふ
れ
る
白
雪
」
と
あ
る
に

よ
り
て
よ
め
る
の
み
。

　

さ
て
、
こ
の
所
の
桜
い
と
お
ほ
く
て
、
な
み
〳
〵
の
花
に
は
あ
ら
ぬ
を
、
そ
の
花
見
む
た

め
に
そ
の
木
本
に
た
て
た
る
茶
屋
と
い
ふ
も
の
、
あ
ま
り
に
数
お
ほ
く
て
、
そ
の
屋
根
に
て

花
を
か
く
し
な
ど
し
て
、
木
本
よ
り
花
を
見
る
た
め
に
さ
は
り
が
ち
な
る
は
、
い
と
う
る
さ

く
て
、
く
ち
を
し
き
こ
と
也
。

　

御
室
の
花
も
さ
か
り
と
き
け
ば
、
こ
れ
を
も
見
に
も
の
さ
ん
と
す
。
そ
の
道
を
い
さ
ゝ
か

ま
は
り
て
等
持
院
に
ま
う
づ
。
こ
は
衣
笠
山
の
ふ
も
と
に
て
、
よ
き
寺
也
。
花
も
あ
り
。

　
　

さ
く
寺
は
ひ
と
し
く
も
つ
と
い
ふ
花
も
見
る
人
ご
と
に
を
る
を
ゆ
る
さ
ず

　

龍
安
寺
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
庭
に
池
あ
り
て
、
水
鳥
の
お
ほ
く
む
れ
ゐ
た
る

さ
ま
、
お
も
し
ろ
し
。

　

さ
て
、
仁
和
寺
に
い
た
り
て
花
を
見
る
に
、
こ
ゝ
も
お
ほ
か
た
さ
か
り
に
て
、
そ
の
は
な

見
む
た
め
に
つ
ど
へ
る
人
ど
も
、
こ
れ
か
れ
あ
り
。

　
　

さ
く
ら
に
は
た
れ
も
う
か
れ
て
ひ
と
ご
ゝ
ろ
や
は
ら
ぐ
寺
の
花
ざ
か
り
か
な

　
　

さ
か
り
な
る
み
む
ろ
の
さ
く
ら
き
て
見
れ
ば
花
の
あ
は
れ
も
ふ
か
く
こ
め
た
り

　
　

御
く
ら
ゐ
の
後
の
み
む
ろ
に
咲
み
ち
て
さ
く
ら
は
け
ふ
を
さ
か
り
な
り
け
り

　

こ
の
所
の
花
は
常
の
花
の
木
ど
も
に
は
や
う
か
は
り
て
、
お
ひ
い
で
た
る
本
よ
り
や
が
て

花
の
さ
き
て
、
木
末
ど
も
に
花
の
な
べ
て
咲
た
れ
ば
、
こ
れ
も
め
づ
ら
し
き
一
種
の
桜
也
。

　

さ
て
、
こ
の
寺
も
さ
く
ら
は
い
と
お
ほ
け
れ
ど
、
何
の
あ
や
も
な
く
た
ひ
ら
か
な
る
所
に

さ
き
た
る
な
れ
ば
、
あ
ま
り
に
は
え
な
く
見
ゆ
。
さ
れ
ど
、
か
く
い
ふ
は
こ
の
こ
ろ
都
の
花

を
見
な
れ
た
る
よ
り
の
心
お
ご
り
な
る
べ
し
。
こ
の
花
も
わ
が
す
む
里
な
ど
に
あ
ら
ば
、
う

へ
な
き
花
と
め
で
は
や
し
て
、
人
に
も
ほ
こ
る
べ
き
も
の
な
る
を
や
。
こ
の
寺
の
花
、
さ
て

は
平
野
な
ど
の
花
は
、
厚
も
の
と
俗
に
い
ひ
て
、
花
び
ら
の
お
ほ
き
く
あ
つ
き
花
に
て
、
山

桜
に
は
時
さ
へ
い
さ
ゝ
か
お
く
れ
て
咲
い
づ
る
花
な
り
。
さ
れ
ど
、
さ
か
り
の
な
が
き
こ
と
、

山
ざ
く
ら
に
は
ま
さ
れ
り
。
花
の
本
に
む
し
ろ
な
ど
を
し
き
て
見
ゐ
た
る
ほ
ど
、
そ
ら
か
き

く
も
り
て
雨
ふ
り
い
づ
。
こ
の
雨
に
て
お
ほ
く
つ
ど
へ
る
人
々
も
お
ほ
か
た
は
か
へ
り
つ
く

し
た
れ
ば
、
例
の
心
し
づ
か
に
見
る
こ
と
、
た
の
し
さ
ふ
か
し
。

　
　

さ
く
花
の
ぬ
る
ゝ
い
と
は
で
し
め
や
か
に
見
る
か
た
め
づ
る
け
ふ
の
春
雨

　
　

あ
か
ず
お
も
ふ
花
の
に
ほ
ひ
に
袖
ぬ
れ
て
ふ
る
も
う
れ
し
き
け
ふ
の
春
雨

　

け
ふ
の
か
へ
る
さ
、
並
岡
・
妙
心
寺
な
ど
に
も
ゆ
か
む
と
お
も
ひ
居
た
り
し
に
、
こ
の
雨

に
て
え
ゆ
か
ず
し
て
、
む
な
し
く
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

三
月
十
一
日

　

十
一
日
。
け
ふ
も
雨
ふ
る
。
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つ
れ
〴
〵
な
る
ま
ゝ
に
、
せ
め
て
は
ち
か
き
あ
た
り
見
あ
り
か
む
と
て
、
智（

知
）恩

院
に
も
の

す
る
に
、
桜
は
大
か
た
に
ち
り
は
て
ゝ
、
は
や
く
も
青
葉
の
し
げ
り
た
る
を
見
て
、

　
　

う
つ
ろ
ひ
て
花
の
い
た
ゞ
き
老
な
が
ら
な
ど
か
み
ど
り
の
髪
の
色
な
る

　
　

木
本
に
た
ち
や
よ
ら
ま
し
か
ゝ
り
て
も
青
葉
の
露
は
人
も
と
が
め
じ

　

長
楽
寺
に
開
帳
と
い
ふ
も
の
あ
れ
ば
ま
う
づ
。
堀
川
の
北
な
る
水
火
天
神
の
御
像
を
こ
の

所
に
て
人
に
を
が
ま
す
る
な
り
。
何
く
れ
と
宝
物
な
ど
も
あ
り
。

　

か
く
て
、
双
林
寺
・
目
疾
地
蔵
な
ど
に
も
ま
う
で
ぬ
。

三
月
十
二
日

　

十
二
日
。
け
ふ
も
猶
雨
ふ
る
。

　

蛭
子
宮
と
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
建
仁
寺
に
も
ま
う
づ
。
こ
の
寺
も
五
山
と
い
ふ
寺
の
ひ
と

つ
に
て
、大
寺
也
。
に
ぎ
は
し
き
町
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、も
の
さ
び
て
心
し
づ
か
な
る
所
也
。

　

こ
れ
よ
り
松
原
通
の
橋
を
わ
た
り
て
、
南
岩
倉
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
は
都
の
四
方
に
経

を
を
さ
め
た
る
四
の
岩
倉
の
そ
の
ひ
と
つ
な
り
と
い
へ
り
。

　

さ
て
、
仏
光
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
は
田
舎
人
な
ど
も
お
ほ
く
ま
う
づ
る
寺
也
。

　
　

ひ
た
ぶ
る
に
ほ
と
け
の
光
あ
ふ
ぎ
て
や
と
ほ
き
国
よ
り
人
の
ま
ゐ
く
る

　

六
角
堂
に
ま
う
で
ゝ
、
か
へ
る
さ
瑞
泉
寺
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
に
は
秀
次
公
の
墓

と
い
ふ
あ
り
。
か
り
そ
め
な
る
み
は
か
に
て
、
い
と
も
の
あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ
。

三
月
十
三
日

　

十
三
日
。

　

こ
の
こ
ろ
の
雨
な
ご
り
な
く
は
れ
て
、
け
ふ
は
天
気
よ
け
れ
ば
、
醍
醐
の
か
た
に
も
の
せ

ん
と
て
宿
り
を
い
づ
。
そ
の
つ
ひ
で
に
三
の
峰
に
も
の
ぼ
ら
ん
と
て
、
け
ふ
も
稲
荷
の
か
た

に
も
の
す
。
一
の
橋
と
い
ふ
に
崇
道
天
皇
塚
本
社
と
い
ひ
て
、
則
、
御
墓
な
り
と
い
ふ
所
あ

り
。
こ
の
君
は
藤
杜
に
い
は
ひ
ま
つ
れ
る
神
な
れ
ば
、
そ
の
藤
森
ち
か
き
あ
た
り
に
み
は
か

の
あ
る
が
う
べ
な
る
や
う
な
れ
ど
、『
式
』
に
大
和
国
添
上
郡
な
る
八
島
陵
と
い
ふ
が
崇
道

天
皇
と
あ
れ
ば
、
こ
の
所
は
後
人
の
つ
く
れ
る
な
る
べ
し
。

　

田
中
社
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
御
社
に
は
〔『
著
聞
集
』〕
和
泉
式
部
の
ま
う
で
た
る
こ

と
な
ど
あ
れ
ば
、
ふ
る
き
所
と
き
こ
ゆ
。
さ
れ
ば
、『
三
代
実
録
』
に
「
田
中
神
」
と
見
え

た
る
も
、
こ
の
御
社
の
こ
と
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
稲
荷
社
に
ま
う
で
ゝ
、
東
の
か
た
の
道
よ
り
三
峰
に
の
ぼ
る
に
、
け
し
き
よ
し
。

の
ぼ
り
は
て
た
る
所
に
塚
の
ご
と
き
も
の
あ
り
て
、
上
の
塚
と
も
上
の
社
と
も
い
ふ
。
こ
ゝ

は
昔
の
社
の
あ
と
な
る
べ
し
。
さ
き
に
し
る
せ
る
ご
と
く
、
中
の
社
・
下
の
社
と
い
ふ
は
ふ

も
と
に
あ
り
て
、
こ
ゝ
を
上
の
社
と
い
ふ
な
り
け
り
。
す
べ
て
こ
の
山
に
塚
と
い
ふ
と
こ
ろ

九
つ
あ
り
と
い
へ
り
。
そ
の
四
つ
は
け
ふ
見
た
り
し
に
、
い
づ
れ
も
塚
な
ど
の
や
う
に
も
見

え
ず
、
さ
り
と
て
こ
の
山
に
社
の
九
つ
あ
り
し
こ
と
も
見
え
ね
ば
、
社
の
あ
と
ゝ
も
お
も
は

れ
ず
、
何
な
ら
ん
と
い
ぶ
か
し
く
お
ぼ
ゆ
。

「
杉
の
木
ど
も
は
こ
の
山
に
な
し
や
」
と
人
に
と
へ
ば
、「
そ
は
山
の
東
の
か
た
に
お
ほ
し
」

と
い
へ
り
。
ゆ
か
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
道
あ
し
と
き
け
ば
、
え
ゆ
か
ず
。
ふ
る
き
歌
ど
も
に
、

杉
を
い
み
じ
く
よ
み
た
れ
ば
、
そ
の
所
、
昔
の
社
の
あ
と
に
は
あ
ら
じ
か
と
、
い
と
ゆ
か
し

く
な
む
。

　

こ
の
山
の
南
の
か
た
に
く
だ
り
て
、
中
茶
屋
と
い
ふ
に
い
づ
。
し
ば
し
ゆ
け
ば
勧
修
寺
村

に
て
、
勧
修
寺
の
宮
と
い
ふ
も
あ
り
。
こ
の
さ
と
に
三
条
右
大
臣
の
御
墓
あ
り
て
、
ち
か
き

頃
、
碑
を
た
て
ら
れ
た
り
。
こ
れ
も
言
葉
の
道
の
ひ
ら
く
る
し
る
し
の
石
と
よ
ろ
こ
ば
し
く

お
ぼ
ゆ
。
又
こ
の
里
に
八
幡
社
の
大
き
な
る
お
は
し
ま
す
。
又
、
宮
路
氏
弥
益
と
い
ふ
人
を

ま
つ
れ
る
両
社
大
明
神
と
い
ふ
も
あ
り
。『
式
』
に
「
後
小
野
墓
宮
道
氏
〔
在
山
城
国
宇
治

郡
小
野
郷
〕」
と
見
え
た
る
人
の
こ
と
な
る
べ
し
。

　

し
ば
し
ゆ
き
て
小
野
の
さ
と
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
て
か
の
後
小
野
墓
の
こ
と
を
た
づ
ぬ
れ

ど
、
し
る
人
な
し
。
又
、
墓
と
お
ぼ
し
き
も
の
も
見
え
ず
。
か
の
勧
修
寺
村
は
今
は
山
科
郷

な
れ
ど
、
昔
は
か
の
所
ま
で
を
小
野
郷
と
い
ひ
て
、
両
社
大
明
神
は
そ
の
は
か
の
上
に
ま
つ

り
た
る
社
に
て
、
後
小
野
墓
は
則
か
の
社
な
ら
ん
か
と
も
お
も
へ
ど
、
鎮
守
な
ど
い
ふ
社

の
や
う
に
見
え
て
、
か
の
所
も
墓
の
や
う
に
は
見
え
ざ
り
き
。
山
科
の
大
宅
村
の
大
宅
寺
と

い
ふ
に
、
こ
の
人
の
墓
と
い
ふ
あ
り
と
き
け
り
。
か
の
寺
は
こ
の
人
の
孫
を
守
奉
り
た
る
姥

の
家
に
塔
を
た
て
た
る
を
、
大
宅
寺
と
い
ふ
と
見
え
て
、
こ
の
人
に
ゆ
か
り
あ
れ
ば
、
そ
の

大
宅
寺
の
あ
た
り
ま
で
も
、
む
か
し
の
小
野
郷
に
て
、
そ
の
墓
が
ま
こ
と
の
墓
な
る
か
。
又
、

弥
益
と
い
ふ
人
の
家
は
、
今
の
勧
修
寺
の
所
な
り
と
あ
れ
ば
、
墓
の
や
う
に
は
見
え
ざ
れ
ど
、

か
の
両
社
大
明
神
と
い
ふ
が
墓
の
あ
と
な
る
が
、
こ
の
弥
益
と
い
ふ
人
の
こ
と
は
、『
小
世

継
物
語
』
に
見
え
た
り
。
猶
よ
く
考
べ
き
こ
と
也
。

　

こ
の
小
野
の
里
に
随
心
院
と
い
ふ
寺
あ
り
て
、
庭
の
桜
盛
也
。
こ
ゝ
よ
り
醍
醐
に
は
ほ
ど

ち
か
し
。
醍
醐
は
い
と
大
き
な
る
寺
に
て
、
堂
の
た
て
ざ
ま
、
仏
像
な
ど
も
ふ
る
く
、
た
ふ

と
し
。
こ
の
寺
に
さ
く
ら
い
と
お
ほ
し
。
け
ふ
は
こ
の
花
見
む
た
め
に
、
ふ
り
は
へ
て
ま
う
で

た
る
に
、
い
づ
れ
も
さ
か
り
す
ぎ
て
、
青
葉
の
み
し
げ
り
た
る
は
、
あ
か
ず
く
ち
を
し
く
な
む
。
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こ
の
寺
の
む
か
し
の
こ
と
な
ど
を
も
、
例
の
お
も
ひ
い
で
ゝ

　
　

こ
の
寺
の
す
ぎ
し
さ
か
り
ぞ
し
の
ば
る
ゝ
花
の
青
葉
を
見
る
に
つ
け
て
も

　

さ
き
の
こ
り
た
る
木
末
は
、
や
う
〳
〵
一
木
二
木
な
り
。
ま
こ
と
や
こ
の
こ
ろ
は
、
日
ご

と
に
花
の
み
め
な
れ
た
る
も
の
な
が
ら
、
か
く
あ
ま
た
の
中
に
て
一
木
二
木
咲
の
こ
り
た
る

は
、
い
と
め
づ
ら
し
く
お
ぼ
え
て
、
中
々
に
あ
か
ず
め
と
ま
る
こ
ゝ
ち
す
。

　
　

咲
の
こ
る
ふ
か
き
あ
は
れ
に
た
ち
か
ね
て
ま
た○

　
○
　
○

い
こ
ひ
み
る
花
の
下
陰

　

こ
の
所
の
花
は
お
そ
し
と
か
ね
て
き
ゝ
た
れ
ば
、
こ
の
頃
や
さ
か
り
な
ら
ん
と
お
も
ひ
し

に
は
た
が
ひ
て
、
盛
に
あ
は
ざ
る
こ
そ
、
心
の
こ
り
な
れ
。
都
の
花
も
お
ほ
か
た
は
わ
け
つ

く
し
た
る
を
、
こ
の
所
の
花
を
の
み
見
ざ
る
こ
と
、
か
へ
す
〴
〵
も
く
ち
を
し
。

　
　

中
々
に
は
や
く
さ
き
し
を
う
ら
む
る
も
猶
や
さ
く
ら
の
花
心
な
る

　

上
の
醍
醐
に
も
ゆ
か
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
さ
て
は
一
日
の
う
ち
に
か
へ
る
こ
と
か
た
し
と
い
へ

ば
、
え
ゆ
か
ず
。
こ
の
寺
の
東
の
門
を
い
で
ゝ
し
ば
し
ゆ
き
て
、
醍
醐
天
皇
陵
・
朱
雀
天
皇
陵

に
ま
う
で
ぬ
。
い
づ
れ
も
山
は
な
く
て
、木
ぶ
か
き
林
に
、例
の
し
る
し
の
札
を
た
て
ら
れ
た
り
。

　

こ
れ
よ
り
大
宅
と
い
ふ
里
に
い
た
る
。
か
の
宮
路
氏
の
は
か
と
い
ふ
に
は
え
立
よ
ら
ず
。

こ
の
さ
と
に
岩
屋
明
神
と
い
ふ
社
お
は
し
ま
し
て
、
大
き
な
る
鳥
居
た
て
り
。
こ
の
岩
屋
明

神
と
い
ふ
、
山
科
の
う
ち
外
の
さ
と
に
も
お
は
し
ま
す
と
い
へ
れ
ど
、
こ
の
宮
を
一
の
宮
と

申
と
き
け
ば
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
山
科
神
社
」
に
は
あ
ら
じ
か
。
こ
の
鳥
居
の
前
よ
り

西
の
か
た
に
ゆ
く
小
道
に
入
て
、
馬
背
坂
と
い
ふ
所
の
畑
の
中
に
、
坂
上
田
村
麿
の
君
の
墓

の
あ
る
に
ま
う
で
ゝ
、
栗
栖
野
村
と
い
ふ
に
い
づ
。
こ
ゝ
に
こ
と
〴
〵
し
き
名
の
つ
き
た
る

稲
荷
社
あ
り
。

　

こ
れ
よ
り
花
山
村
に
い
た
る
。
入
口
に
花
山
稲
荷
社
あ
り
。
南
花
山
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、

上
花
山
と
い
ふ
に
い
た
れ
ば
、
福
應
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
。
こ
の
寺
に
小
松
内
大
臣
重
盛
公
の

御
墓
と
い
ふ
が
あ
り
て
、
う
へ
に
こ
の
君
の
も
ち
給
へ
り
し
と
い
ふ
地
蔵
を
お
き
た
る
堂
有
。

『
平
家
物
語
』
に
は
こ
の
君
の
墓
を
ほ
り
て
骨
を
高
野
に
お
く
る
と
見
え
た
れ
ば
、
も
し
は

そ
の
御
墓
の
跡
な
ら
ん
か
。

　

そ
は
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
昔
を
し
の
び
て
、

　
　

老
松
の
は
び
こ
る
陰
に
た
へ
か
ね
て
か
れ
し
こ
ず
ゑ
の
な
げ
き
を
ぞ
お
も
ふ

　
　

姫
小
松
か
れ
ず
あ
か
せ
ば
た
ひ
ら
か
に
ち
よ
も
さ
か
え
む
ね
ざ
し
な
ら
ま
し

　

こ
れ
よ
り
北
花
山
に
い
た
る
道
の
か
た
は
ら
に
塚
あ
り
。
遍
昭
僧
正
の
墓
こ
の
あ
た
り
に

あ
り
と
き
ゝ
し
か
ば
、
こ
れ
や
そ
な
ら
ん
と
お
も
ひ
て
、「
い
か
な
る
人
の
墓
に
か
」
と
畑

つ
く
れ
る
里
人
に
と
へ
ば
、「『
百
人
一
首
』
の
中
に
あ
る
人
の
は
か
に
て
、
名
は
わ
す
れ
た

り
」
と
い
ふ
を
、
こ
な
た
よ
り
「
僧
正
遍
昭
に
は
あ
ら
ぬ
に
や
」
と
ゝ
へ
ば
、「
さ
な
り
」

と
こ
た
ふ
。
さ
と
人
な
ど
は
、
え
た
り
が
ほ
に
あ
ら
ぬ
さ
か
し
ら
を
い
ふ
が
た
ぐ
ひ
お
ほ

か
る
を
、
こ
の
さ
と
人
の
「『
百
人
一
首
』
の
う
ち
に
あ
る
人
」
と
こ
た
へ
た
る
は
、
さ
か

し
ら
に
あ
ら
ね
ば
、
中
々
に
お
か
し
く
お
ぼ
ゆ
。
げ
に
『
百
人
一
首
』
と
い
ふ
も
の
は
、
世

に
ひ
ろ
く
名
だ
か
き
も
の
に
て
、
歌
の
心
し
ら
ぬ
、
畑
う
つ
賤
ま
で
も
よ
く
し
り
た
る
こ
と
、

あ
な
た
ふ
と
ゝ
今
さ
ら
に
心
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
。

　

さ
て
、
北
花
山
に
元
慶
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
。
こ
れ
も
ふ
る
く
も
の
に
見
え
て
大
寺
な
り
し

を
、
今
は
禅
宗
の
わ
づ
か
な
る
小
寺
と
な
れ
り
。
こ
は
こ
の
寺
の
跡
た
え
た
り
し
を
、
禅
宗

の
何
が
し
と
い
ふ
法
師
が
再
興
せ
る
な
り
。
よ
り
て
ふ
る
き
跡
の
の
こ
れ
る
は
、
あ
た
ら
し

き
よ
う
な
き
寺
を
た
て
た
る
に
は
ま
さ
り
て
、
さ
る
か
た
に
お
ぼ
ゆ
。
こ
の
寺
は
か
の
僧
正

の
す
み
し
所
に
て
、〔『
古（

拾
遺
）今

』〕
亭
子
法
皇
の
こ
ゝ
に
お
は
し
ま
し
て
、
か
へ
ら
せ
給
ふ
時
、

僧
正
の
「
ま
て
と
い
は
ゞ
い
と
も
か
し
こ
し
花
山
に
し
ば
し
と
な
が
む
と
り
の
ね
も
が
な
」

と
よ
ま
れ
た
る
こ
と
な
ど
お
も
ひ
い
で
ら
る
ゝ
に
、
本
堂
の
前
な
る
桜
の
一
木
さ
か
り
な
る

は
、
を
り
に
ふ
れ
て
い
と
も
の
は
れ
也
。

　
　

さ
か
り
な
る
春
は
む
か
し
と
ふ
り
は
て
ゝ
花
も
か
す
か
に
の
こ
る
古
寺

　
　

し
ば
し
と
も
と
り
は
な
か
ね
ど
花
山
や
あ
か
ぬ
さ
く
ら
を
立
ど
ま
り
見
む

　

こ
の
寺
の
お
く
の
か
た
に
と
な
り
て
、
東
山
寺
と
い
ふ
が
あ
る
に
も
ま
う
づ
。
こ
れ
よ
り

渋
谷
と
い
ふ
に
い
づ
。
こ
ゝ
に
梅
本
寺
と
い
ふ
寺
の
あ
る
に
ま
う
で
ゝ
、
こ
の
里
よ
り
坂
路

に
か
ゝ
る
道
を
渋
谷
越
と
い
へ
り
。
そ
の
坂
を
の
ぼ
り
く
だ
り
て
、
小
松
谷
と
い
ふ
に
い
づ
。

こ
ゝ
に
正
林
寺
と
い
ふ
よ
き
寺
あ
り
。
又
、
馬
道
と
い
ふ
所
の
人
の
家
の
庭
に
継
信
・
忠
信

の
墓
と
い
ふ
あ
り
。
こ
は
こ
の
あ
た
り
に
墓
の
あ
る
べ
き
人
な
ら
ね
ば
、
誰
人
の
墓
を
か
く

あ
や
ま
れ
る
な
ら
ん
。
た
れ
し
の
墓
と
も
名
は
ゑ
り
つ
け
ね
ど
、「
永
仁
三
年
」
と
い
ふ
年

号
を
ゑ
り
た
る
こ
と
、
あ
ざ
や
か
に
見
ゆ
。
さ
れ
ば
ふ
る
き
墓
に
は
う
た
が
ひ
な
し
。
こ
の

年
号
も
継
信
・
忠
信
と
い
ふ
に
は
時
た
が
へ
り
。
こ
の
ち
か
き
あ
た
り
三
島
明
神
と
い
ふ
に

も
ま
う
で
ゝ
、
日
も
く
れ
か
ゝ
る
こ
ろ
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

三
月
十
四
日

　

十
四
日
。

　

綾
小
路
な
る
大
原
社
と
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
そ
れ
よ
り
西
本
願
寺
・
興
聖（

正
）寺

・
本
国（

圀
）寺

な

ど
に
も
ま
う
で
ゝ
、
そ
の
か
へ
る
さ
、
あ
ひ
し
れ
る
人
の
も
と
を
こ
れ
か
れ
と
ぶ
ら
ひ
ぬ
。
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三
月
十
五
日

　

十
五
日
。

　

御
所
八
幡
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
よ
き
御
社
な
り
。
そ
れ
よ
り
本
能
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺

は
織
田
内
大
臣
信
長
公
の
う
せ
給
へ
る
所
な
り
。
さ
ば
か
り
い
き
ほ
ひ
た
け
く
ま
し
ま
し
ゝ

君
の
、
逆
臣
の
為
に
う
せ
給
へ
る
こ
と
お
も
ひ
い
づ
れ
ば
、
か
な
し
さ
た
へ
が
た
し
。
則
こ

の
寺
に
こ
の
君
の
御
墓
の
あ
る
を
を
が
み
て
、

　
　

し
ひ
し
そ
の
と○

○き
し
の
ぶ
れ
ば
わ
が
髪
も
さ
か
し
ま
ご
と
を
に
く
し
と
ぞ
お
も
ふ

　

こ
れ
よ
り
大
雲
院
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
そ
は
こ
の
寺
の
う
ち
に
お
は
し
ま
す
天
満
宮
の
開

帳
と
い
ふ
も
の
こ
の
こ
ろ
あ
り
て
、
に
ぎ
は
ふ
よ
し
き
ゝ
し
か
ば
、
ま
う
で
た
る
也
。
こ
の

寺
は
信
長
公
・
秀
吉
公
な
ど
に
つ
き
た
る
ゆ
ゑ
よ
し
あ
れ
ば
、
ふ
る
き
宝
物
ど
も
数
か
ぎ
り

も
な
く
も
ち
つ
た
へ
た
る
を
、
こ
の
開
帳
に
つ
き
て
人
々
に
見
す
る
也
。
あ
る
は
ふ
る
き
画
、

あ
る
は
ふ
る
き
器
も
の
な
ど
、
お
も
し
ろ
き
が
あ
ま
た
あ
れ
ど
、
そ
れ
と
さ
だ
か
に
心
に
と

ま
り
た
る
も
の
も
あ
ら
ざ
り
き
。
又
こ
の
寺
の
う
ち
に
も
信
長
公
の
御
墓
あ
り
。
そ
の
傍
に

信
忠
公
の
御
墓
と
い
ふ
も
あ
り
。
ま
う
で
ゝ
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

　

さ
て
、
こ
よ
ひ
の
夕
ぐ
れ
の
け
し
き
、
例
の
楼
よ
り
見
居
た
る
に
、
東
山
の
高
ね
よ
り
望

の
夜
の
月
の
霞
て
出
た
る
光
、
お
も
し
ろ
し
。

　
　

ふ
る
さ
と
の
か
た
と
お
も
へ
ば
な
み
だ
さ
へ
か
す
み
を
そ
へ
て
い
づ
る
月
か
げ

　

し
ば
し
見
居
た
る
ほ
ど
に
、
霞
は
の
こ
り
な
く
は
れ
て
、
秋
の
夜
な
ど
の
や
う
に
、
い
と

さ
や
か
に
す
み
の
ぼ
り
た
る
光
も
又
お
も
し
ろ
し
。

　
　

す
む
月
の
ひ
か
り
の
花
も
ひ
が
し
山
な
ほ
た
ゞ
な
ら
ぬ
な
が
め
な
り
け
り

　
　

東
山
す
ぎ
し
さ
く
ら
の
跡
と
め
て
ひ
か
り
の
花
を
ち
ら
す
月
か
げ

　
　

西
山
の
花
見
し
を
り
に
ひ
が
し
山
月
の
あ
は
れ
も
お
と
り
や
は
す
る

　
　

か
す
み
か
は
さ
や
け
き
か
げ
に
あ
く
が
れ
て
な
み
だ
も
今
は
は
る
の
よ
の
月

　

や
ゝ
ふ
け
ゆ
く
ま
ゝ
に
、「
か
く
ば
か
り
を
し
と
お
も
ふ
よ
を
」
な
ど
う
ち
ず
ん
じ
つ
ゝ
、

か
く
な
が
ら
見
む
こ
と
さ
へ
を
し
け
れ
ば
、
う
か
れ
い
で
ゝ
加
茂
の
川
原
を
の
ぼ
り
く
だ
り

な
ど
す
る
も
、
い
と
け
う
あ
る
こ
よ
ひ
の
さ
ま
な
り
け
り
。

　
　

ひ
が
し
山
月
の
ひ
か
り
の
う
つ
ろ
ひ
て
ひ
と
す
ぢ
し
ろ
き
加
茂
の
川
水

（
外
題
）「
柳
桜
日
記　

中
」

（
内
題
）「
柳
桜
日
記
中
の
巻
」

三
月
十
六
日

　

十
六
日
。

　

と
も
な
ふ
人
あ
り
て
、
山

と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
そ
び
に
も
の
す
。
そ
の
道
な
ら
ね
ど
、

す
こ
し
道
を
ま
は
り
て
ち
か
き
あ
た
り
見
む
と
て
、
北
白
川
の
里
を
す
ぎ
て
、
将（

勝
）軍

地
蔵
と

い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
は
北
白
川
の
ち
か
き
あ
た
り
の
山
に
あ
り
て
、
け
し
き
い
と
よ
き
所
な

り
。
こ
の
地
蔵
は
も
と
は
こ
と
と
こ
ろ
に
あ
り
し
を
、
こ
ゝ
に
う
つ
せ
り
と
い
へ
り
。
も
と

の
と
こ
ろ
を
今
も
元
将（

勝
）軍

地
蔵
山
と
い
ひ
て
、
比
枝
の
山
の
ち
か
き
あ
た
り
に
あ
り
。

　

さ
て
、
こ
の
山
の
う
へ
に
て
し
ば
し
い
こ
ひ
て
、
ふ
も
と
に
く
だ
り
て
山
の
も
と
な
る
道

を
ゆ
き
〳
〵
て
一
乗
寺
村
と
い
ふ
に
い
た
る
。
入
口
に
さ
が
り
松
と
て
名
だ
か
き
ま
つ
あ
り
。

こ
の
里
に
八
大
龍
王
の
御
社
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
。

　

そ
の
み
や
し
ろ
ち
か
き
あ
た
り
に
、
詩
仙
堂
と
い
ふ
あ
り
。
こ
は
石
川
丈
山
と
い
ふ
人
の

す
み
し
跡
に
て
、
く
さ
〴
〵
の
も
の
あ
り
と
き
け
ば
、
い
り
て
見
る
に
、
そ
の
人
の
も
ち
た

り
と
い
ふ
も
の
ゝ
か
ぎ
り
を
、
そ
こ
に
す
む
尼
の
い
で
き
て
こ
と
〴
〵
し
く
見
せ
た
り
。
さ

れ
ど
、
こ
ち
た
き
も
の
ば
か
り
に
て
、
め
も
と
ま
ら
ず
、
見
る
も
う
る
さ
き
こ
ゝ
ち
す
れ
ど
、

さ
る
お
も
ゝ
ち
せ
ん
も
い
か
ゞ
な
れ
ば
、
も
の
め
で
が
ほ
し
ゐ
た
る
も
、
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
く

る
し
。
又
こ
の
堂
の
う
ち
に
、
唐
国
に
て
唐
歌
に
名
あ
り
し
ひ
と
の
像
を
三
十
六
人
絵
が
き

て
額
に
か
け
た
り
。
詩
仙
堂
と
い
ふ
は
こ
れ
に
よ
り
て
名
づ
け
た
る
こ
と
ゝ
聞
ゆ
。
こ
の
所

の
庭
に
、
と
し
ふ
り
た
る
松
あ
り
て
、
葉
な
み
木
立
も
よ
に
こ
と
な
る
木
な
り
。

　

さ
て
、
赤
山
神
社
に
ま
う
づ
。
こ
の
あ
た
り
よ
り
修
学
院
の
行
宮
い
と
ま
ぢ
か
く
見
ゆ
れ

ば
、
よ
そ
な
が
ら
見
奉
る
も
い
と
か
し
こ
し
。
こ
の
あ
た
り
は
北
山
に
て
、
さ
む
き
け
に
や

あ
ら
む
、
こ
の
行
宮
の
御
庭
の
桜
、
こ
の
こ
ろ
さ
か
り
に
て
、
い
と
お
も
し
ろ
く
見
ゆ
。
ち

か
き
に
行
幸
あ
れ
ば
、
み
ゆ
き
の
道
は
里
人
ど
も
の
い
で
ゝ
道
つ
く
り
な
ど
し
ゐ
た
り
。

　
　

あ
だ
な
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ
あ
り
て
や
さ
く
花
も
年
に
ま
れ
な
る
行
幸
ま
つ
ら
む

　
　

北
山
や
ち
か
き
み
ゆ
き
に
時
を
え
て
恵
み
ひ
ら
け
た
る
さ
く
ら
な
る
ら
む

　

か
く
て
か
の
山

に
い
た
り
て
、
物
く
は
す
る
家
に
立
よ
り
て
、
も
の
な
ど
く
ふ
。
や
が

て
こ
の
家
の
う
し
ろ
は
川
に
て
、
そ
の
川
に
か
け
た
る
家
な
れ
ば
、
い
さ
ぎ
よ
き
川
瀬
の
め

の
ま
へ
を
な
が
る
ゝ
さ
ま
、
む
か
ひ
な
る
山
の
岩
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
な
ど
も
、
世
は
な
れ
た
る

こ
ゝ
ち
の
せ
ら
れ
て
、
お
も
し
ろ
き
所
也
。

　
　

こ
ゝ
ろ
ゆ
く
川
瀬
に
ち
か
き
い
は
や○

　
○
　
○
　
○

ま
は
な
が
き
日
見
て
も
立
が
た
き
か
な

　

く
れ
す
ぐ
る
ほ
ど
ま
で
あ
そ
び
て
、
宿
に
か
へ
ら
ん
と
す
。
今
は
い
ざ
よ
ひ
の
月
も
か
す

み
て
さ
し
い
で
た
る
に
、
か
も
川
の
つ
ゝ
み
を
く
だ
り
ゆ
く
ほ
ど
の
け
し
き
、
例
の
い
ひ
し
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ら
ず
よ
し
あ
る
こ
よ
ひ
の
さ
ま
、
わ
す
れ
が
た
く
こ
そ
。

　
　

月
か
す
む
加
茂
の
川
辺
を
よ
る
ゆ
く
も
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ
あ
は
れ
な
り
け
り

　
　

き
よ
き
瀬
も
に
ご
る
と
見
え
て
加
茂
川
や
す
む
影
か
す
む
春
の
夜
の
月

　
　

す
む
か
げ
は
く
も
れ
る
月
も
き
よ
き
せ
を
猶
や
た
づ
ぬ
る
こ
ゝ
ろ
な
ら
ひ
に

三
月
十
七
日

　

十
七
日
。

　

東
寺
の
か
た
に
も
の
せ
ん
と
す
。
そ
の
道
に
も
こ
れ
か
れ
ま
う
で
ま
ほ
し
き
と
こ
ろ
〴
〵

あ
れ
ば
、
ま
づ
御
磐（

繁
）昌

社
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
や
し
ろ
は
『
宇
治
拾
遺
物
が
た
り
』
に

見
え
た
る
長
門
前
司
の
女
を
ま
つ
れ
る
社
な
り
。
こ
の
女
の
身
う
せ
け
る
と
き
、
鳥
部
野
に

お
く
り
け
る
に
、
そ
の
か
ら
の
お
の
づ
か
ら
家
に
か
へ
り
て
、
又
棺
に
を
さ
む
れ
ば
、
や
が

て
ぬ
け
い
で
ゝ
、
つ
ひ
に
土
よ
り
お
ひ
た
る
大
木
な
ど
の
や
う
に
ひ
き
ゆ
る
が
さ
ん
や
う
も

な
く
、
お
も
く
な
り
た
れ
ば
、
せ
ん
か
た
な
く
て
、
そ
の
家
の
板
じ
き
を
こ
ぼ
ち
て
、
そ
こ

に
を
さ
め
ん
と
せ
し
に
、
い
と
か
ろ
ら
か
に
な
り
た
れ
ば
、
す
な
は
ち
そ
の
板
じ
き
の
下
に

を
さ
め
た
る
に
、
つ
ひ
に
は
そ
の
家
に
す
む
人
の
な
く
な
り
、
そ
の
塚
の
あ
た
り
は
む
つ
か

し
き
こ
と
あ
り
と
て
、
人
も
居
つ
か
ず
な
り
し
か
ば
、
そ
の
塚
の
う
へ
に
神
の
社
を
い
は
ひ

た
る
、
そ
の
所
は
、
高
辻
よ
り
北
室
町
よ
り
西
と
、
か
の
も
の
が
た
り
に
見
え
た
り
。
今
あ

る
と
こ
ろ
、
す
な
は
ち
高
辻
通
の
室
町
の
西
に
あ
り
。
か
ゝ
る
跡
の
今
に
の
こ
れ
る
は
、
こ

と
に
め
づ
ら
し
。
か
く
の
こ
り
た
る
は
、
む
か
し
も
む
つ
か
し
と
い
ひ
し
ご
と
く
、
家
な
ど

を
た
つ
れ
ば
、
た
ゝ
り
な
ど
の
あ
り
て
、
お
の
づ
か
ら
に
人
も
お
そ
れ
た
る
に
よ
り
て
、
の

こ
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
こ
の
ま
う
で
た
る
や
し
の
う
し
ろ
の
か
た
に
、
今
ひ
と
つ
社
の

あ
る
が
、
そ
の
塚
な
り
と
い
へ
り
。
そ
の
所
に
は
、
み
だ
り
に
人
を
い
れ
ず
と
か
や
。
御
磐（

繁
）

昌
社
と
い
ふ
は
、
な
に
ゆ
ゑ
名
づ
け
た
る
に
や
、
い
ぶ
か
し
。

　

こ
れ
よ
り
五
条
天
神
の
御
社
に
ま
う
づ
。
こ
は
菅
公
を
ま
つ
れ
る
に
は
あ
ら
で
、
少
彦
名

命
に
て
相
ど
の
に
天
照
皇
大
神
・
大
己
貴
命
を
ま
つ
れ
る
な
り
と
ぞ
。
菅
大
臣
御
社
と
い
ふ

に
も
ま
う
づ
。
こ
の
と
こ
ろ
は
是
善
卿
の
御
館
の
あ
り
し
跡
に
て
、
そ
こ
に
い
は
ひ
ま
つ
れ

る
な
り
と
か
や
。
よ
り
て
天
満
宮
降
誕
地
と
い
へ
り
。
こ
の
所
は
五
条
坊
門
西
洞
院
な
り
。

『
拾
芥
抄
』
に
「
天
神
御
所
高
辻
北
西
洞
院
東
」
と
あ
る
に
は
い
さ
ゝ
か
た
が
へ
れ
ど
、
ひ

ろ
き
御
館
に
て
、
こ
の
あ
た
り
ま
で
も
そ
の
み
た
ち
の
あ
と
な
り
し
も
の
な
る
べ
し
。

　

こ
れ
よ
り
七
条
な
る
粟
島
社
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
ゝ
に
も
開
帳
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、

に
ぎ
は
ゝ
し
。
た
か
ら
物
ど
も
こ
れ
か
れ
あ
り
。
こ
の
道
に
芹
根
水
と
い
ふ
名
あ
る
清
水
の

あ
る
を
も
見
た
り
き
。

　

さ
て
、
東
寺
に
ま
う
づ
。
い
と
大
き
な
る
寺
に
て
、
む
か
し
の
廻
廊
、
あ
る
は
堂
な
ど
の

い
し
ず
ゑ
の
そ
の
ま
ゝ
に
の
こ
れ
る
は
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。
ふ
る
き
寺
な
れ
ば
、
た
て
ざ

ま
堂
の
さ
ま
な
ど
も
、
今
の
よ
の
寺
に
こ
よ
な
く
か
は
り
て
、
た
ふ
と
く
見
ゆ
。
こ
の
寺
に

八
幡
御
社
お
は
し
ま
し
て
、
い
と
き
ら
〳
〵
し
。
又
、
八
島
大
明
神
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
。

そ
れ
よ
り
遍
照
心
院
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
に
六
孫
王
経
基
公
の
御
墓
あ
り
て
、
そ
の
前
に
は

御
社
を
た
て
ら
れ
た
り
。
か
う
〴
〵
し
く
、
い
と
も
た
ふ
と
し
。

　
　

す
ゑ
ひ
ろ
き
さ
か
え
を
千
代
と
ま
も
り
つ
ゝ
そ
の
み
な
も
と
の
神
や
ま
す
ら
む

　

さ
て
、
朱
雀
に
い
た
る
に
、
権
現
堂
と
い
ふ
寺
あ
れ
ば
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
ち
か
き
あ
た

り
に
六
条
判
官
為
義
の
墓
あ
り
。
島
原
に
も
ゆ
き
て
見
る
に
、
遊
行
女
婦
の
お
ほ
く
あ
る
さ

と
に
て
、
い
と
花
や
か
な
る
さ
と
な
り
。
こ
の
さ
と
を
い
づ
る
と
こ
ろ
に
、
名
も
し
る
く
出

口
柳
と
い
ふ
名
だ
か
き
柳
あ
り
。
こ
の
あ
た
り
に
あ
そ
び
の
う
る
は
し
く
衣
き
よ
そ
ひ
て

た
ゝ
ず
み
た
る
け
は
ひ
も
、
い
な
か
び
た
る
め
に
は
、
め
ざ
ま
し
き
見
も
の
な
り
け
り
。

　
　

さ
く
ら
か
は
花
の
た
も
と
を
こ
き
ま
ぜ
て
こ
れ
も
に
し
き
の
青
柳
の
糸

　
　

わ
か
れ
ゆ
く
袖
ひ
き
と
め
て
う
か
れ
女
の
な
さ
け
や
か
く
る
青
柳
の
糸

　

か
く
て
、
壬
生
寺
に
ま
う
づ
。
こ
は
ふ
る
き
寺
に
て
、
忠
峰
家
跡
な
ど
い
ふ
と
こ
ろ
も
ち

か
き
あ
た
り
に
あ
り
と
か
や
。

　

さ
て
、
こ
の
寺
に
と
し
毎
に
三
月
の
十
四
日
よ
り
廿
四
日
ま
で
大
念
仏
と
い
ふ
も
の
あ
り

て
、
狂
言
と
い
ふ
を
な
す
こ
と
あ
り
。
す
な
は
ち
け
ふ
は
そ
れ
を
も
見
む
と
て
ま
う
で
た
る

な
り
。
本
堂
に
は
お
ほ
く
の
人
の
鉦
を
う
ち
な
ら
し
て
、
耳
か
し
ま
し
き
ま
で
ほ
と
け
の
御

名
を
と
な
へ
居
た
り
。
そ
の
狂
言
と
い
ふ
は
、
堂
の
東
の
か
た
な
る
舞
台
と
い
ふ
に
て
あ
り
。

　

こ
の
狂
言
と
い
ふ
も
の
は
、
な
に
が
し
の
法
師
の
は
じ
め
た
る
に
て
、
人
を
仏
の
道
に
み

ち
び
く
た
め
に
、
か
ゝ
る
わ
ざ
を
な
し
た
る
、
そ
の
な
ご
り
な
り
と
も
い
ひ
、
又
は
紫
野
の

安
良
比
祭
に
お
な
じ
く
、
疫
病
を
は
ら
ふ
わ
ざ
に
て
、
こ
の
狂
言
を
一
春
お
こ
た
り
し
か
ば
、

そ
の
と
し
の
春
は
疫
病
の
さ
は
に
お
こ
り
て
、
お
ほ
く
の
人
の
身
う
せ
け
れ
ば
、
そ
の
を
り

よ
り
い
た
く
か
し
こ
み
て
、
春
毎
に
は
お
こ
た
り
な
く
、
と
し
〴
〵
に
お
こ
な
ふ
な
り
と
も

い
ひ
、
な
ほ
外
に
く
さ
〴
〵
の
つ
た
へ
あ
り
。

　

そ
は
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、か
ね
て
こ
の
狂
言
と
い
ふ
も
の
ゝ
名
を
き
ゝ
居
た
れ
ば
、心
と
ゞ

め
て
見
る
に
、
ふ
る
め
か
し
く
み
や
び
た
る
も
の
に
て
、
今
の
よ
の
能
と
い
ふ
も
の
に
つ
き

た
る
狂
言
な
ど
の
や
う
に
俗
な
る
も
の
に
は
あ
ら
で
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。
も
の
は
一
言
も

い
ふ
こ
と
の
な
け
れ
ど
、
な
す
こ
と
い
ふ
こ
と
の
け
ぢ
め
、
い
と
あ
ざ
や
か
に
よ
く
わ
か
れ
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て
、
い
ひ
し
ら
ず
け
う
あ
る
も
の
也
。

　

け
ふ
見
る
と
こ
ろ
は
、「
花
折
」
と
い
ふ
狂
言
に
て
、
法
師
の
守
た
る
さ
く
ら
を
、
花
見

に
き
た
る
人
の
二
人
し
て
、
そ
の
法
師
に
酒
を
お
ほ
く
の
ま
せ
て
、
ゑ
ひ
ふ
し
た
る
ま
ぎ
れ

に
、
そ
の
花
を
折
と
る
さ
ま
を
な
す
也
。
そ
の
さ
ま
い
と
よ
く
わ
か
れ
り
。

　

こ
の
狂
言
と
い
ふ
も
の
、
鰐
口
と
い
ふ
か
ね
を
う
ち
な
ら
す
に
あ
は
せ
て
お
こ
な
ふ
也
。

こ
の
わ
に
口
は
、「
正
嘉
元
年
」
と
い
う
銘
あ
り
と
い
へ
ば
、
ふ
る
き
か
ね
也
。
そ
の
音
も

い
と
よ
き
音
に
て
、
と
ほ
き
あ
た
り
ま
で
も
よ
く
聞
ゆ
。
猶
、
見
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
く
れ
ち

か
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
又
と
ち
ぎ
り
お
き
て
、
け
ふ
は
か
へ
ら
ん
と
す
。

　

こ
の
ち
か
き
あ
た
り
の
田
の
中
に
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
隼
神
社
」
お
は
し
ま
せ
ば
、

ま
う
づ
。
今
俗
に
は
、
く
さ
神
と
も
い
へ
り
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
く
さ
と
い
ふ
も
の
ゝ
い
で
き

た
る
人
の
願
を
か
く
れ
ば
か
な
ら
ず
か
な
ひ
て
、
す
み
や
か
に
な
ほ
る
と
か
や
。

　

さ
て
、
空
也
堂
と
い
ふ
に
も
ま
う
で
ゝ
、
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

三
月
十
八
日

　

十
八
日
。

　

霊
山
に
ま
う
で
ゝ
、
山
の
う
へ
に
も
の
ぼ
り
た
る
に
、
け
ふ
は
よ
く
う
ち
は
れ
た
れ
ば
、

見
お
ろ
し
た
る
よ
も
の
け
し
き
も
の
も
さ
は
ら
ず
、
心
ゆ
く
ば
か
り
見
え
て
お
も
し
ろ
し
。

　

八
坂
の
塔
に
も
ま
う
づ
。
こ
の
塔
は
む
か
し
の
法
観
寺
と
い
ふ
大
寺
の
跡
也
。
今
は
や
う

や
う
こ
の
塔
の
の
こ
り
た
る
ば
か
り
に
て
、
所
せ
き
ま
で
あ
た
り
に
家
た
ち
つ
ゞ
け
り
。
さ

れ
ば
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
八
坂
墓
」
な
ど
は
い
づ
こ
と
も
し
れ
が
た
く
、
跡
だ
に
な
し
。

　

か
く
て
、
け
ふ
も
清
水
に
ま
う
で
た
る
に
、
花
は
の
こ
ら
ず
ち
り
は
て
ゝ
青
葉
の
み
し
げ

り
た
り
。
花
の
を
り
な
つ
か
し
く
お
も
ひ
い
で
ゝ
、

　
　

み
ほ
と
け
を
た
の
み
て
ぞ
見
る
青
葉
に
も
花
を
さ
か
す
る
め
ぐ
み
あ
り
や
と

お
も
ふ
を
、
ほ
と
け
も
を
か
し
と
や
お
ぼ
す
ら
ん
。
こ
の
寺
の
石
の
階
を
く
だ
り
た
る
南
の

方
に
、
土
公
神
の
社
と
い
ふ
あ
り
。
こ
は
寛
政
と
い
ふ
と
し
の
こ
ろ
、
こ
の
所
の
土
を
ほ
り

と
り
た
る
を
り
、
石
の
棺
に
ほ
り
あ
て
た
る
に
、
そ
の
石
の
棺
の
中
よ
り
白
雲
の
ご
と
き
も

の
ひ
ろ
ご
り
い
で
ゝ
、
そ
の
土
を
ほ
り
居
た
る
人
ど
も
は
、
の
こ
ら
ず
心
を
う
し
な
ひ
て
、

し
ば
し
の
ほ
ど
は
た
ふ
れ
し
た　

れ
ば
　【

抹
消
：
り
。
そ
の
白
雲
の
ご
と
き
も
の
は
、
乾
の
方
の
空

を
さ
し
て
ゆ
き
て
、
そ
の
同
じ
を
り
、
下
立
売
の
堀
川
に
て
、
一
人
の
老
人
の
白
雲
の
ご
と

き
も
の
に
ま
ひ
あ
げ
ら
れ
し
が
あ
り
け
れ
ば
、
か
た
〴
〵
】、
く
す
し
き
こ
と
ゝ
い
た
く
か

し
こ
み
て
、
も
と
の
ご
と
く
土
を
お
ほ
ひ
て
、
後
人
の
お
か
さ
ぬ
た
め
に
、
か
く
社
を
た
て

た
り
と
い
へ
り
。
い
と
も
あ
や
し
き
こ
と
ゞ
も
な
り
。
昔
、
源
三
位
頼
政
公
の
射
給
へ
る
鵺

と
い
ふ
あ
や
し
の
獣
を
、
こ
の
清
水
寺
の
岡
に
う
づ
む
と
『
盛
衰
記
』
に
見
え
た
れ
ば
、
こ

の
所
は
そ
の
鵺
を
う
づ
め
た
る
所
な
ら
ん
と
い
ふ
説
あ
り
。

　

こ
れ
よ
り
愛
宕
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
西
の
か
た
な
る
ち
ひ
さ
き
門
は
、
い
と
ふ
る
き

門
に
て
、
矢
の
根
の
跡
な
ど
あ
り
。
六
波
羅
蜜
寺
・
珍
篁
寺
な
ど
に
も
ま
う
で
ゝ
、
宿
に
か

へ
り
ぬ
。

三
月
十
九
日

　

十
九
日
。

　

け
ふ
は
稲
荷
の
大
神
の
御
出
と
い
ふ
を
を
が
み
に
も
の
す
。
さ
る
は
、
御
旅
所
と
い
ふ
社

に
神
輿
の
い
で
た
ま
ふ
を
い
ふ
な
り
け
り
。
と
し
ご
と
の
や
よ
ひ
の
中
の
午
の
日
に
い
で
た

ま
ふ
が
、
ふ
る
き
た
め
し
に
し
て
、
す
な
は
ち
け
ふ
は
中
の
午
の
日
な
れ
ば
な
り
。

　

七
条
河
原
に
は
松
明
殿
と
い
ふ
み
や
し
ろ
あ
り
て
、
そ
の
あ
た
り
に
い
と
も
大
き
な
る
松

明
を
つ
く
り
た
り
。
こ
は
神
輿
の
橋
を
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
時
、
ひ
る
に
て
も
火
を
つ
く
る
な

り
と
ぞ
。

　

ま
づ
稲
荷
の
御
社
に
ま
う
で
ゝ
見
奉
れ
ば
、
神
輿
五
基
き
ら
〴
〵
し
く
よ
そ
ほ
ひ
て
あ
り
。

そ
の
さ
ま
は
、
ま
こ
と
に
め
も
お
ど
ろ
く
ば
か
り
に
て
、
ち
か
き
と
し
、
あ
ら
た
に
つ
く
り

あ
ら
た
め
て
み
が
ゝ
れ
た
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
う
る
は
し
く
、
き
ら
〳
〵
し
。
か
ゝ
る
め
で

た
き
神
輿
は
た
ぐ
ひ
す
く
な
か
る
べ
し
。

　

か
く
て
、
こ
の
ち
か
き
あ
た
り
の
人
の
家
の
門
に
て
ま
ち
居
た
る
に
、
未
の
刻
す
ぐ
る
こ

ろ
ほ
ひ
、
神
幸
あ
り
。
そ
の
み
よ
そ
ひ
、
い
と
〳
〵
た
ふ
と
し
。
ま
づ
さ
き
に
御
榊
・
御

杖
・
幸
鉾
・
御
楯
・
御
弓
・
御
太
刀
・
大
幣
な
ど
い
ふ
も
の
を
も
ち
た
る
人
お
ほ
く
あ
り
て
、

そ
の
跡
に
神
輿
五
基
、
神
幸
あ
り
。
そ
の
さ
ま
、
ま
し
て
き
ら
〳
〵
し
さ
い
は
ん
か
た
な
し
。

そ
の
跡
に
唐
鞍
の
馬
と
て
、
あ
つ
ふ
さ
か
け
た
る
馬
よ
り
は
、
今
一
き
は
う
る
は
し
き
が
三

疋
、
常
の
神
馬
二
疋
あ
り
。
御
翳
・
錦
蓋
・
菅
笠
な
ど
い
ふ
も
の
も
あ
り
て
、
い
と
お
ご
そ

か
に
み
や
び
た
る
神
祭
な
り
。
社
司
た
ち
は
騎
馬
に
て
、
御
先
に
も
御
跡
に
も
お
ほ
く
つ
か

へ
ま
つ
れ
り
。
そ
の
人
た
ち
の
か
ざ
し
は
、
い
づ
れ
も
杉
に
て
、
こ
れ
に
も
い
に
し
へ
の
の

こ
れ
る
さ
ま
、
と
り
〴
〵
に
た
ふ
と
く
、
め
で
た
き
神
幸
な
り
け
り
。

　
　

年
月
を
す
ぎ
て
も
た
め
し
か
は
ら
じ
と
か
ざ
し
て
ま
つ
る
け
ふ
の
宮
人

　
　

稲
荷
山
神
の
ま
つ
り
を
人
と
は
ゞ
あ
や
に
た
ふ
と
く
み
つ
ゝ
こ
た
へ
む

　

け
ふ
は
と
も
な
へ
る
人
も
あ
り
て
、
こ
れ
よ
り
泉
涌
寺
に
ま
う
づ
。
さ
る
は
、
よ
き
つ
て
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あ
れ
ば
、
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
陵
ど
も
を
を
が
み
奉
ら
ん
と
て
な
り
。
こ
の
寺
の
入
口
に
、

夢
の
浮
橋
と
い
ふ
橋
あ
り
。
こ
は
天
皇
の
か
く
れ
ま
せ
る
時
、
こ
の
橋
ま
で
は
う
つ
し
お
み

の
ま
す
か
た
ち
の
み
ゆ
き
に
し
て
、
こ
の
橋
の
う
へ
よ
り
銀
の
御
茶
鍋
を
す
つ
る
を
、
か
く

れ
ま
せ
る
し
る
し
と
し
て
、
こ
の
橋
の
あ
な
た
よ
り
か
く
れ
ま
せ
る
さ
ま
の
お
く
り
を
な
す

と
か
や
。
そ
も
〳
〵
こ
の
陵
ど
も
は
、
本
堂
の
う
し
ろ
の
か
た
に
あ
り
て
、
い
か
め
し
き
御

門
石
の
階
あ
り
。
か
し
こ
け
れ
ど
、
そ
の
石
の
は
し
を
の
ぼ
り
、
御
門
よ
り
入
て
ま
う
で
ゝ

見
奉
る
に
、
い
づ
れ
も
石
の
み
し
る
し
を
た
て
ゝ
、
石
の
い
が
き
つ
く
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
り
。

い
ま
だ
御
位
の
う
ち
に
か
く
れ
ま
せ
る
に
は
、
石
の
御
門
あ
り
。
お
り
ゐ
ま
し
〳
〵
て
後
、

か
く
れ
ま
せ
る
に
は
、
石
の
い
が
き
の
み
に
て
、
御
門
は
な
し
。
こ
は
け
ぢ
め
を
わ
け
給
へ

る
こ
と
ゝ
見
ゆ
。

　

さ
て
、
こ
の
陵
の
さ
ま
、
上
つ
代
の
陵
に
は
や
う
か
は
り
て
、
い
と
も
〳
〵
か
り
そ
め
に

は
あ
れ
ど
、
今
も
御
使
な
ど
の
た
ち
て
ま
う
で
た
ま
ひ
、
そ
の
陵
、
こ
の
陵
と
け
ぢ
め
も
よ

く
わ
か
れ
た
れ
ば
、
陵
の
く
ち
せ
ぬ
た
め
に
は
、
こ
の
寺
に
あ
る
も
又
、
さ
る
か
た
な
る
べ

し
。
四
条
院
を
か
く
し
奉
り
た
る
を
は
じ
め
な
り
と
ぞ
。
そ
を
よ
し
と
も
あ
し
と
も
、
い
や

し
き
口
づ
か
ら
ま
う
し
奉
る
べ
き
こ
と
か
は
。
あ
な
か
し
こ
。
陵
ど
も
い
づ
れ
も
を
が
み
め

ぐ
り
た
る
は
、
た
ふ
と
さ
か
ぎ
り
な
し
。

　

こ
の
寺
は
本
堂
・
舎
利
堂
な
ど
ゝ
い
ふ
堂
あ
り
て
、
よ
き
寺
な
り
。
泉
涌
水
と
て
、
き
よ

き
泉
も
あ
り
。
こ
の
泉
に
よ
り
て
寺
の
名
を
か
く
い
ふ
な
る
べ
し
。

　

ほ
ど
ち
か
け
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
今
熊
野
観
音
・
善
能
寺
、
又
は
剣
宮
な
ど
に
ま
う
づ
。
こ

の
ち
か
き
に
幻
観
音
と
い
ふ
が
あ
る
に
も
ま
う
づ
。
こ
れ
よ
り
今
熊
野
御
社
に
ま
う
で
ゝ
、

け
ふ
も
蓮
花
王
院
に
ま
う
づ
。

　

さ
て
、
大
仏
の
庭
に
は
萩
い
と
お
ほ
く
お
ひ
た
り
。
花
の
さ
く
を
り
に
は
、
い
と
よ
き
所

な
り
と
い
ふ
を
き
ゝ
て
、
そ
の
を
り
い
か
な
ら
ん
と
お
も
ふ
ま
ゝ
に
、

　
　

花
さ
か
む
秋
の
あ
は
れ
も
お
も
ひ
や
る
こ
ゝ
ろ
に
に
ほ
ふ
春
の
萩
原

　
　

も
ゆ
る
色
は
た
ゞ
ひ
と
む
ら
の
緑
に
て
錦
ま
だ
し
き
春
の
萩
原

　

耳
塚
を
見
て
、

　
　

か
く
人
も
つ
か
へ
ま
つ
り
し
み
い
さ
を
は
音
に
き
こ
え
て
の
こ
る
耳
塚

三
月
二
十
日

　

二
十
日
。

　

朝
と
く
よ
り
空
は
く
も
り
た
れ
ど
、
か
ね
て
よ
り
と
も
な
は
む
と
ち
ぎ
り
お
き
た
る
人
に

そ
ゝ
の
か
さ
れ
て
、
宇
治
の
か
た
に
ゆ
か
む
と
す
。
き
の
ふ
も
と
ほ
り
た
る
道
を
す
ぎ
て
、

ま
づ
藤
森
の
御
社
に
ま
う
で
た
る
に
、
こ
の
あ
た
り
よ
り
雨
ふ
り
い
づ
。
さ
り
と
て
、
こ
の

あ
た
り
よ
り
む
な
し
く
か
へ
ら
む
こ
と
も
さ
す
が
な
れ
ば
、

　
　

こ
れ
も
又
枝
の
ゆ
か
り
と
藤
の
森
ぬ
れ
つ
ゝ
し
ひ
て
け
ふ
は
ゆ
か
ま
し

　

さ
れ
ど
、
け
さ
の
空
の
け
し
き
に
て
雨
衣
な
ど
も
ち
た
れ
ば
、
そ
を
と
り
い
で
ゝ
う
ち
き

た
れ
ば
、
袖
ぬ
ら
す
う
さ
な
ど
は
し
ら
ざ
れ
ど
、
わ
び
し
く
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。

　

大
亀
谷
と
い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
、
六
地
蔵
と
い
ふ
里
に
い
づ
。
こ
ゝ
を
す
ぎ
て
木
幡
の
里

に
い
た
る
。

　
　

く
る
し
さ
に
馬
も
あ
ら
ば
と
お
も
ふ
か
な
こ
は
た
の
さ
と
の
春
雨
の
そ
ら

　

こ
の
さ
と
に
柳
大
明
神
と
い
ふ
社
の
お
は
し
ま
す
は
、『
式
』に
見
え
た
る「
許
波
多
神
社
」

な
り
と
い
へ
り
。
又
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
巨
幡
墓
」
の
こ
と
を
た
づ
ぬ
れ
ど
、
例
の
し

る
人
な
し
。

　

大
和
田
村
と
い
ふ
に
黄
檗
山
萬
福
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
。
た
て
ざ
ま
お
も
し
ろ
く
、
い
と
よ

き
寺
也
。
し
ば
し
ゆ
き
て
三
室
戸
寺
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
ゝ
よ
り
宇
治
に
は
ほ
ど
ち
か
し
。

そ
の
あ
ひ
だ
に
蜻
蛉
石
と
て
、
仏
の
か
た
を
ゑ
り
た
る
石
あ
り
。

　

す
べ
て
こ
の
あ
た
り
は
、
茶
と
い
ふ
木
を
う
ゑ
た
る
園
お
ほ
し
。
こ
の
宇
治
の
さ
と
は
茶

の
名
所
に
て
、
お
ほ
か
た
は
茶
を
な
り
は
ひ
と
す
る
人
ど
も
の
す
め
る
所
な
り
。
ま
こ
と
に

こ
の
さ
と
の
茶
の
こ
と
は
、
よ
に
し
ら
ぬ
人
な
く
、
は
た
、
あ
ぢ
は
ひ
も
い
と
よ
く
、
外
の

品
に
は
き
は
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
り
。

　
　

た
ぐ
ひ
な
き
そ
の
名
も
よ
も
に
か
を
る
な
り
う
ぢ
や

8

8

ま
畑
に
お
ふ
る
木
の
芽
は

　
　

口
な
し
の
い
ろ
に
い
で
ゝ
は
か
ひ
や
な
き
し
け
ぎ
お
も
ひ
に
も
ゆ
る
木
芽
も

　

か
く
て
、
宇
治
橋
の
ほ
と
り
に
い
づ
。
こ
ゝ
を
今
も
彼
方
町
と
い
へ
り
。
こ
の
町
の
東
の

か
た
に
鳥
居
の
見
え
た
り
し
は
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
宇
治
彼
方
神
社
」
に
は
あ
ら
じ
か
。

　

橋
寺
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
あ
た
り
に
離
宮
八
幡
と
い
ふ
御
社
お
は
し
ま
す
は
、『
式
』

に
見
え
た
る
「
宇
治
神
社
」
な
る
べ
く
お
も
は
る
れ
ど
、『
盛
衰
記
』
に
藤
原
忠
文
を
ま
つ

れ
る
社
な
り
と
見
え
た
れ
ば
、
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。

　

恵
心
院
・
興
聖
寺
な
ど
に
ま
う
づ
。
こ
の
興
聖
寺
は
い
と
よ
き
寺
に
て
、
山
吹
お
ほ
く
さ

か
り
な
り
。
こ
の
宇
治
川
に
山
吹
の
瀬
と
い
ふ
が
あ
り
と
き
ゝ
た
れ
ど
、
今
は
そ
の
と
こ
ろ

し
れ
ざ
れ
ば
、

　
　

名
に
た
ち
し
波
は
跡
な
き
宇
治
川
も
こ
ゝ
を
せ
と
見
む
岸
の
山
吹

　
　

宇
治
川
や
昔
を
と
へ
ば
山
吹
の
こ
た
へ
ぬ
色
も
露
こ
ぼ
れ
つ
ゝ
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さ
て
、
こ
の
寺
の
門
の
か
た
は
ら
に
「
菟
道
雅（

稚
）郎

皇
子
御
墓
道
」
と
い
ふ
石
の
し
る
し
を

た
て
ゝ
八
町
あ
り
と
し
る
せ
り
。
こ
は
『
式
』
に
「
宇
治
墓
〔
菟
道
雅（

稚
）郎

子
。
在
山
城
国

宇
治
郡
〕」
と
見
え
た
る
に
て
、
か
ね
て
こ
の
山
に
あ
る
こ
と
き
ゝ
居
た
れ
ば
、
た
づ
ね
見

ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
と
も
な
へ
る
人
そ
の
心
な
き
人
に
て
、「
い
ざ
」
と
も
い
は
ね
ば
、

え
ゆ
か
ず
し
て
や
み
ぬ
る
は
、い
と
く
ち
を
し
。
古
の
跡
な
ど
た
づ
ぬ
る
に
は
、お
な
じ
こ
ゝ

ろ
ざ
し
な
る
人
は
よ
け
れ
ど
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し
な
き
人
は
、
と
も
な
ふ
こ
と
中
々
に
さ
は
り
が

ち
也
。
た
ゞ
ひ
と
り
な
ら
で
は
、
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
た
づ
ね
が
た
き
も
の
ぞ
か
し
。

　

さ
て
、ま
た
『
式
』
に
見
え
た
る
「
後
宇
治
墓
」「
次
宇
治
墓
」「
次
宇
治
墓
」「
又
宇
治
墓
」

な
ど
の
こ
と
、
こ
の
あ
た
り
の
人
は
よ
も
し
る
ま
じ
く
は
お
も
ひ
な
が
ら
、
猶
こ
り
ず
ま
に

と
ふ
に
、
例
の
し
る
人
な
き
こ
そ
、
い
と
く
ち
を
し
く
、
は
ら
だ
ゝ
し
け
れ
。

　

さ
て
、
東
禅
院
と
い
ふ
に
も
ま
う
で
ゝ
、
も
と
の
橋
の
ほ
と
り
ま
で
か
へ
り
て
橋
を
わ
た

る
。
橋
の
な
か
ば
よ
り
見
わ
た
し
た
る
け
し
き
、
名
に
た
か
き
朝
日
の
山
な
ど
ま
ぢ
か
く
見

え
て
、
い
ひ
し
ら
ず
け
し
き
の
お
も
し
ろ
き
は
、
さ
す
が
に
む
か
し
よ
り
名
に
な
が
れ
た
る

川
瀬
の
さ
ま
な
り
け
り
。
わ
た
り
は
て
た
る
む
か
ひ
の
岸
に
橋
姫
の
御
社
あ
り
。

　

宇
治
十
帖
の
古
ご
と
な
ど
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、

　
　

い
つ
は
り
と
お
も
ひ
わ
た
ら
ぬ
お
も
か
げ
に
む
か
し
を
か
く
る
宇
治
の
川
橋

　

こ
の
あ
た
り
に
て
空
は
く
も
り
な
が
ら
、
雨
の
は
れ
た
る
は
う
れ
し
く
こ
そ
。

　

さ
て
、
平
等
院
に
ま
う
で
む
と
て
ゆ
く
道
の
か
た
は
ら
に
、
扇
の
芝
と
て
、
源
三
位
頼
政

公
の
身
う
せ
た
ま
へ
る
跡
あ
り
。「
う
も
れ
木
の
花
さ
く
こ
と
も
な
か
り
し
に
」
と
よ
み
た

ま
へ
る
こ
と
を
し
の
び
て
、

　
　

君
が
身
の
な
り
ぬ
る
は
て
を
し
の
ぶ
れ
ば
め
に
も
な
み
だ
の
み
ち
し
ば
の
露

　

平
等
院
の
鳳
凰
堂
と
い
ふ
は
む
か
し
の
ま
ゝ
に
て
い
と
ふ
る
く
、
扉
の
う
ら
に
か
す
か
に

の
こ
れ
る
絵
な
ど
も
ふ
る
く
見
ど
こ
ろ
あ
り
。
矢
の
根
の
跡
な
ど
の
お
ほ
く
見
ゆ
る
は
、
頼

政
卿
の
身
う
せ
た
ま
へ
る
時
の
軍
の
な
ご
り
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
こ
の
平
等
院
に
も
こ
の
こ
ろ
開
帳
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、
く
さ
〴
〵
の
た
か
ら
も

の
あ
り
。
中
に
頼
政
卿
の
ふ
る
き
像
、
鎧
兜
な
ど
い
ふ
も
の
あ
り
。
ま
こ
と
い
つ
は
り
は
し

ら
ね
ど
、
な
つ
か
し
く
お
ぼ
ゆ
。
外
に
も
ふ
る
く
見
え
て
、
め
と
ま
る
宝
物
ど
も
こ
れ
か
れ

あ
り
。

　

か
く
て
、
こ
の
さ
と
に
て
も
の
な
ど
く
ひ
て
、
橋
の
も
と
よ
り
船
に
の
り
て
、
伏
見
の
か

た
に
く
だ
ら
ん
と
す
。
こ
の
橋
の
ほ
と
り
、
つ
ゝ
み
の
う
へ
よ
り
西
の
か
た
に
見
ゆ
る
里
を

と
へ
ば
、「
巨
椋
の
里
な
り
」
と
い
へ
り
。
こ
の
さ
と
の
な
か
に
木
ぶ
か
き
森
の
見
ゆ
る
は
、

『
式
』に
見
え
た
る「
巨
椋
神
社
」に
は
あ
ら
ぬ
に
や
と
お
も
へ
ど
、ゆ
か
で
は
さ
だ
め
が
た
し
。

　

さ
て
、
船
に
の
り
て
や
ゝ
ゆ
く
に
、
左
の
か
た
な
る
堤
を
ま
き
つ
ゝ
み
と
い
ひ
て
、
里
の

あ
る
は
、
ま
き
の
島
な
り
。
す
べ
て
こ
の
川
の
流
、
矢
よ
り
も
は
や
け
れ
ば
、
ま
た
ゝ
く
ば

か
り
の
う
ち
に
伏
見
な
る
豊
後
橋
の
ほ
と
り
に
舟
は
て
ぬ
。
こ
の
舟
路
の
け
し
き
、
い
と
お

も
し
ろ
か
り
き
。

　

こ
れ
よ
り
の
道
は
何
の
こ
と
も
な
く
て
、
夕
つ
か
た
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

三
月
二
十
一
日

　

廿
一
日
。
雨
ふ
る
。

　

あ
ひ
し
れ
る
人
の
も
と
を
例
の
こ
れ
か
れ
と
ぶ
ら
ひ
て
、
い
づ
か
た
に
も
え
も
の
せ
ず
。

三
月
二
十
二
日

　

廿
二
日
。

　

安
井
の
藤
、
こ
の
こ
ろ
花
ざ
か
り
な
り
と
き
ゝ
て
ま
う
で
ゝ
、
そ
の
花
を
見
る
に
、
い
く

木
と
も
な
く
さ
か
り
な
る
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。

　

そ
の
陰
に
た
ゝ
ず
み
て
し
ば
し
見
居
た
る
ほ
ど
、

　
　

ま
づ
は
れ
て
な
が
む
る
藤
に
た
つ
こ
と
の
安
井
は
寺
の
名
の
み
な
り
け
り

　
　

見
に
く
れ
ば
た
れ
も
安
井
の
や
す
ら
ひ
て
た
つ
こ
と
か
た
き
藤
波
の
陰

　

さ
て
、
け
ふ
も
清
水
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
は
あ
や
し
き
所
に
て
、
か
く
た
び
〳
〵
ま
う
づ

る
に
、
猶
あ
か
ぬ
こ
ゝ
ち
ぞ
す
る
。

　

か
く
て
、
祇
園
の
御
社
に
も
ま
う
づ
。

三
月
二
十
三
日

　

廿
三
日
。

　

け
ふ
は
太
上
天
皇
の
修
学
院
に
御
幸
あ
れ
ば
、
を
が
み
に
も
の
す
。
こ
の
修
学
院
の
御
幸

は
、
文
政
七
年
と
い
ふ
と
し
の
秋
は
じ
ま
り
て
よ
り
こ
の
か
た
、
と
し
ご
と
の
春
秋
に
は
か

な
ら
ず
あ
り
と
ぞ
。
そ
の
は
じ
め
て
の
秋
の
御
幸
は
、
ま
ゐ
の
ぼ
り
て
を
が
み
奉
り
た
る
を
、

こ
た
び
又
も
あ
ひ
奉
り
て
、
か
ゝ
る
御
幸
を
ふ
た
ゝ
び
ま
で
を
が
み
奉
る
こ
と
、
い
ひ
し
ら

ず
か
し
こ
し
。
ま
こ
と
に
身
の
さ
き
は
ひ
な
り
か
し
。
こ
た
び
も
お
ほ
か
た
は
を
が
み
奉
ら

ん
と
、
か
ね
て
は
お
も
ひ
し
か
ど
も
、
猶
お
ぼ
つ
か
な
く
お
ぼ
え
し
に
、
け
ふ
は
か
ら
ず
も

あ
ひ
奉
る
こ
と
、
か
へ
す
〴
〵
も
た
ふ
と
く
う
れ
し
く
な
ん
。
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暁
す
ぐ
る
ほ
ど
、
加
茂
川
の
つ
ゝ
み
を
の
ぼ
り
て
、
柳
茶
屋
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
を
が
み

た
て
ま
つ
る
。す
ぎ
し
秋
の
を
り
も
、こ
の
と
こ
ろ
に
て
を
が
み
た
て
ま
つ
り
た
る
な
り
け
り
。

　

辰
の
刻
ば
か
り
に
い
で
ま
し
あ
り
。
あ
ら
た
に
つ
く
り
て
か
け
ら
れ
た
る
橋
の
う
へ
を
す

ぎ
給
ふ
ほ
ど
の
御
け
し
き
、
こ
と
さ
ら
に
み
や
び
た
り
。
御
先
・
御
供
に
つ
か
へ
給
ふ
君
だ

ち
は
、
北
小
路
極
臈
殿
・
藤
谷
殿
・
裏
松
殿
・
日
野
西
殿
・
錦
織
殿
・
大
原
殿
・
高
野
殿
・

六
条
殿
・
橋
本
殿
・
冷
泉
殿
・
武
者
小
路
殿
・
久
世
殿
・
広
橋
殿
・
万
里
小
路
殿
・
徳
大
寺

殿
な
ど
に
て
、
い
づ
れ
も
う
る
は
し
き
狩
衣
き
よ
そ
ひ
て
、
騎
馬
に
て
つ
ぎ
〳
〵
に
つ
か
へ

た
ま
へ
り
。
御
輿
を
ま
ぢ
か
く
を
が
み
た
て
ま
つ
り
た
る
は
、
こ
と
に
か
し
こ
し
。
す
べ
て

の
み
よ
そ
ひ
、
す
ぎ
し
秋
の
は
じ
め
て
の
御
幸
の
時
ば
か
り
に
は
あ
ら
ね
ど
、
か
し
こ
さ
は

露
ば
か
り
も
か
は
る
こ
と
な
し
。

　

こ
の
御
幸
の
さ
ま
く
は
し
く
し
る
さ
ま
ほ
し
う
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
い
や
し
き
筆
に
か
け
奉
ら

ん
も
、
あ
ま
り
に
か
し
こ
く
な
め
し
き
こ
と
ゝ
、
し
る
さ
ず
。
さ
れ
ど
、
か
し
こ
さ
の
あ
ま

り
に
、
は
ゞ
か
り
か
ね
て
、
よ
め
る
な
が
う
た
。

玉
敷
の　

た
ひ
ら
の
宮
の　

大
宮
の　

外
重
の
遠
の　

北
山
の　

そ
の
行
宮
は　

春
さ

れ
ば　

さ
く
ら
花
さ
き　

あ
や
に
〳
　〵

う
ら
ぐ
は
し
宮　

そ
の
花
の　

に
ほ
ふ
が
ご

と
く　

さ
か
り
な
る　

御
代
の
春
べ
と　

か
し
こ
き
や　

お
り
居
の
み
か
ど　

大
御
幸　

お
も
ひ
た
ゝ
し
て　

大
御
言　

よ
さ
し
た
ま
へ
ば　

も
ゝ
し
き
の　

大
宮
人
は　

時
に

あ
ふ　

た
も
と
の
い
ろ
と　

ふ
さ
は
し
き　

た
も
と
の
色
と　

花
ぐ
は
し　

さ
く
ら
が

さ
ね　

あ
し
ひ
き
の　

山
吹
か
さ
ね　

ま
つ
ふ
さ
に　

と
り
よ
そ
ひ
き
て　

の
る
駒
の　

あ
ゆ
み
も
の
と
に　

大
御
輿　

ひ
か
り
か
ゞ
や
く　

御
先
に　

つ
か
へ
ま
つ
ろ
ひ　

御

あ
と
べ
に　

み
と
も
つ
か
へ
て　

神
な
が
ら　

み
や
び
お
も
ほ
す　

け
ふ
の
こ
の　

大

御
幸
を
し　

道
の
辺
に　

あ
ふ
ぎ
見
ま
つ
る　

こ
と
の
か
し
こ
さ

　

ま
た
よ
め
る
み
じ
か
う
た
。

　
　

も
ゝ
つ
か
さ
言
葉
の
花
も
か
ざ
し
も
ち
君
に
つ
か
ふ
る
北
山
の
宮

　
　

春
秋
に
君
が
み
ゆ
き
と
立
な
ら
す
北
の
山
辺
は
万
代
の
宮

　
　

北
山
や
け
ふ
の
み
ゆ
き
は
言
の
葉
の
花
も
さ
か
り
の
御
代
と
こ
そ
見
れ

　
　

言
の
葉
の
さ
か
ゆ
る
時
と
花
紅
葉
み
や
び
す
ぐ
さ
ぬ
御
幸
か
し
こ
し

　
　

北
山
や
君
が
み
ゆ
き
に
さ
く
花
の
波
も
む
か
し
に
立
か
へ
る
ら
ん

　
　

宮
人
の
さ
く
ら
が
さ
ね
に
い
で
ま
し
の
よ
そ
ひ
も
花
の
み
ゆ
き
と
ぞ
見
る

　
　

こ
れ
も
又
春
の
錦
の
外
な
ら
じ
お
ほ
み
や
び
と
の
袖
の
色
々

　
　

宮
人
も
た
も
と
の
い
ろ
に
い
で
ぬ
め
り
み
ゆ
き
に
あ
へ
る
け
ふ
を
う
れ
し
と

　
　

北
山
や
君
が
み
ゆ
き
の
宮
ち
か
く
花
も
く
も
ゐ
に
ま
が
ひ
て
や
さ
く

　
　

春
秋
に
お
ほ
み
や
人
の
う
ち
わ
た
り
み
ゆ
き
た
え
せ
ぬ
か
も
の
川
は
し

　
　

た
つ
波
も
君
が
み
ゆ
き
と
こ
ゝ
ろ
し
て
花
を
や
そ
ふ
る
加
茂
の
川
橋

　
　

御
供
す
る
大
宮
人
の
馬
な
べ
て
朝
ふ
み
わ
た
る
か
も
の
川
は
し

　
　

か
も
が
は
や
や
な
ぎ
の
糸
も
末
と
ほ
く
た
え
ぬ
御
幸
に
か
け
て
こ
そ
見
れ

　
　

い
で
ま
し
の
君
が
ひ
か
り
を
玉
く
し
げ
ふ
た
ゝ
び
あ
ふ
ぐ
こ
と
の
か
し
こ
さ

　
　

北
山
や
君
が
み
ゆ
き
を
は
つ
か
あ
ま
り
み
た
て
ま
つ
る
ぞ
か
し
こ
か
り
け
る

　

か
く
て
、
ほ
ど
ち
か
き
あ
た
り
な
れ
ば
下
鴨
の
御
社
に
も
ま
う
で
ゝ
、
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

三
月
二
十
四
日

　

廿
四
日
。

　

け
ふ
は
ひ
る
つ
か
た
よ
り
、
か
ね
て
お
も
ひ
居
た
る
壬
生
寺
の
狂
言
を
見
に
も
の
す
。

　

は
じ
め
に
は
「
釣
狐
」
と
い
ふ
狂
言
な
り
。
こ
は
狩
人
の
わ
な
と
い
ふ
も
の
を
は
り
て
、

き
つ
ね
を
つ
る
こ
と
の
さ
ま
を
な
す
な
り
。

　

次
な
る
は
「
ほ
う
ろ
く
わ
り
」
と
い
ひ
て
、
鞨
鞁
と
い
ふ
も
の
う
る
男
の
子
と
、
ほ
う
ろ

く
と
い
ふ
も
の
う
る
男
の
子
と
、
た
が
ひ
に
お
の
が
さ
ち
〳
〵
を
く
ら
べ
て
、
つ
ひ
に
そ
の

ほ
う
ろ
く
を
わ
る
さ
ま
を
な
す
。

　

そ
の
次
な
る
は
「
鵺
」
と
い
ひ
て
、
源
三
位
頼
政
卿
の
鵺
を
い
給
ふ
さ
ま
を
な
す
。

　

そ
の
次
は
「
餓
鬼
ぜ
め
」
と
て
、
地
獄
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
お
ち
た
る
つ
み
人
を
、
鬼
ど
も

の
い
ろ
〳
〵
せ
め
て
、
つ
ひ
に
釜
の
中
に
い
れ
て
煮
た
る
を
、
そ
の
と
こ
ろ
に
地
蔵
ぼ
さ
ち

の
い
で
き
て
、
た
す
け
給
ふ
さ
ま
を
な
す
。

　

そ
の
次
は
「
桶
取
」
と
い
ひ
て
、
わ
か
き
女
の
、
あ
か
の
水
く
み
た
る
桶
を
も
ち
た
る
に
、

一
人
の
老
人
の
心
を
と
ら
れ
て
、
い
ろ
〳
〵
た
は
む
れ
か
ゝ
り
て
、
つ
ひ
に
は
そ
の
を
み
な

に
を
ど
り
を
ま
ね
び
て
、
老
人
も
女
の
さ
ま
に
を
ど
る
さ
ま
を
な
す
。
そ
も
〳
〵
こ
の
「
桶

取
」
と
い
ふ
は
、世
に
名
だ
か
き
狂
言
に
て
、し
ら
ぬ
人
な
く
、中
に
も
お
も
し
ろ
し
と
き
ゝ

し
か
ば
、
い
と
見
ま
ほ
し
く
お
も
ひ
居
た
る
に
よ
り
て
、
け
ふ
し
も
つ
て
を
も
と
め
て
わ
が

た
め
に
あ
つ
ら
へ
て
、
さ
て
、
こ
の
狂
言
を
見
た
る
な
り
。
そ
の
か
ひ
あ
り
て
、
げ
に
そ
の

さ
ま
の
優
に
み
や
び
て
お
も
し
ろ
き
こ
と
、
こ
と
ば
に
も
の
べ
が
た
し
。

　

ふ
と
、
こ
の
老
人
の
こ
ゝ
ろ
に
な
り
て
、

　
　

あ
か
の
水
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
も
く
み
し
ら
で
あ
さ
く
み
す
ぐ
す
人
の
つ
れ
な
さ

と
よ
み
た
る
も
、
あ
ま
り
に
心
の
う
つ
る
ま
ゝ
の
す
さ
み
に
こ
そ
。
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そ
の
つ
ぎ
は
「
棒
ふ
り
」
と
い
ふ
も
の
に
て
、
か
の
し
や
ぐ
ま
と
い
ふ
も
の
を
か
し
ら
に

か
む
り
、
白
き
ぬ
の
を
も
て
お
も
て
を
お
ほ
ひ
、
本
に
も
末
に
も
ふ
さ
の
つ
き
た
る
う
る
は

し
き
棒
を
、
い
と
も
お
も
し
ろ
く
た
く
み
に
ふ
り
ま
は
す
な
り
。
こ
れ
も
い
と
名
だ
か
き
も

の
に
て
、
六
月
の
祇
園
会
の
を
り
の
「
棒
ふ
り
」
と
い
ふ
も
、
こ
の
所
よ
り
や
と
ひ
て
お
こ

な
ふ
な
り
と
い
へ
り
。
こ
の
「
棒
ふ
り
」
は
、
こ
の
狂
言
の
を
は
り
の
日
に
ば
か
り
な
す
と

い
へ
り
。
け
ふ
は
す
な
は
ち
廿
四
日
に
て
、
と
ぢ
め
な
れ
ば
、
を
こ
な
ふ
も
の
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
こ
の
「
棒
ふ
り
」
の
さ
ま
、
か
の
今
宮
の
安
良
比
祭
に
お
な
じ
さ
ま
に
て
、
よ
く

似
た
れ
ば
、
さ
き
に
し
る
せ
る
ご
と
く
、
こ
の
狂
言
は
疫
病
を
は
ら
ふ
わ
ざ
な
り
と
い
へ
る

も
、
よ
り
所
あ
り
げ
に
お
ぼ
ゆ
。

　

こ
れ
に
て
は
て
た
れ
ば
、
か
へ
ら
む
と
す
。
い
と
お
も
し
ろ
か
り
し
こ
と
を
お
も
ひ
て
、

　
　

た
は
れ
た
る
こ
と
ゝ
お
も
へ
ど
あ
く
が
れ
て
な
が
き
日
あ
か
ず
み
ぶ
の
古
寺

　

こ
の
寺
に
ふ
る
く
つ
た
は
り
た
る
面
、
三
つ
あ
り
。
こ
れ
を
も
ら
ひ
て
見
る
に
、
い
と
ふ

る
く
見
ゆ
る
も
の
に
て
、
す
な
は
ち
猿
と
狐
と
、
か
の
「
桶
取
」
の
翁
の
形
な
り
。
こ
の
面

の
か
た
今
用
る
と
こ
ろ
に
か
は
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
こ
は
む
か
し
の
狂
言
に
も
ち
ひ
た
る
も

の
な
る
べ
し
。
こ
れ
に
て
お
も
へ
ば
、
こ
の
狂
言
は
い
と
ふ
る
く
よ
り
今
の
世
ま
で
か
は
ら

ぬ
も
の
と
見
ゆ
。
さ
れ
ば
、
か
く
ふ
る
め
か
し
く
て
心
に
と
ま
る
も
う
べ
な
り
け
り
。

　

こ
の
か
へ
る
さ
、
護
真
寺
と
い
ふ
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
は
四
条
通
大
宮
の
西
に
あ
り
。

こ
の
う
ち
に
円
山
応
挙
と
い
ふ
人
の
墓
の
あ
る
に
ま
う
で
た
る
也
。
則
「
源
応
挙
墓
」
と
ゑ

り
た
る
は
、
妙
法
院
宮
の
御
筆
な
り
。
こ
の
人
は
絵
に
た
く
み
な
り
し
人
に
て
、
こ
の
人
の

絵
ば
か
り
た
く
み
な
る
は
、
ふ
る
き
よ
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
ま
た
画
の
道
の
こ
と
を
も
よ

く
ひ
ら
き
て
、
絵
の
こ
と
は
こ
の
人
よ
り
世
に
よ
く
ひ
ら
け
た
り
。
か
ば
か
り
名
あ
る
人
の

墓
の
こ
と
、
か
つ
は
こ
の
人
の
か
き
た
る
画
を
わ
れ
ふ
か
く
こ
の
め
る
に
よ
り
て
、
そ
の
ゆ

か
り
に
け
ふ
ま
う
で
た
る
な
り
。
こ
は
ふ
る
き
跡
を
た
づ
ぬ
る
心
の
外
の
す
さ
び
な
り
か
し
。

三
月
二
十
五
日

　

廿
五
日
。

　

お
ほ
く
の
人
も
ま
う
づ
る
日
な
り
と
て
、
と
も
な
ふ
人
な
ど
も
あ
れ
ば
、
北
野
御
社
に
ま

う
づ
。
例
の
か
し
こ
き
こ
と
い
は
む
か
た
な
し
。
か
の
と
も
な
ひ
こ
し
人
に
は
こ
の
所
よ
り

わ
か
れ
て
、
す
ぎ
つ
る
日
、
雨
に
て
の
こ
し
お
き
し
並
岡
・
妙
心
寺
な
ど
に
ゆ
か
ん
と
す
。

そ
の
道
に
大
将
軍
社
と
い
ふ
が
あ
る
に
ま
う
づ
。『
拾
芥
抄
』
に
「
大
将
軍
堂
上
一
条
北
万

里
小
路
東
」
と
あ
る
は
、
こ
の
や
し
ろ
の
こ
と
な
ら
ん
。

　

か
く
て
椿
寺
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
は
地
蔵
院
と
い
ふ
寺
な
る
を
、
散
椿
と
て
、
名

だ
か
き
木
の
あ
る
に
よ
り
て
、
椿
寺
と
の
み
お
し
な
べ
て
い
へ
り
。
や
が
て
そ
の
木
は
庭
に

あ
れ
ば
、
立
よ
り
て
見
る
に
、
い
と
大
き
な
る
木
に
て
、
花
も
こ
と
さ
ら
う
る
は
し
。
こ
の

椿
と
い
ふ
も
の
、
常
の
木
は
い
づ
れ
も
花
の
そ
の
ま
ゝ
に
お
つ
る
も
の
な
る
を
、
こ
の
木
は

や
う
か
は
り
て
、
一
ひ
ら
づ
ゝ
花
の
ち
り
ゆ
き
て
、
め
づ
ら
し
き
木
な
れ
ば
、
ち
り
椿
と
名

づ
け
て
、
し
ら
ぬ
人
な
く
、
め
で
は
や
す
な
り
け
り
。「
あ
り
て
世
の
中
は
て
の
う
け
れ
ば
」

と
よ
み
た
り
し
む
か
し
の
人
に
見
せ
た
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
に
め
で
た
し
と
も
て
は
や
す
ら

ん
と
、
ふ
と
お
も
ふ
ま
ゝ
に
、

　
　

あ
り
て
う
き
は
て
を
見
せ
じ
と
玉
椿
ち
る
は
め
で
た
き
花
ご
ゝ
ろ
か
な

　
　

ち
る
こ
と
を
め
で
た
し
と
て
や
お
の
れ
の
み
つ
ら
〳
〵
つ
ば
き
つ
ら
に
も
れ
け
む

　
　

玉
椿
ち
る
を
あ
は
れ
と
見
は
や
す
も
花
ご
ゝ
ろ
な
る
世
の
中
ぞ
か
し

　
　

ち
ら
ぬ
木
も
ち
る
に
は
も
れ
ぬ
こ
と
わ
り
を
人
に
み
の
り
の
庭
の
椿
か

　
　

世
の
中
は
常
な
き
も
の
と
法
の
庭
ち
ら
ぬ
つ
ば
き
も
猶
や
ち
る
ら
む

　

成
願
寺
と
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
妙
心
寺
に
ま
う
づ
。
庭
に
お
も
し
ろ
き
松
な
ど
も
あ
り
て
、

い
と
ひ
ろ
く
、
堂
門
の
た
て
ざ
ま
も
よ
に
こ
と
な
る
よ
き
寺
に
し
て
、
め
を
お
ど
ろ
か
し
ぬ
。

　
　

み
ほ
と
け
の
た
へ
な
る
こ
ゝ
ろ
あ
ら
は
れ
て
い
ら
か
こ
と
に
も
た
て
る
大
寺

　

か
く
て
、
並
岡
に
い
た
る
に
、
名
も
し
る
く
、
お
な
じ
や
う
な
る
岡
ふ
た
つ
な
ら
び
た
て

り
。
お
ほ
か
た
は
松
の
木
ば
か
り
し
げ
り
た
る
岡
な
れ
ば
、

　
　

松
ば
か
り
な
ら
び
の
岡
の
つ
れ
な
さ
に
妹
背
の
う
き
名
た
ゝ
ず
や
あ
る
ら
む

　

こ
の
ふ
も
と
に
長
泉
寺
と
て
、
兼
好
法
師
の
す
み
し
あ
と
な
り
と
い
ふ
寺
有
。
こ
の
寺
に
、

こ
の
法
師
の
墓
も
あ
り
。

　

こ
れ
よ
り
も
と
の
道
に
か
へ
り
て
、
さ
て
、
北
野
御
旅
所
・
郭
公
天
神
な
ど
い
ふ
に
ま
う

づ
。
そ
れ
よ
り
伝
法
輪
寺
・
清
和
院
に
も
ま
う
づ
。
こ
の
清
和
院
と
い
ふ
寺
、
も
と
は
こ
の

所
に
あ
ら
ざ
り
し
を
、
こ
ゝ
に
は
後
に
う
つ
せ
る
に
て
、
も
と
は
今
の
清
和
院
御
門
の
あ
た

り
に
あ
り
し
寺
な
り
と
い
へ
り
。
こ
の
寺
の
ま
へ
に
蜘
蛛
塚
と
い
ふ
塚
あ
り
。
こ
は
源
頼
光

の
ふ
る
ご
と
を
い
ひ
つ
た
へ
た
る
塚
な
れ
ば
、
さ
の
み
め
に
も
と
ま
ら
ず
。

　

か
く
て
、
千
本
の
き
り
し
ま
寺
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
は
、
き
り
し
ま
と
て
、
つ
ゝ
じ
の

ご
と
き
花
の
あ
る
寺
に
て
、
そ
の
花
こ
の
ご
ろ
さ
か
り
な
り
と
き
ゝ
て
、
見
に
も
の
せ
る
な

り
。
す
な
は
ち
さ
か
り
に
て
、
も
ゆ
る
が
ご
と
く
に
さ
き
た
る
く
れ
な
ゐ
の
花
、
い
さ
ゝ
か

い
や
し
き
も
の
な
が
ら
、
い
と
う
る
は
し
く
な
ん
。
見
に
く
る
人
な
ど
も
こ
れ
か
れ
あ
り
て
、

に
ぎ
は
ゝ
し
。
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色
ふ
か
く
お
も
ひ
こ
が
れ
て
た
れ
も
皆
き
り
し
ま
寺
の
花
ざ
か
り
か
な

　
　

夕
日
か
と
見
え
て
つ
れ
な
く
か
へ
る
さ
を
い
そ
が
す
花
の
色
も
う
ら
め
し

　
　

古
寺
の
こ
ゝ
に
た
く
火
と
さ
く
花
は
い
づ
こ
の
雲
の
名
ご
り
な
る
ら
ん

　

し
ば
し
の
う
ち
見
居
り
て
、
そ
れ
よ
り
か
の
閻
魔
堂
の
狂
言
と
い
ふ
を
見
に
も
の
す
。
二

つ
三
つ
み
た
る
に
、
き
の
ふ
見
し
壬
生
狂
言
に
は
こ
よ
な
く
お
と
り
て
、
お
も
し
ろ
し
と
も

お
も
は
ず
。
さ
れ
ど
、
こ
の
か
た
を
は
や
く
見
ば
、
さ
の
み
も
あ
ら
ざ
る
べ
き
に
、
き
の
ふ

の
こ
ゝ
ろ
お
ご
り
に
て
、
か
く
は
お
も
ふ
も
の
な
る
べ
し
。
こ
の
寺
の
狂
言
、
お
ほ
か
た
は

壬
生
狂
言
に
お
な
じ
さ
ま
に
て
、
も
の
い
は
ぬ
も
あ
れ
ど
、
中
に
は
能
と
い
ふ
も
の
に
つ
き

た
る
狂
言
に
お
な
じ
さ
ま
に
て
、
も
の
い
ふ
も
あ
り
。
そ
れ
ら
は
こ
と
に
お
も
し
ろ
か
ら
ず

な
む
。
こ
の
狂
言
と
い
ふ
も
の
、
こ
の
寺
と
壬
生
と
嵯
峨
と
三
所
に
あ
り
と
い
へ
り
。
そ
の

嵯
峨
な
る
は
い
か
ゞ
あ
ら
ん
、
ゆ
か
し
け
れ
ど
、
え
見
ざ
り
し
こ
そ
、
く
ち
を
し
け
れ
。

　

さ
て
、
け
ふ
の
狂
言
い
ま
だ
は
て
ね
ど
、
お
も
し
ろ
か
ら
ね
ば
か
へ
ら
む
と
す
。
そ
の
道

に
相
国
寺
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
は
五
山
と
い
ふ
う
ち
の
一
つ
に
て
、
よ
き
寺
な
り
。

　

か
く
て
、
中
御
霊
・
下
御
霊
を
は
じ
め
、
浄
華
院
・
廬
山
寺
・
革
堂
な
ど
に
ま
う
で
ゝ
、

宿
に
か
へ
り
ぬ
。

　

ゆ
ふ
つ
か
た
よ
り
雨
ふ
り
い
づ
。
こ
よ
ひ
い
と
つ
れ
〴
〵
な
る
に
、
か
た
ら
ふ
べ
き
人
も

と
ひ
こ
ぬ
ま
ゝ
に
、

　
　

つ
れ
〴
〵
の
ま
ぎ
る
ゝ
か
た
も
な
き
よ
ひ
は
こ
ひ
し
や
雨
の
ふ
る
さ
と
の
そ
ら

三
月
二
十
六
日

　

廿
六
日
。
け
ふ
も
雨
な
ほ
ふ
る
。

　

ち
か
き
あ
た
り
の
人
の
も
と
を
と
ぶ
ら
ひ
た
る
ば
か
り
に
て
、
い
づ
か
た
に
も
え
ゆ
か
ず
。

　

さ
て
、
け
ふ
の
ゆ
ふ
つ
か
た
、
あ
ひ
し
れ
る
人
の
と
ぶ
ら
ひ
き
て
い
ふ
や
う
は
、「
こ
た

び
は
よ
き
を
り
に
て
、
お
ほ
か
た
は
都
の
花
も
見
つ
く
し
給
ひ
た
り
や
」
と
と
ふ
に
、
こ
ゝ

か
し
こ
に
も
の
し
た
る
も
の
が
た
り
な
ど
、
ほ
こ
り
か
に
し
い
で
た
れ
ば
、「
猶
み
の
こ
し

給
へ
る
花
あ
り
。
い
ざ
案
内
し
ま
ゐ
ら
せ
ん
」
と
て
、
先
に
た
ち
て
と
も
な
は
む
と
す
。
け

ふ
は
雨
ふ
り
て
、
つ
れ
〴
〵
な
り
し
か
ば
、
さ
き
は
ひ
の
こ
と
ゝ
お
も
ひ
て
、
そ
の
人
の
跡

に
つ
き
て
ゆ
け
ば
、
四
条
の
橋
を
東
の
か
た
に
わ
た
り
て
、
な
に
が
し
の
ま
ち
と
い
ふ
に
い

た
り
て
、
楼
を
か
ま
へ
た
る
家
の
う
ち
に
と
も
な
ひ
ぬ
。
こ
の
家
の
な
か
に
も
花
の
咲
た
る

と
こ
ろ
あ
り
や
と
あ
や
し
く
お
も
ひ
て
、
そ
の
人
に
と
へ
ば
、「
さ
く
ら
に
は
あ
ら
で
、
も

の
い
ふ
花
を
み
す
る
な
り
」
と
い
ふ
に
、
よ
く
こ
そ
た
ば
か
り
給
へ
れ
と
は
、
う
ら
み
こ
ち

た
る
も
の
ゝ
、
こ
れ
も
都
の
花
の
ひ
と
つ
な
れ
ば
、
見
る
も
ま
た
よ
か
ん
な
り
と
お
も
ふ
ほ

ど
に
、
い
で
き
た
る
そ
の
花
の
よ
そ
ほ
ひ
、
さ
る
か
た
に
お
か
し
き
見
も
の
な
り
け
り
。
こ

は
く
る
ゝ
を
を
し
む
陰
に
は
や
う
か
は
り
て
、
く
れ
ゆ
く
ま
ゝ
に
中
々
色
香
も
ひ
と
し
ほ
は

ま
さ
れ
る
け
は
ひ
、
い
ひ
し
ら
ず
な
む
。

　
　

宿
か
ら
む
く
れ
な
ば
な
げ
の
陰
な
ら
で
色
香
も
ま
さ
る
花
の
こ
の
も
と

　
　

お
ほ
か
た
の
さ
く
ら
ち
り
て
も
ひ
が
し
山
ふ
も
と
の
花
は
さ
か
り
な
り
け
り

　
　

た
ぐ
ひ
な
き
都
の
さ
か
り
め
に
見
て
も
猶
ふ
る
さ
と
の
花
ぞ
こ
ひ
し
き

　

こ
よ
ひ
は
と
も
な
ひ
た
る
人
と
ゝ
も
に
、
そ
の
花
の
も
と
に
や
ど
り
ぬ
。

　

そ
の
あ
か
つ
き
お
き
わ
か
る
と
て
、

　
　

お
き
い
づ
る
別
ぞ
つ
ら
き
暁
の
か
ね
に
も
花
の
ち
る
こ
ゝ
ち
し
て

　
　

う
つ
り
が
も
袖
に
の
こ
り
て
暁
の
わ
か
れ
た
ち
う
き
花
の
下
ぶ
し

三
月
二
十
七
日

　

廿
七
日
。

　

き
の
ふ
の
雨
な
ご
り
な
く
は
れ
て
、
天
気
よ
け
れ
ば
、
け
ふ
は
梅
宮
に
ま
う
で
ゝ
、
そ
の

つ
ひ
で
に
嵐
山
の
青
葉
の
け
し
き
も
見
ま
ほ
し
け
れ
ば
、
西
山
の
か
た
に
も
も
の
せ
ん
と
す
。

　

ま
づ
雀
森
・
勧
学
院
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
所
は
昔
の
勧
学
院
の
跡
に
て
、
四
条
通
の

大
宮
の
西
に
あ
り
。
こ
の
所
よ
り
す
こ
し
ゆ
き
て
畑
の
中
に
、
い
づ
こ
の
あ
た
り
の
畑（

マ
マ
）

の
中

に
な
ぎ
の
宮
、
蛭
子
宮
な
ど
い
ふ
ち
ひ
さ
き
社
あ
り
。
こ
の
蛭
子
宮
と
い
ふ
は
、
西
宮
左
大

臣
の
家
跡
に
ま
つ
り
た
る
神
な
る
を
、
西
宮
と
い
ふ
よ
り
、
蛭
子
宮
と
い
ひ
あ
や
ま
れ
る

な
り
と
い
へ
り
。『
拾
芥
抄
』
に
「
西
宮
四
条
北
朱
雀
西
高
明
御
子
家
」
と
あ
り
。
こ
の
所
、

千
本
通
の
ほ
と
り
に
て
、千
本
通
は
す
な
は
ち
、む
か
し
の
朱
雀
な
れ
ば
、そ
の
跡
な
る
べ
し
。

　

し
ば
し
ゆ
き
て
西
院
と
い
ふ
さ
と
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
春
日
の
御
社
の
大
き
な
る
お
は
し

ま
す
。
こ
の
西
院
と
い
ふ
と
こ
ろ
は
、『
後
撰
集
』
に
、
西
院
の
御
后
、
御
ぐ
し
お
ろ
さ
せ

給
ふ
時
、
そ
の
院
の
中
島
の
松
の
皮
を
け
づ
り
て
素
性
法
師
が
歌
を
か
き
つ
け
ら
れ
し
よ
し

見
え
た
る
所
な
る
べ
し
。
こ
れ
も
『
拾
芥
抄
』
に
「
西
院
四
条
北
西
大
宮
東
橘
大
后
家
」
と

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
も
よ
く
か
な
へ
り
。

　

こ
の
里
を
い
で
は
な
る
れ
ば
、
高
院
の
森
と
い
ひ
て
、
今
も
黒
木
の
鳥
居
を
た
て
た
る
杜

あ
り
。
こ
は
加
茂
の
高
院
の
跡
に
て
、
今
は
西
院
の
春
日
の
御
旅
所
と
な
れ
り
。
嵯
峨
な
る

野
宮
に
は
や
う
か
は
り
て
木
ぶ
か
き
杜
な
り
。『
玉
葉
集
』
に
「
西
四
条
の
高
宮
の
も
と
に

花
に
つ
け
て
つ
か
は
し
け
る
」
と
い
ふ
歌
見
え
て
、
こ
の
所
、
今
、
四
条
通
の
西
な
れ
ば
、
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こ
れ
も
よ
く
か
な
ひ
て
、
む
か
し
の
跡
な
る
こ
と
う
た
が
ひ
な
し
。

　

こ
の
森
に
藤
の
花
の
さ
き
た
る
を
、

　
　

花
見
れ
ば
い
つ
き
の
よ
そ
ひ
し
の
ば
れ
て
む
か
し
を
か
く
る
藤
か
づ
ら
か
な

　

こ
れ
よ
り
梅
宮
に
ま
う
づ
。
こ
の
梅
宮
、
今
の
よ
に
は
人
の
子
う
む
こ
と
を
ま
も
り
た
ま

へ
る
神
と
ま
う
し
て
、
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
御
あ
た
り
よ
り
も
、
そ
の
こ
と
の
お
は
し
ま

す
時
に
は
い
の
り
た
ま
へ
り
と
ぞ
。
よ
り
て
都
の
人
々
も
身
ご
も
り
た
る
を
り
は
、
お
ほ
か

た
に
願
を
か
く
と
い
へ
り
。
わ
れ
も
こ
の
こ
ろ
家
な
る
妻
の
身
ご
も
り
た
れ
ば
、
そ
を
い
の

ら
ん
た
め
に
、
け
ふ
し
も
ま
う
で
た
る
に
て
、
や
す
く
う
ま
せ
た
ま
へ
と
、
広
前
に
ふ
か
く

こ
ゝ
ろ
い
れ
て
を
が
み
奉
る
も
、
い
と
た
の
も
し
く
か
た
じ
け
な
し
。

　
　

む
す
び
お
き
し
み
を
や
す
か
れ
と
梅
宮
か
く
る
ね
が
ひ
の
な
る
を
こ
そ
ま
て

　

さ
て
、
こ
の
身
ご
も
り
た
る
人
の
ね
が
ひ
を
か
く
れ
ば
、
か
な
ら
ず
し
る
し
の
あ
り
と
い

ふ
に
つ
き
て
、
よ
く
お
も
へ
ば
、
こ
の
梅
宮
と
ま
う
す
御
名
は
、
生
の
宮
と
い
ふ
こ
と
に
て
、

梅
と
い
ふ
文
字
は
文
字
の
音
を
か
り
た
る
の
み
に
て
、
梅
と
い
ふ
こ
と
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。

橘
氏
の
神
な
る
に
よ
り
て
、
橘
宮
と
い
は
ゞ
、
さ
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、
梅
と
い
ふ
こ
と
、
こ

の
御
社
に
よ
し
の
な
け
れ
ば
、
か
く
お
も
へ
る
は
、
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。
ひ
ろ
く
も
の
し
れ
る

人
、
猶
よ
く
考
定
て
よ
。

　

こ
の
ち
か
き
あ
た
り
に
檀
林
皇
后
の
御
墓
と
い
ふ
あ
り
。
こ
は
『
式
』
に
「
嵯
峨
陵
〔
第

皇
大
后
橘
氏
。
在
山
城
国
葛
野
郡
〕」
と
見
え
た
る
な
る
べ
し
。
ま
た
天
皇
塚
と
い
ふ
も
あ

れ
ど
、
天
皇
の
陵
の
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
よ
し
、
も
の
に
見
え
た
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
い
ぶ

か
し
。
大
墓
と
い
ふ
も
あ
る
は
、『
式
』
に
「
大
岡
墓
〔
桓
武
天
皇
夫
人
。
従
三
位
藤
原
氏
。

在
山
城
国
葛
野
郡
〕」
と
見
え
た
る
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
梅
津
村
の
長
福
寺
と
い
ふ
に
ま
う
で
た
る
に
、
よ
き
寺
也
。
又
こ
の
里
に
梅
津
左

衛
門
と
い
ふ
人
の
墓
も
あ
り
。

　

か
く
て
、
川
づ
ら
に
い
づ
。
こ
ゝ
は
大
井
川
の
下
に
て
、
わ
た
せ
る
橋
を
上
野
橋
と
い
へ

り
。
そ
の
橋
を
わ
た
り
て
徳
大
寺
村
に
い
た
る
。
こ
の
村
を
す
ぎ
て
し
ば
し
ゆ
け
ば
、
下
山

田
村
な
り
。
こ
の
村
を
御
陵
村
と
も
い
ひ
て
、『
式
』
に
「
田
邑
陵
〔
平
安
宮
。
御
宇
文
徳

天
皇
。
在
山
城
国
葛
野
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
あ
り
。
又
、
御
輿
塚
と
い
ふ
も
あ
り
て
、
み

こ
し
を
う
づ
め
た
る
塚
な
り
と
い
へ
り
。
こ
の
陵
は
都
ち
か
き
あ
た
り
の
陵
の
う
ち
に
て
は
、

桓
武
天
皇
陵
に
ひ
と
し
く
、
い
と
大
き
也
。

　

さ
て
、
神
代
三
陵
を
ま
つ
り
た
る
よ
し
、『
式
』
に
見
え
た
る
所
は
、「
田
邑
陵
南
原
」
と

あ
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
な
ら
ん
と
た
づ
ね
見
れ
ど
、
さ
も
や
と
お
ぼ
し
き
跡
も
見
え
ず
。
ま

こ
と
に
こ
の
あ
た
り
は
あ
ま
り
に
人
の
こ
ぬ
と
こ
ろ
な
れ
ど
、
こ
の
陵
を
を
が
み
奉
ら
ん
が

た
め
に
、
ふ
り
は
へ
て
き
た
る
な
り
。

　

そ
れ
よ
り
真
如
寺
・
葉
室
常（

浄
）住

寺
・
衣
笠
山
地
蔵
院
な
ど
に
ま
う
づ
。
こ
の
地
蔵
院
と
い

ふ
は
、
衣
笠
内
大
臣
の
山
荘
の
あ
り
し
山
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
衣
笠
山
と
今
に
い
へ
り
。
こ
の

寺
に
細
川
頼
之
墓
あ
り
。

　

又
、
葉
室
西
芳
寺
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
庭
は
夢
窓
国
師
と
い
ふ
法
師
の
つ
く

り
た
る
な
り
と
て
、
い
と
お
も
し
ろ
く
た
く
み
に
し
な
し
た
り
。
つ
く
り
庭
に
て
か
く
ば
か

り
お
も
し
ろ
き
は
、
た
ぐ
ひ
す
く
な
く
見
え
た
り
。

　

花（
華
）巌

寺
・
西
光
寺
な
ど
い
ふ
に
も
ま
う
で
ゝ
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
月
読
神
社
」
の
御
前

に
い
た
る
。

　

か
く
て
、
松
尾
社
に
も
ま
う
で
ゝ
、
し
ば
し
ゆ
き
て
渡
月
橋
の
西
の
か
た
な
る
岸
に
い
づ
。

川
わ
た
り
も
は
て
ず
、
橋
の
な
か
ば
よ
り
見
わ
た
し
た
る
嵐
山
の
青
葉
の
け
し
き
、
い
と
お

も
し
ろ
し
。
む
か
ひ
の
岸
に
い
た
り
て
、
川
辺
を
の
ぼ
り
な
が
ら
見
や
る
け
し
き
は
又
こ
と

さ
ら
に
て
、
い
ひ
し
ら
ず
な
ん
。
花
の
頃
は
見
に
く
る
人
の
あ
ま
り
に
お
ほ
く
て
、
こ
ゝ
ろ

し
づ
か
に
見
る
か
た
に
は
さ
は
り
が
ち
な
り
し
を
、
青
葉
を
見
に
と
て
来
る
人
は
ひ
と
り
だ

に
見
え
ず
。
又
、
花
見
る
人
の
た
め
に
う
る
さ
く
た
て
な
ら
べ
た
る
、
お
ほ
く
の
茶
屋
な
ど

い
ふ
も
の
も
、
今
は
な
ご
り
な
く
と
り
は
ら
ひ
た
れ
ば
、
花
の
を
り
に
は
こ
よ
な
く
か
は
り
て
、

心
し
づ
か
な
る
の
み
か
は
、
青
葉
の
け
し
き
も
さ
る
も
の
に
て
、
あ
た
ら
し
く
お
ひ
し
げ
り

た
る
み
ど
り
の
い
ろ
あ
ひ
な
ど
、
な
か
〳
〵
に
花
に
ま
さ
れ
り
と
も
い
ひ
つ
べ
し
。

　

さ
れ
ど
、
花
の
を
り
の
こ
と
は
さ
す
が
に
な
つ
か
し
く
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、

　
　

な
み
だ
さ
へ
け
ふ
は
な
が
る
ゝ
大
井
川
う
つ
り
し
は
な
を
し
の
ぶ
な
げ
き
に

　
　

花
も
ち
り
人
も
の
こ
ら
で
嵐
山
青
葉
し
づ
け
き
な
が
め
を
ぞ
す
る

　
　

あ
ら
し
山
青
葉
を
見
つ
ゝ
お
も
ふ
か
な
こ
の
し
づ
け
さ
の
花
に
あ
ら
ば
と

　
　

青
葉
ま
で
た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
山
な
り
と
し
ら
で
見
に
こ
ぬ
人
さ
へ
ぞ
う
き

　
　

青
葉
の
み
枝
に
し
げ
り
て
嵐
山
わ
く
る
ひ
と
め
は
ひ
と
り
だ
に
な
し

　
　

あ
ら
し
山
青
葉
の
枝
に
お
も
か
げ
は
猶
立
の
こ
る
花
の
し
ら
く
も

　
　

ち
ら
し
つ
る
う
ら
み
わ
す
れ
て
あ
ら
し
山
青
葉
に
う
つ
る
は
な
ご
ゝ
ろ
か
な

　
　

あ
ら
し
が
は
な
が
し
ゝ
川
の
う
き
せ
を
も
花
の
青
葉
に
か
こ
つ
け
ふ
か
な

　
　

を
り
ふ
し
も
う
つ
れ
ば
か
は
る
世
の
さ
が
と
さ
く
ら
跡
な
き
山
の
色
か
な

　

か
く
い
ひ
し
ら
ず
め
で
た
き
青
葉
の
け
し
き
な
る
も
の
を
、
ひ
ろ
き
み
や
こ
の
う
ち
よ
り
、

ひ
と
り
だ
に
見
に
く
る
人
の
な
き
は
、
も
の
し
づ
か
に
て
、
見
る
た
め
に
は
よ
き
も
の
な
が
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ら
、
山
の
た
め
に
は
こ
ゝ
ろ
う
き
こ
と
な
ら
ず
や
。
す
べ
て
都
の
人
の
く
せ
と
し
て
、
都
人

の
名
に
も
似
ず
、
酒
の
み
、
も
の
く
ひ
な
ど
す
る
こ
と
に
の
み
、
ひ
た
ぶ
る
こ
ゝ
ろ
い
れ
て
、

花
見
の
を
り
も
、
そ
の
こ
と
を
は
な
れ
て
花
を
の
み
め
づ
る
人
な
ど
は
す
く
な
く
ぞ
見
え
し
。

さ
れ
ば
、
都
の
よ
も
の
国
に
す
ぐ
れ
て
た
ふ
と
き
こ
と
を
も
大
か
た
は
し
ら
で
、
名
所
・
古

跡
の
こ
と
な
ど
し
り
た
る
ひ
と
は
ま
し
て
す
く
な
く
な
ん
。
か
ゝ
る
人
ど
も
を
、
か
ば
か

り
た
ふ
と
き
都
に
す
ま
せ
お
く
こ
と
は
、
い
と
く
ち
を
し
き
こ
ゝ
ち
す
。
こ
れ
を
お
も
へ
ば
、

灯
の
も
と
く
ら
し
て
ふ
、
よ
の
こ
と
わ
ざ
も
う
べ
な
り
け
り
と
、
あ
ら
ぬ
こ
と
ま
で
お
も
ひ

つ
ゞ
く
る
も
、
山
の
名
の
口
さ
が
な
し
や
。
か
く
お
も
ふ
よ
し
を
、
そ
の
人
ど
も
に
き
か
さ

ば
、
わ
が
さ
け
を
こ
の
ま
ぬ
よ
り
の
ひ
が
こ
ゝ
ろ
に
て
、
な
か
〳
〵
み
や
び
や
か
な
ら
ず
と

も
い
は
ん
か
。
あ
な
か
し
こ
。

　

さ
て
、
天
龍
寺
の
山
の
う
へ
な
る
七
老
亭
と
い
ふ
に
の
ぼ
り
て
見
お
ろ
し
た
る
嵐
山
の
け

し
き
、
又
ひ
と
き
は
よ
し
。
ま
こ
と
に
こ
の
亭
よ
り
の
ぞ
み
見
た
る
け
し
き
は
、
言
の
葉
に

も
い
ひ
が
た
き
ま
で
お
も
し
ろ
く
な
む
。す
な
は
ち
こ
の
亭
は
亀
山
の
上
に
た
て
た
る
亭
な
り
。

　

そ
れ
よ
り
妓（

祇
）王

寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
は
『
平
家
物
語
』
に
見
え
た
る
白
拍
子
・
妓（

祇
）王

が
、

仏
御
前
の
た
め
に
浄
海
入
道
の
寵
を
う
し
な
ひ
て
、「
も
え
い
づ
る
も
か
る
ゝ
も
お
な
じ
野

べ
の
草
い
づ
れ
か
秋
に
あ
は
で
は
つ
べ
し
」
と
よ
み
て
尼
に
な
り
け
れ
ば
、
そ
の
母
も
、
そ

の
妹
の
妓
女
と
い
ふ
も
お
な
じ
く
尼
に
な
り
て
、
こ
の
寺
に
す
み
た
る
を
、
そ
の
仏
御
前
が

た
づ
ね
き
て
、
こ
れ
も
又
お
な
じ
さ
ま
に
世
を
す
て
ゝ
、
つ
ひ
に
四
人
が
ひ
と
つ
所
に
て
お

こ
な
ひ
す
ま
し
た
る
跡
な
り
。

　
　

お
そ
く
と
て
さ
き
づ
る
色
も
ひ
と
つ
な
る
秋
の
さ
が
野
の
を
み
な
へ
し
か
な

　
　

を
み
な
へ
し
い
か
で
か
秋
を
の
が
れ
む
と
さ
が
野
に
す
て
し
色
香
成
ら
む

　
　

を
み
な
へ
し
う
き
よ
の
さ
が
の
こ
と
わ
り
も
し
る
き
む
か
し
の
花
の
一
時

　

こ
の
寺
に
と
な
り
て
、
往
生
院
と
い
ふ
寺
あ
り
。
今
は
門
ば
か
り
に
て
堂
な
ど
は
な
く
、

あ
れ
は
て
た
り
。
こ
の
寺
も
『
平
家
物
語
』
に
見
え
た
る
斎
藤
滝
口
時
頼
が
、
横
笛
と
い
ふ

女
を
お
も
ひ
居
た
る
を
、
父
に
い
さ
め
ら
れ
て
父
の
こ
と
を
そ
む
く
に
あ
へ
ず
と
て
、
世
を

の
が
れ
て
す
み
た
る
跡
也
。

　
　

滝
口
の
た
ぎ
つ
こ
ゝ
ろ
も
た
ら
ち
ね
に
せ
か
れ
て
法
の
海
に
い
り
け
む

　
　

お
も
ふ
な
と
い
さ
め
し
親
に
う
た
ゝ
ね
の
夢
と
さ
ま
し
ゝ
心
な
る
ら
む

　
　

す
く
な
り
し
こ
ゝ
ろ
と
ぞ
お
も
ふ
梓
弓
そ
り
て
御
法
の
道
に
い
り
し
も

　
　

よ
に
ふ
れ
ば
あ
ふ
さ
き
る
さ
の
身
の
さ
が
と
の
が
れ
て
こ
ゝ
に
庵
や
む
す
び
し

　

そ
の
滝
口
が
こ
ゝ
に
す
み
た
る
を
、
二
月
の
十
日
あ
ま
り
の
こ
ろ
、
横
笛
の
た
づ
ね
き
た

る
を
、
あ
は
で
す
げ
な
く
か
へ
し
た
る
こ
と
な
ど
、
お
も
ひ
い
で
ゝ
、

　
　

し
の
ぶ
か
な
な
み
だ
か
す
め
て
た
づ
ね
こ
し
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
月
の
お
も
か
げ

　

生
六
道
と
い
ふ
堂
に
も
ま
う
で
ゝ
、
そ
れ
よ
り
福
田
院
【
付
箋
：
院
ハ
寺
ノ
誤
】
と
い
ふ

に
も
ま
う
づ
。
こ
の
寺
に
後
亀
山
院
陵
あ
り
。
し
る
し
の
塔
と
い
ふ
名
を
た
て
ら
れ
て
、
い

と
か
り
そ
め
な
り
。
こ
は
南
朝
の
御
末
の
天
皇
な
れ
ば
、
か
く
か
り
そ
め
な
る
陵
な
ら
ん
と

お
も
ひ
奉
れ
ば
、
見
る
め
も
た
へ
が
た
く
、
い
と
か
な
し
く
な
ん
。
こ
の
陵
の
か
た
は
ら
に

も
石
の
塔
の
あ
る
は
、
た
れ
し
の
人
の
墓
な
ら
ん
。

　

念
仏
寺
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
。
こ
の
あ
た
り
、
今
も
あ
だ
し
野
と
い
ひ
て
墓
所
な
り
。
あ

だ
し
野
と
い
ふ
は
名
ど
こ
ろ
に
は
あ
ら
ぬ
様
に
い
へ
れ
ど
、
こ
ゝ
は
ふ
る
く
よ
り
墓
所
に
て
、

あ
だ
し
野
と
へ
る
に
は
あ
ら
じ
か
。

　

か
く
て
、
清
涼
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
本
尊
は
、
嵯
峨
の
釈
伽
と
て
ゆ
ゑ
よ
し
も
た
ふ

と
く
、は
た
よ
に
し
ら
ぬ
人
な
き
御
仏
な
り
。〔『
続
古
今
』〕
寂
蓮
法
師
が
こ
の
寺
に
て
、「
わ

し
の
山
ふ
た
ゝ
び
影
の
う
つ
り
き
て
さ
が
の
ゝ
露
に
あ
り
明
の
月
」
と
よ
ま
れ
た
る
こ
と
、

お
も
ひ
い
で
ゝ
、

　
　

こ
ゝ
も
又
わ
し
の
高
ね
の
月
す
み
て
き
よ
く
す
ゞ
し
き
ひ
か
り
を
ぞ
見
る

　
　

ひ
む
が
し
に
す
み
こ
そ
ま
さ
れ
わ
し
の
山
西
よ
り
い
で
し
月
の
光
も

　

さ
て
、
こ
の
寺
に
名
だ
か
き
牛
花
蔓
と
か
い
ふ
も
の
あ
り
て
、
な
に
と
か
や
申
奉
る
皇
后

の
こ
と
を
ま
う
し
奉
り
て
、
い
と
う
け
が
た
き
こ
と
を
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。
か
ゝ
る
あ
や
し

き
こ
と
ゝ
い
へ
ど
も
、
お
ろ
か
な
る
世
人
は
ま
こ
と
ゝ
お
も
ひ
て
、
あ
ま
ね
く
い
ひ
つ
た
ふ

れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
に
名
だ
か
き
も
の
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
、
い
さ
ゝ
か
に
て
も
心
あ
る
人

は
、
例
の
ま
こ
と
ゝ
お
も
は
で
あ
ざ
け
る
た
ぐ
ひ
も
お
ほ
か
り
。
今
の
世
は
ほ
と
け
の
み
ち

も
ま
こ
と
の
道
よ
り
は
い
ひ
よ
せ
の
い
つ
は
り
ご
と
お
ほ
く
て
、
い
か
ゞ
な
る
こ
と
の
み
な

れ
ば
、
あ
ざ
け
る
人
の
こ
れ
か
れ
あ
る
も
う
べ
な
り
け
り
。
こ
は
仏
の
道
の
あ
し
き
に
は
あ

ら
で
、
も
の
し
ら
ぬ
え
せ
法
師
ら
が
中
々
に
そ
の
道
を
け
が
す
に
こ
そ
。

　
　

か
し
こ
く
も
か
げ
に
か
へ
た
る
ぬ
れ
衣
の
く
ち
ぬ
も
う
し
や
さ
が
の
大
寺

　

大
沢
の
池
を
も
見
て
、
広
沢
の
池
の
ほ
と
り
に
い
た
る
に
、
日
も
く
れ
か
ゝ
り
ぬ
。
夕
風

の
ど
や
か
に
吹
わ
た
り
て
、
さ
ゞ
波
よ
す
る
夕
ぐ
れ
の
け
し
き
、
た
ゞ
な
ら
ぬ
な
が
め
也
。

　

か
く
て
、
く
れ
ふ
か
く
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

三
月
二
十
八
日

　

廿
八
日
。
雨
ふ
る
。



― 145 ―

山口県立大学学術情報　第19号 〔国際文化学部紀要　通巻第32号〕 2026年 3 月

　

け
ふ
は
人
に
と
も
な
は
れ
て
南
禅
寺
に
ま
う
で
ゝ
、
門
の
ほ
と
り
な
る
家
に
て
も
の
な
ど

く
ひ
て
か
へ
り
ぬ
。

　

さ
て
、
故
郷
を
立
い
づ
る
を
り
に
は
、
こ
の
こ
ろ
は
か
へ
る
べ
き
こ
ゝ
ろ
が
ま
へ
に
て
い

で
来
た
る
を
、
ほ
ど
な
く
加
茂
の
あ
ふ
ひ
祭
な
ど
も
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
つ
り
も
見
ま
ほ
し
く

お
ぼ
ゆ
る
ま
ゝ
に
、
そ
の
ほ
ど
ま
で
み
や
こ
に
と
ゞ
ま
ら
ん
と
お
も
ひ
な
り
ぬ
。
か
ね
て
よ

り
大
坂
・
和
泉
・
河
内
の
か
た
に
も
も
の
せ
ん
と
お
も
ふ
心
あ
れ
ば
、
そ
の
あ
ふ
ひ
祭
ま
で

今
し
ば
し
ほ
ど
あ
る
に
よ
り
て
、
あ
す
の
夜
の
舟
に
の
り
て
、
ま
づ
大
坂
に
く
だ
ら
ん
と
す
。

こ
の
よ
し
く
は
し
く
か
き
し
た
ゝ
め
て
、
故
郷
に
こ
よ
ひ
文
つ
か
は
す
。
そ
の
お
く
に
、

　
　

花
ご
ゝ
ろ
う
つ
り
や
す
し
と
う
ら
む
な
よ
都
の
春
に
長
居
す
る
身
を

三
月
二
十
九
日

　

廿
九
日
。

　

こ
よ
ひ
大
坂
に
く
だ
る
よ
し
つ
げ
む
た
め
に
、
あ
ひ
し
れ
る
人
の
も
と
を
と
ぶ
ら
ひ
て
、

宿
に
か
へ
り
て
大
坂
に
く
だ
る
ま
う
け
な
ど
す
。

　

さ
て
、
ゆ
ふ
つ
か
た
よ
り
駕
篭
と
い
ふ
も
の
に
の
り
て
、
ふ
し
み
の
か
た
に
ゆ
か
ん
と
す
。

し
ば
し
の
ほ
ど
ゝ
は
お
も
ふ
も
の
か
ら
、
都
の
名
ご
り
た
ゞ
な
ら
ず
、
か
く
て
は
故
郷
に
か

へ
る
を
り
の
わ
か
れ
や
い
か
な
ら
む
と
、
今
よ
り
心
に
か
ゝ
れ
り
。

　

さ
て
、
稲
荷
の
御
社
の
ま
へ
な
る
家
に
い
こ
ひ
て
、
か
ご
よ
り
を
り
て
ふ
と
見
る
に
、
稲

荷
の
御
社
の
よ
る
の
さ
ま
、
い
と
た
ふ
と
く
て
、
お
く
ふ
か
く
見
い
れ
ら
れ
た
る
三
の
と
も

し
火
の
さ
ま
、
ま
こ
と
に
か
う
〴
〵
し
く
お
ぼ
え
奉
り
け
れ
ば
、

　
　

よ
る
も
猶
神
の
み
い
つ
の
い
ち
じ
る
く
光
こ
と
な
る
三
の
と
も
し
火

　
　

こ
ゝ
な
が
ら
あ
ふ
ぐ
ひ
か
り
の
た
ふ
と
さ
も
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
三
の
と
も
し
火

　

さ
て
、
伏
見
の
京
橋
と
い
ふ
よ
り
大
坂
に
か
よ
ふ
船
に
の
り
ぬ
。
そ
の
船
の
う
ち
む
つ
か

し
く
、
い
と
せ
ば
き
に
、
よ
る
の
も
の
な
ど
も
た
ら
は
ぬ
が
ち
な
れ
ば
、
河
風
す
ゞ
ろ
に
身

に
し
み
て
、
ね
も
や
ら
れ
ぬ
を
、
し
ひ
て
ま
ど
ろ
み
ぬ
。

　

か
く
て
、
よ
な
か
ば
か
り
に
や
あ
ら
ん
、
い
と
か
し
ま
し
き
声
の
耳
に
い
り
て
、
ふ
と
め

ざ
む
れ
ば
、
何
な
ら
ん
と
お
も
ふ
に
、「
酒
く
ら
は
ん
か
」「
餅
く
ら
は
ん
か
」
な
ど
な
め

し
く
い
ひ
の
ゝ
し
り
て
、
そ
の
も
の
ど
も
を
う
る
船
な
り
け
り
。
人
に
も
の
を
う
ら
む
と
て

す
ゝ
む
る
を
、
か
く
も
な
め
し
く
い
ひ
な
す
は
、
こ
の
と
こ
ろ
の
な
ら
は
し
と
は
い
ひ
な
が

ら
、
あ
ま
り
に
う
ち
つ
け
な
る
こ
と
な
り
か
し
。

　
　

せ
に
か
は
る
こ
と
を
た
の
み
の
よ
わ
た
り
も
あ
は
れ
う
き
た
る
淀
の
川
舟

三
月
三
十
日

　

三
十
日
。

　

辰
の
刻
ば
か
り
、
大
坂
に
船
は
て
ぬ
れ
ば
、
道
頓
堀
と
い
ふ
と
こ
ろ
の
藤
屋
何
が
し
と
い

ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

　

け
ふ
は
芝
居
と
い
ふ
も
の
見
に
も
の
す
。
こ
の
芝
居
と
い
ふ
も
の
、
わ
が
こ
の
む
も
の
な

れ
ば
、
い
と
お
も
し
ろ
く
日
を
く
ら
し
ぬ
。

四
月
一
日

　

四
月
朔
日
。

　

朝
と
く
お
き
い
で
ゝ
、

　
　

な
ら
び
に
も
た
が
へ
て
か
へ
し
旅
衣
み
や
こ
の
花
に
な
れ
し
た
も
と
は

　

け
ふ
は
生
玉
神
社
に
ま
う
づ
。
こ
は
『
式
』
に
「
難
波
座
生
國
咲
國
魂
神
社
」
と
見
え
た

る
御
社
の
こ
と
を
、
か
く
い
ひ
あ
や
ま
り
た
る
な
り
。
さ
れ
ど
、
生
玉
と
い
ひ
て
御
名
の
か

た
ち
を
い
ひ
の
こ
し
た
る
は
、
い
と
た
ふ
と
し
。
そ
の
ほ
と
り
な
る
北
向
八
幡
と
い
ふ
御
社

に
も
ま
う
で
ゝ
、
そ
れ
よ
り
高
津
な
る
仁
徳
天
皇
御
社
に
ま
う
づ
。

　

か
く
て
、
餌
指
町
と
い
ふ
町
な
る
円
珠
庵
と
い
ふ
を
と
ぶ
ら
ふ
。
こ
は
世
に
名
だ
か
く
古

ご
と
の
道
を
は
じ
め
て
ひ
ら
か
れ
し
契
沖
阿
闍
梨
の
す
み
し
跡
に
え
、
則
そ
の
阿
闍
梨
の
墓

も
こ
の
庵
の
庭
に
あ
れ
ば
ま
う
で
ゝ
、
ね
も
ご
ろ
に
を
が
み
つ
ゝ
、
こ
の
阿
闍
梨
の
古
ご
と

学
に
い
さ
を
し
の
お
ほ
き
こ
と
を
お
も
ひ
て
、

　
　

難
波
津
や
言
葉
の
花
の
冬
ご
も
り
今
を
春
べ
と
な
せ
る
君
か
な

　
　

う
づ
も
れ
ぬ
君
が
言
葉
の
玉
柏
た
か
き
な
に
は
に
の
こ
る
お
く
つ
き

　
　

古
ご
と
の
ま
な
び
ひ
ら
け
し
よ
の
中
を
苔
の
し
た
に
も
う
れ
し
と
や
見
む

　

宿
に
か
へ
り
て
、あ
す
よ
り
河
内
・
和
泉
に
ふ
る
き
跡
た
づ
ね
に
も
の
す
る
ま
う
け
な
ど
す
。

四
月
二
日

　

二
日
。

　

朝
と
く
よ
り
立
い
で
ゝ
、
和
泉
・
河
内
の
か
た
に
も
の
せ
ん
と
す
。
そ
の
道
な
ら
ね
ど
、

い
さ
ゝ
か
の
道
を
ま
は
り
て
ち
か
き
あ
た
り
の
名
ど
こ
ろ
を
も
見
む
と
す
。

　

ま
づ
新
清
水
と
い
ふ
寺
に
ま
う
づ
。
こ
は
み
や
こ
の
清
水
寺
を
う
つ
し
た
る
に
て
、
所
の

さ
ま
よ
く
似
た
れ
ど
も
、
都
の
か
た
に
は
お
よ
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
、
け
し
き
は
い
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と
よ
き
と
こ
ろ
也
。
こ
れ
よ
り
勝
曼
院
の
毘
沙
門
天
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
。
こ
は
乾
社
と
も

い
ひ
て
鳥
居
を
た
て
た
り
。
勝
曼
堂
と
い
ふ
も
あ
り
。
そ
の
堂
の
一
町
ば
か
り
う
し
ろ
の
か

た
な
る
畑
の
中
に
、
家
隆
卿
の
墓
あ
り
。
塚
の
う
へ
に
は
ふ
る
き
松
の
一
木
お
ひ
て
、
い
と

大
き
な
る
墓
な
り
。
こ
の
家
隆
卿
の
天
王
寺
に
て
や
ま
ひ
か
ぎ
り
に
な
り
け
る
時
の
う
た
と

い
ふ
が
七
首
、『
夫
木
集
』
に
見
え
た
れ
ば
、
天
王
寺
ち
か
き
こ
の
所
に
み
は
か
の
あ
る
も
、

よ
く
か
な
へ
り
。
言
の
葉
の
光
の
い
ち
じ
る
き
に
よ
り
て
、
お
の
づ
か
ら
今
の
世
ま
で
も
く

ち
せ
ず
の
こ
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
ち
か
き
こ
ろ
、
な
に
が
し
と
か
や
い
ふ
人
の
た
て
た

る
碑
も
あ
り
。

　

さ
て
、
こ
の
卿
の
御
歌
は
、
常
々
こ
ゝ
ろ
に
し
み
て
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
み
は
か
の
も
と
に
立

よ
り
て
、
ね
も
ご
ろ
に
を
が
み
奉
る
。

　
　

言
の
葉
も
お
よ
ば
ぬ
袖
に
露
ば
か
り
か
け
て
昔
を
し
の
ぶ
お
く
つ
き

　

か
く
て
、
天
王
寺
に
ま
う
づ
。
す
ぎ
し
年
の
火
の
た
め
に
や
け
て
、
あ
ら
た
に
た
て
か
へ

た
る
も
の
な
が
ら
、
い
と
大
き
な
る
寺
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
、
今
の
よ
の
さ
ま
と
は
こ
よ
な
く
か

は
り
て
、
た
ふ
と
さ
か
ぎ
り
な
し
。
何
く
れ
の
堂
門
な
ど
い
と
お
ほ
け
れ
ば
、
こ
と
〴
〵
く

は
し
る
し
あ
へ
ず
。

　

む
か
し
の
こ
と
を
お
も
ひ
い
で
ゝ
、

　
　

た
き
ふ
さ
の
中
よ
り
い
つ
く
御
仏
は
こ
の
大
寺
に
な
が
く
の
こ
れ
り

　

こ
の
寺
の
う
ち
な
る
熊
野
権
現
社
と
い
ふ
は
、
守
屋
大
連
を
ま
つ
れ
る
社
な
り
と
い
へ
り
。

南
大
門
と
い
ふ
を
い
で
ゝ
、
庚
申
堂
と
い
ふ
を
ま
う
づ
。
こ
は
こ
の
あ
た
り
に
て
名
だ
か
き

庚
申
な
り
。
こ
の
あ
た
り
の
荒
陵
山
と
い
ふ
松
の
木
し
げ
き
山
あ
り
。
こ
は
茶
臼
山
と
も
い

ひ
て
【
抹
消
：
神
祖
の
御
軍
の
時
、
御
陣
に
な
り
し
こ
と
あ
る
に
よ
り
て
、
竹
垣
ゆ
ゑ
〳
〵

し
く
つ
く
り
め
ぐ
ら
し
て
、
人
の
い
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
ず
】、
こ
の
荒
陵
と
い
ふ
は
、
い
と

ふ
る
き
と
こ
ろ
に
し
て
、『
書
紀
』
推
古
天
皇
の
御
巻
に
見
え
た
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
よ

り
も
ふ
る
く
、仁
徳
天
皇
五
十
八
年
の
所
に
、「
夏
五
月
当
荒
陵
松
林
之
南
道
」
と
見
え
た
り
。

さ
れ
ば
こ
そ
、
天
王
寺
を
も
荒
陵
山
四
天
王
寺
と
は
名
づ
け
ゝ
め
。

　

さ
て
、『
書
紀
』
に
名
を
し
る
さ
ず
し
て
、た
ゞ
に
「
荒
陵
」
と
し
る
さ
れ
た
る
を
見
れ
ば
、

そ
の
を
り
は
や
く
た
れ
し
の
人
の
陵
と
も
し
れ
が
た
か
り
し
も
の
と
見
え
た
り
。
こ
れ
に
つ

け
て
お
も
へ
ば
、
す
べ
て
む
か
し
の
み
さ
ゝ
ぎ
ど
も
の
、
今
の
代
ま
で
よ
く
も
御
名
の
の
こ

れ
る
こ
と
ゝ
、
今
さ
ら
に
お
も
は
れ
ぬ
。

　

こ
れ
よ
り
阿
倍
野
街
道
と
い
ふ
に
い
で
む
と
て
、
こ
の
あ
た
り
の
里
の
家
居
を
は
な
れ
た

る
所
の
畑
の
中
に
、
本
多
出
雲
守
忠
友
と
い
ふ
人
の
墓
あ
り
。
こ
の
人
の
墓
は
一
心
寺
と
い

ふ
寺
に
あ
り
て
名
だ
か
け
れ
ど
、
そ
は
後
に
つ
く
れ
る
に
て
、
こ
れ
が
ま
こ
と
の
墓
な
り
と

い
へ
り
。
猶
ゆ
け
ば
、
一
本
松
と
い
ふ
松
あ
り
。
あ
め（

べ
）寺

千
軒
の
跡
な
り
と
い
ひ
て
、
寺
の

千
軒
あ
り
し
跡
と
い
ふ
は
、
こ
ゝ
ろ
え
ず
。

　

か
く
て
、
安
倍
野
村
に
い
た
る
。
入
口
の
右
の
か
た
の
畑
の
中
に
、
松
虫
塚
と
い
ふ
が
あ

る
は
、
何
の
塚
に
や
、
い
ぶ
か
し
。
さ
と
の
中
に
清
明
の
社
と
い
ふ
も
あ
り
。
こ
は
例
の
後

人
の
安
倍
と
い
ふ
名
に
よ
り
て
つ
く
り
た
る
な
る
べ
し
。
こ
の
清
明
社
と
い
ふ
も
の
、
う
け

が
た
き
が
、
と
こ
ろ
〴
〵
に
よ
く
あ
る
も
の
な
り
。

　

さ
て
、
こ
の
さ
と
の
な
か
ば
ば
か
り
に
「
大
名
塚
道
」
と
い
ふ
い
し
ぶ
み
あ
れ
ば
、
東
の

か
た
の
畑
の
中
に
い
る
に
、
す
な
は
ち
そ
の
塚
あ
り
。
こ
は
北
畠
顕
家
卿
の
御
墓
に
て
、
し

る
し
の
石
に
御
名
を
ゑ
り
つ
け
た
り
。
こ
の
君
は
帝
の
御
為
に
二
心
な
く
め
で
た
き
君
に
て
、

さ
ば
か
り
の
御
い
き
ほ
ひ
に
賊
軍
を
た
ゝ
か
ひ
ふ
せ
ぎ
た
ま
ひ
て
、
や
ん
ご
と
な
き
官
ま
で

も
ま
う
の
ぼ
り
給
へ
る
を
、
つ
ひ
に
こ
の
あ
べ
野
に
て
打
死
し
給
へ
る
こ
と
、
し
の
び
奉
れ

ば
、
つ
と
む
ね
ふ
た
が
り
て
、
か
な
し
さ
た
へ
が
た
し
。

　
　

は
か
な
く
も
あ
べ
の
ゝ
露
と
き
え
な
が
ら
光
あ
る
名
は
よ
ゝ
に
の
こ
れ
り

　
　

あ
り
し
よ
の
あ
べ
の
ゝ
跡
を
た
づ
ぬ
れ
ば
袖
に
も
露
の
お
く
つ
き
と
こ
ろ

　
　

ま
す
ら
を
が
す
て
し
命
ぞ
い
さ
ま
し
き
か
ば
ね
草
む
す
こ
と
も
お
も
は
で

　

こ
の
あ
た
り
に
経
塚
・
小
町
塚
・
播
磨
塚
な
ど
い
ふ
が
あ
る
は
、
何
の
塚
な
ら
ん
。
こ
れ

ら
は
い
さ
ゝ
か
な
る
芝
生
の
の
こ
れ
る
ば
か
り
な
れ
ど
、
そ
の
西
の
か
た
に
は
古
き
代
の
墓

の
さ
ま
に
て
、
池
の
中
に
塚
の
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
あ
り
。
又
そ
の
西
に
、
て
づ
か
山
と
い
ふ

ち
ひ
さ
き
山
あ
り
て
、
字
は
帝
塚
山
と
か
け
り
。
こ
は
天
皇
の
陵
な
ら
ん
か
と
も
お
も
へ
ど
、

こ
の
あ
た
り
に
陵
の
あ
る
よ
し
も
の
に
見
え
ね
ば
、
皇
后
か
皇
子
か
、
又
は
た
か
き
人
の
墓

な
る
べ
し
。
す
べ
て
天
皇
塚
と
い
ふ
が
と
こ
ろ
〴
〵
に
あ
り
て
、
も
の
に
見
え
ぬ
は
、
皇
后
・

皇
子
あ
る
は
貴
人
な
ど
の
御
墓
な
る
を
、
天
皇
の
陵
の
さ
ま
し
た
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
に
天

皇
塚
と
い
ひ
来
た
る
に
て
、
こ
れ
ら
も
そ
の
た
ぐ
ひ
な
ら
ん
と
お
も
ふ
は
、
い
か
ゞ
あ
ら
む
。

あ
る
説
に
、
こ
の
て
づ
か
山
を
大
伴
金
村
連
の
は
か
な
り
と
い
へ
れ
ど
、
た
し
か
な
る
よ
り

所
な
け
れ
ば
、
い
か
ゞ
也
。
な
ほ
外
に
も
墓
と
お
ぼ
し
き
も
の
、
と
こ
ろ
〴
〵
に
あ
り
。
そ

の
中
に
津
守
氏
の
遠
祖
の
墓
な
り
と
い
ふ
が
ひ
と
つ
あ
る
は
、
さ
も
あ
る
べ
し
。

　

か
く
て
、
畑
の
中
を
大
宅
社
と
い
ふ
社
の
ほ
と
り
に
い
づ
。
こ
れ
も
津
守
氏
の
遠
祖
を
ま

つ
れ
る
な
り
と
い
へ
り
。
奥
天
神
と
い
ふ
み
や
し
ろ
、又
『
式
』
に
見
え
た
る
「
大
海
神
社
」

な
ど
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
神
宮
寺
の
中
を
と
ほ
り
な
が
ら
ま
う
で
ゝ
、
住
吉
御
社
に
ま
う
づ
。

大
き
な
る
御
社
の
今
も
四
座
お
は
し
ま
し
て
、
た
ふ
と
さ
い
は
ん
か
た
な
し
。
み
や
し
ろ
は
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い
づ
れ
も
西
の
か
た
に
む
か
ひ
ま
し
て
、
ゆ
き
か
よ
ふ
船
を
た
ゞ
ひ
と
め
に
み
そ
な
は
し
お

は
し
ま
す
は
、
神
の
御
心
に
も
か
な
ひ
な
ん
と
お
も
ひ
奉
る
も
、
か
し
こ
し
。

　
　

ゆ
く
舟
を
か
ら
く
に
か
け
て
ま
も
る
ら
ん
こ
の
大
神
の
ひ
ろ
き
め
ぐ
み
に

　
　

う
ら
や
す
く
さ
を
か
ち
ほ
さ
ぬ
も
ゝ
船
も
こ
の
大
神
の
め
ぐ
み
な
り
け
り

　
　

さ
す
さ
を
の
よ
わ
た
る
身
に
は
大
舟
の
お
も
ひ
や
た
の
む
す
み
の
江
の
神

　
　

言
の
葉
の
神
と
か
け
た
る
ぬ
れ
ぎ
ぬ
に
き
せ
て
ね
が
ひ
を
猶
や
か
け
ま
し

　
　

ふ
み
ま
な
ぶ
す
ゞ
り
の
海
も
ま
も
ら
な
ん
ゆ
く
船
の
ご
と
道
し
る
べ
し
て

　

こ
の
御
前
を
西
の
か
た
に
五
町
ば
か
り
い
で
た
る
海
辺
の
け
し
き
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。

　
　

草
の
名
に
都
は
な
り
て
日
数
を
も
へ
ま
ゝ
く
ほ
し
き
す
み
よ
し
の
う
ら

　
　

い
ざ
こ
ゝ
に
わ
か
よ
へ
な
ん
と
お
も
ふ
か
な
名
を
す
み
よ
し
の
う
ら
と
き
く
に
も

　
　

こ
の
き
し
に
長
居
す
な
と
は
住
吉
の
う
ら
な
く
た
れ
か
い
ひ
は
じ
め
け
む

　
　

浜
松
の
下
枝
の
み
か
は
す
み
の
江
は
こ
ゝ
ろ
も
あ
ら
ふ
お
き
つ
し
ら
波

　
　

す
み
よ
し
の
う
ら
め
づ
ら
し
み
故
郷
も
わ
す
れ
は
て
け
り
草
は
つ
ま
ね
ど

な
ど
お
も
ふ
ば
か
り
な
る
は
、
日
ご
ろ
み
や
こ
に
す
み
て
、
海
辺
の
め
づ
ら
し
き
に
も
あ
る

べ
し
。

　

か
く
て
、
安
立
町
と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
の
町
の
入
口
の
東
の
か
た
を
浅
沢
小
野
と
い
へ

ど
、
今
は
名
ば
か
り
に
て
、
野
沢
の
名
ご
り
と
お
ぼ
し
き
も
の
も
見
え
ね
ば
、

　
　

う
つ
り
こ
し
と
し
を
へ
だ
て
ゝ
か
き
つ
ば
た
浅
沢
水
に
色
も
の
こ
ら
ず

　

こ
の
町
の
中
に
霰
松
原
不
動
・
阿
弥
陀
寺
な
ど
い
ふ
寺
あ
り
。
又
こ
の
町
の
ひ
が
し
の
か

た
に
遠
里
小
野
村
と
か
き
て
、「
を
り
を
の
」
と
今
は
よ
ぶ
村
あ
り
。
こ
は
む
か
し
遠
里
小

野
と
い
ひ
し
と
こ
ろ
な
る
べ
く
お
も
ひ
て
、
そ
の
む
ら
に
ゆ
き
て
見
る
に
、
こ
ゝ
に
も
野
の

跡
は
な
く
て
、
一
つ
の
村
と
な
れ
り
。

　
　

あ
り
し
よ
の
と
ほ
さ
と
小
野
は
跡
た
え
て
た
ゞ
家
居
の
み
し
げ
き
民
草

　

こ
の
村
に
念
仏
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
て
、
そ
の
寺
に
楠
正
成
主
の
た
て
ら
れ
た
る
灯
篭
の
あ

る
よ
し
き
ゝ
た
れ
ば
、
ま
う
で
た
る
に
、
い
と
ち
ひ
さ
き
尼
寺
な
り
。
そ
の
庭
に
い
と
も
ふ

る
き
灯
篭
あ
り
て
、
銘
に
「
建
武
三
年
三
月
楠
正
成
建
」
と
い
ふ
文
字
あ
り
て
、
さ
だ
か
に

は
あ
ら
ね
ど
、
う
す
く
は
よ
く
見
え
た
り
。
今
の
世
の
灯
篭
に
は
や
う
か
は
り
て
、
み
や
び

た
る
か
た
な
る
灯
篭
な
れ
ば
、
な
つ
か
し
く
見
ゆ
。
ま
し
て
楠
主
の
た
て
た
ま
へ
る
な
り
と

お
も
へ
ば
、
か
ず
な
ら
ぬ
も
の
な
が
ら
、
め
と
ま
る
に
な
む
。
こ
の
灯
篭
は
、
む
か
し
こ
の

寺
が
大
き
な
る
寺
に
て
、
た
て
ら
れ
た
る
も
の
な
る
か
、
又
は
外
の
と
こ
ろ
に
た
て
ら
れ
た

る
か
、
こ
の
所
に
の
こ
れ
る
も
の
な
る
か
、
わ
か
り
が
た
し
。

　

さ
て
、
大
和
川
と
い
ふ
川
を
わ
た
り
て
堺
に
い
た
る
。
名
も
し
る
く
、
こ
ゝ
は
河
内
・
和

泉
・
摂
津
の
国
の
さ
か
ひ
也
。
こ
の
町
の
中
な
る
天
神
御
社
・
三
村
神
社
・
住
吉
御
旅
所
な

ど
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
の
三
村
神
社
と
い
ふ
は
、
こ
の
あ
た
り
、
む
か
し
開
口
村
と
い
ひ
し

所
に
て
、
す
な
は
ち
『
式
』
に
見
え
た
る
「
開
口
神
社
」
は
こ
の
御
社
の
御
こ
と
な
り
と
ぞ
。

　

さ
て
、
こ
の
堺
の
町
を
は
な
れ
て
、
未
の
か
た
な
る
道
に
い
づ
れ
ば
、
山
の
ご
と
き
も
の

見
ゆ
る
を
、
さ
と
人
に
と
へ
ば
、「
大
山
陵
な
り
」
と
こ
た
ふ
。
こ
の
陵
は
大
和
川
の
つ
ゝ

み
よ
り
も
よ
く
見
え
た
り
し
を
、
あ
ま
り
に
大
き
な
る
ゆ
ゑ
に
、
山
な
り
と
ぞ
お
も
ひ
し
。

榎
の
木
と
い
ふ
所
よ
り
立
よ
り
て
、
め
ぐ
り
の
池
の
つ
ゝ
み
よ
り
を
が
み
奉
る
。
そ
も
〳
〵

こ
の
陵
は
『
諸
陵
式
』
に
「
百
舌
耳
原
中
陵
〔
難
波
高
津
宮
。
御
宇
仁
徳
天
皇
。
在
和
泉
国

大
島
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
な
り
。
俗
に
大
山
陵
と
い
ふ
名
の
ご
と
く
に
、
い
と
も
大
き
な

る
山
に
て
、
あ
た
り
の
堀
も
い
と
ひ
ろ
し
。「
だ
い
せ
ん
り
よ
う
」
は
、
こ
の
「
大
鷦
鷯
」

と
い
ふ
文
字
を
「
だ
い
せ
う
れ
う
」
と
よ
む
を
よ
こ
な
ま
れ
り
と
い
ふ
説
の
あ
る
は
、
中
々

ひ
が
ご
と
に
て
、
大
き
な
る
よ
り
、
た
ゞ
に
名
づ
け
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
ま
こ
と
に
こ
の

陵
の
お
ご
そ
か
な
る
こ
と
、
め
も
心
も
お
ど
ろ
か
れ
て
、
上
つ
代
の
さ
ま
お
も
ひ
や
ら
れ
た

る
を
、
今
に
く
ち
せ
ず
の
こ
り
た
る
こ
そ
、
よ
ろ
こ
ば
し
け
れ
。

　

さ
れ
ど
、
今
は
こ
の
陵
の
あ
ま
り
に
大
き
な
る
ゆ
ゑ
、
常
の
山
の
ご
と
く
お
も
へ
る
人
ば

か
り
に
や
あ
ら
ん
、
船
し
て
め
ぐ
り
の
池
を
わ
た
り
て
、
こ
の
あ
た
り
の
人
の
あ
そ
ぶ
と
こ

ろ
と
な
れ
る
は
、
な
げ
か
は
し
き
こ
と
な
り
。
ま
こ
と
に
心
な
き
人
ば
か
り
世
の
中
に
お
ほ

き
も
の
は
あ
ら
じ
。
い
さ
ゝ
か
に
て
も
こ
ゝ
ろ
あ
る
人
な
り
せ
ば
、
神
に
ひ
と
し
く
、
か
け

ま
く
も
か
し
こ
き
天
皇
を
か
く
し
奉
り
た
る
陵
の
う
へ
に
の
ぼ
り
て
あ
そ
び
た
は
む
る
ゝ
こ

と
を
、
い
か
で
か
は
せ
ん
。
あ
な
か
し
こ
。

　

さ
て
、こ
の
陵
の
南
の
か
た
に
あ
た
り
て
、お
な
じ
く
大
き
な
る
山
あ
り
。
さ
と
人
は
「
み

さ
ゝ
ぎ
」
と
の
み
い
ひ
て
、
い
づ
れ
の
天
皇
の
陵
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
ず
。
さ
れ
ば
、
こ
の

陵
は
『
式
』
に
「
百
舌
耳
原
南
陵
〔
磐
余
雅
桜
宮
。
御
宇
履
中
天
皇
〕」
と
見
え
た
る
陵
な

る
べ
し
。
又
、
北
の
か
た
に
あ
た
り
て
、
こ
の
ふ
た
つ
の
陵
よ
り
は
い
さ
ゝ
か
ち
ひ
さ
け
れ

ど
、
猶
大
き
な
る
陵
あ
り
。
さ
と
人
は
「
蓼
が
池
陵
」、
又
「
楯
井
陵
」
と
も
い
へ
り
。
こ

は
『
式
』
に
「
百
舌
耳
原
北
陵
〔
丹
北
柴
籬
宮
。
御
宇
反
正
天
皇
〕」
と
見
え
た
る
陵
な
る

べ
し
。
こ
の
み
つ
の
み
さ
ゝ
ぎ
の
今
の
よ
ま
で
も
む
か
し
の
ま
ゝ
に
た
ゞ
し
く
の
こ
り
た
る

は
、
よ
ろ
こ
ば
し
き
こ
と
、
た
と
へ
む
か
た
な
く
た
ふ
と
く
な
む
。
い
に
し
へ
し
の
ぶ
と
も

が
ら
は
、
こ
れ
に
ま
さ
る
よ
ろ
こ
び
は
あ
ら
じ
か
し
。

　
　

音
に
き
く
み
つ
の
み
さ
ゝ
ぎ
あ
ふ
ぎ
見
て
ふ
り
し
よ
の
ぶ
百
舌
の
耳
原
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こ
の
あ
た
り
に
墓
と
お
ぼ
し
く
、
め
ぐ
り
に
池
あ
る
小
山
の
こ
れ
か
れ
お
ほ
き
も
、
そ
の

こ
ろ
の
は
か
ど
も
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、「
百
舌
と
い
ふ
名
は
、
こ
の
所
に
な
し
や
」
と
さ
と
人
に
た
づ
ぬ
れ
ば
、
こ
ゝ
よ

り
東
の
か
た
に
、
み
さ
ゝ
ぎ
の
ご
と
き
山
の
あ
る
を
ゆ
び
さ
し
て
、「
そ
の
所
、
万
代
八
幡

と
い
ふ
社
に
て
、
あ
た
り
に
毛
須
荘
と
い
ふ
さ
と
も
あ
り
」
と
い
へ
り
。
こ
の
大
山
陵
の
あ

た
り
に
は
里
の
な
け
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
に
そ
の
名
の
う
せ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
そ
の
万
代
八
幡
と
ま
う
す
は
、
社
伝
に
、
も
と
の
応
神
天
皇
の
陵
に
て
、
こ
ゝ
よ

り
河
内
国
に
あ
ら
た
め
、
か
く
し
奉
り
た
る
な
り
と
い
ふ
と
か
や
。
こ
の
こ
と
い
か
ゞ
あ
ら

ん
、
も
の
に
も
見
え
ね
ば
、
お
そ
ら
く
は
後
人
の
説
な
る
べ
し
。
社
伝
な
ど
に
こ
の
た
ぐ
ひ

よ
に
お
ほ
け
れ
ば
也
。

　

さ
て
、
こ
の
山
さ
き
に
い
へ
る
ご
と
く
、
う
へ
な
く
み
さ
ゝ
ぎ
の
さ
ま
な
る
は
、
何
人
の

墓
な
ら
ん
と
か
つ
は
い
ぶ
か
し
。

　

こ
れ
よ
り
し
ば
し
ゆ
き
て
、
黒
土
と
い
ふ
さ
と
に
い
た
る
。
こ
の
と
こ
ろ
は
は
や
河
内
の

国
な
り
。
長
曽
根
・
金
田
・
中
村
・
野
遠
村
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
ち
ひ
さ
き
石
橋
を
わ
た

り
て
松
原
と
い
ふ
さ
と
を
す
ぐ
。
こ
の
ち
か
き
あ
た
り
に
反
正
天
皇
の
ま
し
ま
し
ゝ
丹
北
柴

籬
宮
の
跡
な
り
と
い
ふ
と
こ
ろ
あ
り
と
き
け
ど
、
さ
ま
で
は
え
た
づ
ね
ず
し
て
、
し
ば
し
ゆ

け
ば
、
道
よ
り
北
の
か
た
に
陵
と
お
ぼ
し
き
も
の
あ
り
て
、
そ
の
あ
る
所
を
大
塚
村
と
い
ふ

と
い
ふ
は
、
そ
の
塚
の
あ
る
に
よ
り
た
る
名
な
る
べ
し
。『
河
内
志
』
と
い
ふ
ふ
み
に
、
こ

の
塚
の
こ
と
を
「
来
目
皇
子
御
墓
な
り
」
と
し
る
せ
れ
ど
、
そ
の
所
の
さ
ま
、
た
ひ
ら
か
な

る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、「
埴
生
山
岡
上
に
葬
」
と
い
ふ
『
書
紀
』
の
文
に
か
な
ひ
が
た
け
れ
ば
、

あ
や
ま
り
な
る
べ
し
。

　

野
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
伊
勢
橋
と
い
ふ
、
こ
れ
も
ち
ひ
さ
き
石
橋
を
わ
た
り
て
、
野ノ

ヽ
ウ
ヘ上

村
と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
野
中
寺
と
い
ふ
ふ
る
寺
あ
る
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
を
俗
に
中

太
子
と
い
ふ
は
、
上
下
の
太
子
と
い
ふ
寺
の
あ
る
に
む
か
へ
た
る
名
と
聞
ゆ
。
こ
の
寺
の
む

か
ひ
の
か
た
に
亀
池
弁
財
天
と
い
ふ
が
あ
る
に
ま
う
づ
。こ
れ『
三
代
実
録
』に
見
え
た
る「
野

中
神
」
な
り
と
い
ふ
は
、
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。
村
の
名
は
野
上
と
い
へ
ど
、
す
で
に
野
中
寺
と

い
ふ
寺
の
ち
か
き
あ
た
り
に
て
、
外
に
こ
の
村
に
神
社
と
お
ぼ
し
き
も
の
は
見
え
ず
。
今
の

よ
に
は
や
ん
ご
と
な
き
神
社
な
ど
の
、
ほ
と
け
神
に
な
り
た
ま
へ
る
も
た
め
し
す
く
な
か
ら

ね
ば
、
か
た
〴
〵
野
中
神
社
な
ら
ん
か
。

　

さ
て
、
こ
の
あ
た
り
は
い
さ
ゝ
か
た
か
き
岡
の
や
う
な
る
と
こ
ろ
な
り
。
そ
の
岡
を
く
だ

り
た
る
と
こ
ろ
の
ひ
が
し
の
か
た
に
、
ぼ
け
山
と
い
ふ
山
あ
り
。
陵
の
さ
ま
に
て
あ
た
り
に

ほ
り
の
さ
ま
も
さ
だ
か
に
の
こ
れ
る
山
な
り
。
あ
る
説
に
、
こ
の
こ
だ
か
き
と
こ
ろ
、
む
か

し
の
埴
生
坂
の
な
ご
り
に
て
、
こ
の
ぼ
け
山
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
『
式
』
に
「
埴
生
坂
本

陵
〔
石
上
広
高
宮
。
御
宇
仁
賢
天
皇
。
在
河
内
国
丹
比
郡
〕」（

と
脱
）見

え
た
る
陵
に
て
、
ぼ
け
山

と
い
ふ
は
、
こ
の
天
皇
の
大
御
名
の
億
計
を
よ
こ
な
ま
れ
る
な
り
と
い
ふ
は
、
よ
く
か
な
へ

り
と
お
ぼ
ゆ
。
又
こ
の
あ
た
り
に
塚
穴
と
い
ふ
古
き
塚
の
あ
る
を
、
さ
き
に
も
い
へ
る
来
目

皇
子
の
御
墓
な
り
と
い
へ
る
説
の
あ
る
も
う
べ
な
り
と
お
ぼ
ゆ
。
さ
れ
ど
、
こ
の
仁
賢
天
皇

の
陵
は
、黒
山
村
と
い
ふ
に
あ
り
と
『
河
内
志
』
に
し
る
せ
る
を
、故
大
人
〔
本
居
宣
長
大
人
〕

も
と
ら
れ
た
り
と
見
え
て
、
そ
れ
な
ら
ん
と
『
古
事
記
伝
』
に
し
る
さ
れ
た
り
。
そ
の
と
こ

ろ
は
、
こ
の
あ
た
り
よ
り
へ
だ
ゝ
り
た
る
と
こ
ろ
に
て
、
わ
れ
い
ま
だ
ゆ
か
ざ
れ
ば
、
そ
の

と
こ
ろ
を
も
た
づ
ね
見
て
こ
そ
、
と
も
か
く
も
さ
だ
む
べ
け
れ
。

　

さ
て
又
お
も
へ
ば
、
こ
の
ぼ
け
山
と
い
ふ
名
は
、
よ
に
木
瓜
と
い
ふ
花
あ
れ
ば
、
も
し
は

そ
の
花
の
こ
の
山
に
さ
き
た
る
こ
と
な
ど
の
あ
り
し
よ
り
名
づ
け
た
る
に
は
あ
ら
じ
か
と
、

う
た
が
ひ
の
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。

　

さ
て
、
こ
の
埴
生
坂
は
履
中
天
皇
の
難
波
の
宮
に
ま
し
ま
し
ゝ
時
、
墨
江
中
王
の
き
た
な

き
御
心
に
よ
り
て
大
殿
に
火
を
つ
け
給
へ
れ
ば
、
阿
知
直
が
御
馬
に
の
せ
ま
つ
り
て
倭
に
い

で
ま
さ
し
め
た
る
時
、こ
の
坂
よ
り
そ
の
火
の
猶
あ
か
く
見
え
た
る
を
見
そ
な
は
し
て
〔『
古

事
記
』〕「
は
に
ふ
ざ
か
わ
が
た
ち
見
れ
ば
か
ぎ
ろ
ひ
の
も
ゆ
る
家
村
つ
ま
が
家
の
あ
た
り
」

と
よ
み
給
へ
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
い
ま
す
こ
し
た
か
き
と
こ
ろ
な
ら
ん
か
と
も
お
も
は
る
れ

ど
、
そ
の
お
な
じ
時
に
〔『
古
事
記
』〕「
丹
比
野
に
ね
む
と
し
り
せ
ば
た
つ
こ
も
ゝ
も
ち
て

こ
ま
し
も
の
ね
む
と
し
り
せ
ば
」
と
よ
み
給
へ
る
た
ぢ
ひ
野
は
、
今
も
多
治
井
と
い
ふ
さ
と

に
て
、こ
ゝ
よ
り
は
る
か
西
の
か
た
に
あ
り
て
、す
な
は
ち
『
式
』
に
見
え
た
る
「
丹
比
神
社
」

そ
こ
に
あ
り
と
き
け
ば
、
と
こ
ろ
の
さ
ま
は
『
古
事
記
』
の
文
に
よ
く
あ
へ
り
。
又
お
も
へ

ば
、
来
目
皇
子
の
御
墓
の
こ
と
を
い
へ
る
『
書
紀
』
の
文
に
「
埴
生
山
岡
上
」
と
見
え
た
れ

ば
、
こ
の
は
に
ふ
さ
か
は
岡
に
て
、
た
か
ゝ
ら
ぬ
と
こ
ろ
と
も
聞
ゆ
。
さ
れ
ど
、『
河
内
志
』

に
、
は
に
ふ
坂
は
、
こ
の
所
に
あ
ら
ざ
る
や
う
に
も
し
る
せ
れ
ば
、
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。
す
べ

て
こ
の
あ
た
り
は
わ
れ
け
ふ
は
じ
め
て
き
た
る
に
て
、
外
の
と
こ
ろ
の
さ
ま
は
も
と
よ
り
し

ら
ざ
れ
ば
、
い
か
に
と
も
さ
だ
め
が
た
し
。
お
な
じ
こ
ゝ
ろ
ざ
し
の
人
の
あ
ら
ば
、
こ
の
あ

た
り
を
く
は
し
く
た
づ
ね
見
て
、
猶
よ
く
考
定
て
よ
。

　

こ
の
ぼ
け
山
よ
り
北
の
か
た
に
道
を
も
ど
り
て
、
藤
井
寺
に
ゆ
か
ん
と
す
。
そ
の
藤
井
寺

村
の
入
口
の
南
の
か
た
、
岡
村
と
い
ふ
に
大
き
な
る
陵
あ
り
て
、
里
人
は
「
反
正
天
皇
の
陵
」

と
い
へ
ど
、
反
正
天
皇
陵
は
け
ふ
見
奉
り
し
大
山
陵
の
北
な
る
陵
に
う
た
が
ひ
な
け
れ
ば
、
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里
人
の
つ
た
へ
は
た
が
へ
り
。
こ
は
『
式
』
に
「
恵
我
長
野
西
陵
〔
穴
門
豊
浦
宮
。
御
宇
仲

哀
天
皇
。
在
河
内
国
志
紀
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
な
る
べ
し
。
こ
の
あ
た
り
よ
り
誉
田
八
幡

の
陵
も
ひ
が
し
の
か
た
に
ち
か
く
見
え
て
、
こ
れ
す
な
は
ち
『
式
』
に
「
恵
我
藻
伏
山
岡
陵

〔
軽
島
明
宮
。
御
宇
応
神
天
皇
。
在
河
内
国
志
紀
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
に
て
、
そ
の
陵
に
は

ほ
ど
も
と
ほ
か
ら
ず
、
藻
伏
岡
よ
り
は
こ
の
陵
の
西
に
あ
た
り
た
る
も
、
西
と
い
ふ
文
字
に

よ
く
か
な
ひ
、
今
は
こ
の
と
こ
ろ
丹
南
郡
な
れ
ど
、『
続
紀
』
に
は
こ
の
岡
村
の
こ
と
「
志

紀
郡
」
と
見
え
た
れ
ば
、
む
か
し
は
こ
の
所
、
志
紀
郡
の
う
ち
な
る
べ
け
れ
ば
、
か
た
〴
〵

お
も
ひ
あ
は
す
る
に
、
仲
哀
天
皇
の
陵
な
る
こ
と
、
う
た
が
ひ
な
し
。
こ
の
仲
哀
天
皇
の
陵

を
錦
織
郡
上
原
村
と
い
ふ
に
あ
り
と
い
へ
る
説
の
あ
る
は
あ
や
ま
り
也
。
又
、
貝
原
篤
信
の

を
じ
が
元
禄
二
年
と
い
ふ
と
し
、
こ
の
あ
た
り
を
め
ぐ
ら
れ
た
る
時
の
道
の
記
に
、「
雄
略

天
皇
陵
な
り
」
と
い
は
れ
た
る
も
あ
や
ま
り
な
り
。

　

さ
て
、
そ
の
貝
原
の
を
ぢ
の
道
の
記
に
、「
こ
の
陵
の
め
ぐ
り
―
―
ふ
か
き
地（

池
）あ

り
」
と

し
る
さ
れ
た
れ
ど
、
今
は
お
ほ
き
な
る
池
の
か
た
ち
ば
か
り
に
て
、
水
は
あ
せ
た
り
。
そ
は

百
三
十
年
む
か
し
の
こ
と
な
れ
ば
、
そ
の
あ
ひ
だ
に
そ
の
さ
ま
の
か
は
れ
る
こ
と
は
、
さ
も

あ
る
べ
け
れ
ど
、
今
よ
り
行
さ
き
も
又
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。
う
つ
り
ゆ
く
時
の
さ
ま
に
し
た
が

ひ
て
、
ふ
る
き
跡
の
か
は
り
ゆ
く
も
、
な
げ
か
は
し
き
こ
と
な
り
か
し
。

　

か
く
て
、
藤
井
寺
に
ま
づ
う
る
に
、
い
と
ふ
る
き
寺
に
て
、
も
の
さ
び
た
り
。
堺
よ
り
こ

の
寺
ま
で
三
里
あ
り
〔
河
内
国
は
す
べ
て
五
十
町
を
一
里
と
い
へ
り
〕。

　

こ
の
寺
の
庭
に
藤
の
花
の
咲
た
る
を
、

　
　

立
よ
り
て
寺
の
名
と
へ
ば
藤
の
花
こ
た
へ
が
ほ
に
も
め
に
か
ゝ
り
け
り

　
　

藤
井
寺
そ
の
名
も
猶
や
さ
く
花
の
ふ
か
き
い
ろ
よ
り
か
け
は
じ
め
け
む

　
　

さ
く
色
も
外
に
こ
と
な
る
色
見
せ
て
寺
の
な
だ
て
に
な
さ
ぬ
藤
波

　
　

む
ら
さ
き
の
雲
に
ま
が
へ
ど
藤
井
寺
こ
の
よ
の
な
か
の
い
ろ
と
や
は
見
る

　
　

藤
井
寺
あ
か
ぬ
さ
か
り
を
み
ほ
と
け
も
色
む
な
し
と
て
か
げ
は
は
な
れ
じ

　
　

を
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
ぬ
色
の
藤
井
寺
ほ
と
け
も
な
ほ
ぞ
を
し
み
が
ほ
な
る

　
　

み
ち
い
そ
ぐ
人
ひ
き
と
め
て
ま
つ
は
る
ゝ
し
な
ひ
も
に
く
き
藤
か
づ
ら
か
な

　

こ
の
寺
の
西
の
か
た
に
三
社
の
宮
と
い
ふ
ふ
る
き
御
社
お
は
し
ま
す
。
こ
は
『
式
』
に
見

え
た
る
「
長
野
神
社
」
な
り
と
い
へ
り
。
こ
の
御
社
も
長
野
に
て
、
か
の
陵
の
長
野
と
い
ふ

も
お
な
じ
名
に
て
、
お
な
じ
郡
な
れ
ば
、
こ
の
神
社
も
長
野
神
社
な
る
こ
と
う
た
が
ひ
な
く
、

陵
の
こ
と
も
い
よ
〳
〵
さ
な
り
と
い
も
ひ
さ
だ
め
ぬ
。

　

さ
て
、
こ
の
御
社
の
八
町
ば
か
り
も
北
に
あ
た
り
て
、
い
と
お
ほ
き
な
る
陵
の
見
ゆ
る
は
、

島
泉
村
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
、『
式
』
に
「
丹
比
高
鷲
原
陵
〔
泊
瀬
朝
倉
宮
。
御
宇
雄
略
天
皇
。

在
河
内
国
丹
比
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
な
り
。
今
は
高
鷲
原
と
い
ふ
。
名
は
の
こ
ら
ね
ど
丹

北
郡
に
あ
り
て
、
こ
ゝ
よ
り
と
ほ
く
み
奉
り
た
る
と
こ
ろ
も
陵
な
る
さ
ま
い
ち
じ
る
し
。
こ

の
丹
北
郡
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
昔
の
丹
比
郡
の
こ
と
に
て
、
い
ま
は
丹
南
・
丹
北
と
わ
か

れ
た
る
な
り
。

　

さ
て
、
こ
れ
よ
り
誉
田
の
か
た
に
も
の
せ
ん
と
て
、
し
ば
し
ゆ
け
ば
野
中
村
と
い
ふ
さ
と

あ
り
て
、
入
口
に
木
ぶ
か
き
御
社
あ
り
。
さ
き
に
い
へ
る
『
三
代
実
録
』
に
見
え
た
る
「
野

中
神
」
は
、
こ
の
御
社
の
こ
と
に
て
、
弁
財
天
を
そ
の
神
な
り
と
い
ふ
は
誤
な
る
べ
し
。
か

く
の
ご
と
き
こ
と
あ
れ
ば
、
地
理
の
こ
と
は
く
は
し
く
た
づ
ね
た
る
う
へ
な
ら
で
は
、
さ
だ

め
が
た
き
も
の
ぞ
か
し
。

　

藤
井
寺
よ
り
八
町
と
い
ふ
に
、
誉
田
の
さ
と
に
い
た
る
。
こ
の
誉
田
と
い
ふ
名
は
、
品
陀

と
い
へ
る
大
御
名
よ
り
、
そ
の
天
皇
の
み
さ
ゝ
ぎ
の
あ
る
さ
と
を
か
く
い
へ
る
こ
と
ゝ
き
こ

ゆ
。
さ
れ
ど
、
今
は
「
ほ
む
だ
」
と
は
い
は
で
、「
こ
む
田
」
と
い
ひ
あ
や
ま
れ
り
。

　
　

い
に
し
へ
の
岡
の
は
に
馬
の
そ
れ
な
ら
で
里
の
名
さ
へ
ぞ
の
り
た
が
へ
た
る

　

こ
の
さ
と
の
あ
た
り
の
畑
の
中
に
、
ふ
る
き
塚
ど
も
こ
れ
か
れ
あ
り
。
す
べ
て
ふ
る
き
陵

の
ほ
と
り
に
は
、
い
づ
れ
も
傍
に
塚
ど
も
の
あ
る
こ
と
常
な
り
。

　

さ
て
、
誉
田
八
幡
の
御
社
に
ま
う
づ
る
に
、
い
と
大
き
な
る
御
社
な
り
。
こ
の
御
社
を
を

が
み
て
、
み
ま
へ
を
北
の
か
た
に
一
町
あ
ま
り
ゆ
け
ば
、
陵
の
も
と
に
い
た
る
。
ま
こ
と
に

め
さ
む
る
ば
か
り
大
き
な
る
陵
に
て
、
松
ば
か
り
く
ろ
く
見
ゆ
る
ま
で
し
げ
り
た
る
さ
ま
、

か
う
〴
〵
し
く
た
ふ
と
き
こ
と
、
た
と
へ
ん
も
の
な
し
。

　
　

世
に
ひ
ろ
く
あ
ふ
ぐ
八
幡
の
神
も
猶
も
と
の
光
は
こ
と
に
た
ふ
と
し

　

こ
の
陵
は
「
藻
伏
の
岡
」
と
あ
れ
ば
、
も
と
よ
り
岡
な
り
け
む
。
よ
り
て
こ
と
さ
ら
大
き

な
る
も
の
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
こ
の
御
社
の
あ
た
り
は
古
市
郡
に
て
、
陵
の
あ
た
り
は
志
紀
郡
に
か
ゝ
れ
り
と
い

へ
ば
、
上
に
い
へ
る
ご
と
く
、
こ
の
み
さ
ゝ
ぎ
の
こ
と
、『
式
』
に
「
志
紀
郡
」
と
見
え
た

る
に
も
よ
く
か
な
へ
り
。
陵
の
う
へ
に
は
御
魂
舎
と
か
い
ふ
も
の
を
た
て
ら
れ
た
り
。
そ
も

〳
〵
こ
の
陵
の
こ
と
は
、
ふ
る
く
も
の
に
見
え
た
れ
ど
、
御
社
の
あ
る
こ
と
は
も
の
に
見

え
ず
。
さ
れ
ば
、
八
幡
の
御
社
と
い
ふ
は
、
い
つ
の
こ
ろ
よ
り
た
れ
ら
れ
け
む
。
社
伝
に
は
、

欽
明
天
皇
の
御
代
に
た
て
ら
れ
た
る
よ
し
見
え
た
り
と
い
へ
ど
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。

　

こ
の
さ
と
よ
り
古
市
に
も
ほ
ど
ち
か
く
て
、
古
市
も
ふ
る
き
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
ゆ
か
ま
ほ

し
け
れ
ど
、
日
も
く
れ
か
ゝ
り
ぬ
れ
ば
、
え
ゆ
か
で
道
明
寺
の
か
た
に
ゆ
か
ん
と
す
。
さ
と
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の
な
か
ば
ば
か
り
に
ち
ひ
さ
き
川
あ
り
て
、
石
橋
あ
り
。
こ
れ
を
わ
た
り
た
る
と
こ
ろ
の
右

の
か
た
な
る
人
の
家
の
庭
に
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
当
宗
神
社
」
お
は
し
ま
す
。
今
は
い

と
も
ち
ひ
さ
く
な
り
た
ま
へ
り
。
さ
れ
ど
、
こ
ゝ
を
今
も
当
宗
垣
内
と
い
ふ
と
き
け
ば
、
む

か
し
の
跡
の
ゝ
こ
れ
る
な
る
べ
し
。「
大
月
次
新
嘗
」
と
ま
で
見
え
た
る
御
社
の
、
か
く
な

り
給
へ
る
は
、
な
げ
か
は
し
く
な
む
。

　

そ
の
さ
と
を
出
は
な
れ
て
、
い
さ
ゝ
か
ゆ
け
ば
、
道
の
左
の
か
た
に
何
と
か
や
あ
や
し
き

名
の
つ
き
た
る
塚
有
。
こ
ゝ
は
か
の
陵
の
ひ
が
し
の
か
た
な
り
。
こ
の
つ
か
は
竹
内
宿
祢
の

墓
な
り
と
い
へ
り
。
こ
の
宿
祢
の
墓
は
、
和
泉
国
の
大
山
陵
に
ほ
ど
ゝ
ほ
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に

あ
る
長
塚
と
い
ふ
塚
な
り
と
い
ふ
説
も
あ
り
。
い
づ
れ
な
ら
ん
。

　

誉
田
よ
り
五
町
と
い
ふ
に
、
道
明
寺
の
さ
と
な
り
。
こ
ゝ
に
て
日
も
く
れ
か
ゝ
り
た
れ
ば
、

こ
の
さ
と
の
松
や
な
に
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。
道
明
寺
に
も
ま
う
で
ま
ほ
し

け
れ
ど
、
は
や
く
も
門
を
さ
し
て
、
人
の
い
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
ね
ば
、
あ
す
ま
う
で
ん
と
す
。

こ
の
さ
と
は
、
人
や
ど
す
家
も
を
さ
〳
〵
見
え
ず
、
こ
の
家
ば
か
り
な
れ
ば
、
せ
ん
か
た
な

く
て
、
宿
り
は
や
ど
り
た
る
も
の
な
が
ら
、
ま
こ
と
に
、
は
に
ふ
の
小
屋
に
て
、
わ
び
し
き

こ
と
た
と
へ
む
か
た
な
し
。
さ
れ
ど
、
こ
ゝ
ろ
ゆ
く
旅
の
こ
と
な
れ
ば
、
さ
ば
か
り
に
は
あ

ら
ぬ
も
、
か
つ
は
あ
や
し
く
こ
そ
。

　

こ
よ
ひ
く
れ
す
ぐ
る
ほ
ど
、
雨
ふ
り
い
で
た
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
り
て
、
と
く
は
れ
な

ん
こ
と
を
ね
ん
じ
つ
ゝ
、
ふ
し
ど
に
い
り
ぬ
。

　
　

い
で
た
ゝ
ん
あ
す
や
い
か
に
と
ふ
る
雨
も
こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
る
軒
の
玉
水

　
　

雨
そ
ゝ
ぐ
は
に
ふ
の
小
屋
の
わ
び
し
さ
に
も
る
か
と
ば
か
り
ぬ
る
ゝ
袖
か
な

（
外
題
）「
柳
桜
日
記　

下
」

（
内
題
）「
柳
桜
日
記
下
の
巻
」

四
月
三
日

　

三
日
。
朝
と
く
お
き
い
で
た
る
に
、
雨
猶
ふ
る
。

　

さ
れ
ど
、
し
ば
し
や
す
ら
ひ
居
た
る
ほ
ど
に
晴
て
、
天
気
よ
く
な
り
た
れ
ば
、
ま
ず
道
明

寺
の
門
を
入
て
天
神
の
御
社
に
ま
う
づ
。
お
ほ
き
く
き
ら
〳
〵
し
き
御
社
な
り
。
そ
も
〳
〵

こ
の
御
社
の
神
実
と
い
は
ひ
奉
れ
る
御
像
は
、
こ
の
大
神
の
な
き
名
の
つ
み
に
よ
り
て
筑
紫

の
国
に
さ
す
ら
ひ
た
ま
ふ
時
、
こ
の
寺
に
御
伯
母
君
覚
寿
尼
の
君
と
申
が
す
み
給
へ
る
御
許

に
立
よ
り
て
、
一
夜
や
ど
ら
せ
給
ひ
、
御
名
ご
り
を
を
し
み
給
ひ
て
、
御
み
づ
か
ら
御
像
を

き
ざ
み
て
の
こ
し
お
き
た
ま
へ
る
、
そ
の
み
か
た
に
て
、
た
ふ
と
さ
か
ぎ
り
な
き
御
像
な
る

に
、
わ
れ
こ
の
大
神
を
ふ
か
く
た
ふ
と
み
た
て
ま
つ
れ
ば
、
け
ふ
は
こ
の
寺
に
い
ひ
い
れ

て
御
扉
を
ひ
ら
か
せ
て
、
か
し
こ
け
れ
ど
を
が
み
奉
る
に
、
げ
に
よ
の
つ
ね
の
御
像
に
は
こ

よ
な
く
こ
と
か
は
り
て
、
今
も
う
つ
し
身
の
ま
す
が
ご
と
き
さ
ま
、
た
ふ
と
さ
心
に
し
み
て
、

あ
な
か
し
こ
と
、
ふ
か
く
こ
ゝ
ろ
い
れ
て
を
が
み
た
て
ま
つ
る
。
か
の
つ
く
し
に
く
だ
ら
せ

給
ふ
時
の
こ
と
な
ど
し
の
び
奉
れ
て
、
そ
の
時
の
御
こ
ゝ
ろ
な
ど
お
し
は
か
り
奉
れ
ば
、
い

と
も
か
な
し
く
涙
も
こ
ぼ
る
ゝ
ば
か
り
に
な
む
。

　

さ
て
、
こ
の
大
神
の
こ
ゝ
に
や
ど
ら
せ
給
ふ
時
の
暁
に
、「
な
け
ば
こ
そ
別
も
う
け
れ
鳥

の
音
の
聞
え
ぬ
さ
と
の
あ
か
つ
き
も
が
な
」
と
よ
み
給
へ
り
と
い
ふ
つ
た
へ
の
こ
の
寺
に
も

あ
り
て
、
こ
の
寺
は
も
と
よ
り
、
こ
の
さ
と
の
う
ち
一
村
は
、
今
の
世
ま
で
も
鶏
を
か
ふ
こ

と
を
い
む
と
い
へ
り
。
又
、
外
の
里
に
か
ひ
た
る
鶏
に
て
も
、
こ
の
里
に
も
ち
来
た
れ
ば
、

こ
の
さ
と
に
す
む
あ
ひ
だ
は
、
声
た
つ
る
こ
と
の
な
し
と
い
へ
り
。
こ
は
、
あ
や
し
く
た
ふ

と
く
こ
そ
。

　
　

大
神
も
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
に
ゆ
く
旅
と
い
と
ゞ
な
ご
り
や
を
し
み
ま
し
け
む

　
　

鳥
の
音
の
聞
え
ぬ
里
と
な
り
て
よ
に
く
ち
せ
ぬ
神
の
み
い
つ
た
ふ
と
し

　

こ
の
寺
は
、
か
の
伯
母
君
の
覚
寿
尼
公
の
す
み
た
ま
へ
る
た
め
し
に
よ
り
て
、
今
も
尼
寺

に
て
、
都
の
た
か
き
人
の
御
娘
た
ち
す
み
た
ま
へ
り
。
こ
の
寺
の
本
堂
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
。

又
こ
の
寺
の
う
ち
な
る
天
穂
日
命
神
社
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
。
こ
は
遠
祖
の
大
神
な
れ
ば
ま

つ
り
た
て
ま
つ
れ
る
も
の
な
る
べ
し
。
三
社
神
祠
と
い
ふ
に
も
ま
う
づ
。
白
大
夫
祠
と
い
ふ

も
あ
り
。
こ
の
白
大
夫
と
い
ふ
人
は
、
つ
く
し
に
て
か
の
大
神
に
忠
に
つ
か
へ
た
る
人
な
り
。

さ
れ
ば
こ
そ
、
た
か
き
人
な
ら
ね
ど
神
に
は
ま
つ
り
た
る
も
の
な
れ
。
又
、
木
槵
樹
と
い
ふ
、

よ
に
め
づ
ら
し
き
木
も
二
木
あ
り
。

　

こ
の
寺
の
う
ち
よ
り
道
あ
り
て
、
門
を
い
で
た
る
西
の
か
た
に
二
丁
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
畑

の
中
に
八
島
塚
と
い
ふ
塚
あ
り
。
こ
は
土
師
八
島
連
と
い
ふ
人
の
墓
な
り
と
て
、
い
し
ぶ
み

な
ど
を
も
た
て
た
り
。
こ
の
連
の
家
を
す
て
ゝ
こ
の
道
明
寺
を
た
て
た
る
な
り
と
か
や
。
こ

の
八
島
塚
の
一
町
ば
か
り
北
に
あ
た
り
て
、
大
き
な
る
陵
あ
り
。
沢
田
村
と
い
ふ
村
の
う
ち

な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
沢
田
山
と
い
ひ
て
、
里
人
は
仲
哀
天
皇
陵
な
り
と
い
へ
れ
ど
、
仲
哀
陵
は

き
の
ふ
み
た
り
し
岡
村
な
る
に
う
た
が
ひ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ぞ
『
式
』
に
「
恵
我
長
野
北
陵

〔
遠
飛
鳥
宮
。
御
宇
允
恭
天
皇
。
在
河
内
国
志
紀
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
な
る
べ
き
。

　

さ
て
、
こ
の
あ
た
り
誉
田
陵
に
ほ
ど
ゝ
ほ
か
ら
ね
ば
、
か
の
岡
村
な
る
仲
哀
陵
に
も
た
ゞ

に
は
十
町
ば
か
り
も
へ
だ
ゝ
り
て
、
こ
の
陵
よ
り
は
仲
哀
陵
、
西
の
か
た
に
あ
た
り
、
仲
哀
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陵
よ
り
は
こ
の
陵
、
北
に
あ
た
れ
ば
、『
式
』
の
文
に
も
よ
く
か
な
へ
り
。
こ
の
西
北
の
陵

の
ほ
ど
へ
だ
ゝ
れ
る
さ
ま
は
、
和
泉
国
な
る
百
舌
耳
原
の
陵
の
南
北
の
へ
だ
ゝ
れ
る
ほ
ど
よ

り
は
、
今
す
こ
し
と
ほ
か
る
べ
き
か
。
そ
の
さ
ま
は
こ
ゝ
も
藻
伏
国
の
陵
を
中
に
て
、
百
舌

耳
原
な
る
三
陵
の
さ
ま
に
い
と
よ
く
似
た
り
。
則
、
こ
の
所
は
今
も
志
紀
郡
な
れ
ば
、
郡
も

む
か
し
の
ま
ゝ
也
。
さ
と
人
の
こ
の
陵
を
仲
哀
天
皇
陵
な
り
と
い
ふ
は
、
む
か
し
も
大
和
国

な
る
狭
城
盾
列
池
な
る
南
の
陵
と
北
の
陵
と
の
ま
が
ひ
た
る
た
め
し
な
ど
あ
れ
ば
、
こ
れ
も

西
北
の
陵
の
御
名
を
も
て
た
が
へ
る
も
の
に
て
、
か
く
い
ふ
こ
と
う
た
が
ひ
な
し
。
こ
の
陵

を
見
奉
る
に
つ
け
て
も
、
き
の
ふ
の
と
こ
ろ
に
い
へ
る
岡
村
の
陵
は
、
仲
哀
天
皇
の
陵
な
る

こ
と
ま
が
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。

　

さ
て
、
大
人
の
『
古
事
記
伝
』
に
、「
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
、
い
ま
だ
ゆ
き
て
見
ざ
れ
ば
、

し
ひ
て
は
い
ひ
が
た
け
れ
ど
、『
河
内
志
』
な
ど
に
て
見
れ
ば
、
今
す
こ
し
こ
の
陵
の
あ
ひ

だ
の
と
ほ
く
へ
だ
ゝ
れ
る
や
う
に
て
、
今
す
こ
し
ち
か
ゝ
る
べ
き
や
う
に
お
ぼ
ゆ
」
と
し
る

さ
れ
た
れ
ど
、
そ
は
い
は
れ
た
る
ご
と
く
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
、
い
ま
だ
見
た
ま
は
ぬ
ゆ

ゑ
に
て
、
け
ふ
か
く
た
づ
ね
見
た
る
と
こ
ろ
は
、
さ
き
に
し
る
せ
る
ご
と
く
、
百
舌
鳥
耳
原

陵
の
南
北
よ
り
い
さ
ゝ
か
あ
ひ
だ
の
と
ほ
き
ば
か
り
に
て
、
と
こ
ろ
の
さ
ま
、
ま
が
ふ
べ
く

も
あ
ら
ず
、『
式
』
の
文
に
も
よ
く
か
な
へ
る
も
の
を
や
。

　

さ
て
、
道
明
寺
村
を
い
で
ゝ
八
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
石
川
と
い
ふ
川
あ
り
。
こ
の
川
を
か

ち
わ
た
り
す
れ
ば
、
む
か
ひ
に
玉
手
山
と
い
ふ
小
だ
か
き
山
あ
り
て
、
安
福
寺
と
い
ふ
寺
あ

り
。
そ
の
寺
に
ま
う
で
む
と
坂
路
を
の
ぼ
る
道
の
か
た
は
ら
に
、
ほ
ら
穴
と
い
ひ
て
、
石
が

ま
へ
の
見
ゆ
る
も
の
あ
り
。
こ
の
ほ
ら
穴
と
い
ふ
も
の
、
こ
の
山
に
こ
れ
か
れ
お
ほ
く
あ
り

て
、
金
環
・
陶
器
な
ど
を
ほ
り
い
だ
す
こ
と
あ
り
と
い
へ
ば
、
ふ
る
き
よ
の
墓
ど
も
な
ど
に

は
あ
ら
ぬ
か
。
の
ぼ
り
は
て
た
る
と
こ
ろ
、
天
王
台
と
い
ひ
て
、
牛
頭
天
王
の
御
社
お
は
し

ま
す
。
こ
の
御
社
を
『
式
』
に
見
え
た
る
「
伯
太
彦
神
社
」
也
と
い
ふ
は
、
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。

御
社
も
ふ
る
く
見
え
て
、『
式
』
に
見
え
た
る
御
社
ど
も
の
牛
頭
天
王
な
ど
に
な
り
た
ま
へ

る
も
、
例
の
よ
に
お
ほ
け
れ
ば
、
も
し
は
そ
の
伯
太
彦
神
社
な
ら
ん
か
。
こ
の
坂
路
に
つ
ゝ

じ
お
ほ
く
て
さ
か
り
な
り
。
そ
れ
よ
り
か
の
寺
に
ま
う
づ
る
に
、
よ
き
寺
也
。
か
の
御
社
は

今
は
こ
の
寺
の
鎮
守
と
い
ふ
も
の
ゝ
や
う
に
な
り
給
へ
り
。
又
こ
の
寺
に
尾
張
の
殿
の
霊
屋

と
い
ふ
も
あ
れ
ど
、
あ
た
り
に
人
の
ゆ
く
こ
と
を
ゆ
る
さ
ね
ば
、
石
の
は
し
の
下
よ
り
見
る

さ
ま
、
き
ら
〳
〵
し
。

　

寿
世
堂
と
い
ふ
堂
の
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
、
一
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
国
見
岡
と
い
ひ
て
、
い

と
け
し
き
よ
き
所
あ
る
は
、
こ
の
山
の
う
ち
に
て
、
さ
る
べ
き
け
し
き
な
る
と
こ
ろ
と
人
も

よ
く
し
り
て
、
六
国
を
見
お
ろ
す
所
な
り
と
い
へ
り
。
そ
の
六
国
と
い
ふ
は
、
山
城
・
河
内
・

和
泉
・
摂
津
・
播
磨
・
淡
路
に
て
、
げ
に
そ
の
国
々
の
海
山
な
ど
よ
く
見
ゆ
。
そ
の
外
な
る

け
し
き
も
、
い
と
よ
く
た
ぐ
ひ
す
く
な
き
な
が
め
に
て
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。
天
の
香
山
な

ら
ね
ど
、「
の
ぼ
り
た
ち
国
見
を
す
れ
ば
」
な
ど
う
ち
ず
ん
じ
て
、
や
ゝ
時
う
つ
る
ま
で
見

ゐ
た
る
ほ
ど
、

　
　

あ
た
ひ
な
き
玉
手
の
山
の
け
し
き
か
な
六
の
国
べ
を
た
ゞ
ひ
と
め
に
て

　
　

た
ぐ
ひ
な
き
こ
の
み
わ
た
し
を
玉
手
山
た
ま
〳
〵
き
た
る
ひ
か
り
に
は
せ
ん

　
　

玉
手
山
霞
の
袖
は
ぬ
ぎ
す
て
ゝ
あ
ら
は
に
見
ゆ
る
夏
の
け
し
き
か

　

さ
て
、
し
る
べ
せ
さ
せ
ん
た
め
に
と
て
、
ふ
も
と
の
さ
と
よ
り
と
も
な
ひ
き
た
る
さ
と
人

に
、「
こ
ゝ
は
い
づ
く
ぞ
。
か
し
こ
は
い
づ
く
ぞ
」
な
ど
た
づ
ね
と
ふ
も
、こ
ゝ
ろ
ゆ
く
こ
ゝ

ち
の
せ
ら
れ
て
、
く
は
し
く
し
る
さ
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
く
だ
〳
〵
し
け
れ
ば
や
み
ぬ
。

　

そ
の
た
づ
ね
と
ひ
た
る
所
の
う
ち
に
、
こ
の
山
よ
り
ほ
ど
ち
か
く
、
北
の
か
た
に
見
ゆ
る

さ
と
あ
り
。
こ
の
さ
と
は
、
道
明
寺
村
よ
り
今
す
こ
し
北
の
か
た
な
る
里
に
て
、
陵
の
さ

ま
し
た
る
も
の
あ
れ
ば
、「
か
れ
は
い
か
に
」
と
ゝ
ひ
た
る
に
、「
国
府
村
と
い
ふ
さ
と
に

て
、
国
府
の
皇
子
塚
と
世
に
い
ふ
塚
な
り
」
と
こ
た
ふ
。
こ
の
塚
の
こ
と
は
、
か
ね
て
名
を

き
け
る
塚
に
て
、
市
辺
皇
子
御
墓
也
と
い
ふ
説
あ
り
。
さ
れ
ど
、
こ
の
皇
子
の
御
墓
は
、
み

か
ば
ね
を
置
目
老
媼
が
よ
く
し
り
居
た
る
に
よ
り
て
、
淡
路
国
な
る
蚊
屋
野
の
東
山
に
御
墓

つ
く
り
給
ふ
よ
し
、『
古
事
記
』
に
見
え
て
、
河
内
国
に
あ
る
よ
し
、
も
の
に
も
見
え
ず
。
又
、

皇
子
塚
と
い
ひ
た
る
の
み
に
て
、
市
辺
皇
子
と
い
ふ
伝
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
く
あ
や
ま
り
な

る
べ
し
。
さ
れ
ど
、
そ
の
村
に
市
辺
皇
子
な
り
と
い
ふ
つ
た
へ
の
あ
り
し
に
よ
り
て
い
へ
る

説
な
る
か
。
そ
は
そ
の
村
に
ゆ
き
て
く
は
し
く
た
づ
ね
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
さ
ま
で
は
え
も
の

せ
ず
。
又
お
も
へ
ば
、
こ
の
市
辺
皇
子
の
皇
子
に
ま
し
ま
し
ゝ
顕
宗
天
皇
は
、
大
和
の
国
な

る
近
飛
鳥
宮
に
て
天
の
下
し
ろ
し
め
し
ゝ
天
皇
な
れ
ば
、
こ
の
ち
か
き
所
に
近
飛
鳥
と
い
ふ

所
の
あ
る
を
、
そ
の
大
和
な
る
宮
の
こ
と
ゝ
お
も
ひ
あ
や
ま
れ
る
か
ら
、
お
し
あ
て
た
る
後

人
の
説
に
も
あ
る
べ
く
や
。

　

さ
て
、
も
と
の
寿
世
堂
ま
で
か
へ
り
て
、
も
と
の
坂
路
に
は
あ
ら
ぬ
坂
路
を
く
だ
る
に
、

こ
の
さ
か
ぢ
に
も
躑
躅
い
と
お
ほ
し
。

　
　

つ
ゝ
じ
花
に
ほ
へ
る
子
ら
に
よ
そ
へ
て
は
玉
手
の
名
さ
へ
外
な
ら
ぬ
か
な

　

も
と
の
石
川
の
ほ
と
り
に
か
へ
り
て
、
そ
の
堤
の
道
を
の
ぼ
り
ゆ
く
ほ
ど
、
西
の
か
た
に

ま
ぢ
か
く
古
市
の
里
見
え
て
、
そ
の
ほ
と
り
に
陵
の
ふ
た
つ
見
ゆ
る
は
、
ひ
と
つ
の
か
た
は

『
式
』
に
「
古
市
高
屋
丘
陵
〔
勾
金
橋
宮
。
御
宇
安
閑
天
皇
。
在
河
内
国
古
市
郡
〕」
と
見
え
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た
る
陵
な
り
。
今
ひ
と
つ
の
か
た
は
、『
式
』
に
「
古
市
高
屋
墓
〔
春
日
山
田
皇
女
。
在
河

内
国
同
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
な
り
。
ま
た
こ
の
ふ
た
つ
の
陵
よ
り
い
ま
す
こ
し
と
ほ
く
見

ゆ
る
陵
あ
り
。
こ
は
軽
墓
村
と
い
ふ
所
に
て
、
そ
の
墓
は
則
、
軽
皇
子
の
み
は
か
な
り
と
い

へ
る
は
、
さ
も
あ
る
べ
し
。
さ
れ
ど
、
あ
る
説
に
、
軽
皇
子
は
安
康
天
皇
と
た
ゝ
か
ひ
ま
さ

む
と
し
て
、
末
つ
ひ
に
伊
予
湯
に
は
な
た
れ
た
ま
へ
る
罪
あ
れ
ば
、
御
墓
を
つ
く
る
よ
し
の

あ
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
こ
の
み
は
か
古
市
に
ち
か
け
れ
ば
、『
書
紀
』
に
見
え
た
る
大
和
建

命
の
白
鳥
陵
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。『
書
紀
』
の
文
に
「
白
鳥
更
飛
至
河
内
国
古
市
村
。
亦

造
陵
其
地
」
と
見
え
た
る
に
、
そ
の
白
鳥
陵
と
い
ふ
べ
き
陵
、
古
市
の
あ
た
り
に
な
け
れ
ば
、

こ
の
説
よ
り
所
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
ど
、
軽
皇
子
は
安
康
天
皇
の
兄
皇
子
に
ま
す
が
う
へ
、

す
で
に
天
の
下
を
も
し
ろ
し
め
す
に
さ
だ
ま
り
し
を
、
衣
通
郎
姫
に
た
は
け
た
ま
へ
る
罪
ゆ

ゑ
、
伊
予
湯
に
は
な
た
れ
給
へ
る
に
て
、
ま
こ
と
は
や
ん
ご
と
な
き
皇
子
の
御
こ
と
な
れ
ば
、

御
は
か
の
な
し
と
は
い
ひ
が
た
か
る
べ
し
。
こ
と
は
か
は
り
た
る
も
の
な
が
ら
、
筑
紫
橿
日

宮
に
て
か
く
れ
ま
せ
る
仲
哀
天
皇
の
陵
の
こ
の
国
に
あ
る
た
め
し
、
ま
た
筑
紫
に
て
薨
じ
給

へ
る
来
目
皇
子
を
こ
の
国
に
後
に
か
く
し
奉
れ
る
た
め
し
な
ど
あ
れ
ば
、
伊
予
湯
に
て
か
く

れ
ま
せ
る
を
、
こ
の
墓
に
か
く
し
奉
れ
る
に
も
あ
る
べ
く
お
も
は
る
れ
ば
、
し
ひ
て
白
鳥
陵

と
は
い
ひ
が
た
か
る
べ
し
。
今
、
白
鳥
明
神
と
も
伊
伎
宮
と
も
申
す
御
社
の
古
市
に
あ
り
と

い
へ
ば
、そ
れ
か
の
白
鳥
陵
に
て
、軽
墓
村
な
る
は
、名
の
ご
と
く
軽
皇
子
の
御
墓
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
こ
の
堤
よ
り
東
の
か
た
の
さ
と
に
入
る
。
こ
の
さ
と
は
駒
谷
と
い
へ
り
。
お
ぐ
ろ

大
黒
と
い
ふ
名
だ
か
き
所
も
あ
れ
ど
、
ふ
る
く
も
の
に
見
え
ぬ
と
こ
ろ
に
て
、
そ
こ
に
ゆ
け

ば
道
の
た
よ
り
も
あ
し
け
れ
ば
、
え
ゆ
か
ず
。

　

さ
て
、
こ
の
駒
が
谷
村
の
た
か
き
と
こ
ろ
に
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
杜
本
神
社
」
お
は

し
ま
す
に
ま
う
づ
。
今
も
大
き
な
る
御
社
な
り
。
こ
の
御
社
、『
式
』
に
は
「
安
宿
郡
」
と

見
え
た
れ
ど
、
こ
の
さ
と
は
古
市
郡
な
れ
ば
、
郡
の
た
が
へ
る
や
う
な
れ
ど
、
安
宿
郡
に
ほ

ど
ち
か
け
れ
ば
、
後
の
よ
に
郡
の
さ
か
ひ
の
た
が
へ
る
も
の
な
る
べ
し
。
こ
の
御
社
は
や
が

て
金
剛
輪
寺
と
い
ふ
寺
の
ほ
と
り
に
て
、
と
な
り
た
れ
ば
、
こ
の
御
社
よ
り
北
に
ゆ
き
て
西

に
い
づ
れ
ば
、
そ
の
寺
な
り
。
こ
の
寺
も
い
と
ふ
る
き
寺
に
て
、
釈
伽
堂
・
本
堂
な
ど
あ
り

て
、
本
堂
に
は
「
近
飛
鳥
寺
」
と
し
る
し
た
る
額
を
か
け
た
り
。
又
、
楠
公
の
墓
と
い
ふ
も

あ
り
。
藤
永
手
墓
と
い
ふ
も
あ
り
。
又
、
西
行
法
師
の
す
め
り
し
庵
と
い
ふ
も
あ
り
て
、
そ

の
法
師
の
き
ざ
み
た
る
像
と
い
ふ
が
今
に
あ
り
て
ふ
る
く
見
ゆ
。

　

さ
て
、
こ
の
寺
に
く
さ
〴
〵
の
ふ
る
き
た
か
ら
も
の
ど
も
あ
り
と
き
ゝ
し
か
ば
、
住
僧
に

こ
ひ
た
る
に
、
こ
の
僧
ね
も
ご
ろ
な
る
僧
に
て
、
伊
勢
人
の
ひ
が
ご
と
ゝ
は
き
か
ず
や
あ
り

け
む
、「
か
ゝ
る
ふ
る
き
も
の
ど
も
を
た
づ
ね
く
る
人
は
い
と
ま
れ
な
る
に
、
と
ほ
き
国
よ

り
も
の
し
給
へ
る
こ
そ
、
み
や
び
や
か
な
れ
」
な
ど
い
ひ
て
、
の
こ
り
な
く
と
り
い
で
ゝ
見

せ
た
る
を
、
心
と
ゞ
め
て
見
る
に
、
古
鏡
・
古
鈴
、
あ
る
は
「
以
天
香
久
山
之
土
造
。
天
平

二
年
三
月
三
日
」
と
え
り
た
る
土
の
鏡
、
ふ
る
き
剣
、
勾
玉
・
金
鐶
な
ど
に
て
、
い
と
ふ
る

き
も
の
な
る
こ
と
う
た
が
ひ
な
く
見
え
た
り
。こ
は
、か
の「
藤
永
手
墓
」と
ゑ
り
た
る
石
と
ゝ

も
に
、
さ
き
つ
と
し
、
本
堂
の
う
し
ろ
の
か
た
よ
り
ほ
り
い
だ
せ
る
な
り
と
い
ふ
は
、
永
手

の
は
か
に
を
さ
め
た
る
も
の
に
や
あ
ら
ん
。
又
こ
の
寺
の
昔
の
瓦
も
あ
り
。
又
、後
醍
醐
帝
・

後
村
上
帝
の
倫
紙（

旨
）、

あ
る
は
楠
正
成
主
・
正
行
主
・
正
遠
主
の
か
ゝ
れ
た
る
も
の
、
又
こ
の

ぬ
し
の
ふ
み
な
ど
も
お
ほ
く
あ
り
。
そ
の
ふ
み
ど
も
の
中
に
、
正
遠
ぬ
し
よ
り
正
成
主
の
石

碑
を
こ
の
寺
に
た
て
ま
ほ
し
く
お
も
ふ
よ
し
、
た
の
み
こ
さ
れ
た
る
ふ
み
有
。
こ
れ
に
よ
り

て
お
も
へ
ば
、
さ
き
に
い
へ
る
正
成
主
の
塔
は
正
遠
主
の
た
て
ら
れ
た
り
と
見
ゆ
。
又
、
正

成
主
の
像
を
正
行
ぬ
し
の
を
さ
め
ら
れ
た
り
と
い
ふ
が
あ
り
。
則
、
正
行
ぬ
し
の
名
を
え
り

つ
け
た
り
。
い
と
ち
ひ
さ
け
れ
ど
、
古
く
た
ふ
と
き
像
也
。

　
　

く
す
の
木
の
た
か
き
こ
ゝ
ろ
を
あ
ふ
ぐ
哉
の
こ
れ
る
か
げ
を
見
る
に
つ
け
て
も

　

こ
の
像
を
神
実
と
し
て
、
正
成
主
を
ま
つ
り
た
る
社
を
た
て
ん
心
あ
り
て
、
こ
の
こ
ろ
宮

つ
く
り
す
と
住
僧
の
い
へ
る
は
、
さ
る
べ
き
心
ざ
し
な
り
や
。
又
そ
の
こ
ろ
の
兜
と
お
ぼ
し

き
も
の
も
あ
り
。
外
に
も
何
く
れ
と
あ
れ
ど
、
し
る
し
あ
へ
ず
、
こ
の
と
こ
ろ
に
て
や
ゝ
時

を
う
つ
し
ぬ
。

　

さ
て
、
こ
の
村
を
出
は
な
れ
て
、
飛
鳥
川
と
い
ふ
川
を
つ
た
り
て
南
の
か
た
に
、
道
よ
り

い
さ
ゝ
か
ま
は
り
た
る
と
こ
ろ
に
若
宮
の
杜
と
い
ふ
、
ち
ひ
さ
き
杜
あ
り
て
、
こ
の
と
こ
ろ

よ
り
ほ
り
い
で
た
る
碑
と
い
ふ
が
あ
り
。
お
も
て
に
は
、
中
に
「
瑞
歯
別
天
皇
」、
右
に
「
伊

波
別
命
」、
左
に
「
遠
登
売
命
」
と
し
る
し
、
う
ら
の
か
た
に
は
「
維
日
谷
雅
宮
者
反
正
天

皇
一
夜
祓
禊
之
旧
蹟
也
」
と
み
く
だ
り
に
ゑ
り
つ
け
て
、
ふ
る
く
見
ゆ
。
さ
れ
ど
こ
の
天
皇

の
隼
人
曽
波
訶
理
を
き
り
た
ま
ひ
て
、
は
ら
ひ
し
給
へ
る
と
こ
ろ
は
遠
飛
鳥
に
て
、
大
和
の

国
の
飛
鳥
な
り
。
近
飛
鳥
は
こ
の
あ
た
り
に
て
、
か
の
寺
を
近
飛
鳥
寺
と
い
ひ
、
東
の
か
た

に
飛
鳥
村
と
い
ふ
も
あ
れ
ど
、
こ
の
あ
た
り
遠
飛
鳥
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
得
が
た
き
こ

と
な
り
。
こ
の
碑
も
例
の
も
て
ひ
が
め
た
る
後
人
の
作
な
る
べ
し
。

　

こ
の
若
宮
の
杜
と
い
ふ
よ
り
、
南
の
か
た
な
る
ほ
そ
き
山
道
に
入
て
十
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、

壺
井
八
幡
の
御
社
の
ほ
と
り
に
い
づ
。
こ
の
御
社
に
ま
う
づ
る
に
、
壺
井
権
現
の
御
社
と
い

ふ
も
お
は
し
ま
す
。
石
の
は
し
を
く
だ
り
た
る
所
に
、
壺
井
と
い
ふ
井
も
あ
り
。

　

こ
ゝ
よ
り
二
町
ば
か
り
ゆ
き
て
通
法
寺
村
に
い
た
り
て
、
通
法
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
に
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は
源
家
三
代
の
御
墓
あ
り
て
、
よ
き
寺
な
り
。
則
、
本
堂
の
左
の
か
た
な
る
ち
ひ
さ
き
堂
は
、

伊
予
守
頼
義
公
を
を
さ
め
た
る
所
也
。
本
堂
よ
り
東
の
か
た
に
二
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
八
幡

太
郎
義
家
公
の
御
墓
あ
り
て
、
武
将
の
塚
な
が
ら
も
ふ
る
き
ゆ
ゑ
に
や
、
い
と
大
き
な
り
。

む
か
し
こ
の
君
の
陸
奥
の
国
に
く
だ
り
給
ふ
時
、
勿
来
曽
関
に
て
花
の
ち
り
け
れ
ば
、〔『
千

載
』〕「
ふ
く
か
ぜ
を
な
こ
そ
の
せ
き
と
お
も
へ
ど
も
道
も
せ
に
ち
る
山
ざ
く
ら
か
な
」
と
よ

み
給
へ
る
は
、
武
将
の
御
こ
ゝ
ろ
に
は
優
に
み
や
び
や
か
な
る
こ
と
ゝ
、
常
々
し
の
び
奉
り

た
る
を
、
け
ふ
も
ふ
と
お
も
ひ
い
で
ゝ
、

　
　

末
と
な
く
よ
に
と
ゞ
ま
り
て
か
ぐ
は
し
き
な
こ
そ
の
せ
き
の
花
の
言
の
葉

　

こ
の
義
家
公
の
御
墓
の
一
町
ば
か
り
南
の
方
に
、
河
内
守
源
頼
信
公
の
み
は
か
あ
り
て
、

こ
れ
も
お
な
じ
く
お
ほ
き
な
り
。

　

さ
て
、
か
の
壺
井
権
現
と
申
も
こ
の
三
人
の
武
将
を
い
は
ひ
ま
つ
り
た
る
な
り
と
い
へ
り
。

さ
れ
ば
こ
そ
、
三
座
お
は
し
け
め
。

　

こ
の
さ
と
よ
り
十
八
町
ば
か
り
ゆ
き
て
、
上
太
子
に
ま
う
づ
。
こ
は
磯
長
山
叡
福
寺
と
い

ふ
、
何
く
れ
の
堂
な
ど
も
お
ほ
く
、
大
き
な
る
寺
に
て
、
則
、『
式
』
に
「
磯
長
墓
〔
橘
豊

日
天
皇
之
皇
太
子
。
名
云
聖
徳
。
在
河
内
国
石
川
郡
〕」
と
見
え
た
る
御
墓
の
あ
る
寺
に
て
、

そ
の
み
は
か
は
今
も
お
ほ
き
な
り
。
御
母
・
御
妃
を
も
こ
の
御
墓
に
を
さ
め
奉
り
た
り
と
い

ひ
つ
た
へ
て
、
そ
の
ゆ
ゑ
に
三
骨
一
廟
と
里
人
・
住
僧
な
ど
の
い
ひ
つ
た
へ
た
る
は
、
い
か
ゞ

あ
ら
ん
。『
式
』
に
は
そ
の
よ
し
見
え
ず
。
さ
れ
ど
、
御
母
・
御
妃
な
ど
の
こ
と
は
、『
式
』

に
か
ゝ
づ
ら
は
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
は
ぶ
か
れ
た
る
も
の
か
。

　

さ
て
、
こ
の
太
子
は
仏
の
法
を
は
じ
め
て
ひ
ろ
め
給
ひ
し
に
よ
り
て
、
も
の
し
り
人
は
と

も
か
く
申
奉
る
も
よ
に
お
ほ
け
れ
ど
、
御
名
を
豊
聴
耳
命
と
ま
で
申
奉
り
て
、
さ
ば
か
り
さ

と
く
ま
し
ま
し
ゝ
太
子
は
、
い
に
し
へ
よ
り
外
に
た
ぐ
ひ
も
あ
ら
ぬ
を
、
後
人
の
お
ろ
か
な

る
心
よ
り
と
に
か
く
お
も
ひ
は
か
り
て
申
奉
る
べ
き
こ
と
か
は
と
、
こ
た
び
此
み
は
か
に
も

ま
う
で
ゝ
、
外
の
陵
も
お
な
じ
や
う
に
う
や
ま
ひ
を
が
み
た
て
ま
つ
る
を
、
見コ

ヽ
ロ識

な
し
と
い

ふ
人
お
ほ
か
め
れ
ど
、さ
お
も
ふ
人
は
こ
ゝ
ろ
な
し
と
い
は
ゞ
い
ひ
ね
、わ
が
心
は
か
く
な
む
。

　

こ
の
太
子
の
く
み
し
た
ま
へ
る
蘇
我
馬
子
墓
も
こ
の
ち
か
き
に
あ
り
と
い
へ
ど
、
ゆ
か
ず
。

そ
は
こ
の
臣
ば
か
り
あ
し
き
わ
ざ
を
な
し
ゝ
人
は
、
ま
た
む
か
し
よ
り
外
に
た
ぐ
ひ
な
く
、

か
の
太
子
も
こ
の
臣
の
い
き
ほ
ひ
に
お
そ
れ
て
、
こ
ゝ
ろ
な
ら
ず
く
み
し
た
ま
へ
る
や
う
に

お
も
は
る
ゝ
こ
と
も
お
ほ
く
て
、
か
ば
か
り
き
た
な
き
臣
の
は
か
に
立
よ
る
は
、
身
も
心
も

け
が
る
ゝ
こ
こ
ち
の
せ
ら
る
れ
ば
な
り
。

　

さ
て
、
こ
の
太
子
の
御
は
か
の
石
棺
の
ほ
と
り
ま
で
土
を
ほ
り
て
、
廓
の
ご
と
き
も
の
を

た
て
た
る
に
、
人
の
た
の
み
に
よ
り
て
こ
の
石
棺
の
ほ
と
り
ま
で
ゆ
く
こ
と
を
ゆ
る
す
と
い

へ
り
。
か
く
の
ご
と
き
も
の
を
か
く
た
て
た
る
も
、
こ
の
太
子
を
た
ふ
と
む
あ
ま
り
の
こ
と

な
る
べ
け
れ
ど
、
御
は
か
の
た
め
に
か
し
こ
き
こ
と
な
れ
ば
、
も
の
し
ら
ぬ
法
師
ら
が
し
わ

ざ
な
ら
ん
と
、
を
か
し
く
お
ぼ
ゆ
。

　

又
こ
の
御
墓
の
ほ
と
り
よ
り
大
き
な
る
陵
四
つ
見
え
て
、
こ
の
御
墓
と
ゝ
も
に
五
つ
に
な

り
て
、
梅
の
花
び
ら
の
ご
と
く
に
見
ゆ
れ
ば
と
て
、
里
人
は
梅
鉢
陵
と
い
へ
り
。
先
、
東
の

か
た
に
『
式
』
に
「
河
内
磯
長
原
陵
〔
磐
余
池
辺
列
槻
宮
。
御
宇
用
明
天
皇
。
在
河
内
国
石

川
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
見
え
た
り
。
そ
の
う
し
と
ら
の
か
た
に
「
大
坂
磯
長
陵
〔
難
波
長

柄
豊
崎
宮
。
御
宇
孝
徳
天
皇
。
在
同
国
同
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
見
ゆ
。
又
、
未
申
の
か
た

に
「
河
内
国
磯
長
中
尾
陵
〔
訳
語
田
宮
。
御
宇
敏
達
天
皇
。
在
同
国
同
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
、

又
「
磯
長
山
田
陵
〔
小
治
田
宮
。
御
宇
推
古
天
皇
。
在
同
国
同
郡
〕」
と
見
え
た
る
陵
、
ふ

た
つ
ほ
ど
ゝ
ほ
か
ら
ず
な
ら
び
た
て
り
。
こ
の
敏
達
天
皇
の
陵
の
う
ち
に
は
、
石
姫
皇
女
を

も
を
さ
め
奉
れ
る
よ
し
、『
式
』
に
見
え
た
り
。
い
づ
れ
も
そ
の
ほ
と
り
ま
で
ゆ
き
て
を
が

み
奉
ら
ん
と
は
お
も
へ
ど
、
け
ふ
駒
谷
に
て
お
も
ひ
が
け
ず
時
を
う
つ
し
て
、
ゆ
く
さ
き
い

そ
が
る
れ
ば
、
え
も
の
せ
ず
。

　

さ
て
、
用
明
陵
の
あ
る
所
は
春
日
村
と
い
ひ
て
、
円
明
土
と
い
ふ
と
い
へ
り
。
こ
は
用
明

を
あ
や
ま
れ
る
な
る
べ
し
。
孝
徳
陵
は
山
田
村
と
い
ふ
に
あ
り
て
、
上
野
山
と
も
い
ひ
、
孝

徳
陵
と
も
い
ふ
と
ぞ
。
推
古
陵
も
山
田
村
と
い
ふ
所
に
て
、
高
塚
と
い
ふ
と
か
や
。
敏
達
陵

は
葉
室
村
と
い
ふ
に
あ
り
て
、
天
王
山
と
い
ふ
と
い
へ
り
。
そ
の
う
ち
、
山
田
村
と
い
ふ
は
、

「
磯
長
山
田
陵
」
と
『
式
』
に
見
え
た
る
山
田
の
名
の
の
こ
れ
る
な
る
べ
し
。
か
く
五
つ
の

陵
ど
も
を
た
ゞ
ひ
と
め
に
を
が
み
奉
る
こ
と
、
た
ふ
と
く
よ
ろ
こ
ば
し
く
な
む
。

　

さ
て
、こ
れ
よ
り
信
貴
山
の
か
た
に
ゆ
か
ん
と
お
も
ふ
心
あ
れ
ば
、「
こ
の
さ
と
よ
り
た
ゞ

に
ゆ
く
道
あ
り
や
」
と
ゝ
へ
ば
、「
駒
が
谷
ま
で
か
へ
ら
で
は
ゆ
き
が
た
し
」
と
い
へ
り
。

よ
り
て
、
こ
ま
が
谷
の
か
た
に
か
へ
る
近
道
を
と
ひ
て
、
そ
の
道
を
ゆ
か
む
と
す
。
そ
の
道

は
太
子
の
御
墓
の
傍
よ
り
山
に
の
ぼ
り
て
、
そ
の
山
を
こ
え
て
飛
鳥
村
に
い
づ
る
也
。
の
ぼ

り
た
る
山
の
け
し
き
い
と
よ
く
、
か
し
こ
け
れ
ど
、
か
の
四
の
陵
、
御
墓
の
ほ
と
り
よ
り
見

た
る
に
は
ま
さ
り
て
、
い
と
よ
く
見
え
た
り
。

　

そ
れ
よ
り
山
ふ
と
こ
ろ
の
ほ
そ
き
道
を
二
十
四
五
町
ば
か
り
ゆ
き
て
、
飛
鳥
村
に
い
づ
。

こ
の
所
す
な
は
ち
む
か
し
の
近
飛
鳥
に
て
、
か
の
反
正
天
皇
の
隼
人
曽
波
訶
里
を
き
り
た
ま

へ
る
、
ふ
る
き
跡
な
り
。
そ
の
を
り
こ
え
ま
せ
る
大
坂
山
の
道
と
い
ふ
は
、
こ
の
村
よ
り
大

和
国
穴
蒸
村
と
い
ふ
に
い
づ
る
山
道
に
て
、
今
は
、
あ
な
む
し
越
と
い
へ
る
道
也
と
『
古
事
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記
伝
』
に
い
は
れ
た
る
は
、
け
ふ
こ
の
所
の
さ
ま
に
あ
は
せ
考
る
に
、
よ
く
あ
へ
り
。
こ
の

道
の
こ
と
、
外
に
も
ふ
る
く
見
ゆ
れ
ば
、
む
か
し
の
大
路
な
り
け
む
を
、
今
は
お
ほ
く
人
の

か
よ
は
ぬ
道
と
な
れ
り
。

　

さ
て
、
大
坂
と
い
ふ
は
、
こ
の
山
の
あ
な
た
お
も
て
の
名
な
り
。
大
坂
磯
長
陵
と
い
ふ
も
、

則
こ
の
あ
な
た
お
も
て
な
れ
ば
也
。

　

さ
て
、
こ
の
飛
鳥
村
に
『
式
』
に
見
え
た
る
「
飛
鳥
戸
神
社
」
も
お
は
し
ま
し
て
、
今
は

天
王
と
へ
い
り
。

　

も
と
の
駒
谷
村
に
か
へ
り
て
、
そ
の
村
よ
り
国
分
村
と
い
ふ
村
の
か
た
に
ゆ
か
ん
と
す
。

二
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
道
に
い
し
ぶ
み
あ
り
て
、「
履
中
天
皇
行
幸
之
地
」
と
ゑ
り
た
る
は
、

い
か
ゞ
。
こ
の
天
皇
の
を
と
め
の
歌
に
よ
り
て
こ
え
ま
せ
る
当
麻
路
は
、
今
の
竹
内
越
と
い

ふ
道
な
る
を
や
。

　

こ
の
い
し
ぶ
み
の
あ
る
所
よ
り
北
の
か
た
に
ゆ
き
て
、
し
ば
し
山
道
を
す
ぎ
て
田
辺
村
と

い
ふ
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
春
日
神
社
と
て
、
ふ
る
き
御
社
お
は
し
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
国
分
村
と
い
ふ
に
い
で
た
る
に
、
こ
の
村
に
飛
鳥
天
王
社
と
い
ふ
お
は
し
ま

す
。
又
、
阿
弥
陀
寺
と
い
ふ
寺
も
あ
り
。
又
ち
か
き
所
に
高
井
田
村
と
い
ふ
も
あ
り
て
、
そ

こ
に
も
木
ぶ
か
き
杜
あ
り
。
く
は
し
く
た
づ
ね
な
ば
、
ふ
る
き
み
や
し
ろ
な
ど
に
も
や
あ
ら

ん
と
お
も
へ
ど
、
例
の
さ
ま
で
は
も
の
せ
ず
な
む
。

　

こ
の
村
よ
り
信
貴
の
か
た
に
ゆ
く
は
山
道
な
り
と
き
け
ば
、
駕
篭
と
い
ふ
も
の
に
の
り
て

し
ば
し
ゆ
け
ば
、
川
あ
る
を
船
に
て
わ
た
り
て
、
青
谷
村
と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
も
木

ぶ
か
き
杜
あ
り
。
雁
多
尾
畑
村
と
い
ふ
を
も
す
ぐ
る
に
、
こ
の
あ
た
り
は
す
べ
て
山
か
た
つ

き
た
る
さ
と
な
れ
ば
、
道
を
の
ぼ
り
く
だ
り
し
つ
ゝ
南
畑
と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
ゝ
よ
り
信

貴
に
は
ほ
ど
ち
か
し
。
こ
の
間
の
山
道
の
た
か
き
所
よ
り
は
、
大
和
の
国
の
三
山
〔
畝
尾
・

香
久
山
・
耳
無
〕
な
ど
も
見
ゆ
る
所
あ
り
て
、
こ
の
山
な
ど
は
名
だ
か
き
山
な
れ
ば
、
い
と

お
も
し
ろ
く
ぞ
お
ぼ
え
し
、
け
し
き
よ
く
見
は
る
か
さ
る
ゝ
所
ど
も
お
ほ
か
り
き
。

　

そ
の
南
畑
よ
り
し
ば
し
ゆ
け
ば
信
貴
惣
門
あ
り
。
入
て
石
の
は
し
を
の
ぼ
り
か
ゝ
る
ほ
ど
、

日
さ
へ
く
れ
か
ゝ
り
ぬ
れ
ば
、
こ
の
寺
の
成
徳
院
と
い
ふ
防（

坊
）に

や
ど
り
ぬ
。
国
分
よ
り
二
里

半
な
り
と
い
へ
ど
、
道
い
と
あ
し
き
坂
な
り
し
か
ば
、
い
と
ゝ
ほ
か
り
し
や
う
に
お
ぼ
ゆ
。

こ
の
や
ど
り
た
る
坊
よ
り
見
は
ら
し
た
る
け
し
き
、
い
と
よ
け
れ
ば
、
し
ば
し
見
居
た
る
ほ

ど
、
む
か
ひ
の
か
た
に
て
ほ
と
ゝ
ぎ
す
の
二
声
、
三
声
な
き
た
る
は
、
い
と
め
づ
ら
し
。
け

ふ
は
ま
た
卯
月
の
三
日
の
こ
と
な
れ
ば
、
こ
の
声
の
こ
と
な
ど
は
お
も
ひ
も
か
け
ざ
り
し
を
、

は
か
ら
ず
も
き
ゝ
た
る
は
、
い
と
ゞ
け
う
す
く
な
か
ら
ず
こ
そ
。

　
　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
声
よ
り
ほ
か
は
し
る
人
も
な
く
を
う
れ
し
く
き
く
み
や
ま
か
な

　
　

な
れ
も
猶
お
な
じ
旅
と
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す
宿
か
る
袖
の
な
み
だ
と
ふ
ら
ん

　
　

め
づ
ら
し
き
け
ふ
の
初
音
を
の
ぼ
り
こ
し
か
ひ
と
や
し
ぎ
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

と
か
へ
す
〴
〵
も
め
づ
ら
し
。

　

こ
よ
ひ
又
、
雨
ふ
り
い
で
た
れ
ど
、
し
ば
し
が
ほ
ど
に
な
ご
り
な
く
う
ち
は
れ
ぬ
。

四
月
四
日

　

四
日
。
日
い
と
よ
し
。

　

朝
と
く
本
堂
に
ま
う
で
ゝ
、
名
だ
か
き
毘
沙
門
天
の
像
を
を
が
ま
む
と
す
。
そ
の
本
堂
に

い
た
る
道
の
右
の
か
た
に
、
猪
上
大
明
神
と
い
ふ
神
お
は
し
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
は
大
和
国

平
群
郡
な
れ
ば
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
猪
上
神
社
」
な
る
べ
し
。
今
は
こ
の
寺
の
鎮
守
の

ご
と
く
な
り
給
へ
り
。
こ
の
寺
も
ふ
る
き
寺
な
れ
ど
、
も
と
よ
り
の
鎮
守
に
は
あ
ら
で
、
お

な
じ
山
に
あ
り
し
御
社
を
、
か
く
な
し
奉
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
本
堂
に
ま
う
で
ゝ
を
が
む
に
、
堂
の
さ
ま
な
ど
い
と
た
ふ
と
し
。
本
尊
は
秘
仏
と

か
い
ひ
て
、
人
の
を
が
む
こ
と
を
ゆ
る
さ
ず
。
脇
立
と
い
ふ
を
扉
ひ
ら
か
せ
て
を
が
む
に
、

こ
の
み
か
た
ふ
る
く
見
ゆ
れ
ば
、
本
尊
は
ま
し
て
な
ら
む
と
お
ぼ
ゆ
。

　

さ
て
、
こ
の
堂
の
右
の
か
た
は
よ
く
う
ち
は
れ
た
る
所
な
れ
ば
見
わ
た
し
た
る
に
、
大
和

の
国
の
か
た
、
い
と
よ
く
見
ゆ
。
よ
べ
の
雨
の
名
ご
り
の
雲
、
足
も
と
に
見
え
て
、
そ
の
絶

間
よ
り
と
こ
ろ
〴
〵
の
見
ゆ
る
け
し
き
、
め
づ
ら
し
く
な
ん
。
こ
の
堂
よ
り
い
ぬ
ゐ
の
か
た

な
る
山
の
さ
ま
、
い
と
お
も
し
ろ
き
山
に
て
、
青
葉
の
け
し
き
、
こ
と
さ
ら
よ
し
。
そ
の
さ

ま
は
、
み
や
こ
の
嵐
山
の
お
も
か
げ
あ
る
山
に
て
、
え
な
ら
ず
。
こ
れ
に
つ
け
て
も
、
都
の

空
の
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
な
つ
か
し
く
こ
そ
。

　

か
の
猪
上
神
社
の
お
は
し
ま
す
か
た
は
ら
よ
り
、
い
さ
ゝ
か
の
ぼ
れ
ば
塔
あ
り
。
そ
の
塔

の
う
し
ろ
の
か
た
に
道
あ
り
て
、
奥
院
と
い
ふ
に
ま
う
で
ん
と
す
。
こ
の
お
く
の
院
ま
で
山

道
十
八
町
な
り
と
い
へ
ど
、
い
と
ゝ
ほ
く
、
廿
町
あ
ま
り
も
あ
り
。
則
そ
の
お
く
の
院
と
い

ふ
に
ま
う
づ
る
に
、
こ
ゝ
は
米
尾
山
と
い
ひ
て
、
毘
沙
門
堂
あ
り
。
こ
の
堂
の
脇
に
鎮
守
の

社
あ
り
。
そ
の
う
し
ろ
の
か
た
な
る
山
に
焼
米
と
い
ふ
が
あ
り
と
き
ゝ
し
か
ば
、
ゆ
き
て
心

と
ゞ
め
て
見
る
に
、
そ
の
あ
た
り
、
な
べ
て
の
土
の
中
に
米
の
く
ろ
く
や
け
た
る
ご
と
き
も

の
、
数
か
ぎ
り
な
く
見
え
た
り
。
こ
の
米
の
ご
と
き
も
の
あ
る
に
よ
り
て
、
米
尾
山
と
い
ふ

な
り
と
ぞ
。
こ
の
米
は
い
か
な
る
も
の
と
も
わ
か
り
が
た
し
。
何
か
こ
の
寺
に
て
そ
の
ゆ
ゑ

よ
し
を
も
き
ゝ
た
れ
ど
、
う
べ
な
り
と
も
お
も
は
れ
ず
。
そ
は
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
あ
や
し
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き
事
な
り
。
こ
た
び
こ
の
信
貴
山
に
の
ぼ
り
た
る
は
、
故
郷
人
の
う
ち
に
「
か
な
ら
ず
の
ぼ

り
給
へ
」
な
ど
す
ゝ
め
し
人
も
あ
り
、
か
つ
は
名
だ
か
き
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
わ
が
心
に
も
ま

う
で
ま
ほ
し
く
お
ぼ
え
て
、
か
た
〴
〵
ま
う
で
た
る
な
り
。

　

こ
れ
よ
り
久
安
寺
越
と
い
ふ
山
道
を
河
内
の
か
た
に
く
だ
ら
ん
と
て
、
い
と
あ
し
き
道
を

の
ぼ
り
く
だ
り
す
。
そ
の
道
よ
り
こ
の
山
の
峰
な
る
松
永
の
城
跡
と
い
ふ
と
こ
ろ
、
い
と
よ

く
見
え
て
、
げ
に
城
の
さ
ま
の
こ
れ
り
。
又
そ
の
城
の
井
の
跡
と
い
ふ
も
道
の
か
た
は
ら
に

あ
り
。

　

さ
て
、
久
安
寺
村
と
い
ふ
山
ざ
と
を
す
ぐ
る
は
、
こ
の
村
の
あ
る
に
よ
り
て
久
安
寺
越
と

い
ふ
も
の
と
見
ゆ
。
こ
の
坂
路
の
た
む
け
よ
り
見
れ
ば
、
河
内
の
か
た
い
と
ひ
ろ
く
、
ひ
と

め
に
見
え
た
り
。
ま
こ
と
に
こ
の
国
は
た
ひ
ら
か
な
る
こ
と
か
ぎ
り
な
き
国
に
て
、
た
か
き

所
も
ひ
く
き
所
も
見
え
ず
、
む
し
ろ
な
ど
し
き
た
ら
ん
や
う
に
見
ゆ
。
五
畿
内
の
う
ち
に
も
、

か
ば
か
り
た
ひ
ら
か
な
る
所
の
ひ
ろ
く
つ
ゞ
き
た
る
は
、
た
ぐ
ひ
な
か
る
べ
し
。

　

信
貴
山
よ
り
二
里
あ
ま
り
も
き
た
ら
ん
と
お
も
ふ
ほ
ど
、
山
た
け
と
い
ふ
村
に
く
だ
り
つ

き
て
、
水
越
村
と
い
ふ
を
も
す
ぎ
て
、
し
ば
し
ゆ
け
ば
道
の
か
た
は
ら
に
「
正
一
位
玉
祖
大

明
神
」
と
い
ふ
額
を
か
け
た
る
鳥
居
た
て
り
。
こ
は
『
式
』
に
も
見
え
た
る
御
社
な
れ
ば
、

そ
の
鳥
居
よ
り
並
木
の
松
原
を
十
町
ば
か
り
も
入
て
、
御
社
に
ま
う
づ
。
大
き
な
る
御
社
に

て
、
あ
た
り
の
里
を
神
立
村
と
い
へ
り
。『
伊
勢
物
語
』
に
見
え
た
る
高
安
は
こ
の
あ
た
り

な
れ
ば
、
こ
の
御
社
は
在
原
業
平
ぬ
し
を
ま
つ
れ
る
と
い
ふ
説
の
あ
る
は
、
と
る
に
も
た
ら

ず
。
在
原
氏
の
人
を
ま
つ
れ
る
社
を
玉
祖
神
社
と
い
か
で
か
い
ふ
べ
き
。
こ
の
御
社
は
、
玉

祖
氏
の
神
な
る
こ
と
あ
き
ら
か
な
る
も
の
を
や
。

　

し
ば
し
ゆ
け
ば
ひ
ろ
き
道
に
い
づ
。
こ
の
道
は
十
三
峠
越
と
い
ひ
て
、
大
和
の
か
た
に
こ

ゆ
る
山
の
ふ
も
と
也
。
そ
の
道
を
横
ぎ
れ
て
、
楽
音
寺
・
横
小
路
・
六
万
寺
な
ど
い
ふ
さ
と

を
す
ぎ
て
、
四
条
村
と
い
ふ
に
い
た
る
。
す
べ
て
こ
の
あ
た
り
は
山
の
ね
ま
は
り
を
か
よ
ふ

小
筋
の
道
な
り
。
む
か
し
四
条
縄
手
と
い
ひ
し
は
、
こ
の
四
条
村
の
あ
た
り
の
こ
と
な
る
べ

し
。
し
ば
し
ゆ
け
ば
五
条
と
い
ふ
さ
と
も
あ
り
。
出
雲
井
と
い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
、
平（

枚
）岡

神

社
に
ま
う
づ
。
い
と
も
大
き
な
る
御
社
の
今
も
四
座
お
は
し
ま
し
て
、
木
立
の
も
の
ふ
か
き

さ
ま
、
い
と
た
ふ
と
く
神
さ
び
た
り
。

　
　

さ
く
藤
の
さ
か
り
の
も
と
を
た
づ
ぬ
れ
ば
宮
ゐ
こ
だ
か
き
平
岡
の
森

　

こ
の
御
社
よ
り
い
さ
ゝ
か
ゆ
け
ば
、
又
、
大
路
に
い
で
ゝ
、
そ
の
さ
と
を
豊
浦
と
い
へ
り
。

こ
は
暗
峠
越
と
い
ひ
て
、
こ
れ
も
大
和
の
か
た
に
こ
ゆ
る
大
路
也
。
こ
ゝ
よ
り
た
ゞ
に
大
阪

（
マ
マ
）

に
か
へ
れ
ば
ち
か
け
れ
ど
、
楠
正
行
主
の
墓
に
ま
う
で
ま
ほ
し
け
れ
ば
、
ま
た
こ
の
道
を
も

箱
堂（

殿
）と

い
ふ
堂
の
所
よ
り
横
ぎ
れ
て
、
額
田
と
い
ふ
さ
と
の
西
の
か
た
を
す
ぐ
。
こ
の
か
よ

ひ
こ
し
道
は
、
俗
に
高
野
街
道
と
い
ひ
て
、
京
よ
り
紀
国
高
野
な
ど
に
か
よ
ふ
道
な
り
。
道

の
か
た
は
ら
に
「
石
切
剱
箭
神
社
」
と
し
る
し
た
る
灯
篭
あ
り
。
こ
れ
も
『
式
』
に
見
え
た

る
御
社
な
れ
ば
、
ま
う
づ
。
こ
の
御
社
の
お
は
し
ま
す
所
は
、
神
並
村
と
い
へ
り
。
こ
の
御

社
の
こ
と
を
木
積
堂
と
も
い
ふ
と
ぞ
。

　

芝
と
い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
、
道
よ
り
東
の
か
た
に
日
下
村
あ
り
。
今
も
む
か
し
に
お
な
じ

文
字
を
か
き
て
、
く
さ
か
と
よ
め
る
こ
そ
お
か
し
け
れ
。
雄
略
天
皇
の
い
で
ま
し
の
あ
り
し

こ
と
な
ど
も
お
も
ひ
い
で
ら
る
れ
ば
、
そ
の
村
に
ふ
る
き
跡
な
ど
は
な
し
や
と
、
ゆ
き
て
た

づ
ね
見
る
に
、
い
ひ
つ
た
へ
も
何
も
な
く
て
、
そ
れ
に
は
あ
ら
ぬ
大
龍
寺
と
い
ふ
ち
か
き
よ

の
寺
あ
れ
ば
、
ま
う
で
ゝ
見
る
に
、
よ
き
寺
に
て
、
そ
の
寺
の
庭
は
や
が
て
山
に
て
、
お
も

し
ろ
き
滝
あ
り
。
け
ふ
は
い
と
あ
つ
き
日
な
れ
ば
、
そ
の
滝
の
ほ
と
り
に
見
ゐ
た
る
ほ
ど
の

す
ゞ
し
さ
、
い
ひ
し
ら
ず
こ
ゝ
ち
よ
し
。

　
　

草
香
山
む
か
し
は
か
け
ぬ
滝
の
糸
も
け
ふ
の
あ
つ
さ
に
よ
り
て
こ
そ
見
れ

　

善
根
寺
・
中
垣
内
な
ど
い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
、
野
崎
村
と
い
ふ
に
い
た
る
に
、
こ
の
さ
と

い
と
に
ぎ
は
ゝ
し
け
れ
ば
、
何
ご
と
に
や
と
と
ふ
に
、
年
ご
と
の
三
月
に
は
、
こ
の
さ
と
の

慈
眼
寺
と
い
ふ
寺
の
観
音
堂
に
て
、
無
縁
経
と
い
ふ
が
七
日
の
間
あ
り
て
、
そ
の
経
の
あ
る

あ
ひ
だ
は
、
こ
の
ち
か
き
あ
た
り
、
あ
る
は
大
坂
な
ど
よ
り
も
ま
う
づ
る
人
の
お
ほ
し
と
い

へ
ば
、
ま
う
で
ぬ
。「
す
ゞ
き
釣
あ
ま
」
に
は
あ
ら
で
、
わ
れ
も
そ
の
た
め
に
き
た
る
も
の

と
か
人
の
見
ら
む
と
、
心
の
う
ち
に
は
を
か
し
く
お
ぼ
ゆ
。
人
の
さ
お
も
ふ
は
、
い
に
し
へ

の
跡
た
づ
ぬ
る
ひ
が
も
の
な
り
と
い
ふ
こ
と
の
か
く
れ
て
、
中
々
に
よ
か
る
べ
く
や
。

　
　

ゆ
か
り
な
き
み
の
り
の
声
と
お
も
は
れ
ず
道
ゆ
き
ぶ
り
に
け
ふ
は
ま
ゐ
き
て

　
　

そ
め
が
み
の
色
は
ゆ
か
り
の
な
け
れ
ど
も
き
け
ば
さ
す
が
に
た
ふ
と
か
り
け
り

　

北
条
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
川
崎
村
と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
の
あ
た
り
よ
り
飯
台
山
と
い

ふ
山
、
東
に
ま
ぢ
か
く
見
え
て
、
こ
れ
す
な
は
ち
飯
台
城
の
あ
り
し
跡
な
り
。
む
か
し
の
石

が
き
な
ど
の
の
こ
れ
る
さ
ま
も
、
よ
く
見
ゆ
。

　

こ
の
川
崎
村
と
い
ふ
よ
り
西
の
か
た
に
三
町
ば
か
り
入
て
ゆ
け
ば
、
苅
屋
と
い
ふ
里
あ
り
。

こ
の
里
の
入
口
に
ぞ
、
か
の
楠
正
行
主
墓
・
同
正
時
主
墓
は
あ
り
け
る
。
し
る
し
に
は
大
き

な
る
楠
お
ひ
て
、「
南
無
権
現
」
と
い
ふ
、
ふ
る
き
石
の
し
る
し
も
あ
り
。
又
ち
か
き
よ
り

た
て
た
る
碑
も
あ
り
。

　

さ
て
、
四
条
と
い
ふ
村
よ
り
こ
の
あ
た
り
ま
で
一
す
ぢ
に
な
が
く
つ
ゞ
き
た
る
道
な
れ
ば
、

む
か
し
は
こ
の
あ
た
り
ま
で
四
条
縄
手
と
い
ひ
し
も
の
に
て
、
こ
の
あ
た
り
に
て
身
う
せ
給
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へ
る
を
、
こ
ゝ
に
か
く
せ
る
な
ら
ん
か
。
す
な
は
ち
ま
う
で
ゝ
ね
も
ご
ろ
に
を
が
み
つ
ゝ
、

こ
の
君
の
天
皇
の
御
た
め
に
忠
な
り
し
御
心
を
し
の
び
い
づ
る
も
、
い
と
か
な
し
。〔『
太
平

記
』〕「
か
へ
ら
じ
と
か
ね
て
お
も
へ
ば
あ
づ
さ
ゆ
み
な
き
数
に
い
る
名
を
ぞ
と
ゞ
む
る
」
と

い
ふ
歌
を
、
よ
し
野
の
如
意
輪
寺
に
の
こ
し
つ
ゝ
、
こ
の
四
条
縄
手
の
合
戦
に
高
師
直
を
す

で
に
う
た
ん
と
ま
で
な
り
た
る
を
、
本
意
と
げ
ず
し
て
、
つ
ひ
に
身
ま
か
り
給
へ
る
こ
と
な

ど
も
、
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
袖
も
ほ
し
あ
へ
ず
な
む
。

い
に
し
へ
に　

あ
り
け
る
こ
と
の　

か
ぐ
は
し
き　

名
を
し
い
ひ
つ
ぐ　

い
な
む
し
ろ　

河
内
の
国
に　

お
ひ
い
で
し　

楠
の
大
木
の　

上
枝
は　

君
を
お
ほ
ひ　

下
枝
は　

あ

づ
ま
を
ふ
せ
ぎ　

た
ぐ
ひ
な
く　

さ
か
え
し
そ
の
葉　

よ
の
中
は　

す
べ
な
き
も
の

と　

し
ら
ぬ
火
の　

つ
く
し
の
国
ゆ　

吹
い
で
し　

横
し
ま
風
の　

吹
す
さ
む　

あ
ら

び
に
た
へ
ず　

湊
川　

川
瀬
の
水
に　

も
ろ
く
の
み　

ち
り
て
う
せ
ぬ
れ　

そ
の
国

に　

お
ひ
し
わ
か
き
も　

そ
の
跡
を　

つ
ぎ
の
よ
ろ
し
く　

か
れ
ゆ
く
も　

君
が
み
た

め
と　

お
ひ
た
る
も　

君
が
み
た
め
と　

い
や
た
け
く　

さ
か
え
し
も
の
を　

武
蔵
野

に　

お
ひ
は
び
こ
れ
る　

し
こ
草
の　

し
げ
る
に
あ
へ
ず　

こ
れ
も
又　

か
れ
て
う
せ

ぬ
れ　

し
か
れ
ど
も　

そ
の
名
は
く
ち
ず　

楠
の
木
の　

若
木
の
墓
と　

今
ま
で
に　

た
え
ず
い
ひ
き
て　

こ
の
ゝ
べ
に　

の
こ
れ
る
見
れ
ば　

と
ほ
き
代
の　

そ
の
ま
め
心　

今
こ
ゝ
に　

し
ぬ
び
ま
つ
り
て　

庭
た
つ
み　

な
が
る
ゝ
涙　

と
ゞ
め
か
ね
つ
も

　

又
よ
め
る
み
じ
か
歌
。

　
　

し
の
ぶ
か
な
よ
し
野
の
花
も
ひ
と
さ
か
り
あ
り
て
う
き
め
と
な
り
し
む
か
し
を

　
　

か
へ
ら
じ
と
よ
し
の
を
い
で
ゝ
こ
の
野
べ
に
ち
り
し
若
木
の
花
も
は
か
な
し

　
　

ま
す
ら
を
の
か
ぐ
は
し
き
名
は
く
ち
せ
め
や
し
る
し
の
楠
の
石
と
な
る
ま
で

　

こ
の
墓
の
東
の
か
た
な
る
ほ
そ
き
道
を
南
の
か
た
に
ゆ
け
ば
、
角
部
と
い
ふ
里
也
。
そ
の

さ
と
を
す
ぎ
て
ち
ひ
さ
き
川
の
つ
ゝ
み
の
道
に
の
ぼ
り
て
、
西
宮
新
田
と
い
ふ
に
い
た
る
。

こ
の
所
は
川
の
ほ
と
り
の
里
に
て
、
大
坂
に
か
よ
ふ
船
あ
れ
ば
、
そ
の
船
に
の
り
て
ゆ
か
ん

と
す
。
こ
の
船
は
、
か
の
無
縁
経
に
ま
う
で
た
る
人
も
お
ほ
く
の
れ
ば
、
い
と
に
ぎ
は
ゝ
し

く
、
船
の
う
ち
も
せ
ば
き
ま
で
お
ほ
く
の
人
つ
ど
へ
り
。
し
ば
し
こ
ぎ
ゆ
け
ば
、
堤
の
う
へ

を
か
よ
ふ
人
の
え
も
い
は
ぬ
口
さ
が
な
き
こ
と
を
か
し
ま
し
く
船
の
う
ち
に
い
ひ
か
く
れ
ば
、

船
の
う
ち
よ
り
も
、
お
な
じ
く
わ
れ
ま
け
じ
と
い
ひ
の
ゝ
し
る
は
、
こ
の
無
縁
経
の
こ
ろ
の

な
ら
は
し
な
り
と
か
や
。
さ
れ
ば
、
そ
の
人
ど
も
ゝ
か
た
み
に
は
ら
だ
ゝ
し
き
さ
ま
に
は
あ

ら
で
、
中
々
に
け
う
じ
あ
へ
る
も
、
い
と
を
か
し
き
こ
と
ゞ
も
と
、
ほ
ゝ
ゑ
み
ぬ
。

　

か
く
て
、
く
れ
す
ぐ
る
ほ
ど
道
頓
堀
に
そ
の
舟
は
て
ゝ
、
宿
に
か
へ
り
ぬ
。
わ
づ
か
三
日

の
う
ち
に
、
ふ
る
き
名
所
お
ほ
く
み
め
ぐ
り
た
る
は
、
う
れ
し
さ
た
と
へ
む
も
の
な
く
お
ぼ

ゆ
。
す
べ
て
こ
の
こ
ろ
み
め
ぐ
り
た
る
あ
た
り
は
、
は
や
く
よ
り
か
ね
て
た
づ
ね
見
ま
ほ
し

く
お
も
ひ
居
た
り
し
所
々
な
れ
ば
、
と
し
ご
ろ
の
ほ
い
と
げ
た
る
こ
ゝ
ち
の
せ
ら
れ
て
、
か

へ
す
〴
〵
も
う
れ
し
く
な
む
。

　

さ
て
、
河
内
国
な
る
千
早
城
跡
、
天
野
な
ど
に
も
ゆ
か
ま
ほ
し
く
お
ぼ
え
し
か
ど
、
さ
ま

で
は
例
の
え
も
の
せ
で
、
又
の
を
り
を
ま
ち
わ
た
る
に
こ
そ
。
こ
の
河
内
・
和
泉
を
め
ぐ
り

し
ほ
ど
の
こ
と
に
は
、
旅
路
の
日
記
に
は
う
る
さ
き
さ
か
し
ら
お
ほ
く
て
、
あ
げ
つ
ら
ひ
書

の
や
う
に
な
り
た
る
は
、
ひ
が
も
の
ゝ
く
せ
な
り
と
、
こ
を
見
む
人
も
ゆ
る
せ
か
し
。
又
、

物
の
こ
ゝ
ろ
な
き
里
人
な
ど
に
き
ゝ
て
し
る
し
た
る
こ
と
も
こ
れ
か
れ
お
ほ
く
、
き
ゝ
た
が

へ
な
ど
も
あ
る
べ
け
れ
ば
、
誤
な
ど
も
お
ほ
か
る
べ
く
、
ふ
る
き
跡
な
る
所
を
、
と
こ
ろ
の

さ
ま
く
は
し
く
し
ら
ざ
れ
ば
、
た
づ
ね
お
と
し
た
る
も
あ
り
ぬ
べ
し
。
こ
は
、
お
な
じ
こ
ゝ

ろ
ざ
し
の
人
あ
り
て
、
く
は
し
く
た
づ
ぬ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
そ
の
時
、
考
た
ゞ
し
て
よ
。
こ

の
こ
と
は
河
内
の
国
の
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
都
ち
か
き
あ
た
り
を
た
づ
ね
見
た
る
を
り
に
も

あ
り
ぬ
べ
け
れ
ば
、
筆
の
つ
ひ
で
に
す
べ
て
の
こ
と
を
も
い
へ
る
な
り
。
ま
し
て
、
と
こ
ろ

〴
〵
に
て
よ
み
た
る
歌
ど
も
は
、
ふ
と
お
も
ひ
い
で
た
る
ま
ゝ
を
か
き
つ
け
た
れ
ば
、
お
な

じ
た
ぐ
ひ
お
ほ
く
、
か
つ
は
聞
ぐ
る
し
き
も
あ
ま
た
也
。
又
、
跡
に
て
考
た
ゞ
さ
ま
ほ
し
き

こ
と
も
お
ほ
く
あ
れ
ど
、
そ
れ
は
た
、
も
の
う
く
て
や
み
ぬ
れ
ば
、
か
へ
す
〴
〵
も
あ
や
ま

り
お
ほ
か
ら
む
と
う
し
ろ
め
た
け
れ
ど
、
う
ち
す
て
む
も
さ
す
が
に
て
、
そ
の
ま
ゝ
に
か
き

し
る
し
ぬ
。こ
の
こ
と
は
か
な
ら
ず
こ
ゝ
に
い
ふ
べ
き
こ
と
な
ら
ね
ど
、お
も
ひ
い
づ
る
ま
ゝ

に
。

四
月
五
日

　

五
日
。

　

天
満
天
神
の
御
社
に
ま
う
で
ゝ
、
そ
れ
よ
り
坐
摩
神
社
に
も
ま
う
づ
。
こ
は
『
式
』
に
も

見
え
た
る
御
社
也
。
仁
徳
天
皇
御
社
と
い
ふ
が
こ
の
ほ
と
り
に
も
あ
れ
ば
、
ま
う
で
ゝ
宿
に

か
へ
り
ぬ
。

　

さ
て
、
大
坂
は
都
に
こ
よ
な
く
か
は
り
て
見
に
も
の
す
べ
き
所
も
す
く
な
く
、
又
、
古
き

都
の
あ
と
に
似
げ
な
く
、
地ト

コ
ロの

さ
ま
も
俗
な
れ
ば
、
と
ゞ
ま
り
ゐ
た
り
と
も
よ
う
な
き
こ

と
ゝ
、
こ
よ
ひ
の
船
に
の
り
て
都
の
か
た
に
か
へ
ら
ん
と
す
。
こ
の
国
の
う
ち
な
る
多
田
・

勝
尾
・
箕
面
な
ど
に
も
も
の
し
て
、
そ
の
道
す
が
ら
ふ
る
き
跡
を
も
た
づ
ね
見
ま
ほ
し
け
れ

ど
、
都
の
空
ひ
た
す
ら
な
つ
か
し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
こ
ゝ
を
も
又
の
と
き
と
の
こ
し
お
き
て
、
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か
く
は
お
も
ひ
さ
だ
め
た
る
也
。

　

か
く
て
、
く
れ
す
ぐ
る
ほ
ど
宿
ち
か
き
川
の
岸
よ
り
船
に
の
ら
ん
と
す
。
都
の
別
に
か
は

り
て
、
な
ご
り
を
し
と
も
お
も
は
ず
、
そ
の
船
に
い
そ
ぎ
の
り
ぬ
。

四
月
六
日

　

六
日
。

　

ほ
の
〴
〵
と
あ
く
る
ほ
ど
、
山
崎
に
船
は
て
ぬ
。
伏
見
の
方
に
ゆ
か
ず
し
て
、
こ
の
あ
た

り
に
て
船
よ
り
あ
が
り
た
る
は
、
み
ま
ほ
し
き
と
こ
ろ
〴
〵
あ
れ
ば
也
。
石
清
水
に
も
ま
う

で
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
こ
は
さ
き
つ
と
し
も
ま
う
で
た
れ
ば
、
こ
た
び
は
え
ま
う
で
ず
し
て
、

け
ふ
は
ま
づ
こ
の
と
こ
ろ
よ
り
二
里
あ
り
と
い
ふ
金
龍
寺
に
ま
う
で
ん
と
す
。
こ
の
寺
は

摂
津
国
島
上
郡
の
山
に
あ
り
て
、
を
さ
〳
〵
人
の
ゆ
か
ぬ
所
な
る
を
、
こ
た
び
も
の
す
る
は
、

貝
原
翁
の
こ
の
所
に
ゆ
か
れ
た
る
道
の
記
あ
り
て
、
く
は
し
く
し
る
さ
れ
て
、
こ
の
翁
も
わ

か
き
よ
り
こ
の
所
に
ゆ
か
む
と
は
お
も
ひ
な
が
ら
、
年
た
く
る
ま
で
そ
の
ほ
い
と
げ
ざ
り
し

こ
と
を
い
ひ
て
、
よ
き
所
の
や
う
に
し
る
さ
れ
た
れ
ば
、
い
か
な
る
所
な
ら
ん
と
ゆ
か
し
く

お
ぼ
え
て
、
こ
た
び
よ
き
つ
い
で
な
れ
ば
、
か
ゝ
る
を
り
な
ら
で
は
ゆ
き
が
た
し
と
お
も
ひ

お
こ
し
て
な
り
。
ま
こ
と
に
こ
の
貝
原
翁
ば
か
り
ま
め
な
る
人
は
よ
に
す
く
な
く
、
国
々
を

よ
く
め
ぐ
り
て
し
る
さ
れ
た
る
道
の
記
、
よ
に
お
ほ
け
れ
ば
、
ふ
る
き
あ
と
た
づ
ぬ
る
為
に

は
、
よ
う
あ
る
こ
と
い
と
お
ほ
し
。
さ
れ
ば
こ
の
翁
は
、
国
の
た
め
に
よ
う
な
き
あ
だ
し
国

の
儒

モ
ノ
シ

者リ
ヒ
トに

は
あ
ら
で
、
国
の
た
め
に
よ
う
あ
る
も
の
し
り
人
な
り
と
や
い
ふ
べ
か
ら
む
。

　

山
崎
の
岸
よ
り
西
の
か
た
に
四
五
町
ゆ
け
ば
広
瀬
村
に
い
た
る
。
こ
の
所
は
す
な
は
ち
水

無
瀬
の
さ
と
に
て
、
川
も
あ
り
て
川
の
名
は
水
無
瀬
川
と
今
も
い
へ
り
。
こ
の
川
は
ゆ
く
道

な
ら
ね
ど
、
ふ
る
き
名
所
な
れ
ば
立
よ
り
て
、
橋
の
上
よ
り
見
わ
た
す
に
、
水
無
瀬
の
ま
ぢ

か
く
見
え
て
け
し
き
よ
く
、
む
か
し
の
こ
と
な
ど
も
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
も
の
あ
は
れ
な

り
。
後
鳥
羽
院
の
「
見
わ
た
せ
ば
山
本
か
す
む
」
と
よ
み
給
へ
り
し

　
　

お
も
か
げ
も
あ
り
て
ゆ
く
瀬
に
水
無
瀬
川
山
本
と
ほ
き
む
か
し
を
ぞ
お
も
ふ

　

こ
の
と
こ
ろ
は
、
け
ふ
は
じ
め
て
見
た
る
所
な
が
ら
、
言
の
葉
に
は
常
々
よ
み
な
れ
た
る

所
な
れ
ば
、
し
る
ひ
と
に
あ
へ
ら
ん
や
う
に
な
つ
か
し
く
な
む
。
こ
の
所
に
後
鳥
羽
院
の
御

廟
と
い
ふ
も
あ
れ
ど
、
人
の
ま
う
づ
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
ね
ば
、
え
ま
う
で
ず
。

　

も
と
の
道
に
か
へ
り
て
し
ば
し
ゆ
け
ば
、
桜
井
の
里
に
い
た
る
。
こ
ゝ
は
む
か
し
の
宿
に

て
、
楠
正
成
ぬ
し
の
都
よ
り
足
利
尊
氏
を
ふ
せ
が
ん
た
め
と
兵
庫
に
く
だ
り
た
ま
ふ
時
、
お

も
ふ
よ
し
あ
り
て
正
行
主
に
を
し
へ
を
の
こ
し
て
、
故
郷
に
か
へ
さ
れ
し
所
な
り
。
そ
の
を

り
の
こ
と
お
も
ひ
い
で
ゝ
、
す
ゞ
ろ
に
か
な
し
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、

　
　

君
が
た
め
か
ぐ
は
し
き
名
を
も
の
ゝ
ふ
の
よ
に
と
ゞ
め
た
る
桜
井
の
里

　
　

か
へ
り
こ
で
ち
り
ゆ
く
身
と
は
も
の
ゝ
ふ
の
か
ね
て
し
り
け
む
桜
井
の
里

　
　

の
こ
し
お
き
し
若
木
の
花
の
い
に
し
へ
を
し
の
ぶ
も
か
な
し
桜
井
の
里

　
　

う
ら
わ
か
き
こ
ず
ゑ
す
つ
と
て
ま
す
ら
を
も
涙
ぐ
み
け
む
さ
く
ら
ゐ
の
さ
と

　
　

ち
ら
ん
と
は
し
り
て
木
末
を
の
こ
し
お
き
し
心
も
ふ
か
き
さ
く
ら
井
の
里

　

こ
の
さ
と
に
楠
の
木
あ
り
て
、
そ
の
も
と
に
ち
ひ
さ
き
八
幡
の
社
の
あ
る
は
、
正
成
ぬ
し

を
ま
つ
り
た
る
な
り
と
里
人
い
へ
り
。
又
、
古
き
松
あ
り
て
、
そ
の
松
の
も
と
に
て
正
行
主

に
わ
か
れ
給
へ
り
と
い
ひ
つ
た
へ
て
、
子
別
の
松
と
い
ふ
と
か
や
。

　

こ
の
さ
と
に
て
も
の
な
ど
く
ひ
て
、
金
龍
寺
の
方
に
ゆ
く
。
案
内
の
男
子
を
た
の
み
て
け

き
ば
、「
人
の
お
ほ
く
も
の
す
る
道
の
か
た
は
二
里
な
れ
ど
、
こ
の
さ
と
よ
り
た
ゞ
に
山
越

に
ゆ
け
ば
、
三
十
町
ば
か
り
な
ら
ん
」
と
い
へ
ば
、
そ
の
道
を
ゆ
か
ん
と
す
。
待
宵
侍
従
墓

と
い
ふ
も
こ
の
さ
と
に
あ
り
と
き
ゝ
し
か
ば
た
づ
ぬ
る
に
、
則
「
行
道
な
り
」
と
い
へ
ば
、

そ
の
男
の
子
を
さ
き
に
た
ゝ
せ
て
、
里
よ
り
西
の
か
た
に
と
心
ざ
し
て
二
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、

そ
の
墓
に
て
、
い
と
ふ
る
く
、
か
た
は
ら
に
碑
も
あ
り
。
こ
の
侍
従
は
さ
ば
か
り
の
人
な

ら
ね
ど
、「
ま
つ
よ
ひ
に
ふ
け
ゆ
く
か
ね
」
と
よ
め
り
し
言
の
葉
の
音
た
か
く
き
こ
ゆ
れ
ば
、

お
の
づ
か
ら
に
墓
も
の
こ
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
こ
の
墓
は
山
の
ふ
も
と
に
て
、
墓
の
か

た
は
ら
よ
り
山
に
の
ぼ
る
に
な
む
。
こ
は
、
さ
と
人
の
ゆ
き
か
ひ
す
る
の
み
に
て
、
人
の
お

ほ
く
か
よ
は
ぬ
道
な
れ
ば
、
い
と
ほ
そ
く
け
は
し
き
こ
と
、
い
は
む
か
た
な
し
。
六
町
ば
か

り
も
の
ぼ
り
た
る
所
よ
り
見
お
ろ
し
た
る
け
し
き
よ
、
淀
川
は
ふ
も
と
に
な
が
れ
、
男
山
は

た
ゞ
こ
ゝ
も
と
に
見
え
て
、
い
と
よ
し
。

　

猶
、
坂
を
の
ぼ
り
く
だ
り
て
、
く
だ
り
は
て
た
る
と
こ
ろ
、
金
龍
寺
の
本
堂
の
う
し
ろ
な

り
。
そ
の
本
堂
の
ま
へ
に
い
で
ゝ
、
と
こ
ろ
の
さ
ま
く
は
し
く
見
る
に
、
い
と
よ
き
寺
の
も

の
し
づ
か
な
る
所
也
。
こ
の
寺
の
あ
る
所
は
、
あ
ま
村
と
い
ふ
さ
と
の
山
な
り
。
そ
も
〳
〵

こ
の
寺
は
能
因
法
師
の
「
山
寺
の
春
の
夕
ぐ
れ
き
て
見
れ
ば
入
相
の
か
ね
に
花
ぞ
散
け
る
」

と
よ
ま
れ
た
る
所
に
て
、
今
も
こ
の
寺
の
か
ね
を
入
相
の
鐘
と
名
づ
け
た
り
。
ま
こ
と
に
そ

の
歌
の
け
し
き
見
る
や
う
な
る
所
の
さ
ま
に
て
、
こ
の
歌
の
味
は
こ
の
寺
を
見
ず
し
て
は
し

り
が
た
し
。
わ
れ
も
け
ふ
、
こ
の
所
に
き
た
り
て
こ
そ
、
こ
の
歌
の
名
だ
か
き
ゆ
ゑ
よ
し
を

も
、
所
の
さ
ま
に
あ
は
せ
て
お
も
ひ
し
り
た
る
も
の
な
り
け
れ
。
今
も
桜
お
ほ
く
、
花
の
こ

ろ
に
は
見
に
く
る
人
の
お
ほ
し
と
い
へ
り
。

　

そ
の
青
葉
の
か
げ
に
た
ゝ
ず
み
て
、
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今
も
な
ほ
言
葉
の
花
は
ち
り
ゆ
か
で
き
く
こ
ゝ
ち
す
る
入
相
の
か
ね

　
　

き
て
見
れ
ば
こ
と
ば
の
花
の
お
も
か
げ
も
み
ど
り
に
の
こ
る
入
相
の
鐘

　
　

猶
の
こ
る
言
葉
の
花
を
色
香
に
て
見
れ
ば
み
ど
り
も
な
つ
か
し
き
哉

　
　

ち
り
の
こ
る
言
葉
の
花
の
跡
と
め
て
人
も
こ
ず
ゑ
の
緑
を
ぞ
見
る

　

鐘
楼
の
か
ね
は
、
か
の
う
た
に
見
え
た
る
ふ
る
き
か
ね
な
ら
ん
と
お
も
ひ
て
、
の
ぼ
り
て

見
る
に
、
古
き
に
は
あ
ら
で
、
慶
長
の
年
号
あ
り
。
こ
は
名
あ
る
か
ね
の
た
え
た
る
を
か
な

し
み
て
、
後
に
つ
く
れ
る
な
り
と
ぞ
。
そ
の
鐘
の
も
と
に
能
因
法
師
の
像
も
あ
り
。
こ
の
法

師
の
こ
と
を
古
曽
部
入
道
と
も
い
ふ
は
、
こ
の
ち
か
き
あ
た
り
の
古
曽
部
と
い
ふ
に
す
ま
れ

た
る
に
よ
り
て
也
。
そ
の
所
よ
り
こ
の
山
に
の
ぼ
り
て
こ
そ
、か
の
歌
は
よ
ま
れ
け
め
。「
春

の
夕
ぐ
れ
き
て
見
れ
ば
」
と
い
へ
る
に
よ
り
て
、
そ
の
さ
ま
あ
き
ら
け
し
。

　

そ
の
古
曽
部
に
も
ゆ
か
む
と
て
、
坂
を
く
だ
ら
ん
と
す
。
こ
の
坂
は
こ
の
寺
に
ま
う
づ
る

た
め
の
ま
こ
と
の
道
な
れ
ば
、
ひ
ろ
く
よ
き
道
に
て
、
ふ
も
と
ま
で
十
三
町
の
間
、
木
ぶ
か

き
山
な
り
。
か
く
た
か
き
所
な
れ
ば
、
も
の
し
づ
か
な
り
し
も
う
べ
な
り
け
れ
と
、
お
も
ひ

あ
は
さ
る
。

　

別
府
と
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
古
曽
部
村
に
い
た
る
。
金
龍
寺
の
山
の
う
へ
よ
り
は
二
十
四
五

町
も
あ
る
べ
し
。
こ
の
古
曽
部
村
の
入
口
に
能
因
法
師
の
墓
あ
り
て
、
い
と
お
ほ
き
な
る
が
、

こ
れ
も
か
た
は
ら
に
碑
あ
り
。
そ
の
ち
か
き
に
花
の
井
と
い
ふ
井
も
あ
り
。
こ
の
法
師
が

〔『
後
拾
遺
』〕「
我
宿
の
木
末
の
夏
に
な
る
と
き
は
い
こ
ま
の
山
ぞ
み
え
ず
な
り
け
る
」
と
よ

ま
れ
た
る
も
こ
の
と
こ
ろ
な
る
に
、
を
り
か
ら
里
の
夏
木
立
ひ
ま
な
く
し
げ
り
た
る
頃
な
れ

ば
、
ま
し
て
む
か
し
の
こ
と
お
も
ひ
い
で
ら
る
。

　

こ
の
さ
と
に
伊
勢
寺
と
い
ふ
寺
あ
る
に
ま
う
づ
る
に
、
伊
勢
の
墓
あ
り
て
、
こ
れ
も
か
た

は
ら
に
碑
あ
り
。
こ
の
寺
を
伊
勢
寺
と
い
ふ
は
、
伊
勢
の
世
を
の
が
れ
て
す
み
し
家
の
あ
と

に
た
て
た
る
寺
な
り
と
い
へ
り
。
こ
の
寺
も
今
は
禅
宗
也
。

　

さ
て
、
こ
の
寺
に
伊
勢
の
も
た
り
と
い
ふ
鏡
・
硯
な
ど
あ
り
て
、
ふ
る
き
も
の
と
見
ゆ
。

鏡
は
墓
の
ほ
と
り
よ
り
ほ
り
い
だ
せ
り
と
ぞ
。
又
、
伊
勢
の
像
と
い
ふ
絵
も
あ
れ
ど
、
こ
は

あ
ま
り
ふ
る
か
ら
ぬ
も
の
と
見
え
た
り
。
こ
の
寺
の
縁
起
、
元
政
上
人
の
か
き
た
る
が
一
巻

あ
り
。
こ
の
寺
の
庭
も
け
し
き
い
と
よ
し
。
伊
勢
の
こ
の
と
こ
ろ
に
す
ま
れ
た
る
跡
な
り
と

い
ふ
に
つ
け
て
、
例
の
昔
を
し
の
び
て
、

　
　

見
す
て
ゝ
や
草
の
庵
を
む
す
び
け
む
あ
ひ
も
お
も
は
ぬ
玉
の
台
と

　

こ
の
里
よ
り
す
こ
し
ゆ
き
て
大
路
に
い
づ
。
こ
は
あ
く
た
川
と
い
ふ
に
か
よ
ふ
道
に
て
、

お
ほ
く
は
あ
ら
ね
ど
、
旅
人
の
ゆ
き
ゝ
も
こ
れ
か
れ
あ
る
道
也
。
金
龍
寺
に
ま
う
づ
る
ま
こ

と
の
道
と
い
ふ
も
、
こ
の
道
の
こ
と
也
。
高
槻
城
と
い
ふ
も
ち
か
く
見
ゆ
。
丹
波
谷
・
安
満
・

梶
原
な
ど
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
、
神
南
に
い
た
る
。

　

こ
の
さ
と
の
入
口
に
森
あ
り
て
、今
も
神
並
の
森
と
い
ふ
は
、『
古
今
集
』
の
歌
の
詞
書
に
、

「
山
崎
よ
り
神
南
の
森
ま
で
お
く
り
に
人
々
ま
か
り
て
」
と
あ
る
に
よ
く
あ
へ
り
。
又
お
な

じ
集
に
、「
神
並
の
山
を
す
ぎ
て
、
立
田
川
を
わ
た
り
け
る
時
に
」
と
あ
る
立
田
川
は
、
大

和
に
は
あ
ら
で
、
こ
の
所
な
り
と
、
故
大
人
の
い
は
れ
た
る
こ
と
の
あ
る
に
よ
り
て
、
そ
の

立
田
川
は
い
づ
れ
な
ら
ん
と
た
づ
ね
見
れ
ど
、
さ
い
ふ
べ
き
川
は
見
え
ず
。
こ
の
あ
た
り
山

の
か
た
は
ら
な
れ
ば
、
こ
の
さ
と
の
ほ
と
り
な
る
山
を
神
な
び
山
な
り
と
は
い
ひ
つ
べ
け
れ

ど
、
立
田
川
と
い
ふ
べ
き
川
の
見
え
ぬ
は
、
く
ち
を
し
。
こ
の
神
南
を
山
城
国
乙
訓
郡
な
り

と
い
へ
る
は
、
お
し
あ
て
に
て
、
神
並
と
今
も
い
ふ
が
た
ゞ
し
き
証
に
て
、
杜
さ
へ
も
あ
れ

ば
、
こ
の
所
な
る
べ
し
。『
源
重
行
集
』
に
、「
山
崎
川
を
立
田
川
と
い
ふ
を
、
つ
く
し
へ
ゆ

く
と
て
」
と
あ
る
を
お
も
へ
ば
、
今
の
よ
ど
川
の
こ
と
を
立
田
川
と
い
ひ
し
も
の
か
と
も
お

も
は
る
れ
ど
、
さ
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
け
れ
ば
、
い
か
ゞ
と
も
わ
か
り
が
た
し
。

　

神
並
よ
り
八
町
ゆ
け
ば
、
も
と
の
桜
井
也
。
又
、
広
瀬
を
も
す
ぎ
、
そ
れ
よ
り
東
大
寺
・

関
戸
な
ど
い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
、山
崎
に
い
た
る
。
こ
の
間
に
摂
津・山
城
の
国
ざ
か
ひ
あ
り
て
、

こ
の
山
崎
は
山
城
国
の
乙
訓
郡
な
り
。
離
宮
八
幡
の
御
社
に
ま
う
づ
る
に
、
き
ら
〳
〵
し
く

め
で
た
し
。

　

宝
寺
・
観
音
寺
に
も
ま
う
で
ゝ
山
崎
の
里
を
出
は
な
れ
て
、
円
明
寺
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
、

し
ば
し
ゆ
け
ば
道
の
か
た
は
ら
に
『
式
』
に
見
え
た
る
「
小
倉
神
社
」
お
は
し
ま
す
が
、
今

も
大
き
な
る
御
社
也
。
こ
の
ほ
と
り
よ
り
長
岡
天
神
に
ま
う
づ
る
道
あ
れ
ば
、
そ
の
道
に
入

て
し
ば
し
ゆ
き
て
御
社
に
ま
う
づ
る
に
、
御
前
に
お
ほ
き
な
る
池
あ
り
て
、
い
と
神
さ
び
た

る
と
こ
ろ
の
さ
ま
也
。
御
社
よ
り
い
さ
ゝ
か
ゆ
き
た
る
所
の
さ
と
を
、
す
な
は
ち
長
岡
と
い

へ
り
。
こ
の
あ
た
り
は
桓
武
天
皇
の
し
ば
し
の
う
ち
ま
し
ま
し
ゝ
都
の
あ
と
な
り
と
お
も
へ

ば
、
な
つ
か
し
く
お
ぼ
え
て
、

　
　

そ
の
名
の
み
な
が
く
の
こ
り
て
長
岡
や
あ
り
し
都
の
跡
は
ふ
り
に
き

　

長
法
寺
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
粟
生
村
と
い
ふ
に
い
た
り
て
、
光
明
寺
に
ま
う
づ
。
こ
ゝ

も
名
だ
か
き
寺
也
。
大
原
・
小
塩
の
か
た
に
も
こ
の
あ
た
り
よ
り
ゆ
く
道
の
あ
れ
ば
、
ゆ
か

ま
ほ
し
け
れ
ど
、
さ
て
は
け
ふ
の
う
ち
に
都
に
つ
く
こ
と
か
た
し
と
い
へ
り
。
さ
る
を
都
の

か
た
に
何
と
な
く
心
の
い
そ
が
る
れ
ば
、
例
の
え
ゆ
か
ず
し
て
や
み
ぬ
。

　

井
内
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
向
日
町
に
い
た
る
。
こ
の
間
の
道
よ
り
東
山
の
と
ほ
く
見
え

そ
め
た
る
は
、
故
郷
人
に
ま
づ
あ
へ
ら
ん
や
う
に
お
ぼ
え
て
う
れ
し
き
も
、
か
つ
は
あ
や
し
。
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こ
の
む
か
ひ
町
の
入
口
に
島
坂
と
い
ふ
坂
あ
り
。
こ
は
『
土
佐
日
記
』
に
も
見
え
た
り
。
こ

の
町
に
『
式
』
に
見
え
た
る
「
向
神
社
」
の
お
は
し
ま
す
に
ま
う
で
ゝ
、
そ
れ
よ
り
寺
堂
・

下
久
世
な
ど
い
ふ
さ
と
を
す
ぎ
て
、
久
世
村
に
い
た
る
。
こ
の
さ
と
の
入
口
に
木
ぶ
か
き
神

社
あ
り
。
桂
川
の
下
な
る
川
の
橋
を
わ
た
り
て
、
石
原
・
吉
祥
院
・
唐
橋
な
ど
い
ふ
里
を
す

ぎ
て
、
四
塚
の
さ
と
に
い
た
る
に
、
こ
の
さ
と
に
む
か
し
の
羅
城
門
の
跡
と
い
ふ
が
あ
り
。

　

か
く
て
、
東
寺
の
う
ち
を
と
ほ
り
て
稲
荷
の
御
旅
の
ほ
と
り
に
い
で
た
れ
ば
、
神
輿
に
ま

う
で
ゝ
三
条
の
宿
に
又
か
へ
り
つ
き
ぬ
る
は
、
故
郷
に
か
へ
り
た
る
こ
ゝ
ち
に
も
ま
さ
り
て
、

う
れ
し
く
な
む
。
ま
こ
と
に
都
ば
か
り
よ
き
所
は
外
に
た
ぐ
ひ
な
か
る
べ
し
。
い
づ
こ
、
い

か
な
る
と
こ
ろ
な
り
と
て
、
故
郷
よ
り
な
つ
か
し
く
お
も
ふ
べ
き
も
の
か
は
。
か
へ
す
〴
〵

も
よ
き
と
こ
ろ
に
て
、
す
ま
ゝ
ほ
し
く
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。

四
月
七
日

　

七
日
。
雨
ふ
る
。

　

き
の
ふ
の
み
ち
に
て
つ
か
れ
た
る
に
、
あ
す
比
叡
の
山
に
の
ぼ
ら
ん
と
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
あ

れ
ば
、
足
を
や
す
め
ん
た
め
に
と
て
、
い
づ
こ
に
も
ゆ
か
ず
。

四
月
八
日

　

八
日
。
き
の
ふ
の
雨
は
れ
て
天
気
よ
け
れ
ば
、
か
ね
て
お
も
ひ
し
ご
と
く
、
比
叡
山
に
の

ぼ
ら
ん
と
す
。
け
ふ
は
花
橋
と
い
ひ
て
、
一
年
の
う
ち
に
こ
の
山
の
に
ぎ
ほ
ふ
か
ぎ
り
な
り
。

　

朝
と
く
い
で
ゝ
、
加
茂
川
の
堤
を
の
ぼ
り
て
田
中
村
・
一
乗
寺
村
な
ど
を
す
ぎ
て
、
雲
母

坂
と
い
ふ
よ
り
の
ぼ
ら
ん
と
す
。
そ
の
道
に
林
丘
寺
宮
と
い
ふ
あ
り
。
雲
母
寺
不
動
と
い
ふ

も
あ
り
。
し
ば
し
の
ぼ
り
た
る
所
に
音
羽
御
所
と
い
ふ
が
あ
り
て
、
あ
ら
が
き
ゆ
ゑ
〳
〵
し

く
つ
く
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
り
。
こ
ゝ
は
す
な
は
ち
修
学
院
の
行
宮
の
山
の
う
へ
に
て
、
太
上

天
皇
の
行
宮
な
り
。
こ
の
と
こ
ろ
よ
り
い
さ
ゝ
か
ゆ
け
ば
、
む
か
ひ
に
は
音
羽
滝
と
い
ふ
滝

あ
り
て
、
こ
な
た
の
山
の
行
宮
も
い
と
よ
く
見
え
た
り
。
こ
の
行
宮
は
、
こ
の
滝
を
見
給
ふ

為
な
る
行
宮
に
て
、
尾
花
に
て
ふ
か
れ
た
る
か
り
そ
め
の
行
宮
な
り
。
そ
の
さ
ま
い
と
み
や

び
や
か
に
て
、「
秋
の
野
の
尾
花
か
り
ふ
き
や
ど
れ
り
し
」
と
い
ふ
、
ふ
る
き
歌
の
さ
ま
も

お
も
ひ
い
で
ら
る
ゝ
か
り
宮
也
。
こ
の
所
の
さ
ま
は
、
山
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
、
滝
の
け
し
き
な

ど
、
え
も
い
ひ
し
ら
ず
お
も
し
ろ
き
所
に
て
、
言
の
葉
に
は
の
べ
が
た
き
ば
か
り
な
れ
ど
、

　
　

よ
ゝ
か
け
て
た
え
ぬ
み
ゆ
き
の
行
宮
を
つ
く
る
音
羽
の
滝
の
し
ら
糸

　
　

た
き
の
糸
の
か
ゝ
る
み
ゆ
き
に
よ
ゝ
と
ほ
く
音
羽
の
名
こ
そ
音
に
き
こ
え
め

　
　

滝
の
糸
の
む
か
し
を
か
け
て
こ
の
山
に
尾
花
か
り
ふ
く
か
り
ほ
な
る
ら
ん

　

道
さ
が
し
け
れ
ど
、
け
ふ
は
こ
の
坂
を
し
も
の
ぼ
り
た
る
は
、
こ
の
と
こ
ろ
の
さ
ま
見
ま

ほ
し
け
れ
ば
也
。

　

さ
て
、『
古
今
集
』
に
「
ひ
え
の
山
な
る
音
羽
滝
を
み
て
」
と
あ
る
も
、
こ
の
滝
の
こ
と

な
る
べ
し
。
又
「
音
羽
川
せ
き
い
れ
て
お
と
す
滝
つ
瀬
に
」
と
い
ふ
歌
の
所
に
、「
西
坂
本

の
山
荘
の
滝
の
岩
に
か
き
つ
け
ゝ
る
」
と
あ
る
は
、
こ
の
所
ひ
え
の
山
の
西
お
も
て
の
坂
の

本
な
れ
ば
、
西
坂
本
と
い
へ
る
も
の
な
る
べ
し
。
坂
本
と
い
ふ
が
近
江
の
か
た
に
あ
る
も
、

所
の
名
に
は
あ
ら
で
、
坂
の
本
な
れ
ば
、
さ
い
へ
る
が
、
や
が
て
所
の
名
と
な
り
た
る
も
の

な
る
べ
し
。

　

水
吞
峠
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
の
ぼ
り
は
て
た
る
所
、
四
明
が
嶽
に
て
、
け
ふ
は
か
す
み

た
れ
ど
、
猶
け
し
き
よ
く
見
わ
た
し
ひ
ろ
し
。
こ
の
坂
路
は
す
べ
て
み
わ
た
し
の
よ
け
れ
ば
、

ふ
も
と
よ
り
さ
ば
か
り
と
ほ
く
け
は
し
き
坂
路
も
、
そ
の
な
が
め
に
心
う
つ
り
て
、
あ
る
は

た
ち
や
す
ら
ひ
な
ど
せ
し
か
ば
、
さ
ま
で
に
も
お
ぼ
え
ざ
り
し
か
ど
、
く
る
し
く
な
き
に
も

あ
ら
ざ
り
き
。

　

講
堂
・
戒
壇
堂
・
中
堂
な
ど
い
ふ
に
ま
う
づ
る
に
、
こ
の
中
堂
の
ま
へ
に
い
ら
か
た
か
き
山

門
も
あ
り
。
す
べ
て
堂
な
ど
の
た
て
ざ
ま
、
い
と
め
で
た
き
も
の
か
ら
、
さ
の
み
き
ら
〳
〵
し

く
も
あ
ら
で
、
い
と
た
ふ
と
し
。
山
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
も
か
う
〴
〵
し
く
て
、
ま
こ
と
に
た
ふ
と

き
霊ト

コ
ロ地

な
り
。
仏
所
に
か
ば
か
り
た
ふ
と
き
所
は
、
た
ぐ
ひ
も
あ
ら
じ
か
し
。

　
　

ふ
た
つ
な
き
御
法
う
ご
か
で
比
枝
の
山
三
の
宝
は
今
も
く
ち
せ
ず

　

こ
れ
よ
り
五
十
町
の
坂
路
を
ひ
た
く
だ
り
に
く
だ
り
て
、
坂
本
に
く
だ
ら
ん
と
す
。
あ
ふ

み
の
海
め
の
し
た
に
見
え
て
、
い
と
け
し
き
よ
き
と
こ
ろ
〴
〵
あ
り
。
そ
の
あ
ひ
だ
に
山
ふ

か
き
け
に
や
あ
ら
ん
、
さ
く
ら
の
一
木
咲
の
こ
り
た
る
は
、
い
と
め
づ
ら
し
く
て
、「
山
た

か
み
見
つ
ゝ
わ
が
こ
し
」
と
い
ふ
歌
も
、
こ
の
山
に
て
貫
之
ぬ
し
の
よ
ま
れ
た
る
な
り
と
お

も
ひ
い
で
ゝ
、

　
　

夏
か
け
て
の
こ
る
さ
く
ら
は
比
枝
の
山
風
も
こ
ゝ
ろ
に
ま
か
せ
ざ
り
け
む

　

く
だ
り
は
て
ゝ
坂
本
な
る
山
王
の
御
社
に
ま
う
づ
。「
日
よ
し
の
山
王
」
と
今
は
い
へ
ど
、

こ
は
住
吉
を
「
す
み
よ
し
」
と
い
ふ
が
ご
と
く
、
日
吉
を
「
日
よ
し
」
と
い
ひ
あ
や
ま
り
た

る
に
て
、
則
、『
式
』
に
見
え
た
る
「
日
吉
神
社
」
の
御
こ
と
な
り
。
さ
れ
ど
、
そ
の
『
式
』

な
る
は
何
座
と
も
し
る
さ
れ
ね
ば
、
一
社
の
こ
と
ゝ
お
も
は
る
ゝ
を
、
こ
の
坂
本
に
は
七
社

ま
せ
り
。
外
に
も
十
四
社
ま
し
〳
〵
て
、
山
王
廿
一
社
と
俗
に
い
ひ
て
、
御
名
も
ほ
と
け
め

き
た
る
が
お
ほ
し
。
そ
の
中
に
大
宮
と
ま
う
す
が
お
は
し
ま
し
て
、
御
名
の
ご
と
く
宮
も
お
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ほ
き
な
る
は
、
こ
れ
が
大
山
咋
の
神
に
て
、
外
は
こ
の
寺
に
つ
き
た
る
仏
神
に
は
あ
ら
ざ

る
か
。
又
、『
三
代
実
録
』
に
見
え
た
る
「
大
比
叡
神
」「
小
比
叡
神
」
な
ど
い
ふ
も
、
こ
の

中
に
お
は
し
ま
す
か
。
仏
さ
ま
の
名
に
成
給
へ
る
か
。
こ
は
こ
ゝ
ろ
み
に
い
へ
る
の
み
に
て
、

く
は
し
く
た
づ
ね
た
る
う
へ
な
ら
で
は
、
か
な
ら
ず
か
く
と
は
い
ひ
が
た
か
る
べ
し
。
そ
は

と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
す
べ
て
の
宮
ゐ
き
ら
〳
〵
し
く
、
い
と
も
た
ふ
と
き
と
こ
ろ
の
さ
ま
也
。

　

坂
本
・
下
坂
本
な
ど
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
、
唐
崎
に
い
た
る
。
唐
崎
明
神
と
い
ふ
が
お
は
し

ま
す
に
ま
う
で
ゝ
、
み
わ
た
し
た
る
み
づ
う
み
の
け
し
き
、
い
と
お
も
し
ろ
け
れ
ど
、
沖
の

か
た
に
霞
の
ふ
か
き
は
、
い
さ
ゝ
か
こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
れ
り
。

　
　

か
ら
さ
き
や
み
る
め
な
き
名
の
た
つ
も
う
し
霞
ふ
き
と
け
志
賀
の
浦
風

と
あ
つ
ら
へ
つ
け
ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ
。
名
だ
か
き
松
の
木
は
い
と
お
ほ
き
な
る
木
に
て
、
枝

さ
し
ひ
ろ
く
、
よ
に
め
づ
ら
し
き
木
立
な
り
。
あ
ら
き
風
な
ど
に
あ
た
ら
ん
時
の
た
め
に
や
、

枝
ご
と
に
杖
を
つ
か
せ
た
り
。

　
　

む
か
し
よ
り
か
は
ら
ぬ
色
も
老
見
え
て
枝
に
杖
つ
く
か
ら
さ
き
の
松

　

こ
の
松
は
「
た
が
よ
に
ひ
け
る
子
日
な
る
ら
ん
」
と
よ
み
し
木
に
は
あ
ら
で
、
天
正
十
九

年
と
い
ふ
と
し
、
ふ
る
き
木
の
か
れ
た
る
を
な
げ
き
て
、
な
に
が
し
の
う
ゑ
た
る
な
り
と
い

へ
り
。

　

こ
れ
よ
り
山
中
越
と
い
ふ
を
京
に
か
へ
ら
ん
と
て
、
か
ら
さ
き
の
里
を
出
は
な
れ
て
し
ば

し
ゆ
け
ば
、
志
賀
の
里
に
い
た
る
。
こ
の
さ
と
に
お
ほ
き
な
る
八
幡
の
社
お
は
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
さ
と
よ
り
坂
路
に
か
ゝ
り
て
、
た
む
け
に
の
ぼ
り
た
る
け
し
き
、
比
え
の
山

に
お
な
じ
く
、
あ
ふ
み
の
海
ま
ぢ
か
く
見
え
て
、
い
ひ
し
ら
ぬ
け
し
き
な
り
。

　

こ
の
峠
よ
り
く
だ
り
は
て
た
る
と
こ
ろ
、
山
中
村
な
り
。
よ
り
て
山
中
越
と
い
ふ
な
る
べ

し
。
む
か
し
志
賀
山
越
と
い
ひ
し
は
、
こ
の
道
の
こ
と
ゝ
い
ひ
、
ま
た
外
に
あ
り
と
い
ふ
説

も
あ
れ
ど
、い
ま
も
志
賀
の
里
と
い
ふ
よ
り
の
ぼ
る
道
な
れ
ば
、こ
の
道
の
こ
と
な
る
べ
く
や
。

　
　

こ
え
し
そ
の
言
葉
の
花
は
む
か
し
に
て
緑
を
わ
く
る
志
賀
の
山
道

　

か
く
て
、
申
の
刻
ば
か
り
宿
に
か
へ
り
ぬ
。
唐
崎
よ
り
三
条
ま
で
の
道
の
ほ
ど
は
三
里
な

り
と
ぞ
。

四
月
九
日

　

九
日
。

　

大
坂
よ
り
か
へ
り
て
の
ち
、
都
の
人
々
を
と
は
ざ
れ
ば
、
け
ふ
は
こ
れ
か
れ
と
ぶ
ら
ひ
て
、

夕
つ
か
た
宿
に
か
へ
り
た
る
に
、
故
郷
よ
り
い
そ
ぎ
の
ふ
み
き
た
り
、
何
ご
と
に
や
と
ひ
ら

き
み
れ
ば
、
こ
の
六
日
の
朝
、
妻
の
や
す
く
子
う
み
た
る
よ
し
、
い
ひ
来
た
り
て
、
そ
を
ひ

ら
き
見
た
る
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
、
う
れ
し
と
も
う
れ
し
く
な
む
。

四
月
十
日

　

十
日
。

  

け
ふ
は
上
の
卯
の
日
な
れ
ば
、
稲
荷
祭
な
り
。
こ
は
さ
き
に
し
る
せ
る
ご
と
く
、
三
月
の

十
九
日
、
旅
所
に
入
ま
し
た
る
が
、
け
ふ
も
と
の
み
や
し
ろ
に
か
へ
り
給
ふ
な
り
。
す
べ
て

の
神
祭
、
御
社
に
旅
所
よ
り
か
へ
り
た
ま
ふ
を
祭
と
い
ひ
て
、
い
で
ま
し
入
る
を
御
出
と
い

へ
り
。
こ
の
御
祭
は
、
午
の
日
に
出
ま
し
て
、
卯
の
日
に
か
へ
り
給
へ
ば
、「
う
ま
〳
〵
い
で
、

う
か
〳
〵
も
ど
る
」
と
俗
に
い
ふ
御
祭
也
。

　

け
ふ
は
東
寺
に
て
神
供
を
た
て
ま
つ
る
儀
式
、
古
風
な
り
と
き
ゝ
し
か
ば
、
見
奉
ら
ん
と

て
、
午
の
刻
ば
か
り
よ
り
東
寺
に
も
の
す
。
こ
の
寺
の
か
き
つ
ば
た
さ
か
り
に
て
、
い
と
お

も
し
ろ
き
に
、
か
の
神
供
に
は
今
し
ば
し
ほ
ど
あ
れ
ば
、
池
の
ほ
と
り
の
茶
屋
に
し
り
う
ち

か
け
て
、
そ
の
花
を
見
居
た
る
ほ
ど
、

　
　

法
の
庭
よ
そ
に
へ
だ
て
ゝ
む
ら
さ
き
の
雲
と
は
見
え
ぬ
か
き
つ
ば
た
か
な

　

未
の
刻
ば
か
り
旅
所
を
い
で
ま
し
て
、
南
門
と
い
ふ
よ
り
、
か
の
神
輿
入
ま
せ
り
。
一
社

ご
と
に
門
を
と
ざ
し
て
、
か
し
ま
し
く
そ
の
門
の
戸
を
た
ゝ
け
ば
、
ひ
ら
き
て
入
奉
る
。
入

給
ふ
と
き
、
一
社
ご
と
に
螺
貝
を
ふ
く
。
そ
の
さ
ま
い
き
ほ
ひ
あ
り
て
、
い
さ
ま
し
。
か
く

て
、
つ
ぎ
〳
〵
に
五
社
の
神
輿
を
金
堂
の
ま
へ
に
す
ゑ
奉
れ
ば
、
よ
ろ
ひ
か
ぶ
と
を
き
た
る

人
、
左
の
手
に
長
刀
を
も
ち
、
右
の
手
に
神
供
の
も
ち
ひ
を
さ
ゝ
ぐ
。
又
、
打
か
け
と
い
ふ

も
の
を
き
た
る
女
ど
も
、
頭
に
く
さ
〴
〵
の
神
供
を
い
た
ゞ
き
て
そ
な
へ
ま
つ
れ
ば
、
こ
の

寺
の
僧
の
三
人
し
て
、
何
ご
と
を
か
ゆ
ゑ
ゆ
ゑ
し
く
と
な
へ
て
、
を
が
み
奉
る
こ
と
な
ど
あ

り
。
す
べ
て
そ
の
さ
ま
古
風
に
て
、
た
ふ
と
し
。
さ
れ
ど
、
け
ふ
は
見
奉
る
の
み
に
て
、
わ

が
身
き
の
ふ
故
郷
よ
り
き
た
る
文
の
こ
と
に
て
、
け
が
れ
た
れ
ば
、
い
み
は
ゞ
か
り
て
を
が

み
奉
ら
ず
。

　

さ
て
、
け
ふ
神
輿
の
こ
の
寺
に
入
給
ふ
は
、
い
か
な
る
こ
と
な
ら
ん
。
そ
の
ゆ
ゑ
よ
し
も

き
ゝ
た
れ
ど
、
う
べ
な
り
と
も
お
も
は
れ
ぬ
は
、
い
ぶ
か
し
く
な
ん
。

　

そ
れ
よ
り
松
原
通
に
て
還
幸
の
さ
ま
を
見
奉
る
に
、
や
よ
ひ
の
い
で
ま
し
に
か
は
る
こ
と

な
け
れ
ど
、
け
ふ
の
神
主
た
ち
の
か
ざ
し
は
、
か
つ
ら
に
て
、
そ
れ
の
み
三
月
に
か
は
り
た

り
。
こ
は
杉
の
か
た
こ
そ
ふ
る
き
た
め
し
お
ぼ
え
て
、
た
ふ
と
け
れ
。
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四
月
十
一
日

　

十
一
日
。

　

こ
の
こ
ろ
蓮
華
王
院
の
か
き
つ
ば
た
盛
な
り
と
き
ゝ
て
、
け
ふ
は
見
に
も
の
せ
ん
と
す
。

か
ゝ
る
名
だ
か
き
花
の
こ
と
な
れ
ば
、
ひ
と
り
見
に
も
の
せ
ん
も
は
え
な
し
と
、
鴨
川
の
岸

に
咲
た
る
ゆ
か
り
の
色
を
さ
へ
と
も
な
ひ
て
、
ひ
る
つ
か
た
よ
り
見
に
も
の
す
。

　

か
く
て
そ
の
院
の
池
の
ほ
と
り
な
る
茶
屋
に
入
て
、
さ
ゝ
ご
な
ど
ひ
ら
き
つ
ゝ
、
日
ね
も

す
見
居
た
る
は
、
た
と
へ
む
か
た
な
く
心
ゆ
く
あ
そ
び
に
て
、
田
舎
人
に
は
花
の
色
の
う
へ

な
き
た
の
し
み
と
や
い
ふ
べ
か
ら
む
。

　
　

む
ら
さ
き
の
に
ほ
へ
る
子
ら
と
へ
だ
て
な
く
見
る
は
た
の
し
き
か
き
つ
ば
た
か
な

　
　

か
た
へ
な
る
ゆ
か
り
の
色
も
と
り
〴
〵
に
に
ほ
ひ
へ
だ
て
ぬ
か
き
つ
ば
た
か
な

四
月
十
二
日

　

十
二
日
。

　

人
に
い
ざ
な
は
れ
て
、
申
の
刻
す
ぐ
る
ほ
ど
よ
り
、
生
洲
と
い
ふ
に
も
の
す
。
こ
ゝ
は
四

条
の
橋
の
ほ
と
り
に
て
、
東
山
の
け
し
き
な
ど
、
宿
り
よ
り
見
な
れ
た
る
に
は
、
そ
の
さ
ま

又
か
は
り
て
お
も
し
ろ
し
。

　

け
ふ
は
い
と
あ
つ
き
日
な
り
し
か
ば
、
く
れ
か
ゝ
る
川
瀬
の
風
の
楼
に
吹
い
る
ゝ
こ
ゝ
ち
、

い
と
こ
ゝ
ろ
よ
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、

　
　

夕
ま
ぐ
れ
す
ゞ
し
さ
あ
か
ず
吹
よ
り
て
あ
つ
さ
を
い
そ
ぐ
加
茂
の
川
風

　

む
か
ひ
の
き
し
の
家
々
の
楼
に
と
も
し
つ
ら
ね
た
る
と
も
し
火
の
ひ
か
り
、
い
と
は
な
や

か
に
て
り
か
ゞ
や
き
て
、
い
や
し
き
も
の
な
が
ら
、
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
な
が
め
な
り
。

　
　

影
な
が
く
せ
ゞ
に
う
つ
り
て
か
も
が
は
や
月
に
も
ま
さ
る
岸
の
と
も
し
火

四
月
十
三
日

　

十
五（

三
）日

。

　

け
ふ
は
中
の
午
の
日
な
れ
ば
、
御
蔭
祭
を
を
が
み
に
も
の
す
。
そ
も
〳
〵
こ
の
御
蔭
祭
と

い
ふ
は
、
ち
か
き
に
葵
祭
の
あ
る
に
つ
け
て
、
御
蔭
山
に
い
ま
す
神
を
下
加
茂
の
社
に
む
か

へ
奉
る
祭
な
り
。
下
加
茂
の
社
の
祢
宜
・
祝
な
ど
い
づ
れ
も
あ
ふ
ひ
か
つ
ら
を
か
ざ
し
、
騎

馬
に
て
神
馬
に
錦
蓋
を
か
け
、
翳
を
も
ち
て
、
そ
の
神
馬
の
跡
先
に
つ
か
へ
奉
り
て
、
下
加

茂
の
社
を
い
で
た
つ
。
そ
の
い
で
た
ち
に
、
路
楽
あ
り
て
、
そ
の
楽
は
楽
人
つ
か
へ
ま
つ
れ

り
。
御
蔭
橋
と
て
、
あ
ら
た
に
橋
を
も
か
け
た
る
、
そ
の
は
し
の
ほ
と
り
に
て
を
が
み
奉
る

に
、
そ
の
さ
ま
い
と
た
ふ
と
し
。

　

そ
れ
よ
り
御
蔭
社
に
ま
う
で
ゝ
、
社
頭
の
行
事
を
も
を
が
み
奉
ら
ん
と
お
も
へ
ば
、
そ

の
社
の
か
た
に
ゆ
か
ん
と
す
。
山

・
高
野
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
そ
の
御
社
に
い
た
る
に
、

こ
の
御
社
は
比
枝
の
山
の
ふ
も
と
に
お
は
し
ま
し
て
、
そ
の
所
を
御
蔭
山
と
い
ひ
て
、
い
と

神
さ
び
た
る
所
也
。
今
も
の
し
た
る
道
は
、
そ
の
祭
の
か
よ
は
ぬ
道
に
て
、
そ
の
か
よ
ふ
道

よ
り
は
ほ
ど
ち
か
け
れ
ば
、
い
ま
だ
そ
の
祭
の
こ
の
所
に
い
た
り
つ
か
ぬ
さ
き
也
。
さ
る
は
、

こ
の
御
社
に
つ
き
給
ふ
と
こ
ろ
を
見
奉
ら
ん
と
て
、
い
そ
ぎ
た
る
に
な
ん
。
こ
の
間
に
御
社

に
も
ま
う
で
ゝ
を
が
み
奉
る
に
、
御
社
は
二
座
お
は
し
ま
す
。

　
　

此
山
に
天
の
御
蔭
と
い
や
た
か
く
千
木
た
か
し
り
て
い
ま
す
大
神

　

ほ
ど
な
く
か
の
祭
つ
き
給
ふ
が
、
先
、
鳥
居
を
入
て
、
そ
れ
よ
り
路
楽
あ
り
。
又
、
御
社

に
入
て
音
楽
を
奏
す
。
こ
は
神
供
を
奉
る
楽
な
り
と
ぞ
。
又
し
ば
し
あ
り
て
、
神
う
つ
し
の

音
楽
と
い
ふ
あ
れ
ば
、
ほ
ど
な
く
い
で
ま
し
あ
り
。
こ
の
ふ
た
ゝ
び
の
楽
は
、
音
の
き
こ
ゆ

る
の
み
に
て
、
い
と
見
奉
ら
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
み
だ
り
に
人
の
よ
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
ず
。
は

じ
め
の
ご
と
く
又
、
鳥
居
の
ほ
と
り
ま
で
路
楽
あ
る
、
そ
の
さ
ま
を
を
が
み
て
、
も
と
の
道

を
下
加
茂
に
か
へ
る
。
そ
の
道
よ
り
見
奉
れ
ば
、
は
る
か
む
か
ひ
の
み
ち
を
い
と
な
が
く
八

町
ば
か
り
も
つ
ゞ
き
て
、
そ
の
祭
の
見
ゆ
る
さ
ま
、
め
で
た
し
。

　

か
く
て
、
下
加
茂
に
て
し
ば
し
の
ほ
ど
ま
ち
居
て
、
御
社
に
入
ま
す
行
事
を
を
が
み
奉
る
。

こ
の
御
社
に
入
ま
す
と
こ
ろ
、
け
ふ
の
祭
の
と
ふ
と
き
か
ぎ
り
な
り
。
ま
づ
神
馬
の
さ
ま
、

い
ひ
し
ら
ず
た
ふ
と
く
て
、
げ
に
神
の
の
り
く
る
さ
ま
、
い
ち
ぢ
る
し
。
こ
の
神
馬
を
錦
の

と
ば
り
か
け
た
る
か
り
ど
の
に
ひ
き
い
れ
奉
り
て
、
さ
し
葉
・
神
宣
な
ど
を
も
ち
た
る
人
は
、

そ
の
ほ
と
り
に
ゆ
ゑ
〳
〵
し
く
胡
床
に
か
ゝ
れ
り
。

　

か
く
て
、
祢
宜
・
祝
は
つ
ぎ
〳
〵
に
す
ゝ
み
て
、
こ
の
仮
殿
の
前
に
う
や
〳
〵
し
く
ぬ
か

づ
き
て
、
つ
ぎ
〳
〵
に
列
を
さ
だ
め
て
、
そ
の
か
り
ど
の
ゝ
ほ
と
り
に
胡
床
に
か
ゝ
り
、
そ

の
次
に
は
楽
人
の
ひ
と
り
〳
〵
に
ぬ
か
づ
き
て
、
こ
は
そ
の
か
り
ど
の
ゝ
前
に
の
こ
ら
ず
た

ち
な
ら
び
て
音
楽
を
は
じ
む
れ
ば
、
榊
を
も
ち
た
る
官
人
、
唯
と
称
し
て
御
先
お
ふ
声
た
ふ

と
く
、
さ
き
だ
ち
ゆ
く
そ
の
跡
に
つ
き
て
楽
人
は
音
楽
を
奏
し
な
が
ら
ね
り
ゆ
け
ば
、
神
馬

も
か
り
ど
の
を
い
で
ま
し
て
、
社
の
か
た
に
神
幸
あ
り
。

　

か
く
て
、
神
宝
も
ち
た
る
人
ど
も
は
、
御
先
に
つ
か
へ
、
神
主
・
祝
は
御
供
に
つ
か
へ
て

社
に
入
ま
す
と
、
又
、
神
供
の
音
楽
と
い
ふ
が
あ
り
。
す
べ
て
の
さ
ま
、
く
は
し
く
は
か
き

と
り
が
た
し
。
ま
こ
と
に
い
ひ
し
ら
ず
、
た
ふ
と
き
祭
な
り
。

　

そ
の
た
ふ
と
さ
の
あ
ま
り
に
よ
み
た
る
な
が
う
た
。
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小津久足『柳桜日記』

久
か
た
の　

天
の
み
か
げ　

天
つ
た
ふ　

日
の
御
か
げ
と　

大
御
名
は　

た
ゝ
へ
ま
つ

り
て　

千
早
ふ
る　

か
も
の
や
し
ろ
の　

そ
と
も
な
る　

み
か
げ
の
山
に　

千
木
た
か

く　

宮
ゐ
ま
し
ま
す　

か
し
こ
き
や　

そ
の
大
神
を　

千
は
や
ふ
る　

か
も
の
や
し
ろ

に　

天
皇
の　

う
づ
の
み
て
ぐ
ら　

と
り
も
た
し　

さ
ゝ
げ
給
へ
る　

御
つ
か
ひ
の　

た
つ
る
を
ち
か
み　

け
ふ
は
し
も　

む
か
へ
ま
つ
る
と　

そ
の
宮
の　

氏
人
つ
ど
ひ　

大
神
の　

御
馬
ひ
き
た
て　

そ
の
山
に　

い
ゆ
き
い
た
り
て　

大
前
に　

う
な
ね
つ
き

ぬ
き　

広
前
に　

ひ
ざ
を
り
ふ
せ
て　

大
神
を　

う
つ
し
ま
つ
れ
ば　

大
神
は　

御

馬
に
の
ら
し　

い
で
ま
し
の　

あ
る
を
か
し
こ
み　

う
つ
し
お
み　

ま
す
が
ご
と
く
に　

玉
鉾
の　

道
の
長
手
を　

大
御
供　

つ
か
へ
ま
つ
り
て　

千
は
や
ふ
る　

か
も
の
や
し

ろ
に　

神
な
が
ら　

入
ま
す
時
と　

つ
ゞ
み
う
ち　

ふ
ゑ
吹
な
ら
し　

御
心
を　

い
さ

め
ま
つ
る
を　

か
け
ま
く
は　

か
し
こ
け
れ
ど
も　

ほ
ど
ち
か
く　

あ
ふ
ぎ
見
ま
つ
り　

む
ら
ぎ
も
の　

心
も
し
ぬ
に　

た
ふ
と
く
お
も
ほ
ゆ

　
　
　
　

か
へ
し
歌

　
　

け
ふ
ま
つ
る
天
の
み
か
げ
の
神
わ
ざ
を
あ
ふ
ぎ
み
ま
つ
る
こ
と
の
よ
ろ
し
さ

　

こ
の
祭
は
も
の
に
も
た
し
か
に
見
え
た
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
よ
の
人
は
も
と
よ
り
、
も
の

し
り
人
た
ち
も
し
り
た
る
は
す
く
な
け
れ
ば
、
か
ば
か
り
た
ふ
と
き
神
祭
の
、
よ
に
ひ
ろ
く

し
ら
れ
ぬ
こ
そ
く
ち
を
し
け
れ
。
こ
の
神
祭
の
さ
ま
、
ち
か
き
よ
に
は
じ
ま
り
た
る
も
の
と

は
、
を
さ
〳
〵
見
え
ず
。
そ
の
お
ご
そ
か
な
る
こ
と
、
ふ
る
く
よ
り
つ
た
は
り
き
た
る
祭
に

う
た
が
ひ
な
し
。
よ
り
て
か
ん
が
へ
み
る
に
、こ
の
神
祭
の
も
の
に
見
え
ぬ
も
、こ
と
わ
り
也
。

そ
は
こ
の
祭
は
、
も
と
よ
り
加
茂
の
社
の
祭
に
て
、
朝
廷
の
年
中
行
事
に
か
ゝ
づ
ら
は
ぬ
祭

な
れ
ば
、『
延
喜
式
』、
又
は
朝
廷
の
記
録
に
見
ゆ
る
い
は
れ
な
け
れ
ば
也
。
漸
も
の
に
見
え

た
る
は
、『
中
原
康
富
記
』
に
「
嘉
吉
三
年
四
月
廿
一
日
丙
午
。
鴨
御
蔭
山
祭
如
例
」
と
見

え
た
る
の
み
也
。【
抹
消
：
こ
の
神
の
御
こ
と
は
、
為
家
卿
の
う
た
に
〔
家
集
〕「
ち
ぎ
り
お

き
て
く
も
ら
ぬ
神
の
み
か
げ
山
む
か
し
の
あ
と
ぞ
い
ま
も
か
し
こ
き
」
と
見
え
た
り
。
み
や

し
ろ
の
こ
と
は
、
今
少
し
ふ
る
く
も
見
ゆ
べ
き
に
、
そ
の
見
え
ぬ
は
、
い
さ
ゝ
か
こ
ゝ
ろ
得

ず
。
こ
の
神
祭
の
こ
と
、
さ
だ
め
て
加
茂
社
の
旧
記
な
ど
に
は
見
え
た
る
べ
し
。
も
の
よ
く

し
り
た
る
神
主
の
あ
ら
ば
、
く
は
し
く
た
づ
ね
て
し
る
し
お
か
ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ
。
あ
る
説

に
、
御
蔭
神
は
、
天
照
皇
大
神
と
豊
受
大
神
な
り
と
も
い
ひ
、
又
、
加
茂
大
神
の
は
じ
め
て

あ
ま
く
だ
り
ま
せ
る
所
な
り
と
も
い
ふ
は
、
よ
り
ど
こ
ろ
も
な
け
れ
ば
、
い
か
ゞ
に
お
ぼ
ゆ
】

　

こ
の
祭
は
、
心
あ
る
人
は
か
な
ら
ず
見
べ
き
祭
な
る
を
、
あ
ふ
ひ
ま
つ
り
の
こ
と
は
よ
に

名
だ
か
け
れ
ば
、
よ
く
し
り
た
る
人
お
ほ
け
れ
ど
、
こ
の
神
祭
の
名
を
だ
に
し
る
人
す
く
な

き
こ
と
は
、か
へ
す
〴
〵
も
く
ち
を
し
く
な
げ
か
は
し
き
こ
と
と
、お
ど
ろ
か
し
お
く
に
な
む
。

四
月
十
四
日

　

十
四
日
。

　

ち
か
き
あ
た
り
の
人
の
も
と
を
例
の
と
ぶ
ら
ひ
て
、
夕
つ
か
た
宿
に
か
へ
り
ぬ
。
こ
よ
ひ

の
月
、
い
と
き
よ
く
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
清
水
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
月
の
け
し
き
を
い

ま
だ
し
ら
ざ
れ
ば
、
ふ
り
は
へ
て
ま
う
で
た
る
な
り
。
げ
に
よ
る
の
さ
ま
は
こ
と
さ
ら
た
ふ

と
く
て
、
ま
う
づ
る
人
な
ど
も
す
く
な
く
、
ひ
る
よ
り
は
こ
よ
な
く
も
の
し
づ
か
な
れ
ば
、

こ
ゝ
ろ
し
づ
か
に
舞
台
の
お
ば
し
ま
に
よ
り
か
ゝ
り
て
見
ゐ
た
る
ほ
ど
の
月
の
け
し
き
、
た

と
し
へ
な
く
あ
は
れ
に
お
も
し
ろ
し
。

　
　

あ
か
ざ
り
し
花
の
な
ご
り
も
わ
す
れ
け
り
影
清
水
の
月
に
う
か
れ
て

　
　

花
と
の
み
ひ
か
り
ち
ら
し
て
青
葉
に
も
心
さ
わ
が
す
み
ね
の
月
影

四
月
十
五
日

　

十
五
日
。

　

ゆ
ふ
つ
か
た
よ
り
祇
園
の
社
に
ま
う
で
ゝ
、
そ
の
あ
た
り
う
か
れ
あ
る
き
な
ど
し
て
、
く

れ
ふ
か
く
宿
に
か
へ
ら
ん
と
、
三
条
の
大
橋
を
わ
た
る
ほ
ど
、
は
し
の
う
へ
よ
り
見
わ
た
し

た
る
に
、
月
い
と
さ
や
か
に
て
、
ひ
る
の
ご
と
く
、
所
々
も
い
と
よ
く
見
ゆ
る
さ
ま
、
あ
か

ず
お
も
し
ろ
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
た
ゝ
ず
み
居
た
る
ほ
ど
、

　
　

影
き
よ
み
都
の
ふ
じ
は
み
ど
り
に
て
川
瀬
に
つ
も
る
月
の
白
雪

四
月
十
六
日

　

十
六
日
。

　

か
ね
て
よ
り
ま
ち
も
ふ
け
た
る
中
の
酉
の
日
な
れ
ば
、
葵
祭
を
を
が
み
に
も
の
す
。

　

朝
と
く
い
で
ゝ
、
ま
づ
御
社
に
ま
う
で
ゝ
、
を
が
み
た
て
ま
つ
る
に
、
神
主
・
祝
な
ど
の

こ
ら
ず
い
で
ゝ
、
神
御
衣
の
ぬ
ぎ
か
へ
と
い
ふ
あ
り
。
こ
は
、
冬
の
神
御
衣
を
夏
の
神
御
衣

に
か
へ
奉
る
な
り
。
そ
の
後
に
神
供
を
た
て
ま
つ
る
行
事
あ
り
。

　

こ
れ
よ
り
祭
を
を
が
み
奉
ら
ん
と
、
鳥
居
の
ほ
と
り
に
て
ま
ち
居
た
る
ほ
ど
、
し
ば
し
あ

り
て
辰
の
刻
ば
か
り
に
勅
使
を
つ
と
め
た
ま
ふ
高
野
殿
、
御
馬
を
鳥
居
の
ほ
と
り
に
て
お
り

て
入
給
ひ
て
、
小
屋
の
内
に
て
御
祓
と
い
ふ
有
。
そ
れ
よ
り
主
水
司
、
御
手
水
つ
か
へ
ま
つ

れ
ば
、
や
が
て
御
社
の
か
た
に
す
ゝ
み
給
ふ
に
、
楽
人
・
陪
従
、
歌
も
の
ゝ
音
を
発タ

テ

て
、
ね
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り
な
が
ら
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
る
。

　

か
く
て
勅
使
、
舞
殿
の
階
下
に
て
内
蔵
使
に
宣
命
を
う
け
と
り
給
ひ
て
、
舞
殿
に
の
ぼ
り

て
よ
み
た
ま
ふ
。
そ
の
紙
の
色
は
む
か
し
の
た
め
し
の
ご
と
く
紅
梅
也
。

　

さ
て
、
祢
宜
よ
り
葵
桂
を
白
木
の
枝
に
は
さ
み
て
、
御
使
に
た
て
ま
つ
れ
ば
、
み
づ
か
ら

冠
に
か
ざ
し
給
ひ
て
、
舞
殿
を
お
り
て
廻
廊
の
す
だ
れ
の
う
ち
に
い
こ
ひ
給
へ
り
。
そ
れ
よ

り
内
蔵
寮
の
史
生
は
、
御
幣
物
を
案
上
に
お
き
、
馬
寮
使
は
神
馬
を
ひ
き
て
舞
殿
を
め
ぐ
る

行
事
な
ど
あ
り
。
此
こ
と
は
て
ゝ
、
御
使
、
廻
廊
を
い
で
ゝ
舞
殿
の
ほ
と
り
に
胡
床
に
か
ゝ

り
た
ま
へ
ば
、
陪
従
そ
の
ほ
と
り
に
す
ゝ
み
て
「
東
遊
」
有
。
歌
人
は
笏
拍
子
を
う
ち
て
う

た
ひ
、
和
琴
・
笛
・
篳
篥
の
声
を
お
の
〳
〵
た
つ
れ
ば
、
こ
れ
に
つ
け
て
舞
人
六
人
舞
殿
に

の
ぼ
り
て
「
駿
河
舞
」
を
ま
ふ
。
こ
の
舞
お
は
れ
ば
、
衣
の
肩
を
ぬ
ぎ
て
「
求
子
」
を
ま
ふ
。

こ
の
ま
ひ
に
て
神
前
の
行
事
は
を
は
り
也
。
中
に
も
こ
の
ふ
た
つ
の
舞
の
さ
ま
、
優
に
め
で

た
し
。

　

さ
て
、
山
城
使
は
舞
殿
の
か
た
は
ら
に
胡
床
に
か
ゝ
り
、
検
非
違
使
は
鳥
居
よ
り
う
ち
に

入
ら
で
、
外
の
こ
と
を
ま
も
れ
る
也
。
そ
れ
よ
り
社
人
、
烏
帽
子
・
浄
衣
に
て
、
馬
場
に
て

走
馬
と
て
、
馬
に
の
り
て
ひ
た
む
き
に
は
し
る
こ
と
あ
り
。
そ
の
さ
ま
い
さ
ま
し
く
見
ゆ
。

　

か
く
て
又
、
路
の
よ
そ
ほ
ひ
を
を
が
み
た
て
ま
つ
ら
ん
と
、
葵
橋
と
て
、
こ
の
祭
の
た
め

に
か
ゝ
り
た
る
橋
の
ほ
と
り
に
て
を
が
み
奉
る
。
ま
づ
先
は
検
非
違
使
二
人
に
て
、山
城
使
・

内
蔵
寮
・
史
生
・
馬
寮
使
と
、
つ
ぎ
〳
〵
に
い
づ
れ
も
騎
馬
に
て
、
そ
の
次
に
御
車
を
牛
の

ひ
き
ゆ
く
さ
ま
、
こ
と
に
た
ふ
と
し
。
こ
は
、
を
さ
〳
〵
見
る
こ
と
の
か
た
き
も
の
な
れ
ば
、

こ
と
さ
ら
心
と
ゞ
め
て
見
奉
る
に
、
そ
の
き
ら
〳
〵
し
さ
、
め
も
お
ど
ろ
く
ば
か
り
に
め
で

た
し
。
そ
の
次
に
は
舞
人
六
人
、
そ
の
次
に
勅
使
、
騎
馬
に
て
、
け
さ
た
ま
は
り
し
紅
の
打

袙
を
か
た
に
か
け
さ
せ
、
風
流
が
さ
と
い
ふ
、
う
る
は
し
き
花
笠
を
さ
ゝ
せ
て
、
御
供
人
の

衣
に
も
つ
く
り
花
を
つ
け
て
、
ね
り
給
ふ
さ
ま
、
花
や
か
に
め
ざ
ま
し
。
こ
の
次
は
陪
従
六

人
、
そ
の
次
は
内
蔵
寮
、
こ
れ
も
風
流
が
さ
を
も
た
せ
て
、
い
づ
れ
も
騎
馬
也
。
す
べ
て
そ

の
行
列
の
さ
ま
、
今
の
よ
の
ま
つ
り
に
は
こ
よ
な
く
か
は
り
て
、
た
ふ
と
さ
い
は
ん
か
た
な

く
、
い
は
ゞ
中
々
お
と
る
べ
く
、
か
つ
は
有
職
の
こ
と
に
お
の
れ
う
と
け
れ
ば
、
く
は
し
く

筆
に
は
え
か
き
と
ら
ず
な
ん
。
も
と
よ
り
け
ふ
の
神
祭
は
、
供
人
に
い
た
る
ま
で
も
、
な
べ

て
あ
ふ
ひ
か
つ
ら
を
か
ざ
せ
る
さ
ま
、
み
や
び
や
か
な
る
こ
と
、
い
ふ
も
さ
ら
な
り
。

石
川
や　

蝉
の
小
川
の　

い
や
そ
こ
の　

底
つ
岩
根
に　

宮
は
し
ら　

ふ
と
し
き
た

て
　ゝ

万
代
に　

し
づ
ま
り
い
ま
す　

か
し
こ
き
や　

御
祖
の
神
を　

皇
孫
の　

大
御

こ
と
も
て　

千
早
ふ
る　

卯
月
の
け
ふ
は　

ね
も
ご
ろ
に　

ま
つ
り
た
ま
ふ
と　

も
ろ

〳
〵
の　

官
人
た
ち　

御
よ
さ
し
の　

御
こ
と
か
し
こ
み　

内
蔵
司　

お
の
が
つ
か
さ

と　

た
て
ま
つ
る　

み
て
ぐ
ら
も
た
せ　

馬
つ
か
さ　

お
の
が
つ
か
さ
と　

た
て
ま
つ

る　

御
馬
を
ひ
か
せ　

む
き
〳
〵
に　

つ
か
へ
ま
つ
れ
り　

ほ
ど
ち
か
き　

ま
も
り
の

つ
か
さ　

御
使
を　

つ
か
へ
ま
つ
る
と　

小
車
の　

お
と
も
と
ゞ
ろ
に　

の
る
こ
ま
の　

あ
ゆ
み
も
の
と
に　

広
前
に　

い
ゆ
き
い
た
り
て　

み
こ
と
の
り　

神
に
の
ら
せ
り　

舞
人
は　

あ
づ
ま
あ
そ
び
を　

う
た
ひ
ま
ひ　

い
さ
め
ま
つ
り
て　

い
に
し
へ
の　

た

め
し
か
は
ら
ぬ　

け
ふ
の
こ
の　

大
御
祭
は　

か
し
こ
き
や　

御
祖
の
神
も　

神
な
が

ら　

よ
ろ
こ
び
ま
し
て　

皆
人
の　

け
ふ
と
り
か
ざ
す　

も
ろ
か
づ
ら　

い
や
と
ほ
な

が
く　

色
か
へ
ぬ　

二
葉
の
ご
と
く　

君
が
代
を　

と
き
は
か
き
は
に　

ま
も
り
た
ま

は
む

　

又
よ
め
る
み
じ
か
う
た
。

　
　

神
ま
つ
り
む
か
し
の
た
め
し
ひ
き
つ
れ
て
あ
ふ
ひ
を
か
ざ
す
け
ふ
の
も
ろ
人

　
　

ま
つ
り
す
る
け
ふ
を
う
れ
し
と
神
も
猶
卯
月
の
中
の
と
り
て
見
る
ら
む

　
　

め
づ
ら
し
な
言
の
葉
に
の
み
か
け
な
れ
て
あ
ふ
ひ
は
け
ふ
を
は
じ
め
成
け
り

　
　

よ
そ
な
が
ら
あ
ふ
ぐ
わ
が
身
も
言
の
葉
は
か
け
て
み
あ
れ
の
あ
ふ
ひ
な
り
け
り

　
　

も
ろ
か
づ
ら
心
に
か
け
て
あ
ふ
ぐ
か
な
神
に
つ
か
ふ
る
わ
が
身
な
ら
ね
ど

　
　

ち
ぎ
り
あ
り
て
こ
と
し
あ
ふ
ひ
の
も
ろ
か
づ
ら
心
に
か
け
し
か
ひ
は
あ
り
け
り

　
　

心
に
も
か
け
て
わ
す
れ
じ
あ
ふ
ひ
ぐ
さ
ま
た
小
車
の
め
ぐ
り
あ
ふ
ま
で

　

ま
こ
と
に
こ
の
祭
を
を
が
み
奉
ら
ん
と
お
も
ふ
こ
と
、
年
ひ
さ
し
か
り
し
に
、
こ
た
び
を

が
み
て
本
意
と
げ
た
る
は
、
た
ふ
と
く
も
う
れ
し
く
も
な
む
。

　

さ
て
、
上
鴨
の
御
社
に
も
ま
う
で
む
と
お
も
ひ
し
か
ど
、
御
社
の
行
事
は
下
に
お
な
じ
こ

と
な
り
と
き
け
ば
、
道
も
と
ほ
き
ゆ
ゑ
に
ま
う
で
ず
し
て
、
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

四
月
十
七
日

　

十
七
日
。

　

か
ね
て
よ
り
お
も
ひ
居
た
る
、
あ
ふ
ひ
祭
も
を
が
み
奉
り
て
本
意
と
げ
た
れ
ば
、
猶
ゆ
か

ま
ほ
し
き
所
々
は
お
ほ
け
れ
ど
、
さ
の
み
い
ひ
を
ら
ん
も
か
ぎ
り
な
か
る
べ
け
れ
ば
、
又
の

時
と
例
の
ゝ
こ
し
お
き
て
、
心
に
は
あ
ら
ね
ど
、
十
九
日
に
は
京
を
た
ち
て
故
郷
に
か
へ
ら

ん
と
す
。

　

さ
れ
ば
、
け
ふ
は
日
ご
ろ
た
づ
ね
か
は
し
た
る
人
の
家
に
も
い
と
ま
ご
ひ
と
い
ふ
も
の
に

も
の
し
、
又
家
づ
と
に
す
べ
き
く
さ
〴
〵
の
も
の
な
ど
を
か
ひ
に
も
の
す
。
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さ
て
、
こ
よ
ひ
あ
る
人
の
と
ぶ
ら
ひ
き
て
、「
あ
す
大
内
に
能
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、
よ

き
つ
て
あ
れ
ば
見
に
も
の
せ
ん
や
」
と
い
ふ
。「
今
は
京
を
い
で
た
つ
に
ほ
ど
ち
か
け
れ
ば
、

心
は
い
と
な
け
れ
ど
、
し
ひ
て
ゆ
か
ん
に
は
行
こ
と
の
か
た
き
に
あ
ら
ね
ど
、
い
さ
ゝ
か
お

も
ふ
よ
し
あ
れ
ば
、
え
ゆ
か
ず
」
と
こ
た
え
ぬ
。

四
月
十
八
日

　

十
八
日
。

　

あ
す
は
い
よ
〳
〵
い
で
た
ゝ
ん
と
お
も
ひ
さ
だ
め
た
れ
ば
、
そ
の
ま
う
け
に
荷
の
緒
ゆ
ひ

か
た
め
な
ど
、
い
ろ
〳
〵
な
す
こ
と
お
ほ
け
れ
ば
、
心
も
い
と
ま
な
く
て
、
未
の
刻
ば
か
り

ま
で
す
ぐ
し
ぬ
。

　

さ
て
、
都
の
名
ご
り
い
ろ
た
ゞ
な
ら
ぬ
は
、
今
一
度
、
東
山
わ
け
見
ん
と
て
、
未
の
刻
す

ぐ
る
ほ
ど
よ
り
智（

知
）恩

院
に
ゆ
き
て
、
そ
れ
よ
り
祇
園
御
社
に
ま
う
で
、
長
楽
寺
・
高
台
寺
・

清
水
の
あ
た
り
ま
で
も
も
の
す
。
さ
ら
ぬ
だ
に
あ
か
ぬ
所
々
な
る
を
、
都
を
わ
か
る
ゝ
名
ご

り
さ
へ
そ
ひ
て
、
あ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
は
た
ぐ
ひ
な
け
れ
ど
、
ひ
た
す
ら
明
日
の
こ
と
心
に
か
ゝ

り
て
、
か
つ
は
こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
ず
な
ん
。
か
ゝ
る
を
り
に
は
、
こ
の
と
こ
ろ
〴
〵
の
お
も
し

ろ
き
も
、
な
か
〳
〵
に
も
の
お
も
ひ
の
種
な
り
か
し
。

　
　

立
か
へ
る
う
ら
み
も
か
け
て
ひ
が
し
山
真
葛
が
原
に
な
ご
り
を
ぞ
お
も
ふ

　
　

よ
を
い
と
ふ
心
な
ら
ね
ど
東
山
す
ま
ゝ
ほ
し
く
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

　

か
へ
る
さ
大
橋
を
わ
た
る
と
て
、

　
　

わ
た
る
べ
き
あ
す
を
お
も
へ
ば
か
ね
て
よ
り
な
ご
り
た
ち
そ
ふ
か
も
の
川
波

　

宿
に
か
へ
り
て
後
、
東
山
よ
り
い
づ
る
月
を
見
た
る
に
、
こ
れ
も
こ
と
さ
ら
あ
か
ず
お
ぼ

え
て
、

　
　

あ
す
は
わ
れ
か
へ
る
と
お
も
へ
ば
東
山
い
で
く
る
月
の
う
ら
や
ま
れ
つ
ゝ

　

ま
こ
と
に
こ
た
び
は
嵐
山
の
花
よ
り
か
け
て
、
あ
ふ
ひ
祭
な
ど
を
も
見
奉
り
、
名
だ
か
き

所
々
お
ほ
く
た
づ
ね
見
た
る
は
、
何
よ
り
の
身
の
さ
き
は
ひ
に
て
、
よ
ろ
こ
ば
し
さ
た
と
へ

ん
も
の
な
し
。
中
に
も
こ
と
に
め
に
と
ま
り
た
る
は
、
あ
ら
し
山
・
東
山
の
花
、
あ
ら
し
山

の
青
葉
、
か
け
ま
く
は
か
し
こ
け
れ
ど
、
御
蔭
祭
・
葵
祭
の
さ
ま
な
ど
に
て
、
こ
は
心
に
し

み
て
ぞ
お
ぼ
え
ぬ
る
。

四
月
十
九
日

　

十
九
日
。

　

け
ふ
は
都
を
た
ち
い
で
む
と
す
。
朝
と
く
三
条
の
旅
居
を
立
い
づ
る
に
、
か
ね
て
お
も
ひ

し
に
も
猶
ま
さ
り
て
、
日
ご
ろ
の
な
ご
り
い
と
た
ゞ
な
ら
ず
、
四
十
日
あ
ま
り
も
こ
の
家
に

や
ど
り
居
て
、
わ
が
家
の
ご
と
く
せ
し
か
ば
、
ま
し
て
別
の
か
な
し
く
て
、

　
　

あ
か
ず
の
み
日
か
ず
か
さ
ね
て
旅
衣
た
つ
や
都
の
を
し
く
も
あ
る
か
な

　
　

家
人
に
ほ
ど
な
く
あ
は
む
旅
な
が
ら
都
の
わ
か
れ
か
な
し
か
り
け
り

　

こ
と
に
な
ご
り
お
ほ
き
は
、
東
山
の
別
也
。
さ
る
は
、
も
と
よ
り
わ
が
心
に
東
山
の
け
し

き
を
い
た
く
こ
の
み
て
、
朝
ご
と
に
は
ま
づ
う
ち
む
か
ひ
つ
ゝ
、
む
つ
ま
じ
き
友
ど
ち
の
や

う
に
日
頃
見
な
れ
た
る
を
、
け
ふ
し
も
見
す
て
ゆ
く
こ
と
は
、
心
も
た
へ
が
た
き
ま
で
お
ぼ

ゆ
れ
ど
、
人
に
い
は
む
も
お
こ
が
ま
し
け
れ
ば
、
ひ
と
り
ご
と
に
、

　
　

花
に
な
れ
月
に
む
か
ひ
し
東
山
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
わ
か
れ
を
ぞ
す
る

　
　

朝
夕
に
む
か
ひ
な
れ
て
は
東
山
ひ
と
に
も
ま
さ
る
わ
か
れ
な
り
け
り

　
　

な
が
め
つ
ゝ
わ
か
れ
か
ぬ
る
を
東
山
ひ
が
こ
ゝ
ろ
と
や
人
は
お
も
は
ん

　

白
川
橋
を
わ
た
り
て
、
粟
田
山
を
こ
ゆ
れ
ば
、
都
の
か
た
の
今
は
見
え
ず
な
り
ゆ
く
も
、

故
郷
の
わ
か
れ
に
ま
さ
り
て
か
な
し
。

　
　

こ
え
ぬ
れ
ば
都
へ
だ
て
ゝ
あ
は
た
山
あ
は
と
は
か
な
き
な
が
め
を
ぞ
す
る

　

こ
の
あ
た
り
に
松
坂
と
い
ふ
坂
あ
れ
ば
、

　
　

松
坂
の
名
も
な
つ
か
し
く
お
も
ほ
え
ず
た
ゞ
都
の
み
し
た
ふ
な
ご
り
に

心
も
す
ゝ
ま
ず
、
と
に
か
く
都
の
こ
と
を
お
も
ひ
つ
ゞ
け
て
く
る
し
き
は
、
我
な
が
ら
あ
や

し
く
な
む
。

　
　

故
郷
を
こ
ゝ
ろ
や
は
や
く
す
み
か
へ
て
か
く
は
都
の
こ
ひ
し
か
る
ら
む

　

山
科
を
す
ぎ
て
、
あ
ふ
さ
か
山
を
こ
ゆ
る
ほ
ど
、

　
　

あ
ふ
さ
か
の
関
の
清
水
も
わ
か
れ
ゆ
く
袖
に
な
が
る
ゝ
こ
ゝ
ち
の
み
し
て

　

大
津
よ
り
船
に
の
り
て
、
矢
橋
に
わ
た
ら
ん
と
す
。
こ
は
、
く
が
ぢ
を
か
よ
ふ
よ
り
は
、

こ
よ
な
く
ち
か
け
れ
ど
、
都
の
か
た
の
は
や
く
と
ほ
ざ
か
る
を
お
も
へ
ば
、
な
か
〳
〵
に
う

れ
し
か
ら
ず
。

　
　

か
へ
り
見
て
都
の
か
た
に
こ
が
る
ゝ
を
い
そ
ぐ
矢
橋
の
舟
も
つ
れ
な
し

　
　

な
か
〳
〵
に
い
る
が
ご
と
く
に
ゆ
く
船
は
つ
ら
き
矢
橋
の
わ
た
り
か
ね
つ
ゝ

　

こ
の
舟
の
う
ち
よ
り
見
わ
た
し
た
る
け
し
き
、
い
と
お
も
し
ろ
け
れ
ど
、
そ
れ
も
め
に
は

つ
か
で
、
た
ゞ
都
の
空
の
み
な
が
め
や
ら
る
ゝ
は
、
心
く
る
し
く
な
む
。

　

ほ
ど
な
く
矢
橋
に
舟
は
て
ぬ
。
こ
ゝ
の
さ
と
に
鞭
崎
八
幡
宮
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
。
川
の

下
・
大
塚
・
矢
倉
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
草
津
に
い
た
る
。
そ
れ
よ
り
何
く
れ
の
さ
と
を
す
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ぎ
て
、
石
部
に
い
た
る
。
そ
の
あ
ひ
だ
の
道
よ
り
比
良
の
山
を
見
る
に
、
ゆ
く
さ
に
は
ま
だ

雪
し
ろ
か
り
し
を
、
今
は
青
葉
の
け
し
き
の
よ
そ
な
が
ら
い
ち
じ
る
き
を
見
て
、

　
　

雪
の
色
も
か
は
る
み
ど
り
に
ひ
ら
の
山
つ
も
り
し
旅
の
日
数
を
ぞ
お
も
ふ

　

水
口
の
宿
の
入
口
に
て
日
も
く
れ
か
ゝ
り
ぬ
る
に
、
小
田
の
蛙
の
声
し
げ
く
き
こ
ゆ
る
は
、

「
を
り
に
あ
へ
ば
」
な
ど
、
う
ち
ず
ん
じ
ら
れ
て
、
い
と
あ
は
れ
也
。

　
　

里
の
名
を
う
ち
い
で
が
ほ
に
声
た
て
ゝ
か
は
づ
な
く
な
り
小
田
の
水
口

　

こ
の
さ
と
の
川
内
や
な
に
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
い
へ
に
や
ど
り
ぬ
。

四
月
二
十
日

　

廿
日
。

　

暁
ふ
か
く
め
ざ
め
た
る
を
り
か
ら
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す
の
二
声
・
三
声
鳴
け
れ
ば
、

　
　

お
も
ひ
い
づ
る
都
の
夢
を
さ
ま
せ
と
や
ね
ざ
め
と
ふ
ら
む
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　

い
ま
だ
あ
け
は
な
れ
ぬ
ほ
ど
に
宿
り
を
い
で
ゝ
、
土
山
の
宿
に
い
た
る
。
そ
の
土
山
よ
り

鈴
鹿
山
に
か
ゝ
る
ほ
ど
、
雨
ふ
り
い
で
た
る
は
、
い
と
わ
び
し
。「
家
も
あ
ら
な
く
に
」
な
ど
、

例
の
う
ち
ず
し
て
、

　
　

く
る
し
さ
も
わ
す
る
ゝ
ば
か
り
ふ
り
い
で
ゝ
な
け
や
鈴
鹿
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　

ゆ
く
さ
に
は
こ
の
山
を
こ
ゆ
る
に
も
い
き
ほ
ひ
あ
り
て
、
さ
の
み
く
る
し
と
も
お
も
は
ざ

り
し
も
の
を
な
ど
、
お
も
ひ
い
で
ゝ
、

　
　

都
に
と
ゆ
く
さ
の
い
そ
ぎ
ふ
り
か
へ
て
足
も
す
ゝ
ま
ぬ
す
ゞ
か
山
か
な

　

さ
れ
ば
、
す
ぎ
ゆ
く
道
の
こ
と
、
く
は
し
く
か
き
つ
け
な
ど
す
る
も
も
の
う
く
て
、
そ
れ

も
ゆ
く
さ
の
を
り
に
は
ふ
り
か
は
り
て
、
み
だ
り
な
る
も
の
ぞ
か
し
。
た
む
け
を
こ
ゆ
る
ほ

ど
は
い
み
じ
く
ふ
り
い
で
ゝ
、
今
一
き
は
わ
び
し
。

　
　

都
お
も
ふ
な
み
だ
の
雨
に
袖
ぬ
れ
て
わ
れ
か
ら
ま
よ
ふ
け
ふ
の
山
道

　

坂
の
下
を
す
ぎ
て
、
筆
捨
山
の
ほ
と
り
に
て
い
こ
ひ
居
た
る
ほ
ど
は
、
さ
す
が
に
け
し
き

お
も
し
ろ
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
た
ゝ
む
と
す
る
を
り
、

　
　

筆
な
ら
で
あ
か
ぬ
け
し
き
も
見
す
つ
る
を
こ
ゝ
ろ
な
し
と
や
山
は
お
も
は
む

　

関
の
宿
も
ち
か
き
あ
た
り
な
る
、
か
た
へ
の
山
に
て
、
鶯
の
な
き
け
れ
ば
、

　
　

う
ぐ
ひ
す
と
わ
れ
の
み
な
く
は
旅
人
の
た
も
と
も
し
ら
ぬ
声
と
こ
そ
き
け

　

楠
原
の
宿
を
も
す
ぎ
、
椋
本
の
宿
に
い
た
り
て
、

　
　

ふ
り
か
へ
り
そ
な
た
に
む
く
も
と
ほ
く
な
る
都
を
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
け
り

　

い
ま
だ
日
く
れ
ね
ど
、
雨
ふ
り
て
わ
び
し
け
れ
ば
、
こ
の
宿
の
大
黒
や
な
に
が
し
と
い
ふ

も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

四
月
二
十
一
日

　

二
十
一
日
。
き
の
ふ
の
雨
な
ご
り
な
く
は
れ
て
、
天
気
よ
し
。

　

朝
と
く
宿
を
い
で
ゝ
、
豊
久
野
・
長
野
を
ゆ
く
ほ
ど
、
例
の
ゆ
く
さ
よ
り
は
道
の
な
が
き

こ
ゝ
ち
の
せ
ら
れ
て
、
ら
う
が
は
し
。
窪
田
を
す
ぎ
て
、
津
に
い
た
る
。

　

あ
こ
ぎ
が
う
ら
の
ほ
と
り
に
て
、

　
　

ひ
く
鯛
の
た
び
の
日
か
ず
も
か
さ
な
り
て
あ
こ
ぎ
が
う
ら
を
見
る
も
め
づ
ら
し

　

高
茶
屋
・
雲
出
を
す
ぎ
て
、
三
渡
に
い
た
れ
ば
、
む
か
ひ
に
と
て
き
た
る
人
々
ま
ち
あ
ひ

た
り
。

　
　

花
と
見
し
川
瀬
の
波
を
立
か
へ
る
ゆ
か
り
と
け
ふ
は
三
わ
た
り
の
里

　

か
く
て
、
未
の
刻
ば
か
り
故
郷
に
つ
き
た
る
は
、
何
の
は
え
な
き
も
の
な
が
ら
、
う
れ
し

く
お
ぼ
ゆ
る
も
又
あ
や
し
く
て
、

　
　

さ
す
が
猶
都
に
な
れ
し
こ
ゝ
ろ
に
も
ひ
な
の
す
ま
ゐ
の
め
づ
ら
し
き
か
な

と
ま
け
じ
だ
ま
し
ひ
に
よ
み
た
る
も
の
な
が
ら
、
都
の
な
ご
り
は
わ
す
れ
が
た
き
ま
ゝ
に
、

そ
の
こ
ゝ
ろ
を
も
な
ぐ
さ
め
、
か
つ
は
あ
ま
た
の
日
数
の
う
ち
、
お
ほ
く
の
と
こ
ろ
〴
〵
を

見
め
ぐ
り
た
る
こ
と
を
、
心
の
う
ち
に
の
み
こ
め
お
か
む
も
、
あ
た
ら
こ
ゝ
ち
の
せ
ら
る
れ

ば
、
錦
な
ら
ぬ
色
な
き
言
の
葉
に
、
そ
の
こ
と
ど
も
を
か
き
と
ゞ
め
て
、『
柳
桜
日
記
』
と

名
づ
け
た
る
は
、
人
に
見
す
る
心
に
あ
ら
で
、
後
し
の
ば
ん
た
め
の
す
さ
み
に
な
ん
。

　
　

文
政
十
一
年
と
い
ふ
年
の
う
づ
き
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
久
足　

『
柳
桜
日
記
』
の
調
査
・
翻
刻
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
三
重
県
立
図
書
館
、
ま
た
同

諸
本
の
調
査
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
日
本
大
学
図
書
館
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書

館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費（19K

00300, 
23K

00320

）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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小津久足『柳桜日記』

A Transcription of Ozu Hisatari’s “Yanagisakura Nikki”

Kenji Hishioka 

　A Transcription of Ozu Hisatari's “Yanagisakura Nikki”. Ozu Hisatari was a merchant of the Edo 
period. “Yanagisakura Nikki” is a travelogue of his visits to Kyoto and other places.


